










Digitized by 


Google 


Original from 

COLUMBIA UNIVERSITY 



日鮮^^史财奮史 代 ii 


Digitized by Coogle 


Original from 

COLUMBIA UNIVERSITY 



ふ/7、 

f ?l 

ゾ、ふ 


" / 



JUL 2 91849 



Digitized by Google 


Original from 

COLUMBIA UNIVERSITY 










t ' W . な口西港山签リ i ： 山 M 龍 


Digitized by CjO ^lC 


Original from 

COLUMBIA UNIVERSITY 












Digitized by Google 


Original from 

COLUMBIA UNIVERSITY 





Digitized by Google 


Original from 

COLUMBIA UNIVERSITY 






釜 III 公立_:5銮女^校 


Digitized by Coogie 


Original from 

COLUMBIA UNIVERSITY 































m 

知 

谷 

無 

水 

源 

池 


Original from 

COLUMBIA UNIVERSITY 


芥新水源池 00 


滿池诚過池 


«遠見 



















M : 城沔小るた辽 l ) i 前驛山爸 


ぬ 




Digitized by Google 


Original from 

COLUMBIA UNIVERSITY 











Digitized by Google 


Original from 

COLUMBIA UNIVERSITY 


一 Digitized by 


Google 


Original from 

COLUMBIA UNIVERSITY 



日鮮通交 史附 釜山史後編 


目 次 



第 I 章 緖 言 

第二奎 總督政治 


第 I 節 中央行政 . 三 

第 II 節 地方行政 .••. 四 

第 SS 司法 .... 八 

第四 »治安 . .. 一〇 

第五節 財政 ... IH 

第六» 金融 .•.. 二四 

第 七 節 官業 . . .. . 一 A 

目 次 


Digitized by Google 


Original from 

COLUMBIA UNIVERSITY 











B 次 

第八節 土木 ... 三0 

第九節 交通 .. H 四 

第 十 節 質易 . H 八 

第十 I 節 鹰業 .. § 

第十11 節 商工業 .. 四八 

第 十三 節 林業 . 五一 

第十四 節 鑛業 . ：：…： . 五六 

第十五節 水産業 . 五七 

第 十六 節 衞生 .. 六〇 

第十七 節 敎育 .. 六五 

第三章 地勢 .... ••七一 

第四章 氣象 . 七一一 

第五 章 各政廳及自治機關 . . . 七四 

第 I 節 外務官出張時代及管理廳 . 七五 

第二節 領事館 .. ,• . 八二 


Digitized by Google 


Original from 

COLUMBIA UNIVERSITY 


















第 11 1 節 斑事廳 . 八三 

第四筘 府廳 . 八四 

第五 節签山 地方法院…： . . . 八九 

第 六 節 签山髋 獄 . 九〇 

第 七 節 守備隊 . 九 三 

第 八節 憲兵分隊 . ：…： 九 三 

第九節 陸軍連輸部签山支部 . 九 H 

第十節 朝鮮 S •箚陸軍倉庫釜 山 支庫 . 九 四 

第十 I 節 整 1 U 税關 . 九 Ji 

第 十11 節 草梁税關派出所 . 九六 

第 十三 節 第一棧橋税關派出所 . 九六 

第 十四 節 答山^綹恶 . 九六 

第 十五 節 祭山郵便：；！附通信事業 . 九七 

第 十六 15祭山驛 . 一〇一一 

第 十七 節 筑梁驛 . へ ... 一〇四 


Digitized by Google 


Original from 

COLUMBIA UNIVERSITY 


















4 


第十八 S 签山鎭驛 . . . 5六 

第十九 ft _月鐵道管理局運輸課出張所 . no 六 

第11十節 總督府鐵道局經理部草梁出張所 . 1〇七 

第=十|節 草梁保線事務所 ... . 一〇八 

第一 I 十一一節 草梁機鬮庫 . . 

第一 I 十 HIP 草梁工場 ... 10八 

第二十四節 朝鮮總督府土木局釜山出張所 .. 10九 

第一一十五節 移出牛檢疫所 ... 二〇 

第一一十六細 牛疫血精製造所 ... 111 

第一一十七 iis 釜山測候所 . ニー 

第一一十 自治機關 . ニニ 

第六章 戶 口 . 一五八 

第七 章 敎 育 . HO 

第 | 0 內地人敎育 . 一六一 

一、釜山公立尋常高等小學校 . H ハ三 


Digitized by Coogle 


Onainal from 

COLUMBIA UNIVERSITY 





















二、 签山第一公立尋常小學校 

三、 釜山第二公立尋常小學校 

四、 釜山第三公立尋常小學校 

五、 签山第四公立尋常小學校 

六、 签山中學校 . 

ヤ釜山公立商業專修學校 

八、 釜山公立高等女學校 

九、 釜山公立幼稚園.：： 

十、签山實業夜學校：： 

十一、私立學塾元疼社 • 

十二、私立實習女學校 • 
十三"私立幼雅園 




第 11 1)1 


朝鮮人敎育 


I 、签山公立商業學校 
二、釜山公立普通學校 






六四 

六五 

六五 

六六 
六六 
六九 
七〇 

七一 
七； 

七二 

七二 

七三 

七三 

七四 

七五 


Digitized by Google 


Original from 

COLUMBIA UNIVERSITY 




















































































三、 釜山鎭公立普通學校 . 一七六 

四、 私立明進學校…… . . 一七六 

五、 私立普通玉成辔校 .. 一七七 

六、 私立日進女學校 . 一七七 

七、 私立草1女學校 . 一七七 

第1二節 釜山敎育會及 lil 書館 . 1七七 

第八章 宗 敎 . 一七九 

第 I 節 神社反敎會所 . …♦，一八四 

一、前⑽山神社 . 一八四 

一一、饳尾山神社 ... 一八六 

三、 辨天神社 . . . 一八七 

四、 大社敎草梁敎會所 . . . . . 一八八 

五、 金光敎釜山敎倚所 .. 一八八 

六、 天理敎釜山宣敎所 . 一九〇 

七、 天理敎東韓宣敎所 . 一九 0. 


Digitized by Google 


Original from 

COLUMBIA UNIVERSITY 


















第 


九 


交 




% 


九 


i 会 


九九九 
五四四 


九 九 

ox* 


さ S 


Digitized by 


Google 


Original from 

COLUMBIA UNIVERSITY 


二 節 寺院…… 

一、 大谷派本願寺釜山別院 

二、 本派本願寺签山別院… 

三、 眞言宗金剛寺 . 

四、 峨蟎山總泉.®寺 . 

五、 報德山智恩院智恩寺… 

六、 日31宗妙铙寺:…：::: 

七、 •臨濟宗妙心寺布敎場… 
第 H 節 基督敎會… 

一、日本基督敎签山傅道敎會 

一 V 签山聖公會… . 

三"米國一致敎會傳道所… 
四、^洲一致敎會傅道所… 

五ノ天主敎公會 . 

六、日本メ y •チスト签山敎會 



















































































0 次 

第九章 衞生 … 

第一«公設機關 . 

一、 釜山府立病院 . 

二、 签山府立俥染病院 . 

三、 海港檢疫所 . 

四、 健康診味所 . 

第二》 私設機關：…•： 

一、 签山镂18會 . 

二、 釜山潸護婿取次所看雜婿會 

三、 釜山產婆會、附産院 . 

四、 ガンキン記念醫院 . 

五、 癩病者救療院 . 

第1 a « 水道 . 

一、上水道 . 

一 n 下水道 . 


1九〇 

二 50 

.二〇〇 
•二〇一 
•二〇 I 

• 二 Ot 
■1101 
-110一 
二 1 § 
二一〇 n 

--5B 

二一〇 五 
-き 五 

-〇五 

二ーニ 


Digitized by Googie 


Original from 

COLUMBIA UNIVERSITY 



















第四 is 墓地及火葬場 ... ：二ーニ 

第五® 傳染病豫防設備 ... 一一一三 

第十 章 防火設備 . 1110- 

第十 I 章 港灣設備及埋築事業 . . . 11一六 

第 I 節 商港 . 一一 r ハ 

第一一節 漁港附水産物輸出入場 ... =一二 

第三節 航路標識 . -ニニ 

第四節 舊棧橋 . 一三四 

第五節 渡船 . 一三 五 

一、 私立普通學校維持渡船場：， ... 一三 3 C 

二、 絕影島渡船場 . ニニ 六 

第六節 埋築 . こ一ーセ 

一、 北渚埋築 .. ニニ八 

二、 薩磨堀埋築 . 一1三二 

0 次 


Digitized by Google 


Original from 

COLUMBIA UNIVERSITY 



















io - 


目 次 

三、釜山鎭埋築 . .. 

第十二 章 交通運輸 . 二三四 

第一節 陸上 ... 二111五 

一、 鐵道 . 一一三五 

二、 輕便鐵道 . 二四〇 

第二 節 水上 ... 二四一 

一、 外 國及內地航路 . 二四一 

二、 沿岸航路 ... 二四三 

一二、洛東江水連 ... 二四五 

第十三 章 經 濟 .. 5五 

第 I 節 府行政經濟附自治豫算 . 一一四六 

第二節 商業經濟 .. 二五一 

第十四 章 商 業 . —一一 

第 I 15對外 H 易 ... 二五三 

第一 I 節 沿岸贸易 . 


Digitized by Google 


Original rrom 

COLUMBIA UNIVERSITY 


















第十五章 商業機關及金融 . . . 二六〇 

第 I 節 銀行附金融槪浞 .. 二六〇 

第 II 節 倉庫業 . . . 二六六 

第 III 節 保險業 . 二六八 

第四節 市場： .. 二七三 

i 、签山穀物市場 . 二七四 

.二、签山水產株式會社魚市場 . . . 二七五 

三、食粉品市場 . M . 二七六 

51、日韓共同市場 . . ... 二七六 

五、草梁9韓市場 ... .ご七七 

第五節 商業會議所及慶南物産共進會 ... 二七七 

一、 签山商業#詠所陳列舘貫品舘 ... 二七 - b 

二、 釜山抝人商業會議所 . ： .. 二八一 

第六節 會社及祖合…： .... 二八二 

- > # & . 11 


Digitized by Google 


Original from 

COLUMBIA UNIVERSITY 


















二、同業組合 . . . 二八六 

第十六章 エ 業. ... ぇ八 

第一 15 I •. 一 A 九 

第二節 精米業 . 一一九〇 

第三 15 製鹽業 . 一一 i 

第四節電氣及瓦斯事業 . 二九一 

第•五® 煙草製造業 . .二九一一 

第十七章 水産業 . 二九七 

第 I 節 漁業機 II . 二九 A 

一、 朝鮮海水產組合 . 二九八 

二、 釜山水產株式會社 . Ho 一一 

三、 慶南水產株式會社 . 三91一 

四、 牧ノ島漁業協會： . 三〇五 

第二節 魚類海藻類集算狀況 . Ho 五 

第十八章 農事及殖林 .. .三 a 七 


Digitized by Googie 


Original from 

COLUMBIA UNIVERSITY 


















13 


、第十九 章 刊行物 . H 一 0 

第二十 章 特設團體 ... 三 二 

第 |節 釜山繁榮會 . H 二 

第=:« 签山辯護士會 . 2111 

第三節 日本赤十字社釜山委員部 . 三ニー 

第四 S 帝國在鄕軍人會签山分會 . H 111 

第五 節 釜山商工懇話會 . 三一三 

第 六 » 签山佛敎靑年會 . 一 r 三 

第 七 fii 愛國婦人會釜山委員部 . 三一四 

第 八節 敎佛婦人會签山支會： . .. .... 11 二四 

第 九節 耆老會 .. Hi 

第 +K 甲寅# .. 三一六 

第十一® 釜山慈善敎社 .... H 一七 

第十一一節 釜山保護園 . H 一八 

第二 +1章 m 姐 . 一— 


Digitized by Google 


Oriainal from 

COLUMBIA UNIVERSITY 























第一 瞄 旅館：‘-- - ------ - --- glH 

P 二.梅 綠町遊廊附絕影島、草梁、古館料理屋組合 . ： . . 三：二三 

第 ’ S 篩 料 SM 農塞妓 /.. . . . .SH ハ . 

_ 明 Kf 勝地 .. • . 三 二 六 

一、 向置. ..... 三二七 

二、 松島 .. .. ... . .. m 二八 

三、 武麗之の蠢. .. . ... :: ... 三二九 


Digitized by Google 


Original from 

COLUMBIA UNIVERSITY 










日鮮通交 史附 釜山史 後編 

ハ金山甲寅會編纂. 

丨 > 

¥代紀 I 

第【章 緖言， 

山を穿ちて募莾を攘 S 海^埋めて風浪を房け天險觉に影を潜めて人爲の光輝牖く釜山、大船巨舶は居 
■«灣內を M し蜿蜒たる鐵車は日夜港岸に傲る而して百貨の集散旅客の來往冠盎相望み山積相湊夯の盛 
況、港^ • しては業^旣に舊通商地どしての仁川、元山等を凌駕し部市ビしては曾都たる京城繁苹の壘 
を/#せむどするの慨ぁり Ji つ夫れ陸上旣に歐亞交通幹線の關 W を扼す是れ_て第二大棧橋の落成を绞 
ち遠く歐米市場 vj 栩呼應し海運聯絡上の要港たるへき前提たり签山水陸兩方面窟に能く此優勝の位 - E 
を占むるの膽に至らは則ち朝鮮半島の一地角た b し舊釜山は一躍忽ち世界的新釜01 V 」豹變し铉に舊邦 
三千歲の歷史をして大に意義ぁらしむるビ词時此新朝鮮殊に！ g 新釜山を經營せし H 本帝國め®威亦揚 

n 解通交史阱釜}11史後編 
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第一窣雄 ■§■ 

ぁ盛哉是を古代史ょぅ觀たる釜山の第三期ビす〇 

聞說當年の釜山浦は地境直に海瀕に迫つて平地を餘3す居留者は皆松嶋山腹の岸涯に住す觀來灣內草 
梁以北多少の平地以外渾て斯くの如く浦中在來の朝鮮人且つ纔に二十戶內外に遇きす i 是に是れ半島南 
傲の一小漁濱荒凉索寞殆むど人跡を絕つの地な b しビ嗚呼當年誰能く此半世紀未滿の短麻月を以てし 
て竟に世界的耍銜の位骰を占むる大殷賑の現狀に想到するものぁらむや蒼桑の大變轉々隔世の威なく 
むはあら3るなり-〇 

抑も新釜山の經營四十年居諸久しかくすど雖其推移轉遷の迹や長し然ども諸稀の事實を綜合して之を 
推考すれは其發展徑路の階段は籾々之を三期に分ち得へきか如し卽 - t , 日淸戦役後、日銳戰役後日韓併 
合後是れなり今試に如上各年代 ( S 溯 クて 年別に其戶口数を比較すれは則も明治 二 十八年の九百八十六 
戶五千四百二十三人は其翌卽ち日淸役後の二十九年に至6忽ち一千一 I 十六戶六千六十五人ビ爲 b 间三' 
十七年の千八百九十月一萬千九百九十六人は其翌卽ち日露役後の三十八年に至卜忽ち二千三百六十三 
戶一萬三千三百六十四人 V 」爲 b 同四十三年の四千五百八戶二萬 I 千九百二十八人は其翌卽ち H 韓併合 
後の四十四年に至り忽ち五千五百八十三戶二萬五千二百五十二人ビ爲れる等此三期に於ける戶口の劇 
增率は實に注目に値ひするものぁり凡そ文物發展、經濟消長等の！一時世に於ける戶口の增減率ビ幾む 
ミ芷比例なるこビは古来歷史の明に敎方る所た b 然らは則ち釜山發展徑路階段の如上戶口の劇增率に 



赛 


at て之を三期に推斷し得らる i ざ共に此推撕は更に移して朝鮮全道に及 (I すも亦大掇 なきを 疑は S る 
な办 0- 

第二章 總督政治 

+、朝鮮に於ける、總督政治施政の網耍は、明治四十三年度に於て成りたるを以て、间四十四年度に 
於ては著々之れが遂行を圓られたるビ共に亦必耍なる新計畫—て以て新政の效果を跖著なら.しめた 
b , 故に明治四十四年度に於け6朝鮮總督府施政年報に據6其槪畧を述へ V •併合後の朝鮮を内外人に 
傳へん w す0 

第一® 中央行政 

中央行政は總督府及所屬宫 iT 中！；院、涉外事項、/一 ^ xllfissl 、 土地調査舊償及制度調査ょ^, 
成る、卽ち總督官房、總務部、內務部、度支部、農茼エ部、司法部、中樞院、取調局、各道、警務總監 
部、裁判所、監獄署、鐵道秘、通•信伺、臨時土地調查局、税關、專賣局、印刷局、營林廠、铧院、平壤 
鑛業所、勸業校範場、土木會議、工業傅羽：所、中學校、京 M 専修.學校、京城商等普 a 學校、平壊高等 
普 m 學校、京城女子商等普 3d 學校、官立仁川實業浮 校、 朝鮮公立實業學校、朝鮮公立簡易實業學校、 

HSI 通交史附釜山史较騙 
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饬二 r €- 璁贤政治 第一筘中失行政第二節地方行政 ■ 

朝鮮公立普通學校の所 M を以て祖 織し、 其所廄官署に分課ぁりて一覧に詳なれば細說せず〇 

第二 節 地方行政 

.地方行政は、地方行政事務の改善、行政 wt 域の廢合、道府郡 、面、 地方廳費、地方費、府郡臨時費、恩賜 
.金事業、居留民1^ 、學校組合、芦口調査、不動產證明、寺刹令、罹炎者及窮民救助、濟生院ょ办成る 
其機關の組織は、明治四十三年、勅令第三百五十七號、地方官官制に據 b 道に道長官、府に府 尹、 郡 
に郡守面に而長ぁり0 

一地方廳費は、明治四十四年度に於て阈庫支辨豫算總额四百二十一萬九千二百八十八圓に增加し、地方 
.行政の改善、産業の獎勵發達を期せむか爲め、道に對し事務官十三人、書記三十九人、農工技師八人" 
農業技手三人、土木技手十二人、林業技手八人、®產技手二人、水產技手二人、度量衡技手三人府に 
書記四人ミなれり。 

地方費の財源は賦課金を主 V 」す、其秤類は地稅附加税、屠畜税、布場税、！ ！lf ®ll lf T 4 b ' ia : 土地家屋所有 
權取得稅及抵當權取得税、1^;1 ? s 域等な be 

府郡、臨時恩賜金事業は、授産事業、敎育事業、凶歉救濟事業の實行に充つ〇 

居留民幽は、京城、仁川、釜山、馬山、鎭南浦、平壤、群山、木浦、元山、大邱及新義州の十一筒所 
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にして、併合後已に五年尙且地方團體の組織を內地人朝鮮人の區別を設くるは統一的施敢の方針に反 
する の嫌あれば、大正三年三月末日を以て總て居留民固制を廢した bo . 

明治四十四年度に於ける、民 Ea 債認可總額 計は 百三十五萬四千八圓にして其用途は舊似償還に充當し 
たる もの百十六萬四千四百圓、敎育费に充當したるもの二萬一千圓なり、而して大正元年以後に償還 
すへき民 LM 債！兀金總額は、二百九十七萬二千八百十八圓にして大正元年度歲出豫算中最も多額を占む 
るものは民剿債费、(五十五萬 二 千五百圓)及敎育費、(五十一萬一千三百三十八圓〕土木*、<三十四 
萬五千七百五十八圓)役所餐(二十莴四千四百十六圓)衞生費、(十九萬三千二百四十三圓)等、之に亞 
き又歲入豫算中 最も 多額を占む る &のは、居留民閲税、(七十四 萬 九百十三 圓) なり ビす〇 
學校組合は、 朝鮮 各地に於て從來居住內地人兒童に 對する敎育及 其 他の 事業を目的 どせる 日本人會の 
組織 ありしも、元來 日本人會は法人に あらす 隨て费用徵收 上强制 力を 有せし爲め、財政の基礎到 
底確實なるを得す、而かも內 地人兒 重の敎育は一日も忽 Mi: す可から 3 るを以て明治四十二年 十二月 
舊統鹽府は府令を以て學校紐合令を發付し 如上の 闕點を補足した ミ卽ち 闾 法に 據れ ば 學校 組合は學 
校の經營を 目的 v > し 土地の狀況 にょり附帶事業 V 」 して 衞生事務を處斑す るの 權能を 認められ 、其 #用 
は國税滯納處 分の例に ょり、 徵收する を 得る 乙 VJi なれり 〇 

同 令發祇 後、 組合を設立するもの漸次多きを加へ、從來の日本人會は特柯の事情1 Q る もの數锱處 を 除 

B 鮮通交史附釜山史後絹 
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くの外は、何れも皆其組織を改め學校組合ビ爲し、大正二年度宋に於ては實に一 百 五十八を算するに 
至れり、隨て組 合設立の學_數亦た之ミ同数どな b 其生徒總數は五千七百十七人の多数に上れり C 
大正元度學校組合歲出入豫算竝に組合現在數の道別を累記すれば^ 


、京幾道、學校紐合數 
阈庫補助金 

& 計 
事務費 
衞生費 
合 計 


一三 
六、三 一 OB 

二四、〇三尤 
三、九七七 
一、八二四 
二四、〇三九 


組合員】戸當平均賦諏額七•一八一 
二、®尙北道組旮 數 一六 
E 庫補助金 八、 〇 七〇 
合.計 二五、二四四 
事務所 费 三、 二 〇 二 
衞生* 九八七 


組合费諏金 
其他收入 
<以上歲入) 
敎育費 
其他支出 
(以上歲出) 

組合費課金 
其他收入 
(以上歲入) 
敎育費 
其他支出 


〇、五三 tl 
七、一九四 

四"九三九 
三、二九九 


一〇 、八 七七 
六、二九七 

一八、六二一 
ir 四三四 
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合 計 
三、 R 尙南道組合數 
國庫補助金 
合 針 
事務所費 
衞生費 
合 計 


二五、二四 I 
三四 
一九、二五 d 
八八、六七八 
一四、四二八 
八、七二四 
八八、六七八 


(以上歲出) 
組合費課金 
其他收入 
(以上歲入) 
敎育費 
其他支出 


三九、三九六 
111〇、 〇三二 

五四、七四三 
一〇、七八三 


n 


(以上 歲 出) 

組合員一戸當平均賦課額八 • I 二七五 

敎胄費"銜生费の歲出入に對し組合員一戶當平均賦課額の高率なるは咸鏡北道の rn 四三八其最も 
低牵なるは忠淸北道の六 H 七五 二、 VJT 

戶口 _査 は" 明治四十四年末調査、朝鮮人、芦口現在敷、二百八十 一 萬三千 九 百二十五戶 、內地 人、六 
萬 二 千六 71 三十三戶、外國人、三千三百十二戶にして人口、一千三百八十三萬二千三百七十六 口、內 
地人、 一一 十一戶六百 八十九口、 外國人、一萬 二 千 八 百四 口、|綠 随 II 軒餘！ |:#| 詩 V 人小 
舊韓國に於ける不動産所有椹の移轉又は典當權の設定は、古來文記又は文券ご稱する私署證書の授受 
に據办て行はれ是等の私署箝書以外に其權利を設するの途なか0しヤ舊鞾8政府は明治三十九年土 

B 鮮通交史附釜山史後韉 
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第二幸 Ift 任致洽供 i 司法 

地建物證明規則を發布し、尋て明治四十 f 年土地建物：； g 有機證明規則を發布せ6、是等規則.に依れは 
不動產所在地を管轄する府尹郡守をして契約書又は保存證明中諝書の来尾に證明を爲^しめ以て譖明 
を受けた る 書面1:完全なる證據力を付した る.ものな れ V 」 も、是れ等は何れも當事者の雙方又は一方か 
朝鮮人なる場合に於ての み 適用 せらる 2ものなるを以て不便尠からす、仍て舊統監府は別に府令を以 
て土地婕物證明銳則及土地建物所有權證明規則を發布し、當事者の雙方か韓國人に非3る場合の證明 
及其一方か韓國人にして府尹、郡守の證明を受けたる莕の査 ® に關する事項を規定し其證明又は査證 
は共に理事官に於て之を與 夯る乙ビ！ 爲せり、越へ て 明治四十三年十月理事官廢止せられ、爾來澈明 
事務は總て府尹、郡守に於て之れを處理する rJSJ な b たれしが、大正三年六月ょ b 一般登記法に據 
り、裁判所に於て登記する乙ビ i なれり C 

0S 司法 

司法行政は、治外法様 撤去の 影響栽剑所、犯罪卽決例施行の結果、司法警察、犯罪狀況、大赦出獄人 
の狀況民事爭訟調停、.執達吏事務等ょ b 成れるものにして單に其組織を言へば、高等法院三、地方法 
侘八、地方法院支廳五十五にして其位晋簪 轉原 域は總铬府栽剌所、名 M 位置及管轄區城表に詳な bo 
明治四十年一月犯罪卽決例施行せちれ、同年中 IZ 於 H * る职罪卽決は總件一萬八千八百九十七件にして 
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其秫別人負は*役五十一人、禁獄十人、罰金刑一千七百三十四人、拘留九百11十四人、笞刑一萬四千 
四百四十三人、科料二千八百八十 人、 無罪再八十九人なり之に對する正式裁判の請求は四十三件にし 
て其結果は有罪二十七件、無罪十六件な 

明治四十四年に於ける犯罪發生件數は刑法犯三萬二千四百二十八件、特別法犯八百七十件總計三萬三 
千四百二十八件、特別法犯八百七十件總計三萬三千二百九十八件にして犯揮檢舉件敷は刑法犯二萬三 
千七百七十一件特別法犯九百十一件な be 

併合の際大赦出獄人は總員一千三百六十三人な6しも其後死亡二十一人、視察を要せざるに至りたる 
もの百八人、行衞不明百二十一人、犯罪に因る入锊者十九人〇 

明治四十四年中に於け る ^事邻訟調停受理件數は 、五 千百九十七件にして其內成立二千五百十件、不 

成立一千七百五十一件、取下五百三十件、其他二十四件、未濟一一一百八十二件〇 

明治四十四年に於；^る執行事務取扱件數は內地人三千百九十二件、朝鮮人四千三百七十六件計七千五 

百六十八件又書類送達總數は、一萬 二 千四百八十六件にして總計二萬五十四件なり〇 

盈獄署は本監八、分監十三箇所にして同四十四年末現在 ra 敷は、九千八百八十人、假出獄者十二簡月 

間に於て九十九名を出し、一箇月平均出獄者八人强に當れな〇 

I 

日鮮通交史附釜山史後編 
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第四 f 5 治安 

洽安は防!|||»、警帑、««||_|#'、海上*備、賊徙鋲定、宗敎取辅、集會、結社の取締、刊行物の取糖、 
痛_|_^危險物の取締、^^||^%營業及其他の取締_21|4?_消防等ょり成ミ而て往 
年保譴條約の成立及鎭營隊の解散等に因0、朝鮮全土に蔓延せし賊徒の勢焰は、明治四十二年中 sli 
鳞定に歸し四十三年中 ic は僅少の地方を除く外組織的の團結を有する賊徒は殆んビ其跡を絕ち、殊に 
同年十二月ょ6翌四十四年一月に百¥.守備隊を主腦ビして實施せる魇尙北道及黄海道に於ける賊徒剿 
討は此等の殘賊をして益々其勢力を失饞せしめ同四十四年に於て地方治安の保護上軍隊の力を用ゆる 
乙ビ多からざるに至れみ、然れ V 」も間島及露餌沿海州地方に移住せろ朝鮮人の多くは常に排 B 思想の 
鈹吹に努め往々にして邊彊を窺はむごする者あるの狀浞なるを以て駐箚軍に於ては四十四年三月軍隊 
配 S を變更し臨時朝鮮派遣隊の擔任地域たる南部守備管區を北方に爝張し以て北郁守備管區內に在る 
駐箚隊をして一餍邊彊の防懈を周密ならしめたり、而して明治四十四年九月ょり十月に百 V 憲兵隊、 
警察隊及守備隊の連合剿討を開始以降朝鮮內の賊徒は殆ん剿滅せられたるも露領及間島地方其他支 
那領に在住する不良軔鮮人は其數頗る多く且賊食の殘存考は槪ね同地方に遁竄して常に排 B 行動の根 
抵を 形成し之 ど氣脈を通す る 者 あるを 以て尙進んて警備取締を®にせられた bo 
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宗敎取嫌は明治一 H 十九年統監府令第四十五號を以て內地人の宗敎宣布手續を一定し tr る外、朝鮮人及 
外圃人の宗敎に關しては何等據る可きものなし、朝鮮人の組織に係るものは、天道敎、侍天敎、大宗 
敎、大同敎、大择•敎、圓宗、宗務院，孔子敎、大宇：敎、敬天敎、大成宗敎等の諸宗ありて其秫類頗る 
雑多なるのみならす動もすれは政敎を混同し純然たる宗敎ご認め難きものあるを以て適宜之れか取締 
を加へつ I あ6、外國人經營の宗派は何れも基督敎に M し天主敎、露國正敎派、米國北監理派、米 w 
南鞣理派、米國北長老派、米國南長 f 、 濠州長老派、加那陀長老派、花國公聖會派、降臨布敎派、 
浸赠派、聖對敎及救世取の十三派あり、其敎會堂、講義所其他集會所合計ご千百二箇所、外國宣教師 
三百七人、朝、鮮人牧師及助手二千三百十一人、信徒二十八萬一千餘人を有す。 

內地人の睬營したる宗派は天理敎、金光敎、神涔敎、大社敎、神理敎、御嶽敎、輿宗大谷派、異宗本 
派本顧寺派、淨土宗、日蓮宗、曹洞宗、臨濟宗、基督敎諸派にして布敎所總數二百十箇所、布敎師二 
百 〇 八人、信徒數內地人 四 蘇六千七百七人、朝鮮人四萬 三千 六百六十三人、合計 九 萬三百七十人 1: し 
て同四十四年中內地人布敎所の設立を認可せる U 眞宗本派本願寺派四、眞宗大谷派二、淨土宗四、眞 
言宗醍醐派一、臨濟宗一、 命 光敎二、天理敎四、神理敎一、某督敎一、合. 5r 二十筒所な bo 
集會結社の取締は併合の際安搴秩序の保持上必要 V 」認められた るものは解傲を命せられ黄海道黄州節 
九林面に於け る 儒道を基礎ビせる、白白遒一名、自然 道ビ稱 するもの及平安南道孟山郡東面に於ける 

ox 鮮通交史附釜山史後糲 
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第二章锪蝥馼治 第 pg 節治安 

儒道目的の靑林道ビ稱する者等は孰れも公安妨害の虞れぁるを以て說ま解散を命せられたり〇 
刊行物取締中、新聞紙に關しては內地人にぁりては明治四十一年統辯府令第十二號新聞紙規則に*り 
朝鮮人及外國人に在りては明治四十年舊韓國法律第一號新聞紙法に撖り之が取締をなす規定にして、 
出版物に關しては內地人及外國人に在な.ては明■治四十三年統監府令第二十號の出版規則によ b て明治 
二十六年法律第十五號出版法及明治四十三年5 i 律第五十五號豫約出版法を m 用し、朝鮮人に在りては 
同四十二年舊韓國法律第六號出版法に據りて爲 T ものどし、间闽十四年度に於ける出版物は其數七百 
六十八 1¢: に達し其內內地人の發行に係るものは三百四十八 ft にして其著述の趣意多くは產業の發胲及 
文物の進步に關し、朝鮮人の發行に係るものは、百九十八柯にして其著述の趣意は學術、技藝、宗敎 
等に涉り外國人の發行に係るものは二百二十二柯にして其著述は專ら宗敎に關 する ものなり〇 
危險物取締中、銃砲火藥類の取締に II .しては、明治四十年暴徒蜂起の際より舊韓國、法律銃砲火槊類 
取締法に據り朝鮮人に對しては其販賣、授受、運搬、携帶又は所^を制限し內地人及支那人にして銃 
砲火藥類を密に翰入販賣せし莕は之を檢擧し其取締を嚴にせ bo 

引火質物貯藏所より生する危害の豫防に關し间四十四年六月府令第六十六珑を以て之れか取辅規則を 
發布し繼行せられた bo 

海上警俯对、從來全羅南道麗水の水上瞥備所に石油發動機船十隻を配置せられしが、同四十四年一月 
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以來欺次に陸軍所管の汽船五隻を借入し揮發油、發動機船五隻を購入し同年九月麗水水上饕備所を廢 
して其所管區域を木浦水上警備所に移し之れ W 同時に警備船の配馬を一變.し、其他の南沿岸及西沿岸 
^於ける樞要地の瞥察署にも亦た新たに瞥備船を配诞せしめ兩沿岸に於ける聱備區域を細分して其蝥 
備力を周到ならしめ以て海岸、海面及島喚の警備に充て兼て密漁、密貿易の取締に從事せしめられた 
b 、 而て是等汽船中第二扇海九、第一新萵丸、第二浦賀九の三隻は其噸数百六十五噸乃至三百三十二 
噸にして船質又 ri 好波浪高き沿海の航行に堪ゆるを以て稍水上警察の基礎を定めたるの觀ぁり〇 
鲁業其他の取締中、吿知業取締に P しては明治四十四年七月府令第八十二號狩獵取締に11しては同年 
四月 府令第四十六號其他風紀取締に關しては同年四月府令第四十九號寄附金品募集取締には同年十一 
月府令筘百三十八號を制定發布せられたり〇 

消防機 11 の 施設に 關しては警務機 li は鮮人家 M の構造密 -it 及開港場其他重要市街地に就て (tl lt 之を 
完成せ しめ明治 四十 三年末に於ける消防紐數は內地人の組織に係るもの二十 七、 內鮮人共同組織に係 
る もの二十、朝鮮人の組織に係るもの二十一合計六十八組な b し •か、 大正元年末に於ては內地人組織 
三十五、內鮮人共同組織三十八、鮮人組織八十八にして合計百六十一組ごなれ彡〇 

第五肺 財政 

日 鮮通交史齓釜山史後編 
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第二章 M 苷玫治 第五 fli 財政 

財政11就ては、朝鮮經營费、大疋元年度豫算徵税機關、地税、 fl ^l ll _ if £_ si1 驛屯土、 P 
税‘家屋稅、酒稅、煙箪稅、鹽稅、鑛業稅、漁業稅、徵稅績成、閫税、印紙税、官業及官有財產收入 
公債及借入金財源調査、1命庫及會計檢査等ょ5成る〇 

朝鮮經營に關して、帝國政府の支出したる經#は保護政治時代1:在りでは、統戰府諸官署經费、通信 
鐵道及鴨綠、豆滿兩江流域森林經營等の事業费竝に降海軍事费の外舊；一阈政府の歲計不足塡袖の目的 
に出たる該政府への立替命あり、明治四十二年舊韓國司法權受託後は之れに司法及監獄費の目を加へ 
其支出年額は事業收入を控除し明治四十年度1;於て合計二千六百萬を算し、同四十一年度に於て (1 主 
ミして舊韓國政府立替金年 WI 1 額及軍事费の增額に因 b 合計三千一百萬圓の最高年額に達し、同四十二 
年度に於ては箪事费及鐵逍事業费の減額に因り二千 f 百捣 II に狨少した4,,しか、同四十三年度に於て 
は韓國併合に伴ひ朝鮮統治#を擧けて帝國政府の負擔に歸したるど鐵道事業爝張に 基く 經費の增加 VJ 
に 因り 更に！一千五百萬圓 I :坩進せり、然るに明治四十四年度に於ては朝鮮經營に要せる諸經費は K 事 
費を 除く外全部之を朝鮮總督府特別會計に r , 入經理する rJVJ ! な0其歲出1-於て朝鮮施政の方針に 基 
{產 業開發ど交通機關擴張ごに S すべき諸緙费の增設尠からざ b しに拘らす政務 機關 の1?縮に 基く 行 
政费の锤滅あれ之れに加をるに其歲入に於て租稅其他の&然增收ありたるに因01般會計ょり受入補 
充す可 き 其歲計不足額は一千二百三十五萬 III に止 咬り 隨て本年度に於て結局帝國一般##の負播 k 歸 
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すへき朝鮮經營費支出實額は朝鮮總督府特別會計に對す S 補充金 k 軍事費を合し合計二千二百八十五 
萬 IH を 出ですして前年度に比し約三百萬圓を減し更に四十一年度の最高年額に比し八百二十六萬 II を 
狨少す S に至れり〇 

朝鮮經詧に M する諸經费は明治三十八年及同三十九年兩年度に於ては槪ね臨時事件#の支辨に係り就 
中 *: 事は之れ か調査を 歃くを以て保護政治 肇始 後よ b 本年度に至る 全 期間を通して之れを記叙するを 
得ずビ雖も、今單に明治四十年度以降に於ける其各年額を费目別に表示すれは其總計額は約|億二千 
七百九十五萬 In を算せり、四十年度よ b 四十四年度 1 ての經常部、臨時部、特別會計諸表の記叙は之を 
•省畧す、更に前記諸經 S よ b 軍事费を控除したる行政及事_に付觀察するビきは併合當年なる明治 
四十三年度以前に在りて同四十二年度を除く各年の所要額は一千五百萬阆乃至一千六 A ' 萬圓の間を往 
來せしも明治四十四年度に於ては單 k 一千二百三十五萬圓の一般會計補充金を要するのみ ビなれ hr 
大正元度豫算に於ても又同額の補充金を計上せ卜、諸敉费總額を軍事費及行政、事業費の二科目に分 
ちたる年度表存在するも之を畧す〇 

前記各年度行政及事業費の總計は七千百二十二萬 II にして之に明治三十八年度に於^る統監府諸官署 
經费及通信事業 费 J ll ^ iK し各決算額計五十萬九千圆、同 H 十九 年度に於ける統铊府諸官署經费、通 
信事業费讀1 AA S 、 し及鐵道事業費111 け 1收1各決算額 計 I 千百六十三萬 九 千圓を通算する e きは 

日鮮通交史附釜 lij 史後纗 
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第二章箱背政治第五節財政 

.保護政治確立後明治四十四年度末迄に帝國坎府に於て朝鮮經詧の目的を以て支辨したる軍事費を除 
く、行政及事業费の總額は八千三百一一一十七萬01な bQ 

大正元年度朝鮮總督府特別會計豫箅は同年度より實施さるへき中央行政機關及司法機關の緊縮整理ど 
產業助長機關の振張ビに伴ひて財政整理を行ふの方針を以て之れを編成せられ而して歲入總計は五千 
•二百八十九萬二千二百九圓にして內經常部歲入は粗視、印紙收入、驛屯土收入、官業及官有財產收入 
.雑收入より成彡、其金額二千六 rg - 七十三萬二千三百三十二圓、臨時部歲入は公債募集金、一般會計補 
充分、前年度繰入金より成卩其侖額二千六 er 十五萬九千八百七十七圓にして又歲出總計 U 歲入總計 V 」 
同額にして內緙常部に屬するもの三千二十三萬二千四百九十圓、臨時部に M するもの二千二百六十五 
萬九千七百十九 圓 S す而して之を明治四十四年度豫算 ビ對照 比較するに歲入、歲出何れも四百十五萬 
四百二十七圆を增加し卽ち歲入經常部に於て二百六十六萬四千七百四十九圓、同臨時部に於て百四十 
八萬五千六百七十八圓"歲出經常部に於て二百四十九萬九千三百十四圓、同臨時部に於て百六十五萬 
二千百十三 m を增加せ分、 詳密なる 諸表ある も 省 g す0 

前記經常部歳入中關税に於ては大正元年度より實施すべき米其他一部の輸移出税の撤廢によ b 四十五 
萬圓餘の減額を豫想したるも一面 a 易の發展に伴夯自然の增收により差引四十餘萬圓の增額を見るの 
豫定にして租税の增加は主ビして此關税の增加に基くものごす〇 . 
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實業及官有財產收入の增加は锇道收入に於て滿韓鐵道の聯絡、京元及湖南線の理長等に伴务增牧、鼙便 
%信、 m 話牧入の增加、蔘業及製鹽業の進拶に伴ふ增加等起因し臨時部歲入の增加は公憤募集佥受入 
C 於て公僙支辨に屬する繼續事業费の旣定年割額を豫算したる. V 」前年度繰入金ありなる V 」に由る、.經 
常部歲出に在卜ては中央行政機關及司法機 II を緊縮整理して玫费の®約を圖りしも旣定計盡の進埗に 
伴务增費卽ち専賣、鐵道、通信等の各事業費及公債利子竝地方廳费の增加に依り差引多少の增額を見 
た$、臨時部歲出の增加は主ビして土地調査、港！：修築竝鐵道の建設改良等旣定計畫の遂行其他財産 
裙助施設の擴張に基くものにして財源の許す i 內に於ては相當按排して計上せられたる i のなみ〇 
太正元年度豫算中繼績《に思するものは治道費、海_工事費、鐵道建設及改良費、錤南浦水進工事費、 
赤田川改築费等にして費額及事業完成年度表は之れを省畧す〇 ■ 

嫌 税機關は併合後新制施行の際之を道長官の管理に移し各道に財務部長を.1-.き府郡に於ては府尹邡守： 
を歲入徵收官 VJ し以て之れか執行の任に膺らしめ税金徵收に關しては從前ビ同く面長をして人 R に直 
接して之を取扱はしめ其手鉍料 ごして 徵收税金の 百 分の 二を 交付せ るビ 同時に、 面收納簿 に嚴 重なる 
監督を加へ納税吿知は必す書面を以てせし め 且公錢領收員の税金納入期限を一定し 成る 可く 迅速に 其 
納入を了せしむ〇 

義には期治四十四年十一.月府吩第百三十 W 號を以て結數連名簿規定を制定し不動產證朗令爱布.の箱 

;||鮮通交史财雀 fij *. 後騙 
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第二章總费软治 第五節財政 

果之か條項の改正を要し同四十五年三月府令第七十三號を以て該規則中一部の改正^發布し glrt , 結數 
連名簿に登録したる土地所有者の異動は未證明の土地にして證明を受けたる場合を除く外證明官吏の 
通知 あるにあら. S れば 之れを登錄 せざる z . VJi せられた bo 

同四十五年三月府令第二十號を以て課税地見取圖の作成を規定して土地證明の便利、土地の隱漏を防 
止せられたり又同四十四年 九月 地主納税勸誘方を訓令して地主の納稅を勸め小作人の納税を減少せ ち 

词四十四年十二月末日現在の課稅地結數は百三莴八千九百七十四結此我紬六百七十五萬二千三百十三 
國な - CS 0 

.驛屯土の調査は明治四十二年及四十 H 年の兩年に於て大體之を完了し土地各筆の所在面稻及品等を明 
確に したる を以て驛屯土小作料は其面精及品等に應 して 之を詮定し之れ WM 時に小作制度を改正 L 同 
四十 四 年分ょ b 實施せら る〇 

戸税は同四十四年末現在に於ける課税戶數及税額は戶數二百一一 f 十四萬餘戶、税額七十萬四千餘圓又極 

貧に 因る戶税免額は各道を通し戶數•十四萬七千四百餘戶、税額四萬四千二百餘圆ビす、戶税賦課の規 

定は一、戶税は自己の家屋 S 否ビを問はす一戶を構へ獨立の生計を爲す者に賦課し二、一家內に'數戶 

ある場合ど雖も前記の狀態に在る者に對しては各別に賦課する乙どに1定せ>0 

家屋税は勑令を以て指定する市街地の家屋に賦課するものにして闾四十五年三月三十一日現在の媒 
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税榕數-1十二萬五千六百六十三構、税額十五萬六千五百二十八圆£ なれり、し 

酒税は明治四十四年分免許人員三十一萬二千八百九十三人、税額三十六萬三千七百三圓な bo 

煙草税は煙草の耕作及販賣赉未た全土の精確な6調査を了へ S るも同四十四年十一月現在の耕作納 

我人員三十八萬八千六百六人、税額一萬五十五圓、販賣税人員一萬八千五百八人、税額四萬七千八百 

六十六圆ビなれ办。 

薄税は明治四十四年十二月末 B 現在製造免許人員五千五百四十六人、釜數三千八百五十六签、鹽田 
面積九百十六萬七千二百四十四坪、製鹽數最四千百九十七萬五千斤、税額二萬五千百七十五圓〇 .•* 
鑛税は同四十四年に於ける鑛區我九萬七千四百二十四圆、鑛產税三萬九千百八十四圓、採取稅二萬 
四千四百四十七圓 G . • • 

漁業税は同四十四年分免許漁業人員一千五百七十六人、税額九千五百二十四圓、許可漁業人員一千 
百五人、税額六千四百三圓、申告漁業人負 七千七 百十八人、税額一萬五千五百 九十 七圓〇 
截税に關しては明治四十四年十一月制令第十四號を以て國税徵收令を發布せられ尋て府令を以て施行 
期日及同令施行規則を發布し同四十五年一月一日ょ b 施行せ b 該令は而交付金を面の徵收する税金の 
.百分の二に一定し差押物件見稍 fi ' 格五十圆未滿のものは隨意契約を以て賣却するこミを得る等一二の 
異 b たる規定を設くる外總て內地の國税徵收法に隼據せ b 其成績は良好なり0 : 

£9鮮通 交史 附签 山史後編 
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第二窃想舒政治 第 JLtli 財政 

關稅收 入は貿易の發 M に伴 a 逐年增加の趨勢を示し特に明治四十四年に於ては貿易額殊に輸移入貴 
易额の劇增 VJ 共に著しき增收を見るに至れり同年度豫算額三百十二萬二千三百三圓、實收額四百六萬 
t 千八百七十六圓な bo . 

印紙を以て收入する租税及手數料は其 1-11 類五十餘秫にして其內明治四十四年度に於て新に設定せられ 
たるものは會社登錄税、狩獵免狀下付手数料、民籍簿閱覽手數料、民籍謄本 Tpft 手数料、宿泊及居住 
規則手数料及改名手數料等なり、而して同四十四年度中に於ては收入額九十二萬六百七十六圓に上 b 
之を歲入豫箅额六十五萬九千二百五十九圓に對比すれば三割九分餘の坩收 V 」なれり〇 
大正元年度に於ける官業及官有財產收入額は總計一千三百四萬七千圓どなりしは主 S して鐵道の S 

長、通信事業の發 M 、 茶業の復興、官詧製 31 業の發達竝に平壊鑛業所擴張事業の竣成等に起因す而し 
て之れに11する諸表存在するも之れを髯す0 

朝鮮總督府特別會計の負擔に屬する公債及借入金は明治四十三年度末の現在額は二千百十萬五千四百 
二十二圓な办しか、同四十四年度は至5更に起債せる金額は一千莴圓にして大正元年度末に於ける ft 
債及借入金の總計は三千百十七萬五千四百二十一一圓な b 其明細表は之を将畧す〇 
財源調査事業中； g 草は試作煙草の品質鏡定を行ふ VJ 共に民間製造業の改良を促進するの目的を以て 
行へるものにして大正元年度に於ては試作葉煙草を基本原料ビし之に内外國產の原料を配合して兩 il 
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«卷蕙三種、金口紙卷莨三稱及口付紙卷寛三抓、計九秫を試製し、大藏省專賣局及朝鮮內の各官衙其 
你に配布して品評を求め事業上の參考に資せられた合、試作及試製の外大正元年度に於ては新に在来 
葉煙草の轍酵試作を行へ b 其結果に依れば朝鮮稱葉煙草は適當なる操作を以て之に®酵を加糸るどき 
•は悪臭及辛味を除き一般の嗜好に適する見込あり依て賭酵試驗は將來益其設備を改良して完全なる行 
業行はれん<す〇 

酒類釀造試®は財源涵養の目的を以て明治四十二年以來、度支部釀造試驗所に於て之を行ひ主ビし 
て朝鮮在來酒の改良方法及梁實消釀造法の硏究に力を用ぬたりしか同四十四年度に於ても同所創立以 
來の方針に依り殊に前年度の施設事項を踏襲して釀成酒、蒸溜酒、果實酒、混成酒及麴子等の試釀生 
産を行へ b 仍て生産費を輕減し酒色を淡薄にし貯藏耐久性を增加し及不快の臭氣を減し且汲水增量の 
爲め酒精含最を滅退する乙ビなくして製成酒贽を增加するを得たるも尙廣く一般髂要者の嗜好に適せ 
しめ/ L か爲め更に調査硏究を進められつ i あり。 

淸酒は內地人の增加ビ近來韧鮮人の之を嗜好するに至りたるに因 b 其输入高二萬九千八百餘石に* 
.加せ るにも拘ら す朝鮮に於ける釀造高亦た頓に增進し其斗額約三 萬 石を算するに至 b たる も氣候風土 
I の關係上等に因“注々品 J 1 不良に陷6內地人酒造業者にして倒産するもの尠からす加之其生產费も比 
81 較的多額を要するもの あるを 以て適當なる醸造法を案出して當業者を指導誘液 T るの必要を越められ 

| 日鮮通交史附鏟山史後 «i 
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第二章總督政治 第五節財政 

引續き淸酒の試 K を施行し大正元年度に於ては原料の實質及氣候風土の相異に應して適宜に釀蓮方法 
の基礎を定むるの目的を以て酝育法、仕込法、火入法の改良を試み配育法に於ては普通法ょ6手數;£ 
日數 VJ を半減し暖氣樽の使用を廢し併せて一定に酝の育成を安全^らしめ、仕込方に於ては枝桶の使 
用を廢し仕込桶は地中 M を用ひ火入法に在 b ては漆燒付鐵管通過の方法を 執る 等大に改良の步武を進 
めたるも尙硏究を重ね遺漏な きを 期せられんビす〇 

朝鮮は果實酒の原料たる葡萄、苯果、苺等漸く各地に生産し殊に山葡萄、杏の如きは其産額頗る多量 
なるを以て苺酒 一 I ' li を試釀せられしも未た豫期の成績を擧けす混成酒 V 」して試釀したる杏實酒は成績 
佳啟にして將來の見込十分なるが如しど、同四十四年度に於ける酒擬試造高は淸酒四百四石、白酒九 
石餘、燒酎七十二石徐、杏實酒五石餘、苺酒若干等な be ，:. 
_製業の調盗に關しては之を官業の章に掲く。 

朝鮮內本、支金庫は明治四十四年度末現在數二十四箇所にして其事務は朝鮮銀行及農工銀行の本、 
支店、出張所をして之を収扱はしめ居れ0又併合後總督府及所屬官署に M すろ各秤の歲入金歲出金竝 
歲入歲出外現金を取扱允乙ビ i なりたる金庫所在地外通信官署は大正元年度に於て百二十五箇所を增 
加し年度末現在數三百九十六箇所 w なれり本、支金庫たる銀行竝通信官署に於て取扱たる國庫金取扱 
高は別表あるも之を省黑す〇 . 
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4 B * 檢査は帝國會計檢査院第三部の管轄に思す、同院は明治四十三年八月二十九日ょち同年九 HH 
十日に至る總眢府襲用豫算の會計に關しては物品及歲入歲出外現金出納の責任解除を N 庥に委託し同 
年十月同府特別會計設置後に於ては同府及所屬官署の會計に關して工事材料、事業用品、生産 
物、收入印紙、郵便切手等を除く物品及歲入歲出外現余竝に通信官署に於ける現金 II 1出納。 
の K 坏.解除を同府に委託せり、鐵道洵の會計は其後更に同局資本勘定、收益勘定及用品資金、所屬 
物一§、111藏 H ⑽1<«出納の資任解除を本府に委託せらる0 . 
仍て本府は明治四十三年度中通信鐵道兩局所管の會計に限 b 夫々前記條件に依る責仵解除を$に各 
當該局長官に委託せしか同四十四年度に於ては他の所屬官廳に對しても前記條件に依る物品出納.の貴 
任解除を谷廳長官に委託せ60 , 
大正三年十一月1^日道長官會議に於て寺內總督の訓示演說に據れば朝鮮特別會計設遛の本旨. U 從以一 . 
般會計の補充金を遞減し本年度以降五箇年間を期して全然朝鮮财政の獨立を國る乙 S に決し此計畫を 
實行し且一般開發事業の財源に^てむため本年度ょ b 地税を增徵し市街地税及煙草消费税を新設せ b 
然るに帝國政府は事局の關係上明年度一般 m 算に對し非常なる緊縮を加分る方針を執りたる爲め朝鮮 
特別會計に於ては鐵道、道路、港灣の事業費に對し約百三十莴圓の繰延をなすの it むなきに至 b 之に 
加分るに朝鮮歲入は時局の影響を蒙 b 關税、鐵道"郵便等の收入に於て百數ナ§の狨额を見むビす 
B 鮮通交*.附萑 Ml 史後 S 
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是に於て來年度豫算に於ては ffi 來得る限> 政费を節約す名の方針を執 4 ベ t £ 云あ0 

第六節 金 融 

金融は貨幣の統一銀行券、朝鮮銀行、手形交換所、農エ銀行、地方金融組合、手形組合、普通銀行 

■綱醜_等 i ?。 

貨幣統一の整理は明治三十八年以来朝鮮財界革新の事業な5しか 漸く 完結を吿け たるを fil て 同 四十 M 
年二月末日限り閉鎖せらる、舊韓國貨幣條例に依れる貨幣にして現在流通する各貨幣竝 に葉錢 
は漸次引揚げ帝國貨幣 に 統一す るの 方針を 採り 爾後金庫を して 之か囘收 に努めしめ罔收金銀貨は之を 
大坂造幣局に送致 せらる C 

同四十四年十月補助貨普及基金 VJ して國庫金の內 ょか 五十萬 1 MI を朝鮮銀行に預け入れ朝鮮銀行は 之を 
各農工銀行及地方金融組合に配#し舊裨國補助貨の引揚ビ相俟て帝國補助貨の普及に努めたりしか— 
補國補助貨及葉錢|:於て計百五十五萬五千七百三十圓を減し新補助貨に於て二百三十ご萬四千八再1 
十六 III を增加し差引七十六萵九千百六十六圆の流通增加を示せぅ〇 

闻年末に？鋈換擎1 i (十啬、8511十 S 二1十七 sit 

_彼此相加ふるどきは朝鮮各地に於け5同年末現在通貨流通高は合計二千九百六十 五离九千囲 百 八十 k 



*9 


圓なち對照 表は 之 ir 省畧す〇 

銀行券は其發行額漸次增加し明治四十四年九月に於ては事業資金の借上に依り一時二千七百 餘萬圓 
の*行あり、年末に於ては尙二千五百萬餘圓の發行高を示せ bo 

明治四十四年三月法律第四十八號を以て朝鮮銀行法を發布せられ同年八月十五日ょ b 實施あ b た6結 
果從來の韓國銀行は朝鮮銀行 VJ 改稱し依然朝鮮に於ける中央銀行の業務を執れり、同行は正貨、地金 
銀又は B 本銀行兌換券を準保 VJ して同额の銀行券を發行するの外、國債證券其他確實な6證券又は商 
業手形を保證 VJ し從來二千萬を限り銀行券を發行する乙ビを認められしか本法に依6該制限額を改正 
t て三千萬 Is に摈張せられた bo 

朝鮮の經濟界は頓に面目を一新 T るに鑑み同行は同四十四年四月第二囘株金の拂込をなし又十二月 H - 
本銀行ょ>金二百萬圓を借入れ以て金融調節上遺慽なきを期せ b 累年對照表は之を塞す0 
手形交換所は明治四十三年七月京城に其開設を見たりしか同四十四年に於ては四月中签山丰形交換 
組合殷置 せられ 仁川各銀行亦一月31降便宜會同し孰れも交规決濟の實を摩け當事者相互の利便尠から 
す交換高も亦漸を追て增進し OJ あ b 交換成績に關する對照表は之れを省罌す C 
農工銀行は明治四十一年の開行にして闾四十四年には本店六箇所、支店出張所1一一十箇所、資本令公 II 
一百二十萬圓、拂込八十四萬八千五百七十五萬圓、政府補助持株三十二萬九千九百六十■、«下金一 

0觯通交史附釜山史 後編 
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塋一章繚督政治 第六節金融 

百十三：萬四千六百八十圓、債券發行高一百八十七萬圓 、同 四十四年末現在の if 出高は定期、年賦償還 
貸付金 ヶ通し 合計百一万圓を超ゆ、同行の監 tf に關 しては 從來地方長官之に膺 b しか同年十二月府令 
を以て農工銀行條例施行規則を改正し監督狁一の必要上朝鮮總督の監督に M せしめられたり C 
地方金融組合は地方小農民間の金融を緩和し農業の發達を企圖するの目的を以て設置せられ たるも 
のにして明治四十四年中吏に三十箇所を增設し總數百六十箇處に及び平均二郡に一組合あるの割合に. 
達せり其成績は良好を加へ地方金利の低下、農民經濟の改良等に 資せり、 尙組合の副業たる組合員の生 
産物の保管又は委託販賣及農業材料等必需品の共 N 購入等の用に供せらる2爲め總督府は同四十四年 
中小規模の倉庫三十五棟を建設して之を組合に贷與せらる詧業概況は左の如し C 

一、 組合數. • ：一真十箇所 - • 

二、 組合人員 五萬|千九百三十人 - . 

三、 資本金 一百五十二萬圓 

四、 貸付金現在 一百十七萬八千五百九十四圓 

五、 積立金 十五萬九千四十四圓 

六、 純益金 十五萬五千八百九十一圓 ： ： 

七、 政府倉庫貸與數七十六庫 
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地方金融組合の監督に開しては從來監督內規の規定にょ b 地方長官第一次の盆督機髑た b しか更に w 
十四年十二月府令を以て地方金融組合監督規定の制定公布1)りて總督の認可を受け定款の變更起債又 
ば捅立金の使用を爲すこ S 能は S る事 S なれり Q 

手形組合は組合員の發行した S 手形の保證を爲し其流通を確實ならしめ以て信用手形濫發の時獒を 
矯正せん V 」せる ものにして 其成績逐年良好を加へ從來於音 V 」稱する不完全なる手形は今や全く其跡を 
絕ち漸次手形 II 念の普及するに隨ひ手形發行高亦 逐日 增進し隨て組合業務の發展シ來せり。 

普通銀行どして內地人側の銀行は明治四十三年度末に於ては第一銀行、第百一一 f 十銀行、第十八銀行、 
周防銀行の谷支店及密陽銀行ぁれ何れも京城、仁川、签山等各開港場其他の樞要地に於ける內地人の 
金融機關ビして設置せられたるものなるが近來漸く朝鮮人及支那人に對して其取引を 擴 張し業務年 S 
共に隆盛に赴けり同四十四年中慶尙北道大邱に於て資本金三十萬圓の株式紐織ょ^'成る鮮南商業銀« 
の設立を認可せられたるも未た開業に至らす〇 

朝鮮人の設立に係る普通銀行は漢城、朝鮮商業1£け? I -及韓一銀行，の三行にして各銀行共京城に 
本店を有し 何れも 二 三の支店を地方に設置せ b 、 而し r 漢城銀行 及 朝鮮商業銀行に對 しては 總督府じ 
於て 曩に各貸付金を交附し之 か 保護監督を爲し又漢城銀行に對し ては 同四十四年一月府令を以て漢城 
銀行の資本增加及業務雒督に關 する 件を定められ其 H 本金三十萬圓を三百萬圓に增加せしめ韓國併#: 

日鮮通，交史附釜山史後編 ， ? 
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» l .5 a 贅政治 第 七節官業， 

の際貴族其他に交付せられたる恩賜公憤を以て其出資に代ふる乙ビを得せしむるビ同時に重役の就任 
益金配當及積立金使用等に關して U 總督の認可を受けしめ其監督を嚴ならしめた60 
利息制限令は明治四十四年十|月制令第十三號を以て制定公布せられ金餞貸借に BB する契約上の利 
息は質屋營業者の貸借元金三十 HI 未滿に對するものを除，、の外は總て之を元金百脚未滿年三* f 以 T 、 
元金百 Is 以上千圆未滿年二割五分以下、元金千圓以上年二割以下に制限し此制限を超遇したるビきは 
其超逯部分を無効ごし金餞の貸借に關し偾權者の受くるものは何等の名義を以てする！ j 拘はらす 之を 
利息 VJ 看做す rj £3 爲れ办◦(明治四十四年十 f 月より施行) 

第七 R 官業 

官菜は蔘業、鹽業、平壊鑛業所、@林廠、印刷局よ今 成る〇 

苺業は明治四十一年改善の施設にして同四十四年七月現在の耕作人員は百八十三名、菜 H 九百十六 
筒所、此耕作間數 は 八十 三 萬七千九百六間にして大正元年度は前年及本年製造の lr . 茶•其他 親 茶 等合 封 
一千六百六十 二 斤を 三井 物産株式會社 VJ の 繼績拂下契約に基き價额十一萬九千四百五十九圓を以て同 
* に携下けられた办〇 

天 H 凟 a 田は明治四十二年度よゥ间四十四年度迄一一 f 簡年繼肇業にして其®田所在地は廣梁灣、朱 
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安其旣成面積は一千三十一町三反五畝二十九步なり、同四十四年に於ける採鹽面獱五百七十七町五反 
八献十六步、生産高四百四十九萬四千 七 百三十斤、拂出高三百九萬 七 千五百七斤〇 
民間鹽業朝鮮1:於け る ^間鹽業は專ら煎熬製鹽法を用ひ其組織竝技術共に幼推にして生産費 頗る 高 
く隨て近年輸入鹽の膊迫を受け漸次減退するの狀浞にぁり、今明治四十年ょり同四十四年迄に財源調 
査事茱のービして、實地調査の現況は鹽田反別三千七百九町 七 反四！ g 十九步 、鹽井 數六萬七百十五箇、 
釜數四千一一百六简、鹽生產高二億 七 千九百八十七萬五千十六斤、製造者數八千百十人、小作人歎四千、 
六百九十 七 人、從業奔數一一萬八千五百六十九人、製鹽輸移入高産地別を擧くれば(四十四年)內地煎 
熬鹽五百六十一萬一千百十八斤、事：»天 B 鹽一千百十三萬一千1一百斤、支那天日鹽一億一一千五百九 
十六萬三千七百二十四斤、其他四萬二千九百二十一斤、總計一億四千一一百七十四萬八千九百六十111 
斤 VJ す C 

大正三年一月以降十月迄の製鹽輸移入累計は關東鹽三千六百六十八萬九千斤、山東鹽九千五百七十七 
萬四千斤、合計一億1二千二百四十六萬三千斤にして前年に於ける同日までの累計に比すれば二千五十 
一萬四千斤の增加なり0 

平壤鑛業所は大正元年度無煙炭生産高十一萬噸を超へ其內九萬噸は從來の契約に基き之を德山海軍 
煉炭製造所に供給し二千噸を煉炭に製造し六千餘噸を民間に拂下け殘部を翌年度に繰越せ办、同年度 

日 if - 通交 史跗釜 ilf 史後鋦 
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第15辕费政治 第八節土木 

に於ける平壌鑛業所の作業收入は石炭. M 却代金の外雑收入は八百六十七圓にして合計八十一萬四千五 
百二十九圓なり之に對する作業费支出額合計七十三萬一一 f 千八百十四圓、差引利益金八萬七百十五圓な 
す〇 

詧林廠は大正元年度末現在資本憤3は百十1一 f 萬 二 千 W 九十 九圓ど なるも收益勘定1:於ては 歲人二百 
•0十七萬六千九百九十圓、歲出二百四十萬一千八百二十 31: 圓を算し差引純益金七萬五千百六十五圓を 

得^ byj 〇 

印刷局事業の重要なるものは官報、朝鮮銀行券、•各官廳公報 類、 敎科用圖 書、 法規 顧纂、民歷、手 
形、小切手、預金通帳類、税關申吿書類、職：錄及各 f ' li 繪柒書、書類の製造等なり、作業實蹟は同四十 
5印刷物一一 f 1 百百丄ハ枚 i 5 i # fl ^ 嫌 s ^^ llifIif ii 收 入、 S 支出金 
七萬圓、作業收入|二十六萬八千九百三十九圓、作業費支出三十四萬三千五百三十八圓、職員及使用人 
數ば內地人三百十六人、朝鮮人四百一人なり。 

第八庙 土木 

土木行政事務の統一港濟脩築、河川改良、道路改修、市靥改正 gsmsl 、 土地收 用、 營 
_等ょ b 成る。 
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明治四十五年三月總督府官制改正に際し總督官房に土木局を置き土木行政事務卽ち鐵道、通信兩局に 
甩するものを除く.の外總て同局の所管に統 j 歸屬せしめられたゥ〇 

朝鮮に於ける交通賀易の發展に伴ひ港湾を修築して海陸聯絡の便宜を增進し税關を整備して税關行政 
敏活を企圖せむか爲め舊韓國玫府は番治三十九年以降八箇年繼續事業 VJ して各開港場其他の海關 
X 事に著手した b しか是等施工地十三箇所中签 山、 仁 川、 餚南浦-を除く外は间四十三年度に至 4 畧初 
期計畫の遂行を竣 b た^を以て總督府設置後朝鮮通交機關は歐亞聯絡の|節幹ビな b 交通貿易の發展 
益々顯著なるへき事情ぁるに鐽み更1:釜山、仁川、鎭南浦及平壤の四開港場に於ける水陸聯絡設備を 
* 張し大成するの計畫を立て之を明治四十四年度ょり大正五年度に至る六筒年繼績事業 S し旣定 X . 事 
费殘額の一部六十八萬八千111百九十四圓を本計畫工事費に併算し其總工事費豫算額を八百二十七萬一 
千八百二十九圓 VJ なし签山に於ては工事を港內整理、鐵道第二後橋の築造、陸上設備、防波堤築造の 
四部に分ち第二棧橋に於ては二萬噸の谋船二隻 W 七千噸の潔船二隻 VJ を间時に兩側に繫置する NJW を 
得せしめ且橋上に於て直に溆車ビの聯絡を保つを得せしむ可く、仁川に於ては其工事を內港の設備間 
船渠の築造及陸上設備の1 一 I 部に分ち、 m 船渠內には四千五百噸以內、の船舶三隻を同時に繫留し得へか 
ちしむべく鎭南浦に於ては 旣定閘 船渠を完成し 貨物 積 卸、 )1? 船繫留に便なる設備を完成し停車場 地先 
き獼 f 東岸を埋立て其中間に幅三十間の 船 入場を殘留し總 延長約五百 五十間の荷揚場を築き 埋立地 

日鮮通交史附釜 UI 史後辐 
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第ーー韋嫌骨玫治 第八節土木 

の終端に長さ四十五間の狻橋を架設し平域に於ては鳥灘棧瀨中流に幅二十間の S 筋を堀 SL 江岸， V 8 
築して延長三百間の荷揚場石垣を築き鐵道を延长して大同江水蓮ビ鐵道輸送ごを聯絡せしめむビす、 . 
馬山、新義州、群山、木浦-元山、行巖、城津の各地|:亘り港»地形3調査深淺渊發、海底地質、.岩 
磐の調査、潮流の觀測、風浪の情況等|:關し一般的調査を進めちれ0!ぁりて元山の港'灣は京元鶬の 
两通 VJ 相俟て改修し海陸の連絡又近き にぁらん VJ す C 

河川 改修は朝鮮に於て特に其緊要なるを見る明治四十四年度以降二筒年繼績事業 S して赤田 川 改修 H 
事に著手せり其豫算十萬七千五百圓、內初年度割額二萬五千圓ヲ計上し河身の狀浞に應 L て堤防、樋 
E 、 楹梁等を築造し 川口ょ b 約一里の上流を起點ビして新川を掘割り水路を元山新市街の北方約.*- - 里 
に迂囘流注せしめんビするの計畫な>、尙次年度ょ6臨時調査費中、土木事業調査養の目を設けて主 
要河川の情況を調査し將來全道に百7て施行すへき治水エ事設計の基礎を確立せら6^の豫定な>0 
道路改修は明治三十九年以來總工事費 m 算二百九十八萬圓を以て逐次福要地區間に二十五線路及三市 
街 線此總距離一一百八里六町の改修工事 S 行し同四十 H 年度末迄に】百九十八里 三十 二町を竣工せ L 
か更に亦第一期 計® S して總工事费八百 七十 萬圓、總事務費百三十萬圓、雄計一千萬圓の豫算を計上 
L 同 四十四年 崖 以降五箇年繼一事菜ビして道路改修工事を起すこビに定められ、交通連輸の情況に鑑 
て施行の緩急を計り特に繁要な&もの二十三線路を選定し此麄距離五百八十七里を改修築造し併して 
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京城市街一部の區畫を整理するの計畫なり VJ 云を〇 

同四十四年四月府令を以て道路規則を制定し道路を一、二、三等及等外の四秫に分ち一等道路は主 V 」 
して 京城ょり道廳、陸迷司令部、鎭守府等所在地又は樞要な る 開港等に達 T る 道路、取事上必要な 
る道路、經濟上特に®要なる道路 V 」し、二等道路は隣接道诚所在地間又は道應所在地 V 」各管轉、府郡 
鹿所在地 VJ の間道內又は隣接道內樞耍地點相互間等を i § 結す6もの V 」し、三等道路は隣接府郡廳所在 
地相互間府郡廳所在地 VJ 府郡內樞耍地點ごの間、府郡內乂は隣接府郡內樞要地點相互間を y !! 結も 
の ビし、 其 他の 道路にして道長官の指定に 係る ものを等外道路 ど し、 一、二 等道路は總督府に 於て 三 
等道路は道炝に於て等外道路は府郡 M に於て之を管理.し道路の築造及維持修縫は - ;二等道路に 在り 
ては總#府に於て三等道路は地方： B に於て等外道路は慣行に依^關係部落に於て之を施行する乙ミ 

るなし、尋て訓令を以て道路修築、標準を定め路面幅員は一等道路有效四間以上、二等道路有效三間 
以上11〖等道路有效二 間 以上 ご定めら る0 

市區改正は市街地の道路にして谷地方に於て旣に贲施の計畫を立てたるものに對しては和當の阈庫 
補助を與へられ之れを助成し地方の 負擔 に堪へさる ものに對しては 國费を以て市區改正を 施行 せらる 
vj の 方針に 出て仁川に於て明治四十一年凡月總エ费五萵六千五百 Irll を以て改修し、大恥に於ては同® 
十二年九月三萬三千百六十五 III を補助して改修し、 V; 城は明治四十三、 gr 年 M ,: 於て國费を以て改正 

f 通交史ぷ褡 ifl 史後編 


Digitized by Coogle 


Original from 

COLUMBIA UNIVERSITY 



34 


•. 51 章 Mi 治 第 丸節交通 

し平壤は明治四十 H 、四、五年度を以て補助して市區改正し、全州市街、海州市街、釜山市街、皆前 
記の方針に據 h 市區の改正を爲せサ特.に釜山鑿平エ事#豫算百七萬圆を計上 L 舊韓國政府ょり資金起 
債に對する元利金支拂の保證を受け间年五月(明治四十二年)以降三箇年間の繼績事業どして之れ»>誼 
計施工を政府に委託して成れ bo 

土地收用は明治四十四年四月制令第三號を以て土地收用令を發布し公共の利益どなるへき事業の爲 
め必耍なる土地は之を收用又は使用する乙どを得せしめ土地を收用又は使用するこどを得ろ事業は朝 
鮮總督之を認定し天炎事變に際し急施を要す6事業の爲め土地を使用するの必要ぁる埸合に限 b 府尹 
又は郡守をして其舉業の認定を爲す乙ビを得せしむる乙£^爲せ6、土地の收用に關しては闾年六月 
府令第 八十號を以て土地收用令施行規則を制定公布せられた bo 

同四十四年度に妓功せ L 總督府の經營に係る營 liH 事中新築增築は廳舍官舍其他を合せて二百三十筒 
所な bo 

第九 «交通 

交通は鐵道運檢、鐵道建設及改良工事、軌道及輕便辂鹆、闕釜聯絡航路、水運、通信機關、郵便、 
電信、電話、發電水力の調査、堪氣事業、觀察、航路標識ょ b 成る Q 
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鐵道運瑜は營業呢救七百六十七哩六分 V 」なれ卜〇 

是れ京元、湖南兩線の一部開通竝に從來平壤鑛業所の所管たりし平壊炭鑛線の引繼き S 新義州、安東 
縣間の開514等に因れり、列車走行哩は二百三十萬七千六百呷運輸收入は五百六十二萬九千八百圓〇 
两釜聯絡航路は鐵道院の經營にして朝鮮併合後に於ける一般經濟界の發 MVJ 滿韓鐵道聯絡の完成 yj 
に伴ひ日鮮間の交通漸次頻繁 S なり、明治四十四年八月より乘客賃金|等十圓、二等六圓、三等三圓 
に低 M し同年十二月より、又一艘を增し隔日運航の畫航便は每日運航 ( f な b 、 四十四年度に於ける該航 
路 の成蹟は連航囘數百七十四 S 、 旅客人員二萬七千二百六十人、大貨物噸數三千百三十三噸 >」なれ bo 
水運に就ての航路補助は舊韓國政府よ b . 繼承したるものにして東沿岸、南沿岸及 全 M 沿岸の 各 航路に 
對し航路の整理、船舶の改良をなせ b 、 補助命令に依らす自營を以て定期航海を 爲し 又 ttM 距離の定 
期航海をなすもの東沿岸に於て一線、南沿岸に於て二線、全 M 沿岸に 於て 四線、西沿岸に於て七線ぁ 
な、更に內地を起點 VJ して朝鮮沿原に至る航路及內地を起點 VJ し朝鮮沿岸を經由して外國に至る航路 
ぁ6受檢船舶のみの海員槪數一千二百人0 

通信內地朝鮮間 m 報通信は逐年益々頻繁 V 」なりしによ b 京城下關間の it 通囘線を構成し殊に併合後 
は釜山對馬間の海底 V 1 L 信の n 收を機ビして m 報料金を減し明治四十四年五月より大坂、京城、釜山間 
に直通囘線を構成し又一方%山、.爵陵島間、辍陵岛、松江間"兩囘線を接續して元山、松江間直通囘 

日鮮通交史附釜 lil 史狻編 
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锒-1窜袼 ff 坎治筋九節交旭 

線を構成し同時に其通方式を現波機裝 rc に變更し六月二十五日ょり實施し內地ど咸銳南北道發着锟報 
の京城辻 M を廢して本線經由 S なれり、其結泶、京城、元山 VJ 東京及大扳問の發看堪報は著し C 經過 
時分を短縮せり、明治四十五年三月末 H 更に釜山下 m 間に海眩電線一條を拊設したろを以て內地朝鮮 
間電报迪信の疏通は敏活 VJ なり、倚) li 信法式の改正囘線及中繼順路の燧 E をなし又京城签山間其他十 
七區間に闼線を新設又は增設し之れご! Mln '.' f に郵 M / RV •所六十一節所に於て新に m 信^務を開始し諺文屯 
報をも鐵道驛 • m 信取扱所以內の圯信取扱; m 所に於ても總て諺文 m 報を取扱みこ VJi なれり、窀倍里 
程は線路 ii 長一千四百七里二十一町、線條延長三千三百九十二里十七町〇 

電話線路里程は線路百：提一千十二里二十八町、線條延畏六千四西十二里十三町な彡現在 m 話線路里 
程中警備 VIL 話線に屬するもの a 線路：口：長八： W 五十二里七町、線條延長一千二百十一里十四町にして屯 
話機七百五十二簡を有す、啓備 VI 2 IS 線は^韓阈政府に於て之を創設し警察權委任の際警務總監部に引 
續きたるものにして通信局は單に所管廳の囑託を受けて之を建設維持の事に當るに遇き^ゥしか明治 
四十四年九月一日該 m 話線全部を舉て fp ] 局の所管に移 M せり更に該.淑絮設地中線三十四箇所に於て公 
衆 m 信及電話 m 話事務を開始せ be 

發觅水力調査第一次の作業€して水系踏査を施行し漢江、大同江、镚江、臨律江、洛東江の五水系 
を踏査し其河川數三十九、水點五十七、馬力數約十二萬六千に達 T るの結果を微らせら、又右の踏査 
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に依りて選定したる水力地點の內窀氣事業經營上利使にして且經濟上最も有利に電氣を發生供給し得 
べし V 」認むるものょり漸次實測作業を進むるの計盡にて測：^班三班を組織して其作業に當り漢江及洛 
東江水系に M する水力地點各一箇所の實測を了へたり〇 

雨&は河川の本位及沭觉に至大の關係を有し隨て之れか觀測は水力調査上重要なる事項なるを以て水 
力地點を有する河川の流域內に於ける左記四十箇所に雨梵計を設置せられたり Q 

滯江水系十一箇所、大同江水系六简所、臨律江水系七简所、錦 ic7J < 系十饲 所、 洛東江六箇所、計 
四十筒所 C 

雨1 M 觀测ビ相俟て水力調查上闕くへ/;>らざる本位觀测に脚しても亦適宜の施設あ b 、 水力地點の取人 
口、放水口、其他测水地點の如き緊要 VJ 認むる左記十 I 倚所に蛩水標を設偁せられた b 〇 
漢江水系五简 所、 洛東江水系三馀所、錦 lr 水系三简所、計十一简所 C 
郵使：！？は總11:府通信烯の管轄に M す C 

郵使简百七十九饰所、郵便所三； a 六箇所〇 
觀测、觀测所一、測候所九、委托觀测揚四十九 G 

電氣事業 K 斯 m 氣會社三、 m 氣會社八、沿燈會社二、水力•取氣矜社〇 
航路標識は夜檫六十九基、费標百十四基、霧啓號十七筒所"レ 
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第二^竦曾政} fr 第十節貿易 

第 十 節 {? 易 

貿易は S ? 易 額の嘭 脹、國別質易、港別貿易、.金銀输出入、移出入、船舶、! S 税行政等ょり成る C 
貿易額は楡移出|八、八五六、九五五、輸移入五四、〇八七、六八二、總計七 二、 九四四、六三 七、 輸移入 
超過三五、二三〇、 七 二 七、金銀輸移出一二、八五 七、 〇二三 、輸 移入 四、 七三 九、 二 四五、 輸移出入銀金 
は輸移出金貨、金地金、銀貨、銀地金一二、八五七、〇二三、輸移入同四、七三 九、 二四五 C 
貿易船舶の入港は汽船、帆船 「ジャンク」 此噸數三、五 九 0、〇一七噸。 

國別賀易は明治四十四年朝鮮貿易を通商國別に觀察すれは對內地貿易額は各總計に對し移出は七一 
分移入は六割三分合計に於て六割五分を占む之に亞くものは輸出に於て支那の一割六分、露領亞細亞 
の八分、北米合衆國の五分にして輸入に於て英吉利の一割五分、支; (5 の I V3I 、 北米合衆國の七分"露 
領亞細亞の二分等を順序 どす、 其他の諸國に在りては輸出に於て一萬四千11、輸入に於て三十六萬圓 
を超るものなし、對內地の移出は水產物約三十萬圓、肥料十萬圆、小包郵便物其他諸品に於て三十萬 
圓以上、米穀百三十萬阆、豆類百十萬阓及荏胡、麻子八萬二千圆、金鑛十二萬阓等な卜移入の增せる 
は砂糖三十萬圓、紡績絲三十餘萬圓、木材十四萬五千11'、「セメント」十五萬五千圓、金巾其他綿布頮 
二百十七萬圓、石炭八十一萬圓、陶磁器十四萬六千阆等なり、對支那貿易は输出に於て大差なきも输 
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入は前年に比し四割餘の劇增を示せ b 穀物及種子(主^して粟)五十一萬六千圓、食鹽十四萬五千面、 
麻布四十七萬八千圓、小包郵便物六十五萬五千圓等其他諸品中输入の減したるは僅に石炭の二十七萬 
二千圓あるに過き t 露® •■ 亞細亞に於ける料及生牛の霜要益々增進し M 二十五萬圓、生牛八萬六千 II 
の增出を見たるに因れ英國產 の 入增は綿布類十八萬胤、軌條四十四萬五千圓 、熟 鐵三十五萬圓 、其 他銅 
鐵、諸機械類、燔發物等何れも著しく增加せ卜、又獨逸產 の 增入は 酒精、 染料"水銀、諸機械類、車 
輛等の增入に基き米國產の增加は主ごして小麥粉及石油の增入に因る C 

港別質易に於ては輸移出質易は釜山港依然其主位1-在りて全額に對して三割一分を占^之に亞くを 
仁川港の二割一分、鎭南浦港の一割五分、群山港の八分ビす又輸移人質易に於ては仁川港の三割一分 
を最高ごし釜山港の二割三分、京城の一割六分、元山港の七分等順次相亞く、而して輸移出入合計に 
於1一割以上を占ひるものは仁川港の二割八分、釜山港の二割五分、京城の一割二分ビす〇 
關税行政は韓國併合の宣言に基き、明治四十四年一月一日ょ〇馬山浦の開港を閉鎖せられしも內地 
軔鮮間航路船舶の不便®からざれば內地、臺灣及樺太ビ朝鮮間通航の船舶に限れ馬山浦及行鼹海に出 
入するを認められた b 爾來船舶の出入漸く頻繁な b しかば鎭海、行巖に税關支所を設けられた bo 
鴨綠江架橋明治四十四年十一月一 BH 事の竣成に伴 CA 鮮滿直通列車の運轉開始せらる2や旅客の往 
來貨物の出入を便に L 且新交通路の利用を遺铖なからしめんか爲め新義州税鬮支署ょ b 安東縣驛に官 

日鮮通交史 W 爸山史後 fi 
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浓二章珐贤敗治笫十一節倥業 

吏を派貼せ しめ 貨物の輸出入及保稅输送の事務を取扱 6 i 尙ほ通 遇旅客の手荷物等に對 しては 豫办税購 
吏を列 Jli 內に乖込' 2: しめ之れか檢査を行ひ又鴨綠江橋梁の步道に 由る 貨客に對 しては 橋側に税關吏を 
派出して 之か 取締に從事 せしめられつ2あ be 

第十 I 節 農業 

農業は農産物の遞增 、耕地、國、^ 有未墾地、水利施設、一般 ^ 事の改良及獎繼、勸業模範場^辭掷ぢ1 
1 SIP 純苗圾、棉花栽培、養 S 「畜産、朝鮮農會、 > tl 洋拓殖會社ょり成る〇 

n •業は朝鮮產業中最重要なる地位を占め朝鮮輸移出貿易は農產物の1 S 凶に伴*か r 消長す るの 狀況な 
り保餱政治以來各般の勸業榇關^-設け優良种苗、»秤、柯畜、柯禽、种卵、熳爲具類の配$、耕作又は 
3育方法の實施指導、灌魷事*の調査監督等苟も農業の改良鉍達に資すへき施設實行ありたる結果米 
麥、大豆等は何れも品質の改良，/」共に其收權高增加し又優设种に遒する棉花、果樹、桑樹及甘_、馬 
鈴薯等の 作付 反別生産高の遞增殊に著しく尙改 a 獎勵 中に屬する繭、畜牛等發 M の前途頗る有柴なる 
ものあり。 

耕地面積は二百七十二萬七千百五十九町步にして內水田九十九萬二千八百九十七町步、畑百七十三萬 
四千二百六十二町步なり、之を全半島の而積二千百九十六萬四千九十町步に比すれは其比率僅に I 割 



二步四厘に遇きす'更に農芦一家當平均反別を見るに、水 En 四反二畝步、畑七反三畝步、合計一町一反五 
畝步に當れ>、田畑面積の比は 一 V 」一•七五にして畑の而稂に對 する 田の面獱の割合甚た寡少な bo 
耕地二百七十 二 萬七千 飴 町^ 、 淼抹原野一千六百萬町步、國有未墾地の贷#約一萬二千町步 a 
水利施設は狱四十八、溜地六百二十一に速し從來八千五百五十町 S 稱せられし•灌漑面積は確實に一 
萬六千四百町步な>、又水利組合は六にして水面積は約七八千町步を設計し居れり、而して明治四十 
二 年以来大正 二 年度 末 迄に改築せれ全總數は六百六十八锦所の多きに及； S 其修築に依 b て增加したる 
灌漑面積は實に七千七百餘町に達し之か收嵇增加見込四萬三千餘石(玄米) 

一般農事の改良及獎颺は作物柯子の選擇、稻扱及筵織傅^、實地指： ST 短期鹿事講 M 會、農産品評會 
等を續行しては在來®柯の忒育を試みたるに其 ^ 性及品質中ービし T 長所ある 2. ピな し、 更に之を內 
地? *11 に比するに同一の手數 t 給桑等を費して其得る所僅に約三分の一に過きす又秋蠶秫供給法研究の 
爲め生稍冷藏試驗を行へり C 

畜産は稲牛の秫付又は緬羊の剪毛試驗等を行ひ £. つ秫卵の安全遞送法を講究せ 6 C 
水利調査に M しては普通水田に於ける灌漑水！ S 潴水：： M 等の調査^行ひ病蟲害に關しては稻熱病其他害 
_ 蟲に付き經遇習性を檢して之れが驅除豫防の方法を講 t 、 分拆に關 L ては大豆、甜菜、土壤、肥料等 
41 の分拆を行 ひ 又米作框、肥料吸收、米作 「ボット」 肥最施 ffii に付各試驗を行へり、配付秫子、1苗等 

一 日鮮通交史附签山史後辐 
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第二章政治第十一節農業 

の栽培成績に園しては水稻 M 子中成績最良好な■るは早神力にして石臼、多摩錦之に亞对6畑作物の•種 
子は陸稻 r オィラン」稍成績良好にして小終「マーチンスアムパー」秫は成績良好なるも成熟期稍後る i 
の闕點ぁるを以て熟期早き「カリフオ， - I ヤ J 柯を望む者多き傾向ぁり其他大豆は端 川、 赤殻の兩種、 
甘藷は元氣秫、馬鈴薯は長碕赤「ヌノーフレーキ J の兩秫、煙草は國分、秦野、達麼等歡迎せられ而し 
て一般農事の改 a 及獎勵をなせり〇 

大正二年度米穀の移出せるは橫濱に約十萬石、大阪約四十萬石、神戶約五萬石にして現今移出の劇增 
しつょぁるは第一移入税撤廢、第二朝鮮米を內地米穀取引所受渡米に代用せし rjw 、 第三品質改良、 
第四比較的廉價なる等は其重なる原西なるベし0 

® 業模範場は水原本場、大邱及平壤支場、龍山支場、藏島支場にして創設以來未た五年の星霜を經遇 
したるに過き^るも改良稲子の無料配付を行ひ、就中早神力の如きは其栽培に適する京城以南地方の 
農村に於て大に之を歡迎し明治四十四年に於ては其配付量二百五十石を算し前年に比すれ W : 十四石を 
增加し其栽培面積隨て激增せ卜、卽ち明治四十四年に於ては早神力秫の總作付反別四千五百三十五町 
步に達し一反步芊均籾一石卽ち總作付反別に於て籾約四萬五千石の增收を見るに至れり、水 M 本場施 
設事項は稻の開花、浸水被害其他諸般の事項に關し調査硏究を行ひ又改良稀子の栽培成績は早神力、 
多摩錦、石臼の三稱最良好にして在來稲多々租に比し各三割一分の增收を舉け就中多摩錦は灌水不充 
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分なる 水田に於て？ MS く 如上の成績を示せ 

畑作物に對し種類の比較誼に栽培上の諸試驗を行 Di 又作間移植、被覆物下の作物、冬季貯藏法等に 關 
し試驗を行へ5〇 - 

蠶業に II せる 桑に 付ては桑苗二萬五千二百二 本、 蠶秫七百二十九 枚、 柞蠶釉六千三百八十蛾を配付せら 
れしか其成績に依れは 桑の栽培は從來放任的な b しに反し今や栽植管 斑 共に大に注意を拂ふに至彡又 
家畜飼育には雜•々の改良の注意を加へたる結果斯業進步の徵候を示せ b 、 種卵の配布數は一千百六十 
顆こして「パー レットブリー>スロック」 秫最高位を占め「名古屋 n 1チン」黑色「ミノ， 力」 種之に亞 く、 
其他槐禽八十三羽、秫牛四頭、秫豚十頭等を配付せり〇 

间場は所屬耕作者に對 f 每秋の收稍期に立毛品評會を開きて耕作上の獎勵を與へられ又小作人をして 
農事改良及其同利益の目的を以て一の組合を組織せしめ或冬期 JS 閑の際製繩又は蓆織を行ふて其所得 
を貯へしめ以て勸儉貯菩の思想を涵養し又葙扱器の使用を獎勵して農家婦人の適切なる作業たる乙ご 
を覺知せしめらる5等農事改良の獎勵に努められ02あぅ〇 

大邱、平壤兩支場は共に普通農事に關し諸般の試驗を行ひ以て各其地方に適當せる作物の品秫及栽培 
方法を講究 T る w 同時に大郎支場に於ては農業水利に關すろ事項を分掌するが故1:主ミして南鮮谷地 
に於ける水利の關係を調査し或は水利企業者の依賴に應して企業適否の缤定をなし或は設計指導の勞 

日鮮通交史附签山史後！！ 
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第二牮總督秋治 锒十一節農 S 

を執れ〇乂近時南鮮の畜牛漸次劣鉍 する ( Z - 傾向あるに顧み明治四十四卬十 f 月平壤產 ft 來秫牛牝牡咎 
一頭の成育適否を試驗し及雜柯の生 Jt を M られり、平 g 支場は明治四十四年に於ては主 vj して秫禽種 
卵の配付を行ひ其の他畜產改 a に關 f 著々之か設備に努められつ；あ 0 Q 

龍山支場は専ら S 業に關する事項を分掌し明治四十四年度に於ては主 V 」して校範染園及苗画に於ける 
栽桑の試驗を rr へ b 、 又冏印二月女子蠶業搆涔所を间場に附置し從來 IPJ 支場所管事務の一部たなし朝 
鮮人女子®業講習の事跻を引繼き其學科を修身、國語、算術、栽桑、養蠶、製絲の六科目1:分ち養獄時 
期の前後に於て之を授け同時に製絲の實修を M し、春哀秋|£三期中飼育法及製柯方の一般を實習せし 
め、尙蠶室|£異の洗滌、簇の製造、»«檢丧の一班を見^はしむ、卒業漭總數四十五名(明治四十五年 
一月調)にして卒業素の就職は多くは各地授産場、蠶菜傅習所又は稚蠶共阏飼育所等の敎婦ビな b 其 
の他は鄕里に在りて養 B * に從事せぅ C 

織島支場は明治四十四年に於 I 」は蔬朵に11し各秫校範栽培竝に甘^の揷植試驗經濟試驗を行ひ尙秋季 
中同場の甘諸採取の時に方り附近の面長及有志を招集して其操作を觀覽せしめ且試食を爲5しむる等 
附近農民に對し甘讅の栽培を獎勵せり、又果樹に11しては模範栽培、苗木栽培を行へり苹果は成績一般 
に佳良にして明治四十年中一年注苗 M 付のもの|樹の最高收權 M 、_ 倭鐲二百三十七箇、紅玉再七十1_4. 
筒、柳玉百五十七箇、 r ォートレー j 六十六箇、「ビスマーク」四十六僚又四十二年中一年生陵木苗植付の 
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ものに65ては、倭錦百三十箇、柳玉百箇、「ァレキナンダー」九十四筒、祝八十三箇を算した，り0 
葡萄は寒害にょり佛國沪太利等皆枯死又は果樹の七八割は全く枯死する乙ビあり、梨は內地稀は成 
If 佳良にして品 f { 著しく秀てたるも洋梨は開花期中氣溫の下降甚しければ花脔蒌湖のため結實多から 
ざる乙ビあ桃は一般に成績佳良なりしも六月中蚪蟲發生して被害劇甚なるこごあ br 上海水蜜桃は 
獨6慘害少く滿四年樹にし r 五百二简の結實を見たる•乙ビあ b 、 李. M は一般に稀有の好成績を示し就 
中最も佳良な6しは兵庫杏^す0 

從來朝鮮に於ける園■は甚た幼御に L て果實、蔬菜其に見る可5ものなく僅に菓、柿(南部朝鮮產の 
もの)咸興梨、白蔬、芹、薑等稍優 a ど認めらる i に遇き^6しも當支場 {: 於けろ數年來の各? ill •圆試 
驗の成績に照し果實蔬菜も又漸次鮮人の心傅を受くる漭多し C 

木浦支場附屬の棉採種圃、實地栽培指導のため支場員の駐在せる所を增設して二十箇所ビし尙ほ慶尙 
北道大邱及全雜北道全州の兩棉採种圃は位©宜しからざれは前者は铤山*し後奔は泰仁に 移せり、 棉採 
秫闹の位简は忠淸北道永同、慶尙北道慶山、慶尙南道晋州、全羅北道泰仁の四箇所の外は全部全雜南 
道の各地にあり、各棉採秫厠陡域內に 於け る明治四十四年の陸地棉作付反別は二千六百八十町歩、作 
人數四萬三千百八十五人にして其收稍最は一反步當平均百; r 餘に及ひ總收贵二百七十三萬七千五十 ; r 
にして之を朝鮮に於ける陸地棉の適地全面植に對比するごきは陸地棉の栽培 (i 僅 r . 其一段階を進めた 

G 鮮通交史附釜山史筏铖 
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第二章搗费政治笫ヤー節農柒 

るに過きざれ ど も之を比年の好成績に徵して將來を 卜する ビきは有終の效果を見る蓋し遠きにあら3 
るべし 〇 

朝鮮の風土は蠶兒の發育、桑樹の栽培に適し蠶業經營上多くの天惠を有するを以て適切なる指導獎勵 
を爲すに於ては農產中主耍なる地位を占め農家經濟の發達に資する所決して尠少ならざるベく、 S 業 
傳習所、雅蠶共同飼育所、模範桑園及桑苗圃の設置、®業，講羽 I 會の開催若くは柞蠶飼育等獎勸のため 
地方費に補助金一萬三千五百圓の交附ある外新に勸業模範場に E 業技術官一名を增遛し以て S 業1:關 
する各種の試驗事業を行はしめ其の他.桑苗を設けて其育成に從事し或は風穴の完成を liibr I 般夏秋 
蠶種の無量貯藏を開始し著々斯業の獎勵を施し〇彡あり、全道收繭高は家®幽二萬二百餘石、柞蠶繭 
七千七百四十四萬餘顆にして家霞_四_以上、柞蠶麟倍额以上增加せり0 

畜產は在來種中優良なる牡牛を撰擇保 M して M •用に供し、北部產の體格優炱なる M 牡牛七十六頭を南 
部 地方に移して或は之を飼養し或は是を農民に貸付し或は之を國费又は地方費にて飼養し以て民間牡 
牛に稲付せしめ且〇稀牡牛購入費を地方我に補助して其購入に 便なら しめ、牡犢又は牝牛を農民に貸 
付して蕃殖用に充てられ、孕牛屠殺の慣行を取締りて分媿に近きたるものは漸く屠殺を延期せしめら 
れ或は改良豚、雞種を配付して其普及を圖らしめ畜產組合を設立し共间|致以て斯業開發、の途に就か 
しめ剝皮刀を配布し之れか使用の普及を圖り以て牛皮改良の資に供せらる i 等斯業の進®を圇られ〇 
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o あり朝鮮畜産の翰移出は.生牛、牛皮、牛脂、牛骨を其主なるものどす生牛の仕向地は雳領亞細亞 、支 
那及內地に して 露領は悉く肉用に供せられ槪ね咸鏡南北道、平安南道、江原道產の牡牛を输出し近年 
著しく其 輸出數を增 加し 前途益々多望な*〇內地の移出は 主ビして 農耕用に使役 せらる J ものに L て 牝 
牛多數を占む。 

朝鮮農會は朝鮮に於ける農林業の改良發逹を目的ビして設立せるものにして總督府の補助^受く、明 
治四十四年末の會員數は內鮮人合計三千餘名にして支會數十五を有す其事業は毎月一囘日鮮兩文の會. 
報を 發 行し優良種苗の供給、伸 介、 畜産の改良、秫雞、純卵の無償 配付 •質問應答を行免等を主なる 
もの ごす 同會の調製に 係る 朝鮮土性_は旣に出版完成したるを以て實費頒布を爲し又三椏栽植試驗事 
業を勸業模範場は無償引繼を爲せり、各支部に於ては JB 事？®習、講話、 傳習會 品評會の開催、 M 苗の 
W 成配布、柞蠶の飼育試驗、模範果樹園、模範柞蠶林、蠶業傳 習 所の設截等の事業を繼續經詧せり〇 
東详拓殖株式會社に對しては政府引受株式六萬株に對する拂込に充當するため從來の土地を出資し 
又爾後拂込の出? f 豫定地ビして土地を賃貸したりしか明治四十四年度に於ては更に第二囘拂込金七十 
五萬圓に充當 する 爲め賃貸地中ょり田一千八百七十七町步四反八畝二十二步 、畑 五百十町四反六献步 
を 分割し出資地 どして 引渡せり其結果年度末現在に於ける政府出資地面精は小異動を加除し、田三千 
七百五町五反步餘、拥一千百十五町五反步餘、計四千八百二十一町一反步餘 V 」なり、政府賃貸地面積 

日鮮通交史附釜山史 
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第二京総 {f 政治第十二節商：丄業 

は田三千三百四十九町八反步餘、畑一千六百五十四町五反步餘、計五千四町三反步餘 VJ なれり0 
土地の經營に關しては同社は前記政府出® r 地及货贷地の外主 V 」して移民を收容するに便宜多く且農業 
開發に適當なる筒所を選定して土地の H 收を行ひ本年度中田畑其他雜种•地計一萬四千四百七十五町步 
を價格二百六十二萬餘圓を以て貢收し年度末現在買收地面積地田一萬五千五十八町步、畑五千三百八 
十七町步、其他合計二萬二千九：白八町步 VJ なり之に前記政府出資及賃貸地を合する V 」きは其經營地總 
面積は三萬二千七百三十三町歩に上り前年度に比し一禺四千二百十三町歩を增加せ be 
殖產事業 if しては秫籾の贷付、牝中贷付、其生產犢を預託せ-'、果樹の栽培、果樹苗木の養成、殖林 
，には S 付"國有未壟地に諸木の植栽、苗阉の Irl 播、竹林の改良を爲せ be 

貸付高は二百六十七口百十三萬七千圓にして其用途別は農業贷金四十六萬八千圆、公共©|微货付金四 
十萬二千圆其他雜資金な bo 

移民は現今四百三十1111の定數 VJ なり其分布地は京畿、忠淸南、全羅南北、慶尙南北、黃海の七道に 
瓦り移 KK 付地面積田六百五十一町歩、畑 ¥1 十町步、計七： W 六十一町步、貸付移住将百八十五口、二 
萬一千八百五十圓な卜。 

第十二節 商工業 



4^9 


商工業は會社令施行後の狀況、市場博費 W 賛间、工業補助、苧麻、布改良事菜、度 M 衡、商工業調査等 
ょ . CV 成* 00 

會社令施行以來明治四十五年三月末日 - i て許可せられた6もの四十七件又外國に於て設立したる會4 j 
にして朝鮮に本店設置の許可せられたるもの一件、內地若くは外國に於て設立したる會社にして朝鮮 
に支店設置の許可を受けたるもの十九件〇 

市場.朝鮮1:於け る 市場は實に重要なる物資交換の機11 た S を以て總督敢治又其商業幼稚の慣例を保 
謎し新設、變更は地方經濟に影響 T る所尠から3るを以て總て道長官の職務權内に屬せられた6、市 
場の數は明治四十四年末に於て一千八十四、.一箇年の物貨集散 高 五千六百十八萬 二 千餘圓の巨額に達 

餌四十四年度に於ける市場に關する處分は新設許可五十三件、合併許可三件、位地の變更許可九忭、 
開市日の變更許可九件なり〇 

博覽會賛同に關しては新龃土の狀態を內地人に周知せしむるは朝鮮開發上必要の事項なるにょ b 藕岡 
名古屋及前橋に開催せられたる府縣聯合共進會京都博覽協會に賛间し朝鮮の物産其他各秫の參考資料 
を出品せられ尙朝鮮案內五萬部を K 寛者に配布せ > 出品の稀別は朝鮮地理模型一點•各 l -' n 天産物百三 
十七點、 H 藝品四百八十點、度支部專貴局、勸業模範場、工業磚習所等の出品二百二十四點其他寫萁統針 

H 鮮 通交 史牌签边史获親 
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« •章.想赞 m 治！！ ir 二節商 i 

_表等侖勒一千八謳な♦又大 i 年東 mliM-0 る大正博覺會には韉鮮館に數椰み®品あもた— 
H * 補胁は靱鱗に於ては從來織物業、製紙業、金 H 、 木 H 等の手 H 業各所に存在すご雖器具、操業 
共に趣宋幼稚にし- C : 製品粗悪、產額ヌ多於らす日常必要¢ 0 -生 VSH 粁の如きも大部分 la 之を輸 A に俟 fc 
y t へからざもの狀態^ £>. を以て睞に素地あも H 業は勿論其他前途有望•な S . 事業に對しては之か改良 
* 薄を伲進すもの必要あのに對して明治四十四年度に於て七千三百圓、織機五十五臺を補給せら 

苧靡、布改良事業忠淸南道は古來優秀なる苧麻を產出し又慶尙北道及咸鏡北道は麻布の特產地 S し 
T 其名頗 S . 高ぐ產額又尠から.す？£雖み取-! I 上鲋々0居間 Mwa あか T 製品の粗製を誘致し尺醞區々に 
LT 一定せす價格の評價又亂雑にして標準の據石坷きものなく漸時支那逢に勝•倒せられつ f あれば先 
〇忠淸南道産苧麻の改良を企畫せられ尺幅の«一、製織法 < 2 ) 改良を試み丽 L て成績顯著な各に於ては 
® U * 犯及咸祀産の改良を圖る ©' 計策な bo 

度鶩衡の改正は明治，十三年末先ウ商取铒圯轍的鹅*なる南鮮六遒全部 6 D ' 丼三十庥璐に施行せられ 
W 脚十瞬年度财月及七月必爾 Br - 更に施行地域^京畿道"黃海道、平安商北遂に於け各未施 fr - 地蚤* 
七十七庥郡に及； S し結果施行地域は江原道及咸鏡南北道に於て十二府郡其他の各道全都卽ち二百七十 
九庥挪合舒二百九十一庥挪に延0;す4に至れ^湎して末施行地域卽も前!?11内四+府璐に灞しては 


Digitized by Coogle 


Onainal from 

COLUMBIA UNIVERSITY 





Digitized by 


Google 


Original from 

COLUMBIA UNIVERSITY 


次年 m の初頭に篇杼し以て囅鮮全 m に對ずふ改正度食衡法の施行を完了せら si の豫宏にして B 下其 
章傅中 K :. 屬ず〇- . 
隳鮮に於げ^商工業の現狀及沿革脔慣等を_査し一は以て當業容の參考 U 資し一は以て各廳執務の資 
释に供せん^•て明治四十三年四月ょか齊手せられ魇尙栴北道、全 S 南道、京畿道、江原道、平安南祀 
道及虞銹南 t 道の九道に於ける主要商工業地の調査を了へ旣に報告書を刊行せられた5、爾餘の調査 
ば運次終了に至 &• ベし〇 

第十11£ 林業 

林業は森林法規の改正、森林調査、森林植物の調査、保安林"森林の 保護、 植林、木材輸移 出入 
2*ヶ1 g 冬〇 

朝鮮の森槲办野は其總而豬約 I 千六百莴町步を算し全土の七割三分を占む S に拘はらす古來林玫不備 
にして禁令洽//>らす到る鼹濫伐暴採を肆にし其大部分は爲に殆んビ荒廢に歸し延て各秫產業の發遂ゼ 
發け»土の保全を害し ifl 接間接に菸饗すろ所洶に至大な^にょり明治四十年以來模範林及苗購を誼蔺 
して殖林の獎勵を116森林法を發布して阈有林野の取締を嚴にし以て之等の弊害を除去せられしが爾 
求時世の凝遷に伴ひ间四十四年六月制令第十號を以て淼秫令を制定 f . 併して同施行規則を公布せられ 

日鮮通交史附釜 KJJ 史狻鶫 
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、第一 I 窣總舒政治 第十三®林業 

九月 1 B ょり實施せらる、.而て前森林法は之を廢止せり、今森林令の規定中主要なる點を皋げ以て參 
考に資せんどす〇 

一、國笮トシタ存置スル/必要ナギ部分ハ漸次民有一一移シテ林野ノ整理7遂ヶ同時一一造林事業7獎勵 
ス，ノ趣旨•一依夕造林ノ目的ヲ有スグ者二國有林野ヲ貸付シ事業成功ノ後之ヲ讓與ス，ノ制ヲ設ケ 

ラレタ，コト .. 

.二、從來地方人民ノ慣行ハ出來得,限リ之ヲ尊1;スグノ旨趣ヲ以，ブ國有林野入會ノ權理 .7認メタルコ 
卜 

三、 地元住民 f ビア國有林野 ノ 保護ヲ爲ナ シメ 其報酬トシタ自家用 ノ薪炭 材料其他産物ノー 部 ヲ讓與 
ス 〆 /道7開キタ 〆 = r 卜 

四、 國土ノ保全其他公益上必要 ナ， 土地* I 對シクハ保安林ノ編入又 ハ 開墾 ノ 禁止制限 ヲ行ヒ以夕 被 W 
ヲ豫防ス,コト 

要するに殖林事業は獨 b 政府の經營を以て足れせす進て I 般人民をして森林愛護の念を養はしめ 
植樹の益を覺らしむるを以て造林の m 的を有効に達せしめんビす a 

境界調査從前官有林野の調査、陵園墓森林の調査にょ b 境界は明治四十四年度先つ京城內の大部分 
及城外に屬する國有林野の幾部、此槪測面積合計一千五百.四十九町步 r 境界線延長九萬三十二間、眩 
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來官有林野の調査、忠淸南道、平安北道、全 M 南道及京城府を除く他の谷道の主なる都邑の附近に於 
ける四山、禁山、塊、廟陵及胎封山、其他合計百四十一箇所にして此面積六千四百四町步、此見積價 
格十二萬七千七百五十三 BI なり、同四十四年內に於て其大部分にて陵四十二箇所、園及墳十二箇所、 
慕三十箇所、胎封山二十四筒所に•して未調の分は僅に陵八箇所に過きす〇 

森林植物の調査は今日^ての調査に據れぱ其樹秫槪畧三百餘稲の多 3 I - 達し內樹高二丈以上に達す 
へきものは針葉樹十 JII +- 七穐、濶葉樹七十 M 百五十種、竹類一屬三 f-fi なみビす、是等森林植物の分布 
.は大部分は日本內地系及滿洲系に屬し朝鮮固有稲は少數なるも調査の進行に伴ひ新に名命せらる-'も 
の亦尠£らす、.朝鮮森林帶は之を暖帶、溫帶、寒帶の三帶に區別するを適當ビす、暖带にては常綠濶葉 
m 林、落葉濶樹林、アカマツ林の三相、溫帶にては陰性落薬濶葉樹林、陽性落葉濶：某樹林、ァカマツ 
林の三相、寒帶にては針葉樹林"落葉濶樹林の二相を有し槪ね人工に起因して林相を惡蕤したるものに 
屬 す、 朝鮮各地に於ける無立木秀山は何れもアヵマツ林の最後を^すものにして卽ち林栩の減 C : を意 
味するものビ謂务べし〇 • 

朝鮮產淼林植物の內林業上主要なる樹秫は約四十秤にして內地產及外國產の有要樹稱中朝鮮の植林 
に見込ぁるもの十數秫に及矛か故に造林適樹の選定は比較的容易なり安全且有利にして比較的短期間 
に收益を擧け得べきものは白楊頟"一ーセアカシヤ、ハンノキ類、クヌギ及.^類、アカマツ、クロマツ 
日鮮通交史附釜山史後編 
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第二窣總督政治第ナ三節林業 

等の薪材 、用材林及兩者兼用林拉^^の收實及薪材‘用材兼用林なりビす〇 

保安林は明治四十四年十二月 E に全羅北道鎭安郡上道面、慶尙北道慶州郡川北面、同善山郡後谷 ui 

平安南道平壤府林原坊、江原道襄陽郡位山面及砂硯面、成鏡北道茂山郡邑面南 11 J の六箇處に於て森林 

£積通計三百八十八町步餘を保安林に編入せられ明治四十一年保安林に縮入したる京城五部內淼林务 

綾菌慕の內垓字の淼林及京畿道水原郡外三儕所の森林は元來保安林^なれぅ e 

森林の保護は朋治四十四年更に四管區に分轄し各管區に內地人山直1人、朝鮮人山直四人0ょを配置 

し京幾道を主し咸鏡南道、0:原道及全 M 北道に散在する陵®墓に附屬する森林凡七千四百步 G 對し 

ては李王職員に保證を囑託し同時に專務保譁負を配殺せり同四十四年末に於て李王職負に囑託す冬者 

百十五人內山林守護ル十三人"山蜇四人、山直五十八人及專務山直五十丸人ミす"京滅及稜堀墓以外 
の國有林野に對しては螌務機«をして保護の任に皙らしめられ尙一般阈有森林111野の保護規期制 * あ 
多て§官をして保護の責任者た&しむ C 

* 抹樹苗園は明治四十四年に於ては樹苗爾總數國#經«十四®所、地方費經營七十六商所、恩賜金經 
*餌十四箱所、合計百三十®篛所•此總面積百七十七町步 w なれ be 

養成苗木の樹 fi はクヌギ、ユセア方シヤ V 「方 V ブ 、 t I ラミツド、ヤマナラ、>、デロ ノキ、•クタ等を 

隶麥 w す、民間の苗本培養考も增加し一一 S 六十人、生產樹苗の株數一千百七十二萬本就4*柬详拓寒裏 
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榭用*木養生め*め經螯せる京城苗顧 UM 猜十 H 町步餘 、苗 本® 1十 轎萬餘本あ •£) 

姨範造林は明治四十四年迄の累計 U 植栽面積約一千九百十六町歩、植栽苗木約《百二十三萬餘本1- 
上れ赢繁證アヵマツ、クロ'ツ、クヌギ 、ニ セア f ゾャ、ャニンノキ、白揚類じして其内最4 
鮮め風土 ！ i 適し造林比較的容易に LT 生長迅速^る經濟的樹秫は平地 {: 在ちて U 、 白楊類£し、山地 U 
在なてはニセアカシヤ、ヤマ->>1ン/ I キ、ク V 、’ r ヵマツ"*クヌギ等ナリ、種苗配付は明治四十四年に 
於て無償下付せるは苗木四百八十二萬本、種子二百四十九石、右の內苗木は全部宫營樹苗圃に於て生 
產するものにして稀子は全部購入配付せるもの VJ す之を同四十二年分 Vi 合算すれば總數苗木六百四 
十萬本、稲子六百五石ビす、記念樹は爱林思想を涵養し殖林事業の獎勵に資せんか爲め每年神武天皇 
祭日を期し朝鮮全土 K ¥¥ 記念植榭を行をの恒例を開かれ、明治四十四年四月三 B 其第一 P を羅行セ 
らゐ、其植樹本數は四百六十五萬本に迷し成靑狀祝亦良好にして七割以上の生著を見る n 至れ办 、箍 
樹はアヵマ'^1、クロマツ、クヌギ、白揚 _、 -I セア. 力*>ャ、 〆 9等にして苗木は主 wt て國費苗_4 
•無供下附し乂は地方#を以て購入配付したるものビす、民間殖林事業は釜山居留比櫬に於て水源涵 
養及基本財產增殖の爲め朗治三十七年以降實行しつょあ6、植付面積四百十四町歩、苗四百三十 I 萬餘 
本、東洋拓殖會社に於て { 1 词四十 81 年黄海道に於て國有林野約四百町步の貸付を受け面積百十條 « r 步 
y 衡 L て^ T 三十四，萬本め縮栽及面顧四十四町步に對して^十五石餘の播樋を了し今後尙大面 
8鮮通 交 tl IRr 董讲史 霰！！ 
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第 i 氟贤 § f & 十 s 鑛業 

積の借地造林を行ふの計畫を立 ちつ-あ > Q 

木材の輸移出入は朝鮮に於ける森林山野中、鴨綠、豆滿兩江流域竝大同江及漢江の上流地方に於て 
は今尙立木 m 尠から T 殊に鴨綠、豆滿兩江流域の淼林に付ては營林廠に於て之を經營し其產出材の一 
部は支那に一部は朝鮮內の m 要に充てられつ i ありビ雖&是等淼林以外よ6產出する木材は|般に材 
質劣惡にして 各 秤の需要に應•〜難く加をるに朝鮮逐年の發 M に伴 a 其箝要頓に增加した る爲め日本 內 
地及外國產木材の供給を仰くもの益々多く、明治四十四年中朝鮮より支那及內地へ输移出したる木材 
の總惜額は十六萬餘圓に過き S るも內地、支那、米國等よ b 输移入したる價額 li 百九十四萬餘圓にし 
て百七十八萬餘圓の驗移入超遇を來たせ彡 C 

第十四0 鑛業 

嫌業は鑛業の發 M 、 鑛產物、鑛床調査、鑛業出願及許可よ6成る〕 

朝鮮の纊業は頗る有踅にして內地の有力なる企業家は相競务て技師を送5鑌床探檢に從事し旣に鑛 K 
の al 定を了して出願したる箇所は明治四十四年に於て、平安北道龜城郡に於ける金銀 繽二十. 四鑛 联此 
面積四百七萬六千餘坪、同道昌城、泰川兩郡に於ける金銀鑛區十三此面稽一千二百四萬 I 千餘坪及蛋 
南道价川郡に於ける繽區約五百萬坪、黃海道黄川郡に於ける鐵鑛 I 鑛區 九十 六 萬餘坪等あ b 其 他江 原 


Digitized by Google 


Oriamal from 

COLUMBIA UNIVERSITY 



97 


遒洪川郡に於ける旣許可金銀鑛區百七十餘萬冲の採堀事業著手、黃海道黃川郡に於ける鐵鑛四鑛區百 
八十餘萬坪の買收、平安南道价川郡に於けろ鐵纊區十一鑛 M 三百七十四萬坪の操業資金提供等の如き 
何れも內地有數の資本家 か 大規模の經營を遂行せ むビする に出て3るは なく 鑛業發 M 上喜あべき現象 
な办 w す 〇 

嫌產物は明治四十四年まてに於て金、銀、砂金、金銅、銀铜、銅、鐵、石炭、黑鉛にして 输 移出の 
總額一千一一百二十八萬圓に達せれ〇 

鑛床調査は明治四十四年四月動令第八十二號に依卜臨時喊員設置の官制を定められ技師、技手各一 
人を以て一組 VJL 合計三組の調査班を設けて之を各地に分派し同年に於ては最も重要なる鑛產地 W し 
て目せらる i 黄海道及平安南道の內京義鐵道線以西の MM 、 平安北道り內昌城-雲山、熙川各郡以西 
の區域、咸鏡南道の內定平郡以南の區域を調査し其結果は之を逐次印刷に付し以て一般企業家に對す 
る探鑛及鑛業開發の指針たらん乙ビを期せられり〇 

鑛業出願及許可は明治四十四年末現在の獷業竝砂鑛業許可總數計八百一件にして前年末に比し五十七 
件を增加せ b 其國籍の大體を別くれば內地人、朝鮮人、內鮮人典同、英人、米人、 H 米人共同、鮮米 
人共同、•獨人、佛人、伊太利人 V 」す〇 

第十五 SS 水産業 

日鮮通交史附萑山史後 fa 
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第二章霉蒙政治 第 t 五節水產業 

水產漁業令の制定馕業許胃、水產業の保靂獎勵、內地漁民の移住、朝鮮海水產組合ょ^>成る0 
朗饴 W 十栩年六月 W 令第六號を以て新に漁業令を制定公布せられ之れ >」同時に府令第六十七號及六十 
A 虢を以 T 漁業令施行親！！及漁業取締規則の發茆あぅて一面饱業 $. 秩序を一層糠實 Ktiitw 朝鮮癱 
民の荏業を安倒に L 且杓地漁民0±.著移住を獎勸 I て遺利の澜發に努め L め以て斯業め發 M を钃々漁 
材の錐持を鞏 ©] なちしむる VJ 闾畤 K 他面漁利を永遠に維持するため魚族の濫獲を妨き典蕃殖を圖るの 
趣旨を明確なら L め尋て同四十五年二月制令第一 is を以て漁業税令を制定せられ同诗 #- 府令第十一一一號 
及第十四虢を以て水產組合規則及漁業齟合規則を公布ぁ办茲 K 漁業命附屬諸怯令め完成を見たる 4 : 依 
5更に府令を以て前記备法令の施行期日 V 定め词四十五年餌月一 a ょ々施行せらる JfJ ど2なれ bo 
漁業許可は明治餌十四年に於ける漁業又は屆《竹數 U 免許漁業一千百九十餌#、許可漁業二百陴十三 
#、届出漁業八千七百七十一#、合計一萬二百九件ぃ r ^ s ^ f 件1 ii 韓^^な 
水產業の保■奬鑷 U 各道に於 t : 施設し竝に總督府 1 Z 於て補助を典へ以て斯業め發達を®ちる"地方水 
產政良獎働！8?業の秫類は水産！講話蟶鵜等の養殖製造の傅習、漁船改造、使用の傳習、漁船、漁具 
の 8 i 付及補！船器具の fie 布、 實皙用漁船新造、海 ? VII M の賙査 、侮 苔製造の傅習及製造 K 具の KIT 
糠鯖製造試 4 T 鱔製造弑驗、筠貝製造就驗等に L て概ね良好0成賴な 

衡馬海峡水絡 i 々北方稱羧島、南方濟州島に至る海面1-於て铽「卜0!ル' W 漁業船;*沒し其着 J : 顆兢セ 



任移サ Lt 以て海上警儸機谰にょ今 » 戒奴錄に努め又鴨線江 a 及淸川江口附逛沿岸及.冲会に於て U 狂 
来多 _支 |« ^§働|3出沒するぁ今鰕族密漁を事ビし朝鮮漁業權者の剌權を侵雀せるを以て同四十三年 
25 寒特 n 其 i 取！！を » 行 せらる .0 

朝鮮人の漁業狀況は闾四十四年に於ては出滴船數一萬八百隻、漁獲槪算高四百三十二萬131にして一船 
平均漁獲高一一 I 百九十九圆な b 玆に任意 T へきは朝鮮人の出漁船數は內地人の二倍以上に達するに拘は 
ちす其總漁獲鬲 rt 纗人に比^® t 割を減し隨 - C 一船の乎均の漁獲高は內地人の二分の一に遇きざるの 
狀況じ在办〇 

同四十四年に於^る內鮮人漁獲萬の合針 - a 槪算九 S 二萬五千觀にして之れに捕酿價格四十一萬八千三 
百晡$||战を»夯る《&は朝鮮沿海<:於ける大£年度に入て以來の攧利は價格合討九百四十五萬圓に 
逮せ t 

內壤漁民の移住は惘别移住を爲せし ii 其^^頦る古きも集111移住を爲すに至りしは多く明治三十七八 
年戦役後の事に屬 す、 词 S . 十四年末に於ては移住內地漁者の集煳せる漁村槪論數六十二、其戶數ニチ 
B 百餘一 1 L てん a 九千二百餘な hb 

一 _鮮海水產親合は支部九箇所、出張所十二筒所を有し之.1:巡^船九雙を配簏し切輯多 ' ft 地人及鞠雌 
1人漁民の願©其他通漁移住等の手； gr - 對し利 M を與へ峙 ];. 漁鉍ご«本家どめ■係を融和し之か儺業土 

| 归鮮通交史術釜灿史微掘 
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第二 章 總管政 治 第 十六節銜生 

の通信機關ごな5又其遭難を救助し病災を救瘐し或 a 風儀の取締及漁菜者間の紛雉を調停和解する等 
組合員及朝鮮漁業者1:對する保譏取辅に努め其成績佳良なるによれ大正二年度に於ても引續き年額四 
萬 Bi の補助金を下付せらる又同組合は內地漁民移住獎勵の爲め歎年前よ6漁業根據地に適當せる地所 
の質收に努め移住者の希望に依り之を貸付け又は廉價に賣渡しつ r ありしか各道沿岸に於ける其買收 
地面積は同四十四年末迄に一萬二千百四十坪外百七十七斗落に達せり〇 

此朝鮮海水產組合は外國筘海水產組合法に基き設置したるものにして糾織上組合負を內地人に限りた 
b VJ 雖も從來政府の補助命令によ6朝鮮人漁業者 (C 對しても組合 ft 同榛漁業上の保護使宜を興へ來り 
しが漁業法规の改正竝に水產組合及ひ漁業組合規則の發布に伴 a 今後其妍織を改めて朝鮮人漁業者を 
も組合員に加へしめ其支部、出張所を增靛して沿海各道に普及せしめ以て益內鮮人漁業者に對する保 
護取締の周到ど各地水産業の改良發達 vj 移住漁業の獎爾ビを圖られんどす〇 

第十 戈® 衞 生 

衞生は衞生行政、薬品及藥品營業取締、傳染痫、稀痘、譬察醫•醫療機關、朝鮮總督府磁院、慈*酱 
院、市街除稼施設、水道よ>成る0 

朝鮮に於け.る衞生行政は明治四十四年十月勅令第二百七十二號を以て同三十三年法律第十五號飲食物 
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其他の物品取辅に關する件を朝鮮に施行するこビょなり同年十1月府令第百三十三猇、衞生上有害欠 
食物及有害物品取締規則、 rp ] 第百三十四號、淸凉飲料水及氷雪營業取締規則を制定せられ同 第 百 四十 
五號を以て淸滴の製造又は貯藏に關し「ナ9チー K 」酸を使用する場合に於ける規定を定められ尋て藥 
品及藥品啓1取締法規の制定に蒼手せられ同四十五年三月制令第二十二號を以て藥品及藥 品營業取締 
令を府令第五十五號を以て同令施行規則を公布し以て各其取締を嚴重ならしむる外黎務總監部若は各 

道 警務 部令を以て發布せられたる衞生規則亦尠からす、衞生行政事務統一の必要上 同 四十 四 年 八月 訓 
令を以て事務分掌規定を改正せられ衞生行政は朝鮮總督府醫院、道慈惠铬院に關するものを除く 外擧 
て之を警務總監部に移屬せしめられた bo • 

集品及藥品 S 業取締に開しては從來何等據るへきの根本的法規なく加之斯業の程度尙幼稚 U し'1阿片 
煙吸用及「モグヒネ j 注射に關する事項の外未た內地の如く之れか取辅を嚴密にするに至らざりしか併 
合後藥品及藥品營業取締令及同令施行規則公布せられ尊て府令第六十六號を以て毒樂 、劇薬 品目を制 
定公布せられ共に同四十五年七月一日より施行せられたり、同四十四年に於ける賣樂製造の許可せら 
れ たるもの二百十四件なるも內地よ卜移入するもの亦甚た多し〇 

朝鮮に於ては旣に久しく呵片煙吸用 r モルヒネ J 注射の弊習を支那より輸入し領土近接よ b 平安北逬咸 
鏡北道等の地方には其流毒最甚しく殊に居窗支那人の自國よ>阿片焯脅を密輸入し使用販賣した& 爲 

日鮮 通交史附签山史 後編 . 
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0 $ 00 ^ 弗 t 六節窬生 • . 

耖其 ® 渐灾务 s に滿蔓すを1:至れ.れ仿て保護政渝肇始後#察機關に於て其取締を嚴 a にせられな 
も 

傳染病中發生最も多歎な斧は療瘡にして赤痢、腸窒抉私之.に亞けり虎列剌、「ペスト」の如き著々防疫 
嫌魏の結果犬に M 少し特に「ペスト」は楽§侵 A の跡^ぐ船舶锒疫も鴨綠江に檢疫船を設け主どして新 
赛巧龍巖磲多#螓其他必要なか箇所に於て之を赏行し M 族の檢谪に努办て7ヘスト」を防止せられ 
ウ t ぁ baM は益々秫痖認可員办遂擇 iM 苗ゆ精製ビ C 努办殊に痕瘡串 I 發生の場合には其都度憲奂 
罾察官吏をして务患者に就き ffiM の濟裔を謌査し且痘瘡 fc 罹れる者は槪ね未! 2 M 者若は接稩後長年 ; f 
を踩遇したる老なる乙ビを現實 (: 摘承せしめ以て稀痘の効驗の周知を期 L 春秋二期の定期 SM の外臨 
時纘發すれば之を施行せら4同四十眄年に於ける•接苗製造高は七士一 I 萬五千八百餘貝にして»#察 W 
署、繚督府醫院、各道麫惠醫院及 fep 4 鴫帘»緻領事館に無傧配布したるものは七十】 一 萬一千二百熊負 
にして各地方に賣下けたるも CD - は一离！ I 千三百餘貝なを〇 

謇察醫は聲察醫務の傍醫術を蔣業す各乙どを認許し特に朝鮮人をしゲ最低廉なる藥费を以て新铋褓の 
§に浴せしむる乙 VJ を斯し爾後警察官署の增設に伴び_漸次其定員を增邡した b しが大正.二 年度 内有 
鉛#察醫の定員を百八十二名ごし佌は駐澌憲旲隊、衝戍痨院及慈惠醫院等の所屬朁に無給を以て蜜薄 
JWI を囑託ぜれ同年度•中8¢谎したる有給者は京城の十二名を合して總訐百三十名乃至百四十名にして 
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一畿醤療槪關ば京成に總督府醫院、各遂に慈* il )'- sc ?)' 外：^要地の警察署踨に警察事務を耽扱夯* 
关#隊等に蝥察讎務®託を置き公務の傍一艘み診療に黴事せしめ又昝地に於て資格あ S 醫、師0-_業を 
獎鰌し醫師の分布稀薄なる地方に於ては相當の素養わる者に限地開業を許可する等百方其普及に努め 
纪 a' 結果官立病院十四、公宜摒院六》私立病院百六十*^2^|人得業者千三 |5 六十八人 、1 
者一百十二人、產婆二百11:十二人、看讒婦三111十七 A 〇 . 
輾鮮總督庥醫院は京城の東北なる离燦閑雅の地 M を占^大11*度更に其地積を五萬 H 千餘坪に撕 
孩し^娩室、細菌室、醫科學室、 「 H ツキス」光線室、、 m 氣治撤室、看讖婦寄#舍等の增築落成し又同 
院後方樹木®蒼た^幽邃の地域に分病室を誌け恢復斯患者*産前，產後0-婦人及糖_遇勞患者罾§釀 
養 Mlc *. c \ る等二千 A 百九卡二坪の：®建坪^患者二' S 九 f 人の收容力を有するに至れ6 〇 
慕 a 8« 院は#道に一院を®き其繚數前年ビ異動なきも大正二年度に於ける各院一日の患者數は平均 
二]9九卡 ISA 、 施擬患者延人員は實に一百 A 萬を算するに至れが、同四卡 S 年二用犄に譖勑を發せ S 
れ#歯各地に於ける施藥救療み資 ylt て，£帑金一百五十萬_を下嬲し給ひ之れに*き濟生會み維 嫌 ^* 
I 見あ 1 C 至れか、朝鮮.も亦其餘廉に霑か^ビ1爲かたれば^^淅次葱惠酱院を擴張堪諝ザらる5€类に 
M 各*<?>要所に分院又は K 張所を設け汎<窮挞の疾苦を救び蒹仁の聖旨に奉答ぜんこどを期せらる，', 

一 诹》泐交史附蛰此史馑锔 
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第二窣嫌督政治 第十六節銜生 

市街除穢施設は政府補助の下に漢城衞生會に於て之を經營し逐年良好の結果を收め其淸潔狀趑 多く 
內 地の都市に讓らざかしが京城以外の Is 街地に於ても或は衞生組合の事業どし或は個人の經營に依み 
除穢施設の整俯に努むるもの漸次多きを加へ其他の箇所に於ても*察官署又は憲兵隊に於て常に淸潔 
方法の施行を勵行するビ共に排泄物の利用竝塵界の處分方法を講せ L め百方淸潔保持の指導に努めら 
れしを以て淸潔方法は漸次改善の域に進みつ i < D も 

漢城衞生會の事業は區域內戶數人口の增加に伴 ri 施設の璇張を要する V 」共に除樣費の增加を來たせる 
名內地人及朝鮮人に對する人頭荆、間數割等賦課金の徵收成績比年良好なるか爲め益々衞生狀態改善 
の好果を收めつ i ぁり同會は大正二年度ょり新規事業ビして道路の植樹及槺水 m 業を開始し又京城に 
傅染病院設置の工事を起し同四十四年七月其竣成を吿け之を順化院ビ命名し八月を以て事務を開始せ 
.か同院は患者約百名を收容するに足り設備構造殆ん VJ 遺钺なきものにして從來の不完全なる內地人、 
朝鮮人の兩隔離舍を統一し內鮮人を通し均しく完全な6設備の下に治療を受くる乙ざを得せしむるに 
至れ bo 

朝鮮に於ては飮用に適す6弁水甚た乏しく苴海港船舶給水の設備を闕くに依り明治三十九年 W 來官營 
を以て仁川、平壤に水道を敷設し又釜山及木浦兩居留民 W 1 に補助を.與へて水道を敷設せしめられし•か 
同四十三年中給水を開始するに至れり、又同四十四年四月一 B を以て外國人の起業に係る京城水道を 
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買收 して 官 svi なし其 所管を 京幾道臃に移した 0、今 是等旣成上水道の經營狀況は I ® 年收支利益京 
城五萬四千零七十四圓、釜山二萬八千六百二十八圓にして平» は京城に亞き、木浦、仁^次皆签山れ次 
位にあり、鎭南浦は 半島 西部に於け る 唯 | の良港なるも 市街地は 水質不良にして 湧水景 又庄 民の ® 要 
を充 たすに足らす到底 船舶 給水の 餘力 なきを以て水道#設の緊要なるを認められ明治四十四年度只 降 
四箇年繼續事業 どして 總 H # 豫算四十二萬圓を以て其 H 事に着手せゥ、本計畫の 内容は 設計方式を貯 
水式 ビ し給水人口を 一一 萬二千人 、I 日總 給水量を 六 萬 六 千立方尺平均ご豫定 して設計した 6 ものにし 
て同四十四年度に於て は 諸般の準備的施設を遂行して水源地、®過地の 一 jx 事に著手せ り大正 二 年度 
工事費豫算年割額八萬圆、之に對 する 支出決定額は六莴九千三百二十 五圓に して 次年度ょり逐次配水 
地の施設水管の敷設其他の工事を施行す るの 計畫な b しか大正 三年 十一月十五 a 鎭询 浦水道の通水 式 
皋行せられ而して元山港上水道も旣設通水せり0 

上水道水源 S 謹 u 開しては明治？|一一 S 降水道上水保證5施行して引續 it 保 f 勵 
行せられつ i あ卜〇 

第十七 K 敎育 

期治 天皇は 明治四十四年十月二十 St 日を以て H 本本 土の眷 _8鮮に下賜し給へも0 

B 激通交史阱笼山史兹碥 
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，第二韋總者歎 治 第十七 華 敎有 . 

.敎育勅語朕曩に敎育に藺し宣論す，る¢1ろ今茲に朝鮮總督に下付す C 

敎育は敎育制度の制顼、敎育勅語の下賜、普通學校、高等梃度諸學校、實業學校、朝鮮總督府農林 
學校、同工業傳習所、醫學講習豚、經學院、私立學校、鄉校及書堂、敎科用圖書、留學生、內地人敎 
育敎育费、國語の普及ょ b 成る〇 

■敎育制度の整理ビして朝鮮人敎育に關する學制は韓國併合以來愼重なる調査硏究を重ねられたる後明 

治四卞四年八月勅令第二百二十九號朝鮮敎育令を制定公布せられて其大本を確立し朝鮮敎育は敎育に 

• • 

.' 關する 勅語の趣旨(: 基き 忠良なる國民を育成する Z . どを 本義 ヒし其 施設を して 朝鮮の時勢民度に適合 

.せしむる rJVJ を期し之を大別して普通敎育及專門敎育 VJ 爲し普通敎育は普 M 學校、事等普通學校及女 

• • • 

.子高等普通學校に.於て之を行 rA 生活1:須要なる普通の知識技能を授け特に力を國民たる性格の養成ビ 
.E 語の 普及ごに致し女子に 對 しては 貞淑溫良の德を涵養するを以て其本旨 V 」し、實業软育は實1校 
に於て之を行ひ土地の實況に適切^ • る農業、工業、商業等に II する知識技能を授け兼て勸勞の償齊を 

911 致せしむるを其目的ビし專門敎育ば專門學校に於て之を行ひ高等の學術技藝を授け之に堪能な名者 

. • -- . - 

.を育成するを以て其要義 V 」し先つ普 - M 敎育の完備を期し^きを實業敎 ' W に居き之に加ふるに高等普通 
<及育を以て r 進て專門敎 W を授く石を主眼ごサ•み、然れ W も朝鮮に於ては •* 時勢民度未た專門敎荇の 
••*%狡に適するに至ら^るを以て窻門學校に在りては從东の法學校を專條學校に改め主ミし T 法制經濟 
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に關する知識を授け公私の實務に堪能なる者を養成せ しむる の外他の專門學 校を 設けす將來時世民土 
の進 M を俟て徐に之が施設を熵張するの方針を採られ而して普通學校敎員の養成に關しては敎育上及 
經濟上の利便を廒6特に獨立の機關を設けす官立高等普通學校及官立女子高等普通學校に師範科又は 
敎員速成科を 置きて 其事務に膺 らしむ II て大正元年十月府令を以て普通學校、高等普通學校、實業學 
校、私立學校の.諸規則其他關係諸法規を制定公布し各學校の設置及廢止竝に私立學校の設立は總督の 
認可を受けしめ是等諸規則の規定にょ b 設立するに非3れば普通學校、高等齊通學校、女子高等普通學 
校ビ稱する. 乙ごを 得 ざら しめ 敎科用阔 書は 府の編 S に 係る もの 若くは總督の檢定 又は認可を經たるも 
のに 非 3れば之れを使用するを 得す且つ 敎科 nl 、 敎則-課程、入退學、修業及卒業に 關 する 規定を定 
め學校の系統及程度を簡約にせらる0 

居住內地人の敎育に關しては大體に於て從來の如く內地の制度を跨襲するも尙其機關を して 朝鮮に於 
ける事情を酌み其進 M に適應せしめられ且內容の充實ご維持の確立ミを期する爲め明治四十五年三月 
勅令第三十九號乃至四十一號を以て朝鮮公立學校、朝鮮公立高等女學校、朝鮮公立實業專倐學校の各 
官制を制定公布して職員優遇の途を開き-同時に府令第四十四號： s ： 至四十六號を以て前記各學校及 朝 
鮮公立簡易實業専倐學校則を制定公布し是等各學校は居留民 Iffl 又は學校組合に於て設®したるものミ 
見傲し同四十五年四月一 B ょ b 之を實施せらる C 

B 鮮通交史附釜山史饺絹 
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第二聿搏督致治 第十七節敎 w 

敎育機鬮の指導監督に關しては同四十四年五月新に視學制度を設定し同月赖令第百三十六號を以て本 
府に視學官專任一名及視學若干を置き官公立學校の指導 VJ 共に特に私立學校の指導監督の任に當らし 
め尙各道にも躪學事務擔任者を置き中央地方ビ相俟て官公税立學校指導監督の實を擧くるの方針を採 

れ 

敎育敕語の下賜天皇陛下は明治四十四年十月二十四日を以て特に朝鮮總督に對し敎育に關する勅語 
を下付し給へ b 是れ帝國敎育の本義を均しく朗鮮に施き朝鮮敎育の大本を明にし一視同仁民衆を子愛 
し給ふの聖旨に外ならす〇 

右の勅語を拜戴するや朝鮮總督は謹て其謄本を作りて之を管內諸學校に頒ち又明治四十五年一月訓令 
及內訓を發し谷道及谷官立學校に對し聖旨の存する處を傳へ且其取扱方に Bn する心得を諭 S れた be 
各學校の細目は之を畧し軍た官公私立學校數を擧くる 乙ビ左の 如し0 
一公立普通學校 百三十四校 
一私立學校 三百三十三校 
一官立學校 四校 

(註)官 a 學校の四校は高等程度の敎育普及を圓る機關にして各名稱は左の如し0 

京城專修學校 京城高等普通學校 京城女子高等普通學校 平壊高等普通學校 



簡易實業學校 
簡易農業學校 
簡易商業學校 
農林學校 
H 業傳習所 

醫學講習所 
經學院 
私立學校 


三校 
十二校 
二校 
一校 
一僚所 
一箇所 
一校 

千セ百校|ば戀?| 


(註)以上は實業敎育に閲するものどす C 
一中學校 三校内 S 
一高等女學校 三校 
一商業學校 二校 
一商業補^學枝(內地人) 

一小學校 (內地人) 二百二十四校 
留學生は總數四 W 四十四名にして內譯次の如し〇 

日鮮通芡史 W 釜山史後 a 
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第二章緦曾玫治 溶十七節敎育 . 

| 官费留學生 四十四名 
J 私費留學生 四百名 

内地人 小學校に對し ては 從來の方針に基き.一校に付建築養、設備費 VJ して一時補助金百五十圓、敎員 
給與費に充てしむる K 的を以て經常補助金四百八十圓を補給し其豫算金額七萬八千八百圓 r — 
を支出せられ、小學校は小學校規則を改正し全部之れを公立 cf : 爲し居留民11又は學校組合以外 
の 狡 置を跽められす從來維持整理に困難したる小學校の終常補助金を增額せられ而して內容の充實を 
期せんこ^を圈6大正元年度豫算に於て內地人敎育補助費を十四萬九千六十圓益骑^測|ナに增加せ 
ら so 

中等敎 育の諸學校は明治四十四年度末現在に於て中學校 I 、 高等女學校一一一、高等學校二、商業補習學 
校一にして中學校は 總瞥府 の直轄にして朝鮮總督庥中學校 VJ 稱す、同年度末現在生徒 數 三百十九名を 
有す、近時 小學校卒業者の 增 加£敎育思想の發達に伴 a 入學志願衮頓に增加し二百七十四名中百七十 
五名を 收鉍せ bo 

高等 女學校は京 城、 釜山及仁 川に 各一校ぁ b て何れも居留民圏の經營に係はり生徒は年を逐务て增加 
し同四十四年末現在數は三校を通して六百二十五名にして同四十五年三目百十二名の卒業生を出せり 
诔業學 校は仁 川 及釜山に各一校、元 -01 に 商業 補習學校ぁりて均しく居留民 li の設立に屬す其年度末 
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現在生徒数は三校を通し三百十！二名にして同四十五年三月七十土名の本業生を出せ b -> 居留民 Da 立中 

, * - II :. • 0 

等程度學校に對しては本年度ょ9補助金一萬三千圓を支給したりしか大正元年度豫‘算に於ては更に之 
を二萬三千三百六十圓に增額訐上也 yQ . 

右の外專門學校 V 」して東洋協會專門學校、京城分校其他小學使卒業若の補習又は乙 M 商業學校程度の 

1 *r“ . • ‘ . V • •; 

数育を授くる私立各禪.學校ぁり成績良好なるものは皆相當必補助支出せられつ〇 

- * . • 

第三章 地勢 

签山は朝鮮の極南端東經一二九度三北緯三五度六^位一 - iEL し其地勢技西北背面/ jr ' s 天馬、九德、高遠見 
锵峰、水晶等め諸嶺高低參差蜿蜒縛涯を圍较して東萊郡境に至る其 1 U 脚東は凡1洞の赤崎に起 b 南は 

4亀 

富民洞なる10家の尖端に止る沿岸林餘帶の如く其延長二里 + UT に；旦1刖面には絕彤島居然 VJ して 

4 

相橫は ba 然たる其高峰の外洋を隔て i 灣內を覆 s 以て自ら東西雨水道を形成するぁ5灣内は斯くの 
如く其周^幾ひご山を繞らし風絕 t , 濤來らす天資の良港た >而して其廣篆は東西二、〇五丁南'北二、 

三二丁其面積は三、一.八六丁にして七十九箇町十箇洞合計八十；九箇町洞に鹿劃せもる其町洞名は01も 
左の： -*1 し。 : V . : ぐ： 

B 餑通史畜轚山史，後« .. 
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f 1 幸勢地第 H 章 M 象 

中 ft ' 町 I 、二丁目富民町 I 、ニニー T 目土诚町一、二、三丁 B . 谷町>二丁目箪場町 | 、二 
三丁目綠町一、二丁目寶水町.一、二、三丁目富平町一、二、三、四丁目西町一、二、三、 
四丁目幸町一、二丁目南濱町一、二、三丁目辨天町一、二、三丁目絜平町池の町佐藤 
町埋立新 W ]' 大倉町伸の町岸本町大廳町一、二、.三、四丁目福田町本町一、二、三、 
四、五丁目高島 wr 常盤町榮町一、二、三、四、五、六、七、八、九、十丁目相生町一、二 
三"四、五、六、七、八、九丁目東高砂町西高砂町藏前町一、二、三、四、五丁目凡一洞 
濂仙洞草梁洞瀛州洞靑鶴制東三洞佐川洞水晶洞富民洞大新洞〇 

第四章 氣象 

釜山は朝鮮の最極南に其位置を占む るか 故に寒溫の偏倚京畿道以北の如く太甚しからす殊に四境®む 
V 」 高峯に圍耪 せらる ょを以て風力亦槪ね穩 な b 卽ち明治三十 七 年四月ょ b 大正二年十二月に 至る 約十 
年間に於け S 累年平均氣象竝天氣日數は左の如くにして其風向は最多方向を示すものな be 

氣 象 


月/ 

別/ 

/區 

/m 
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第五章各! ^-- Ja 及自治機 M 
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第五章 各政廳及自治機關 • •• 

日本帝國對韓政策の歷史ゃ實に舊し然ごも其方針の確立して態度一變茲に一,新紀元を劃したるは明治 
五年にして王政維新後我官憲の朝鮮に設置せられたるは同年八月時の外務大丞花房義質外務少記森山 
茂等の釜山に派道せられ t を以 r 其濫觴 vj 爲す爾來或 M 管理應を置き或は®事館理事廳を經終に現時 
の府廳を M くに至りたる推移變遷の迹は頗る曲折に富. -A 直つ此間に於て叙上の外時勢の要求に.)®して 
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起り たる もの 亦尠しビ せす 以下 節を 逐务て 其梗槪を 叙せ む〇 

第 l ili 外務官 出張時代及管理廳 

時の外務卿副島秫臣は時勢に鐽み對韓政策上大に決すろ所 C 5 り明治五年五月先っ從來對裨外交の局に 
當りし舊彪原藩士の長峰及草梁館等に駐在するものを罷め同時に該藩❼對韓外交事務を擧けて外務省 
に收め同年八«外務大丞花房義質外務少記淼山茂等を签山に派遣し先っ宵.•梁館に就て舊辦負を淘汰し 
其用ふへきものを擧けて外務出仕に補し俾ほ舘務を委し新に深見六郞を館司に任し萬例を踐み大修使 
樋口鐵四郞に代 b 更に對馬ょ5出張せる相良正樹差使 V 」俱に東萊府に到って其新任、を被露せしめた6 
に府使訓導俊卿安僉知は管に面賠せ3るのみならす萬約に背き薪炭其他日霜品の供給を拒み刺へ大丞 
の使命 V 傳へむどするをさへ崚拒して受け3る等其亡狀依然どして改ひる所^:し於是花房大丞は同年 
九月外務小錄奥義制を草梁館に駐め淼山少記を對州に置いて遙に之を管理せしめ廣捸廣信を率ひて歸 
朝し具に東萊府使等傲慢無禮の 顧 末を報告し Ji っ將來に對 する 意見を開. t 、 した 6 明治六年二月堺饼廣 
信は苒； S 命^奉して草梁館に來る此時や韓人間に彌蔓せる排日熱 ( i . 殆ひど其極度に il し愈々食稅•薪炭 
等の供給を絕ち館員は用達古谷茂左衞門の’其用途を勤むるに依て僅に得るぁるのみ殊に府使は釜 IU 浦 
近海に於て水師をして 一： 小威運動を爲 $ しめ又公館の円將小通■事等を嚴戒 する に傲慢不遜の書辭を用 a 

日鮮通交史附釜山史後！！ ， 
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第五章各蚊廳及自治糙期 第一節外務官出張時代及管理 K 

日本帝國の體面を侮辱 T るの 太甚 しきに 至れ b 適森山小記亦再 CA 來り會 して 該害辭を讀み憤然 VJ して 
大に決する所ぁ 6 乃ち其書を携へ显馳歸京し曲 1: 狀を具し其 膺懲を 促した b 是れ明治六年六月に して 
又實に征_論の導火線た b 此時淼山少訛の論策は•党に寺島 外務 卿大久保 內務鄭 等の 容る i 所ど爲 b た 
るも遇々佐賀の變起れ尋 ひて 征臺の役 ぁ -c 爲 に 對韓問題は幾ひ V 」 閑却せられた b 越へ て 明治 七 年廣 
津弘信歸朝 t 韓國當畤の 情況を 具 L 淼山少記所論の大使派遣實行最絕好機會なる Nf どを 切論して容れ 
られ乃ち淼山少記復派遣せられ先つ東萊府使訓導俊卿安食知を介し鲸國政府ビ交涉を重ね尋交の約殆 
むビ成らむ ミして 亦尙ほ決せす同年 十月 森山少記は憤然どして歸朝し詳に其 顧 末を具して復命した 

KVO •. 

明治 八 年二月政府は改めて淼山 茂を 碑事官に廣津弘信を副官に任し更に渡@を命した b 於是淼山理事 
官は廣津副官 外務省 四等書記石幡貞同七等書記生尾間啓次等を隨へ同月二十四 B 釜山着更に東萊府使 
等ど交渉を開始したるに曷そ料らむ鞞廷の意向全く一變し*!詐百出其言矛所捕捉すへからさるに至り 
同年 八月 交渉は殆むミ断絕したり於是乎區々たる口舌の以て到底目的の達し得へから S るを看破した 
る森山理事官は五等書記生山之城祐長を東京に急行せしめ更に政府方針の決定を促したるも報せられ 
す尋 s て七月二日厨津副官をして長_ょり政府を促 3 しめたるも亦二遇間を經て倚 li 終に訓電なし乃 
ち森山理事官は一篇の意見書を裁し之を寺島外務卿に呈し以て政府最後の大決心を促した b 於是同年 
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九月九日始めて命ぁ o 云く其地撖退すへし ^ 尋ひて w 月二十日金華丸の來办迎务るに會す乃ち淼山理 
事官は住永、尾間二書 HE を留め石®畜訊生を隨へ同月二十九日長崎に上陸し初めて江華灣の警報を聞 
き直に命を請ひ同年十月一日，軍艦春日號に搭乗し同月三日釜山に入る綾いて軍艦滿珠號亦來る尋ひて 
間月二十九日淼山理事官は乍ち歸朝命^に接し春日號に搭乘して同年十一月三日若京直に外務省に到 
り全權大使及先報使派遺の宿題を痛論したり0 

先是政府の對韓方針稍改まり明治八年五月 一！ 十五日軍艦#揚號先つ签山に遊弋し同年六月十二日第二 
丁卯艦亦入港す同艦は訓練を名ビして抱円を開き府使等をして大に震駭せしめたる等の事ぁゥ其後间 
年九月に至 b 雲 揚號は韓國西海岸を偵察し江華溥に到り淡水を霜むる爲め漢江の下流を溯り同月十九 
日永宗城€月尾島ごの中央に假泊し翌二十日尙 li 溯航を繼續せむ W したるも淺灘岩礁等に妨けられて 
果 S す永宗城外に投錨し艦長并上少佐は部下數名を率 M 端艇を M し午後江華：*の南東端を過きむビ T 
るや草芝砲 4- より忽ち射擊せられたるより倉皇本艦に歸 b 戰闘準備を爲し翌二十一 H 昧爽頂山島の上 
流より該砲臺に向つて砲門を開く敵亦砲を開いて應戰したるも纔二時間にして其二壘を破塊せられ遂 
に沈默した6於是雲揚號は间月二十四日費島冲を拔錨し间月二十八日長崎に M り事の頦末を具して政 
府へ電報した b 至是森山理事官の宿論愈々政府の容る3所 V 」爲ゥ同年十二月先つ廣津弘信を先報使1: 
任して先發せしめ陸軍中將兼參議開拓使長官黑田淸隆を特命全權辨斑大 S に元老議官井上馨を特命副 

日 鮮通外史財釜 山史後饞 
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笫五京各政廳及自治機關 第一節外務官出张時代及管理廳 

全權辨理大臣に任し韓國に派 m すろの廟議 I 決し明治九年一月六日黑田一行は支武丸に楞乘し日進外 
四隻の軍艦を率；5品川港を拔颔し同月五日威風 坌々先つ 釜山に入港し同年 二 月五日一行中森 III 理事官 
安田定則等を先發せしめ黑田は同月十日を以て江華府に上陸纟副師營旅館に入る於是：轉政府は全權判 
中樞府事申 ^: ;!全權都總府副總管尹滋承等をして两 門內鍊 武坌に於て 相 折銜せしむ然るに申^:等 MM 
して決せ3る—十數日黑田全權憤然去らむ V 」し，-議纔に決し N 月二十七日條約始めて成り茲に文書 
の交換を了 bM ; (田全相等は同月 二 十八日解縊して歸途に就きた b 其修好條規は則％左の如し0 

大日本國參子条提明治九年二=：二十六日颉印 
大朝鮮國同年三月二十二日批准 

大日本國大朝鮮國卜素3リ友誼 一一 敦ク年所ヲ歷有セリ今兩國ノ情意未 ダ 洽ネカラ ナ，ヲ視， ，一因，/ 
重ネタ舊交ヲ修メ親睦 ヲ岡フ セント欲ス是-ブ以夕日本國政府ハ特命全權辨理大臣陸軍中將 兼參議 開 
拓長官黑田淸隆特命副全權辨理大臣議宫升上馨ヲ簡ミ朝鮮國江華府一一詣リ朝鮮國政府ハ判中樞府事 
申機都總府副總管尹滋承ヲ簡ミ各奉スル所ノ論旨，一遵ヒ議立セダ條款ヲ左，一 開 列ス 
第一款朝鮮國ハ自主ノ國ニシテ日本國卜乎等ノ權ヲ保有セリ嗣後兩阈和.软ノ實ヲ表セント欲スル 
二/彼是互 M 同等ノ鹓儀ヲ以夕相接待シ毫モ侵越猜嫌スダ事アダへカラス先ツ從前交情阻塞ノ 
患ヲ爲セシ諸例規ヲ悉ク革除シ務メタ寬裕弘通ノ法ヲ開擴シ以ク雙方トキ安寧ヲ永遠 U 期スへ 

シ 
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飨二.就，日本國敉府ハ 今‘， ヨ V 十五簡月ノ後時二隨ヒ使臣ヲ派出シ朝鮮國京城. 二 到リ禮曹判書 二 i 
シ交際 V 事務ヲ商議スルヲ得ヘシ該使臣或ハ留滯シ或ハ直-一歸國スルモ共二其時宜-一任スへシ朝 
綠國政府、バ何時一ータモ使臣ヲ派出シ日本國東京-一圭？外務卿一一親接シ交際事務ヲ商議ス K ヲ得•へ 
シ該使臣或メ留滯シ或-*%直-一歸國スル乇亦其時宜-一任スへシ 
第三款嗣後兩國相往復ス广公用文ハ日本、ノ其國文ヲ用ヒ今ヨリ十箇年間、ノ添フ\二譯漢文ヲ以夕 
シ朝鮮ハ眞文テ用>へ i/ , 

第四款朝鮮國釜山ノ草梁頂 ニ ハ日本公館ア？テ年來兩國人民通蔺ノ地 タリ 今 m 9從前ノ慣例及歲 
遣船等/事ヲ改革シ今般新立セ，條款ヲ憑準トナシ賀易事務ヲ措辨ス ヘシ J. 又朝鮮國政府ハ第五 
.款- 一 載ス，所ノニロヲ開キ日本人民ノ往來通商スルヲ准聽ス へ； \右ノ場所. 一一 就キ地面ヲ賃借 i/ 家 
一星.7.«造營シ又ハ所蠢鮮人民ノ屋宅ヲ賃借ス W 谷其隨意-一任 スへシ 

京幾ゝ忠清、-全羅、慶尙> 咸鏡五道ノ沿海一ーテ通商11便利ナグ港ロニ個所ヲ見立クル後地 
名ヲ指定.スベシ開港ノ期ふ H- 本曆明治九年：一一月ヨ？ W 鮮曆丙子年正月ヨリ共 M 救へテ十筒丹二一當 

.ダヲ期トスへシ 

第六款嗣後日本國船隻朝鮮國沿海-1アリテ或ハ大風-一遭ヒ又ハ薪糧-1窮竭シ指定ジタ，港ロニ達 

ス〆能ハサ.ダ時ハ何レノ港灣-1テ乇船隻ヲ寄泊シ風波ノ險ヲ避ケ要用品ヲ買入船具ヲ修繕シ柴炭 
日鮮通交史附釜山史後編 
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第五章各政 庭 及自治 株 ffi 第一節外 f 出張時代及管理* 

類ヲ買求ムダヲ得ヘシ勿論其供給费用ハ總夕船主ヨリ賠償スへシ H 雖是等ノ事一一就夕！；地方官人 
民トモ11其困難ヲ體察シ眞實 •■=■ 憐恤ヲ加へ救援至ラナ\ナク補給吝惜ス\無，ヘシ倘又兩國ノ船 
隻大洋中*ー テ破懷，シ乘組人員何レノ地方一ーテモ漂着スル時、ノ其地ノ人民3 y 卽刻救助ノ手續ヲ施 
シ各人ノ性命ヲ保全セシメ地方官一一屆出該官ヨリ各本國へ護送スグカ又 -*V 其近傍-一在留セル本國 
ノ官 M へ引渡スへシ 

第七款朝鮮國ノ沿海、島嶼、岩礁從前審檢ヲ經サレハ極メブ危險トナスニ因ソ日本國ノ航海者自 
由-一海岸ヲ測量スダヲ准シ其位置淺深ヲ審-ーシテ國誌ヲ編製シ兩國船客ヲシタ危險.ヲ避ケ安|$-1 
航通ス/ >" ヲ得セシムへ£/ 

第八款嗣後日本國政府ヨリ朝鮮國指定各口へ時宜二隨ヒ日本商民ヲ管理スダ/官ヲ設ヶ置クへシ 
若シ兩國二交渉スル事件アグ時ハ該官ヨリ其所ノ地方長官-一商會シテ辨理セン 

第九款兩國旣-一通好ヲ經タフ彼是ノ人民各0*己ノ意見-一任セ貿易セシムへ i / 兩國官吏毫モ之一一關 
係ス, n トナ？/又貿易ノ制限ヲ立ク或、ノ禁徂スルヲ得ス倘シ兩國ノ商民欺罔街賣又->>貸借償ハブ 
K n トアル時！；兩國ノ官吏巖重一一該通商民ヲ取釓シ債欠追辨セシムへシ但シ兩國ノ政府、ノ之ヲ代 
償ス K ノ理ナシ 

第十款日本國人民朝鮮國指定ノ各口，一 在留中若シ罪科ヲ犯シ朝鮮國人民，一交涉ス 〆 事件、ノ總，ブ日 
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本國官員ノ審斷 一一歸 f へシ若朝鮮國人民 W 料罗躯シ _B 本國人民二交涉ス A 事#ヤ gv ク朝 _ 官 
庚ノ蠻辨•一歸スヘシ尤&キ各批國律 af 裁判シ毫モ囘緩庇ス Vn 卜務メテ章尤當ノ栽 

到ヲ示スへシ ， 

第十一款兩國旣-一通交ヲ經タレハ別-一&商韋程？殷立シ兩國商民ノ便.利ヲ典フへシ且現今議立セ 
K 各欺中更二細目ヲ補添シテ以テ遵照便ス ヘキ 條件共自今六箇月ヲ遇スシク兩國別，一委負ヲ 命 
シ朝鮮國京城乂ハ江萌府二會シテ商議 定立セン 

第十】 j 款右，： f 定セル十一款ノ條約此日 1"9 lgHm 守 l 行ノ始トメ兩國政府復之レヲ變革メル7得 
ス以テ永遠二及ホジ兩馘ノ和親ヲ，阔フスへジ忠レカ^チ此約魯.二本ヲ怍夕兩國娄任ノ大臣谷铃印 
シ栩互•二交付^以グ憑信夕擗*ーメ v キノヂ？ 

大 A 本 Kte 元二千五百三十六年明治九年：二月】 l^Hca 

大 H 本國特命全權辨理大 n^g 患 M 淸瘙印 
■大日本國特命 glj 全權辨理大臣！^ c 井上■馨印 
大朗鮮國開國四百八十五年丙子二月初4 1& 

大 f 國大官判中樞府事 . 申 0 0 
大朝鮮國副官都捕府副總管 尹滋承印 、 

口 IP 通交 fc 附籃山史後編 
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第五箄备敢縻及自治犍 M 第二節領事館 

日本 帝國對韓國積年の大懸案は實に斯くの如くにして茲に其解決を吿け此條規に基き通商地ビ L て先 
つ签山港を開放せしめたるは明治十年一月にして同時に釜山港専管居留地借入約書も亦締結せられ居 
留者漸次增加し竟1:外國貿易上樞要の.位置を占むるに至れり0 

茲に明治五年以东外務省の出張員ミして將た理事官ビして對韓政策の難術に當り擒縱自在能く其交渉 
•を繼賴し•寛に本國政府を動して全權.大臣を簡派し有繫の難局を樽俎の間平和的に解決せしめたる淼山 
砘事官は明治九年 H 月を以て竟に釜山を去 b 歸朝した^^ょ^'以降日韓併合に至る迄の間幾多の紛擾 
數次の 折衝6 b たるも事多く近世史に詳かなれば今又之を簧せすして釜山史の部分を畧說せん w す〇 
於是蚁府は同昤釜山に管理磨を置き近藤眞鋤を管理官に任し舊館司の事務一切を繼承せしむ其後明治 
十一年山之城祐長、副田-®等二管理官を經同十三年前田献洁の管理宫たるに當办管麗廢せらる〇 

第二 班 領事館 

日本帝國政府は明治十三年管理廳を廢して新に®事館を置き近藤眞鋤を領事に任して rtt 在せしめたり 
抑签山居留地 ii 專管なるか故に其領事は管に行政事務を統轄するのみならす立法司法の 二 大權及在留 
禁止命令權を併して掌握せ b 而して居留地公共的事項•ば渾て其監督の下に自治機關を設けて之を處理 
せしめ警察事務は直臆せる签山警察署に委し司法事務中檢事の職務に係る，ものは領事命令の下に館員 



S3 


又は 警察官 吏をして之に當らしめ栽判は領事目ら之を斷したり明治十五年近藤顔事去つ て SIJ 田 節之 u 

代り同年尋ひて總領事前田献吉同一一十年室田转文同一I十三年立田革：一二十五年再 a 總領事 室 田義文间 
二十八年1等領亊加藤增雄同二十九年一等領事秋月左都夫同年一等領事伊集院彥吉同三十二年能勢辰： 
五郎同三十四年幣原 S 重郞阆三十七年有吉明等相交代して二十又餘年を經過し明治 三十 八年现 事 M 官 
制の發布に依て領事館廢せらる C 

第三8 理事鹿 

明治三十八尔十二月轲茁應官 ㈣ 定めらる先是明治三十八年十一月日韓協約成れ統監府を京城に斿き^ 
藤博文を統監に任し以て韓國保護の任に膺&レむ日露戦役の結果な b 是に至つて從來外務省の所戚;2 
りし朝鮮居切 ii ; に關する行政機關は悉く統盘府の所管に移りた6乃ち統監は新に理事 M を置き理事官. 
ビして舊骱事衫有^明先つ任せらる幾干ならす松弁 JSE 之 U 代り元領事館管掌の事務竝に條約法令等に； 
據て執行 t へき事項の總てを管理せしめ M 時に統%府令を以て谷理事廳の管轄^域を定む於是签山理 
事 B は其管^の確定する V 」共に行坎上の改 #• 者々通拶せ卜明治四十年九月龜山}1平太松井に代つて理 

事官ご爲るゃ施設大に努ひる所ぁか居留： y 間の 秩序 亦漸く整頓したる明治四十三年 八月 日韓 兌に併合 
せられ乃ち玴事 M 廢せらる。 

日鮮 M 交 si 附釜山史後編 
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第五章各政廳及自治槺 N 第一二節理事 0. 第四舫庥瞄 

第四 R 俯 廳 

. .* . 

明治四十三年八月韓國は竟に日本帝爵に併令せ.られ同年九月勤令第三百五十七號を以て朝鮮總督府地 
方官々制を定め谷道に道、府、郡の諸廳、道に長寫府に府尹、郡 -U 郡守を置かる於是签山に U 新に 
府廳を置き若松兎三郞を府尹に任し舊理事廳及舊東萊府等の事務を繼承せしむ其管 E は奮各居留地及 
.有東萊府の所管一圓な b しも其後大正三年郡面の廢合ぁ b 府の一部を割いて新に東萊郡を置きたる爲 
め現畤の管轄區域は舊日本居留地、舊支那居留地の一圓、签山面、沙中面、沙下面の內富民洞、大新 
M 、 s 平洞、大崎洞の一瓤、 II 珠面の內龍塘洞の一部ビ爲办同時に居留民闻璲せられ其事務を睾けて 
繼承せ b 其府制は左の如し〇 

府 制(大正二年十月十三日) 

第一條府ハ法人トス官ノ K 督ヲ承ヶ其ノ公共事務及法令 一一 屬ス，事務ァ處理ス 
第二條府ノ廢置及府ノ區域入朝鮮嫌#之ヲ定 A:-/ •••.一: . 
府ノ廢置 又 ハ境界 SW ! ノ場合-一於夕財產處分ヲ要スグ 1*- キ X 道長官ハ府尹ノ噙見ヲ聽キ朝_總督 
:メ 許可7受ケ其メ處分方法ヲ定ム 

第 H 條府內 一一 住所ヲ有ス ル者ハ其ノ府住民トス府住民ハ本令 依'， 府ノ祭造 物ヲ 共用ス r 嫌利7-有 
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y 庥 S & 擔ヲ分任ス \ 義務ヲ負フ 

集四條府八住民ノ權利義務又ハ府メ事務ユ臌シ府條例ヲ設ク X n トヲ得; 

府條5二一定ノ公吿式二依，之ヲ吿示スヘシ 
窠五條府尹ハ府ヲ統轄シ之ヲ代表ス .... ：： 

第六條府二府庚員ブ設ク /- T ヲ得"府吏員ハ府尹之ヲ任免ス、府吏負/府尹ノ命ヲ承ク事務一一 
.從事ス .. •.'. 、， 
第七條府吏員ハ有給トス但シ府條例ノ定ム火.所二依リ名譽職卜爲ス n トヲ得 
第八條府尹ハ麻吏員二獬シ镞戒處分テれ7 n トヲ得、其®戒處分 i 貝二十五圓以下ノ*怠金及 
解職 i 

第九條府二府出納吏テ置キ官吏又ハ府吏員ノ中一一就キ府尹之ヲ命ス 

第十條府尹ハ府ノ官吏 f ビブ府ノ行政二賜ス少事務•一從學セシ A \ コトヲ得此ノ場合二於テハ其 
驥務關係、ノ國ノ行政 i スル職務鬮係 N 例工依ぐ： 

第十一條府二協議會ヲ置キ府尹及協議會負ヲ以夕之7組織ス、協議會ハ府尹ヲ以テ議長トス、協 
譏會 ft ノ定員パ朝鮮總胬之ヲ定ム 

第十二條»議會ハ府ノ事務二賜シ府尹ノ諮問-一應ス、協議會一一諮間スへキ事件左ノ如シ 
日鮮 m 交史附釜山史後騙 



第五聿各致磨及自治機關 锒四節府麋 

一、 府條例ヲ設ヶ又ハ改廢ス，コト 

二、 歲入出豫算ヲ定ムルコト 

三、 社债-一關ス \ rr 卜 

H :、 歲入出豫算ヲ以テ定ム，モノヲ除クノ外新-一義務ノ負擔ヲ爲シ又ハ機利ノ榊棄ヲ爲スコト 

五、 某本財産、特別基本財産及稽立金穀等ノ設置又ハ處分-一11スルコト 

六、 第二條第二•項ノ財產處分二關スダゴト 

七、 前各號ノ外府尹二於テ必要卜認ム火コト 

第十三條.協議會員ハ府住民中ヨリ朝鮮總瞥ノ認可ヲ受ヶ淇長官之ヲ命ス 
•.協 PI 會員ハ名#職トシテ其ィ仟期^一年トス 

第十四 條協議會 員其ノ 職務 ヲ怠9 又 ハ 體而ヲ汚損ス\所爲 アリト認 ム 〆 トキハ 朝鮮總督ノ認可ヲ 
、受ケ道長官之ヲ解任ス X コトヲ得. 

第十五條協議會員及名嬰蘄府史員ノ爲メ要スル费用ノ辨償ヲ受ク，コトヲ得 
名舉職府 ffi 員 - I 、ン费用辨償ノ外勸務二相當スダ裉_ヲ給ス 〆 =»トヲ 得， 

.第十六條有給府吏員*ー ハ府你例/定ム X 所二依？提隱料、很•職給與金、死 C 給與金又ハ遺族扶助 

料ヲ給ス，コトヲ得 
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第十七條收益ノ爲一ースル府ノ財產ハ某本財產トシク之 7 維持スへシ府ハ 特定 ノ目的 S 爲 特別/ 基 
本 •財產ヲ設グ又ハ金穀等ヲ積立ッダコト7得 

第十八條府/骜造物ノ使用_一付使用料ヲ镦收ス，コトァ得、府ハ特ーニ個人ノ爲ニスル事務-一付 
手數料ヲ徵收ス Kn トヲ得 

第十九條府ハ其ノ公益上必要 r \ i § 合二於テン爷附又ハ補助ヲ爲スコトヲ得 , 
第二十倏府ハ其ノ必耍ナダ费用及法令-一依リ府ノ負擔一一 M スル費用ヲ支辨ス 〆 義務ヲ負フ府ハ其 

ノ財產ヨリ生ス\收入、使用料其ノ他 府-一 S ス，收人ヲ以テ 前項ノ支出-一充7-仍不足 rK トキ^ 
府稅及賦役現品ヲ賦課 徵收ス K コトヲ# , 
第二十一條三月以上府內 * 一 滯在ス ，漭、 ン其ノ滯在ノ 初-一 溯リ府稅ヲ納ム ダ 義務ヲ負フ 
第二十一一條府內二住所ヲ有セス又1: 二 月以上 滯 在ス 〆 コトナシト雖府內一一於テ土地家層物件ヲ所 
有シ使用シ若ハ.占有シ、府內 - 一詧業所ヲ設ヶ，7- ® 業ヲ爲シ又 ハ 府內. 一一 於テ特定ノ行爲ヲ爲ス 者、 ノ 
.其/土地家屋物件#業若ハ其ノ收入二對シ又 ハ 其ノ行爲ーー對シテ賦課ス 〆 府税ヲ納ムダ 義務 ヲ負 

フ 

第二十三條府我、使用料、手歎料及賊課役現名竝其/賦課徵收二關ス，事項ハ朝鮮總督之ヲ定 

ム ••. 

日舴通交! £. 附签山史後辐 
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f 章 t « 及_治機關 第叫節府廳 

第二十四條府稅、使用料、手數料及營造物ノ使用方法*!關シテハ前條ノ規定ユ依ダ場合ヲ除クノ 
外 f 例ヲ以テ之ヲ定 A へシ其ノ府條例中-二十明以下ノ遇料ヲ科ス\規定ヲ設夕灰，待. 

第二十五條府税ノ賦課二關シ必要ァ X 場合-一於テハ當該官吏々員家 M 若ハ啓：業所-一臨檢シ又ハ帳 
簿物件ノ檢査ヲ爲ス n トヲ得 

第二十六條府税其ノ他府 TaJan 灰欲收金ハ地方费ノ徵收金 m 次テ先取特權ヲ有、>追徵、還付及時 
数-一付 Jr ハ國税ノ例一一依ル 

第二十七條府パ其ノ負擔ヲ償還ス\爲、府ノ永久ノ利益卜爲ニキ支出ヲ爲ス.爲又一天炎事變ノ 
爲必要ァ K 場合一一限リ府債ヲ起スコトヲ得、府/豫算內ノ支出ヲ爲ス爲一時ノ借入金ヲ爲スコト 
ヲ得前瑣ノ借入金ハ其ノ會計年度內ノ收入ヲ以テ償還スへシ 

第二十 A 條府ハ毎#計年度歲入出豫算ヲ調製スへシ府ノ tff * 年度ハ政府ノ會計年度，一依.， 

第二 十九條府費ヲ以ク支辨ス へキ 事件 二 i / 夕數年ヲ 期 i / テ其ノ 费用ヲ支出 スへキモノハ其ノ年斯 
間各年度ノ支出額ヲ定メ繼續費卜爲スコトヲ得 

箱三十條府バ ■特別會計ヲ設ク，コトヲ得 

第三十一條府ノ支拂金二闌ス\時效 -1 付タハ政府ノ支拂金ノ例1一依 V 

箧一一十二條府ノ財務二鼷ス，規定幷吏«ノ服務規律賠 m 貴任身元保證及事 f 繼•一關ス妒規定- •> 
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••:朝鮮總督府之ヲ定 4. - ; 

:第ーニ十3條本令施行ノ期8\蠢馨之ヲ定< 

箜二十四條居栩民. M 、 谷國居留會及漢城衞生會二闕ス,法令ハ之ヲ礙止ス 
第三十五條居留^刚ノ！及權利義務で V ス敎育一一闕スダモノー學校糚合之ヲ承継 5/ .其.ノ他、 V 康 
之ヲ承繼ス 

前項學校組<：!及府ノ承繼スへキモノヽ區分ハ朝鮮總督ノ許可ヲ受ヶ道長官之ヲ定ム 
各國居留地會ノ事務及權利義務ハ城律各國居留地會ヲ除クノ外府之ヲ承繼ス但シ谷國居留地內-一 
在 〆 外國人菜地及仁 川谷國 居似地會ノ-粮立金ハ此ノ限二在 ラス 
漢城衞生食ノ寧務及權利義務パ京 城府 之ヲ承繼ス 

前谷拟-一規定スダモノ、外财產及負 is ノ處分ヲ要ス，トキハ道長官、ノ朝鮮總&ノ許可ヲ受ヶ其/ 
處分方法ヲ定ム 

第三十六條本令施行ノ際必要ナレ/規定ハ朝鮮總督之ヲ定ム 

第五節 签山地方法院 

韓阈司法權の獨立後理事； S 栽判の全く撤 N せられ大邱控訴院管轄の下新1:签山地方栽判所を骰き內地 

B 鮮通交史附釜山史後糾 
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第五 草备政鹿及 0 治櫟關饬五節釜 III 地方法院第六節釜山監獄 

人 朝鮮人典に 同一 裁判所の裁判を受くるに至りたるは明治四十二年十一月な b 初め明治四十年鞾國政 
府は三審制度を設け IF 法權^獨立せしめ^四十一年八月晋州地方裁判所の管下どして革梁に釜山臨裁 
荆所を殺き又其翌四十二年同區栽判所內に晋州裁判所支部を併 it したるも當時尙ほ専ら朝鮮人に係る 
事件を裁判したるのみにして其內地人に係る寧件は.依然摊事诚裁判の管轄に屬したりしも明治四十二 
年七月韓國は其司法及監獄事務を擧けて R 本帝®へ委任するに至りたり然ビも其專ら朝鮮人に係る裁 
判は特別規程あるもの2外は尙ほ韓國法規を參鉑して之を適用せ、9明治四十三年八月日韓併合せられ 
栽判所例亦改正せられて朝鮮總督府裁判所ビ改稱し 1 PJ 四十四年一月當民町なる新築廳舍に移轉し同四 
十五年四月改正裁判所例に依 b 釜山地方法院の現稱に改り同時に在來の區裁判所は同法院に合併せら 
れた b 其裁判管轄區域は晋州、馬山、蔚山、密陽、龍南、居昌の六支廳なり〇 

第 六 節 签山監獄 

獄舍は市外大新里^在 b 明治四十二年の新築にして當初の構造は二十八房一 H 場なりしも大正三年十 
月二十.日十四房一工場の增築成り今や四十二软房二工場ビ爲れ b 現任典獄芋川正義は大正元年九月十 
1日®任して勸續せ > 抑も本監獄の湄源は遠く明治九年領事官時代に.於ける其附 JH 聱察署の留置場を 
監房に充て以て犯罪者を拘禁せしに在〇後明治三十七年三月時の領事幣 M 喜重郞伏兵山共同墓地の一 



部を割き H 費三千餘圓を役して獄舍を新築したるも尙ほ未た専任獄吏を置くに至らす依然瞽察官吏を 
して兼務せしめた b 明治三十九年一月統監府吿示第二號を以て理事廳の設置を發布し舊領事官有吉明 
の新に理事官に任せらる 一 や深川松本兩副斑事官等交々司獄事務 , t 督の任に當りたるも事務は一尙•ほ專 
ら签山瞥察署の管掌に M し巡査部長平 IIJ 氏粋巡査曾田藤吉等主ビして菊守の職務を兼掌せ b 明治四十 
年九月龜山碑平太捭事官どして着托し司法主任副砘事官捺本寬監獄係 vj して専ら司獄事務を監督する 
に當り巡査部-4{片跗橋之助初めて！ S 守長に任せられ M 時に理事廳颭丰代木良策亦沿守長兼務を命せら 
れ尙ほ專任看守一名任命ぁり之に二三の巡査を加へて司獄事務に專任し明治四十一年六月十日看守長 
平方淸»同月十六日看守長上村行業等各着 If . して治獄の衝に當れるぁり同年十月十九日 上 村看守長元 
山理事腿に轉し武藤哲湣守長兼理事廳戚に任せられ签山監獄事務主任ミ爲り尋ひて同年十二月看守の 
增員ぁ り獄務全く獨立整頓したり先是專ら內地人犯罪者收容の目的を以て建築中な b し新監明治四十 
二 年十月十八 H - を以て落成せ b 現獄舍卽 t 是れな5此以前韓國政府は其司法權及監獄事務を舉けて日 
本政 it こ委任したるを以て同年十一月一日ょり從來の理事 M 監獄を 签山 監獄署ご 爲し典獄山 田虎一 郞 
在勤を命せられ同時に 韓國 政府の 晋州 監獄は 晋州分 監に同釜 山 分監は 坂の， 下也 張所に 本分 兹に恰も顚 
倒せしめられたり後明治闽十三年十月一日典獄三井久陽 山 田に代つて赴任せ^ '顧みて 受刑者拘禁の 異 
動を見れは卽ち長刑期の朝鮮人中大正二年三月五 H 三十八人を同年六月三 H 四十一人を同年七月一一十 

日鮮 通交史附釜山史後編 
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第' ; L 劫各政魃及 a vf.' 機關 第六節釜山監獄 

日四十三人を何れも京城監獄に移送し同年六月十一一日大邱監獄ょゥ內地人受刑者五十四人の移送を受 
けたる等を以て®其著しきものビ爲す尙ほ明治旧十五年以降大疋三年に至る三年間に於ける在監若の 
增減を比較すれは左の如し〇 
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備考增滅は初年を基準 s し A 印は其減數を示すものな bo 

第七 R 守備隊 一 

签山守備 S 初め明治二十八年九月大霊本願塞山裂に i し s ^ s の is 舍を新築 
して 之に 多 6 たり然るに其 後 居留 者 愈々增 加し市街地狭隘を吿 くるに 至 b たる も 其接續地は該兵舍 に 
壅 塞せられて 膨脹 T るの 餘地なきょり居留民幽は明治三十八 年 十二月韓國駐箾軍司令部に對し兵舍及 
富一 X 3 C 洞練兵場等の移轉を交渉し幾往杈を經明治三十九年十一月に至 b 結局民團は大新里に於て其敷地 
を無償にて提供し且つ其移轉工費の全部を負擔すへく條件の下に該交渉解決 L 明治四十一年三月該エ 
事 落成して移轉 した bo 

第 <il 憲兵分隊 

韓國に於て日本帝_臨時憲兵隊の編成せられたるは明治二十九年一月二十五日にして其九月二日を ia 
て.臨時憲兵隊签山支部を置かれたり明治三十一年十二月區隊編成の改革ぁ b 第三區釜山分遣隊ビ改稱 
し又明治三十九年十月二十九日第十四霧兵隊釜山分隊ミ爲 b 尋ひて间年十二月一日管轄 M 域を慶树南 
北道一圓に改め明治四十一年1二月十二日签山憲兵分隊^大邱に移し IPJ 時に大邱憲兵分隊签山分 m 所ビ 

日鮮 M 交史附釜山史後編 


Digitized by Google 


Original from 

COLUMBIA UNIVERSITY 



第九 ^ 齐枚廳及自治槺關 濞七沛守 lis 隊第八 節憲兵分隊 第 九節陸軍運輪部釜 UI 支部 

第 t 節铋鮮駐劄陛軍倉庫釜山支雎 

94 爲り叫治11十三年七月十三日晋州憲兵隊釜山分隊 yj 改まり東萊外七 isi 分逍所妃管轄 L 大瓲町二 丁目に 
j 廳 4 ::を新築し同年九月を以て移轉したり〇 

第九節 陸軍連輸部釜山支部 

臨時陸眾運輸通 M 部威海衞支部出張所を釜 山に ffi きたる は 明治二十九年 六月にして爾來屢名稱の變更 

ぁり明治四十三年大 M 町に新 S 舍を築いて之1;移り終始一貫專ら兵馬粒秣の船舶及鐵道 輸送に係る 計 
盡及其實行に鞅掌せ bo ■ 

第十 is 朝鮮駐箚陸軍倉庫釜山支庫 

在 Bli 山朝鮮駐箚陸軍倉庫の下に釜山支部を S きたる は明治四十三年十| 月にして 其 補給 K 域は初め江. 
原道三陟ょり大 B 、 晋州を經て全 M 南道順天に 1: る 劃線以南の 海岸に 沿へ る|帶なりしを明治四十四. 
年二月元羅. N 支庫の所 M な b し 元山、咸興兩出張所を签山支庫の所 M に移した るを以て爾來は 全 維南 一 
道赓尙南北兩道平安南北兩道及江原道黄海道の谷 I 部咸鏡 m 道の全部等に 對し糧 秣被服 陣營具の調辨 
製造、補給の諸 任務に 缺 裳せ 办〇 
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第十 10 签山税關 

签山税關は明治十六年七月在靱鮮日本人貿易規則の締結せられ L 結果 VJ して當時旣に開港場た b し釜 
山、元山、仁川等に海關を設置する乙爲6其十|月三日を以て先つ開かれしものにして朝鮮税 
關の起原なり初め英國人 關長 vj して傭娉せられ同時に總栊務司廳を京城に置き獨逸人 H オン 
モ < レンドル フ其總税務司 ご 爲る此時に當り韓國に於ける淸國の勢力は殆む S 其上下を壓し國事の 多 
くは 其 指揮を仰くに至れ6故に海關行政の如き素ょり其左右する所にして總税務司以下 « 更迭したる 
每に歐米人を以て 相 交代せしむる等皆其意に出てたる や 勿論な b 釜山渑1 長 も ロバット 以後 佛 人^^ 
1|英人->'|^|4佛人ラボート英人オスボーン伊人ぺコリニー等悉<歐洲人なジ以て其一斑を推知す へき 
のみ然るに明治三十九年山！：義五郎始めて傭聘せられて釜山海關長ど爲る先是明治二十七年淸國日本 
vj 戰ふて大敗し爲に韓國に對 する 宗主權を失ひしょ办韓國は茲に始めて其覊絆を脫し海關行政亦獨立 
した 彡其後明治三十七年八月恰も日露戰役中日韓協約成り其約旨に依て日本大藏省主税罚長目 ft 田 種 
太郎幃國の財政顧問£爲り兼ねて總枕務司たるに及 64 海關行政上大改革を 加へ 先つ海關長以下職»の 
總てを 日本 政府ょり 傭聘し 尋ひて明治四十年各海關を枕關 S 改稱し同四十一年一月官制改甘り總稅務 
司3を®して II 税简を K き度支部の所管に M せしめ明治四十三年八月日韓併合の爲め新官制發布せら 

日魟迎交史附釜山史後« 
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.••笊 iL ^ 谷政 腔 AaTfT 槻關 第4-1節签山稅蝇第 十一 一節草梁稅關淤出所第 r 三節第 la 梅稅關 派出所 

第十四節签山#榜署. 

h て朝鮮總钭府税 1 #! ご改稱せられたるも其行政に就ては何等の改革なく從來の慣例を襲踏 L たるも其 
翌四十五年四月に至り朝鮮關税令、谰税定率令、保税倉庫令、同噸稅令幷施行規則等發布ビ阏時に實 
施せられ税關行政一新したり〇 

第十一一節 草梁稅關派出所 

本派出所は草梁驛構內に在り明治三十九年三月一.日舊韓國政府時代に設徵せらる京釜鐵道開通後の取 
扱は專ら聯格貨物鐵道小荷物其他鐵道轍送に係る輸移出入貨物^^しも第 j 新梭橋突堤の完成する VJ 
共に第一棧_關派出所の設谙せられて本派出所事務の一半は減殺せられた bo 

第十一11® 第一棧橋稅關派出所 

本派出所は明治104十五年第一狻橋突堤の成る w 同時草梁税關派出所の事務.—掌し専ら事務の簡 fe を 
企 M するの自的を以て該突堤上に新設せられたるな， CS 。 

第十四節 釜山警察署 

居留地保護機關 VJ して稍々組織的なるもの3設けられたるは明治十三年卽ち領事館時代に在 b 此時や 
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居留民旣に其歎を增し一時的手段の以て能く其保安を維持すへきにぁらす於是乎時の領事は其館内に 
聲部巡査を駐在せ しめ 專ら赘察事務を 缺掌せしめた S も明治二十三年に 至ては 事故 漸ぐ溢く竟 に 事務 
室の狹隘を吿くるを以て特に本町に 一 M 舍を設け其後明治三十年十二月復琴平町に移轉したるに明治 
一一 I 十六年十一月該廳舍は祝触に災せられて烏有に歸したるより更に地を卜し規模稍大なる新廳舍を建 
築し明治111十八年十一月移轉した6現警察署卽ち是れなり同年統監府の京城に置かれ領事館廢せ られ 
て 新に理事廳の置かる i や明治三十九年一一月を以て釜山理事廳聱察署 VJ 爲り又明治四十年 十月 Bs W 
察取極書に依 b 签山警察箸ビ改ま b 同時に其管轄區域も耶改め.らる初め領事館時代の管螬區域は領事 
權の及ふ限れ卽ち 西は 洞東より寧海に至る沿岸一帶及草梁以外秋風嶺に至る京签鐵道沿線並鬱陵島一 
圆なぅしも明治1一一十八年十一月日韓協約の結果管區擴大し同時に駐在所派出所等の改廢ぁ b 卽ち鬱陵 
郡一圓機張區內同郡左 川 東萊郡龜浦签山 府下西面 多大浦等の各駐在所汝市內 本 町外十箇派出所等を管 
轄した b 然るに大正三年三月新に東萊警祭署を ® かれ東萊郡 j 圆を割ひて其管區に移5れた卜〇 

第十五® 釜山郵便局附通信事業 

釜山は朝鮮に於ける日本帝國通信機關創設の地にして间時に韓國通信施設の起原地た b 元來签山は地 
斑上旣に H 韓交通 の 要街に當り其郵便幹線の關健を扼する のみなら す初め丁抹國より送致し來りし海 

日鮮通交史附签山史後編 
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第 十}乂 釜山郵便屈附通信事業 

底電線揚陸の地た等朝鮮の通信設備上常に樞軸を把 b 重要なる關係を有す況むや日露 if 役後居留 
民驟に增加し 隨て商工業 亦著しく發逹して 通信力の 膨脹を促す ぁ b 當： 5者をして常に特殊の留意を爲 
S しめたる NIS 以なし VJ せす 蓋 通信施設の赴速に完®し今や通信力は 長足の進步を爲し首都 京 城の通 
信力 w 其雌雄を 爭はむ VJT VQ の趨勢を呈す るに 至りし もの 如上關係の大に與つて 力 ぁるを 疑は さるな 
办〇 

郵便签山に於て帝國郵便事務を開始したる其動機は明治九年 H 月日韓修好條規の締結せられ通商港 
vj して 先つ釜山の公開せらる i や三英會社の率先して航路を開きたる^當り時の驛遞頭前島密の首唱, 
せし釜山郵便事務開始の議正院の容ろ i 所ビ爲り同年十一月一日三菱會社の航路を利用して郵便物を 
托送せしに在りて同月十日を 以て 日本 帝 國郵便局を 設け 管理官近藤眞鋤其事務を兼攝 した b 其後着々 
整頓し明治十三年五月爲潜取務を同年八月貯金事務を同三十三年五月小包事務等何れも開始し特に事 
務所を本町に設けて本町郵便似ビ稱 L 同時に海岸郵便起出張所(明治四十五年六月廢止)京梁郵便受取 
所、釜山鎭郵便受取所等を新設し乂间三十七年六月特に朝鮮海水產祖合釜山港所燏の巡*船內に郵便 
所を置き專ら激業者の爲め貯金事務及郵便物集配事務を開始する§大に公衆の利便を計り施設稍備は 
るに當な明治三十八年五月日韓通信機關合同協約成立し韓國の通信機關は悉く日本帝國遞信省に於て 
雄承する乙 VJ 2 爲 b 乃ち釜山郵遞司は釜山郵便局之を繼承したぅ時恰も日露戰役後に際し居留者忽ち 
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增加 し隨て通信力亦驟に隊脹して機關の擴張を促す乙ビ切なりし浞むや復明治三十九年 I 月京城に 統 
監府を置かれ朝鮮の通信機 II は悉く統監府の所管に移3れ同時釜山郵便局の事務愈複雜し觉に局舍の 
狹隘を吿くるに至 b しを以て大倉町に新廳舍を造營し明治四十三年五月二十五日を以て移轉したり.其 
構造頗る宏壯なるもの稅關及停車場等 VJ 共に本港に於ける有數の建築物た卜签山郵便局は京城、元山、 
平壤諸局ご同しく監理事務分掌局にして其分掌擷域は慶尙南北兩道全 M 南道等の廣き (:¥: り其郵便局 
數は三十一郵便所は百1一〖公衆電信取扱所十九自動電話八箇所にして此內釜山市内に在るものは草梁、釜 
山鎭、絕影島、寶水町、西町、^天町、草場町の七筒郵便所也斯くの如き沿革を經て漸次發 M し今や朝鮮 
郵便局中其第二位を占むるに至 b たる本局の現狀は如何に其局員は高等官二人則任官五十 AM 員九十 
人其他所屬人員は百七十八名 m 話交搀手四十三名等に LT 其總人員は實に三百六十三人にして其取扱 
事務は複雑して且つ多數な6而も尙ほ逐年增加の傾向ぁ b 現に大正二年は大正元年に比し約一制の增 
加な b 今試に大正二年の統計に就ひて之を視れは通常郵便引受三百六十七莴餘通にして配達せしもの 
二百七十四萬餘通書留郵便引受四十萬通其配迖せ L もの十五萬通小包郵便引受二萬五千倚配達せしも 
の三萬五千箇な b 因に小包郵便の引受は本局ょり寧/-)西町及耕天町兩郵便所の取扱多數なり盖兩郵便 
所位置の然ら匕むる所なるへ I 爲替 *¥- 拂口數五 K 九千餘 n 此金額一百三土ハ萬圓貯金口數こ萬五千口 
此金額二十萬圓な b 而して叙上谷 1-11 郵使物の鉱配は內地人四十名朝鮮人十二名合計五十一一名に依て取 

U 鮮通交史附釜山史後編 ,、 
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j 笫五单各敗應 As 治樾關 笫十五節釜114郅佌 W 附通佶事業 

〇〇扱はる其內配達專屬莕は十七人にして一日平均八千通を取扱ふか故に一人平均四百七八十通な b 引受 
| 郵便の內朝タニ囘連絡船にて內地ょ卜來るもの平均約朝一千七百三十通タニ千六百七十通あ b 茲に特 
嘗すへきは此多數信書を局內にて各方面に分類し其配達を開始するは廣四十分後な$其迅速なる畢竟 
平素の手練に依るものなるこざ是れなり因に此通信物區分には頗る手練を要するものにて今や佛國 a 
里局にて一分間に七十一通を區分するものあり是れ世界の新記錄なり大抵一分問五十通內外を普通^ 
爲す聞く本局に於ける最熟練者は一分®ハ十通を區分し得るものあ b VJC 

電信明治十七年丁抹大北部 V 8 信會社の企業に係5»長崎釜 IU 間海底^線沈設の H 成るゃ间年二月十五 
日旣設郵便局 VJ 相合 L 西町に郵便^信局を設置し茲に始めて電信事務を開始した b 然ごも當時尙ほ唯 
釜01內地間の通信に限られ朝鮮內各地に對する通信は未た取扱に至らす後明治二十一.年韓國政府は曩 
に締結せられたる日韓海底 VK 線設置條款續約に依 b 釜山、京城、仁川間に電線を架設したりビ雖其 H 
事頗る拙劣な-'しを以て動もすれは W 線又は不通等通信上の障碍刻々に生し來りて殆むビ其用を爲 S 
す時恰も防穀事件東學黨事件尋14て H 淸戰役等の普 m 荐 b に臻 b 最電信の切要を感するも如上の韓國 
電線素ょり恃むに足らす於是 H 本政府は釜山、京城、仁川間に軍用 m 線を架設し旁ら一般公衆電報を取. 
扱た^'又明治三十年韓國政府は京城、元 IU 間に堪線を架設したるも軍用線ご其所 JB を異にするの故を 
以て途路意の如くならす爲に電報の要素たる機敏を缺ひて幾むビ其甩を爲さす公衆の不便^^す SZ . 



VJ 少からす於是釜山商業會議所は京城商業會議所 W 協約し釜山發元山宛電報は渾て會議所ょり會議所 
に打電し京城會議所は更に元山へ打電し以て僅に答元間の電報を聯絡せしめた b 其翌明治三十一年韓 
國政府は又京城、木浦間に. g 線を架設したるも签山"木浦間は亦猶ほ如上元山に對するど同手段^賴る 
を餘儀なぐせしめられたる等富時道報通信の不完全な6し乙ビ想をへし其後京签鐵道エ事の漸く進埗 
するに遇ひ草梁驛に於て公衆*. IL 報の取扱を開始するぁ b 又明治三十八年五月日韓通信機關合同協約成 
立し釜山 m 報司も亦签山郵便局の繼承する所 S 爲卜て以來諸機關着々改善せられ m 報事務一段の面目 
を改む殊に明治四十五年三月關釜間の海底更に一 m 線の增殷せらる i 等機關は一層完備し通信か亦愈 
々增大し來り大正二年の發信は十二萬通着信二十一萬通中繼五千三萬通の大數を算するに至れり而し 
て此發着信は四十三名の電，信課！ M に依て 一 R 平均朝鮮內のもの六百四十餘通內地間のもの六百六十餘 
通つ i 取扱はる其用向は商工業に關す6もの六割五分人事三割三分官公衙二分なら又其通數の朝鮮內 
にて最多きは M 尙南道の百四十一通にして其他京城七十七通慶銜北道七十二通咸鏡南道六十八通同 4 b 
道六十通全 li 南道五十 I 通等な6因に咸銳道の比較的多きは蓋商取引の關係ょ，するものなるへし吏 
に之を內地に見れは大阪百二十通山口六十七通長峭六十五通庾島五十二通東京四十四通福岡四十二通 
等なり尙ほ以上の外中繼取扱一日平均|千五百乃至二千通なり其頻繁想ふへきなり e 

lom 話朝鮮に於ける^話は明治三十五年六月京城仁川の各郵便局にて其交換取扱を開始したるに始爻 

| K 鮮通交史附釜山史後編 
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1第五窣各政窳及自治榭關 第十六節釜山驛 

02卜签山郵便局は之に遜る、、こど約一年卽ち明治|二十六年五月二十五日を以て西町に墘話所を設け其通 
| 話交換を開始したり翌三十七年1:月 jK 梁に出張所を股き通話を取扱たるも當時の加入區域は釜山、草 
梁、古舘等に限局せられ其漸次擴大せられたるは明治四十四年に して 其九月には草場町、 中島！^ 東 
同四十三年十一月一日ょ.〇は牧の.：3へ特設屯話を開始し^四十四年十月には市外大新里方面に及 ほし 
たり是の時や m 話施設は旣 に 幾む VJ 朝鮮全逍に普及した るを 以て長距離 tg 話 も漸く聯絡し得へ く 京 城 
釜山間 I & •離 S は f 坪」明治四十¥月 i ■取 f 開始 tAt し 等 ii は 顯る整 
頓し本局備付の電話機も複式に改められ又乙地. IL 話 料 年 M 六十 圓なりしを甲地に編入し年額七十二圓 
V 」爲し 明治四十五年五月には電話 交換機の裝避を 改め. 從來の 複式 用眾式を監視信號附竝列複式ビ爲し 
たる等機 II 愈精巧に il つ完備し； fT 加入者 も 大に增加し開始當時僅に百三十 名な b しもの 大正二年に 
は 一千 〇 二十 人 nL 話機一千〇五十七 之を 加入^域内に總 人口に 比例すれは三十 六人に 一口の •割合に 
して. 其普及程度は 內地に於て 見 3 る所又其通話數も頗る M く市內のみに て四百萬 |千〇六十囘帘外通 
話 二 萬八千〇五十七：！：自働屯話 二 千百八十六囘 にして 大正 一一 I 年 十一月 現在加入者は一千 0四十六名な 
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等 h 驛 i 高島町に在 b 其構造の大規模なる流石大陸の聯絡驛たるに恥ちす卽ち構內全地積は二萬六千 
七百二十三坪にして本線(複線)延長は六九、四七節侧線延長は四 pi 四〇_二六節ぁ 0 初め京釜鐵道の 
起點は草梁なりしも後京签铖道株式會龀に於て签山爻での延長計欺中適、明治三十九年七月該鐵道國 
有に移りて總督府鐵道管理 MJ の所管 VJ 爲りたるヶ以て管斑^は同年十月萬會脏の延長計畫を繼承し其 
土 H 1 し明治 W 十一年三月— f 共 S 七十七 S 十四 I 延長 Ji 成し明治四十一年四月 
一日附屬事業たる货幣交換所、自働墦話所、棧橋郵便所、巡查派出所等*、」共に各其事務を開始し尋ひて 
同月十八日驛長の任命ぁり同時に饮-梁 fe 長廢せられ本驛長之を兼攝す IP ] 年十一月十一日草梁間の複線 
工事を竣り翌四十二年一月八01舊韓國皇帝の巡幸な b て始めて宮廷列車を運轉せ b 先是民圓に於 v 鑿 
平中な6し fl 波、營_兩山麓海岸の埋築を終り之を敷地に充て以て雞築しつ i ® b し驛舍は明治四十 
三年十月三十一日を以て落成し之に移轉した b 明治叫十五年六月十五日谰爷連絡船の發着點を第一後 
橋に改むる V 」同時に從來枸大門長郝間に限られ穴る朝鮮滿洲疽通列車を本驛 1 C で延へ棧橋線に依て海 
陸の連絡を一層密接せしめ又明治 N 十五年七月十五 H 驛今：：階上に鐵道旅館を開設し大正元年八月十五 
日ょりは第一第二列 ili に一、二等の^朵虫を聯絡せしめたる等交通上の改善看着行はれ同年八月三十 
一日に至り势彼、營锛雨山及英國領堪山等の M 平工事も全く終了し翌大正 二 年三月八日を以て草梁 K 
の大道路亦成り茲 I :驛舍附近一帶の地形始めて整頓し堯に現狀を呈する1:至れ6現時の P 長堀井焫作 

B 鮮通交史附釜山史後緘 
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第五'#备馼廳及自治樜閭 第十七節韋桀騄 

の勞亦叙上の改善施設上與る所少し VJ せ^るなら今試に前後乘客の往來數竝 (■ 其賃金等の 名 寡を 比較 
すれは卽ち明治四十一年の莢客は九萬一千二百十五人降客は十} In I 千二 1 ?十一人にして此賃金は十二 
萬五千四十二圓な爾來六筒年後卽ち大正二年の乘客は二十三萬五千九百五十八人降客二十三萬二千 
八百十七人此賃金十五萬四千五百七十四圓なり尙ほ貨物は明治四十 I 年の發送は 二 萬四千 二噸 到着は 
四萬五千七百十|_此賃金は十三萬六百六十四圆にし r 大正二年の發送は四萬八千四百十噸到 着は四 
萬五千二百三十嚼此貸金十八萬七千111百九十二圓なり以て陸上交通速輸發 M の一斑を推測し得へし〇 

第十七節 草梁驛 

物替ゥ星移るど共に時勢亦終に地形を變するあるは古往其跡なきにあらすご 雖今來 文物の 進步に 伴は 
れて殊に其多きを加务るは畢竟人昝自然を御する力の益增大せるを事實に示すものなるへく«龙人智 
進步程度の豫測すへから3る VJ 同時更に大轉變の那邊に及ふへきや逆睹すへからす P 然たるなきを得 
3るな-^草梁驛現所在地卽ち草梁第三區の昔や人跡絕へたる僻境不毛の m 洳 、人畜 |步を過ては淤泥 
乍ち其膝を沒してマ拔くへから3る所な bt ビ云务若し夫れ其構內に五2?三千三百 H 十七坪の大面積 
を包擁し延長五三 if 二五節の本線同四哩七一觸の侧線及南行征長六百二十尺北行 延長 六百二十尺の 乘 
客昇降場等を有し fe たる大道を挾みて驛舍、工場、機11庫、病院其 他 多くの舍宅等屋を 竝へ 又跗近|箱 


Digitized by Googie 


Oriainal rrom 

COLUMBIA UNIVERSITY 



105 - 


Digitized by 


Google 


Oriqinal from 

COLUMBIA UNIVERSITY 


には大小商家の軒を連ね整を相带为等熱鬧せる^華の現狀を目擊し豈誰能く今昔の威奠らむや抑も旣 
に大規模なる釜山驛の在る有 b 腐ほ且つ相隣り r 此大騄ぁる一見不可解の念なき能は3るか如くなる 
も本驛は元 V 」京釜鐵道株式會社の fpj 鐵道線路起點驛 v して設備したるもの後同起點の签山驛に移 S れ 
今や只其形骸を存するぁるのみ故に驛史の大部分は起點驛時代の&のた bvj 知るへく大要下開の如し 
初め會社は明治三十四年八月を以て線路土工を起し明治三十六尔三月先つ苊梁機關庫を設け同三十七 
年二月草梁假停車場に於て始めて ftl 乘載を開始し同年三月草梁工場を IPJ 年四月巡査派出所を同年六月 
鐵道病院を同年十月鐵遨 VE 報及问 m 話又公衆鬼報取扱等何れも建設開始し明治三十八年一 E ? 一日より 
一般運輸營業を同年九月より山陽鐵道會社 VJ 連帶運输取扱を同年十二月より M 道作業^九州鐵道株式 
會社間 VJ の連帶運輸取扱を何れも開始す明治三十九年七：：：： I 日本鐵道は國有 V 」爲り同時に草梁保線事 
務所を蹬かれ^]年三月新築驛舍の落成する VJ 共に草梁轍送事務所を同年四月苣梁計理事務所及草梁建 
築事務所等設镫明治四十年六月 H 本肫船會社 VJ 連帶運翰事務開始明治四十一拓十一月南行菊、降場增設 
明治四十二年四月舍內事務室の改造成る同年十一月大坂商船會脏 VJjg 帶連輸事務開始同年十二月十六 
日京釜鐵道は鐡道院蹿國鐵道管理局の所屬ど爲6又明治四十三年十月一日郎鮮總膂府鐵道管理局の所 
管に移 b 明治四十四年七月海岸に貨物倉康を新築す同年九月 IPJ 上海岸の貨物取扱事務所落成 VJ 共に大 
貨物の取扱開始大 IF •元年十|月八日驛佘內に *. K 橙 ilrl. 大正三年四月 K 境内に松、櫻等を栽へ又花塊を 

日鮮通交史附釜山 It 後提 
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第五窣各政 廳及 自治 機關 第十八節釜山鎭驛笛十九怖神芦锊河符理局 運 輪課出張所 

設く而して本驛乘降客最近の比較率は卽ち明治三十九年乘降客八萬九百五十人降客七萬五千二百三十 
八人此賃金一萬四千九十六 II 六十錢大正二年乘客十萬九千五百九十八人降客十二萬千八百九十五人此 
賃金二萬九千九百六十九圆六十七銥又貨物は明治三十九年發送二萬七千四百四十四噸到着三萬五千百 
九十八¥此賃金八萬七千八百七十九圓间大正二年發送一萬四千五百三十五噸到着一萬千五百四十一噸 
此賃金六萬五千七百二十五圓二錢等な b 因に！ f 降客數に前後の大懸隔ぁるは卽ち土地發展の程度を示 
すもの地勢の大轉變ビ典に一驚に價ひせすや〇 . 

第 十八 節 签山鎭驛 

本驛は明治二十八年二月十六 H 脔京釜鐵道株式會社の間始せしもの其後總督府鐵道局の管轉に移 b 現 
時に至る素 vj 中問踩の小なるものなるも驛は恰も東萊溫泉間輕便鐵道の起點なるを以て比較的乖.降客 
多し大正二年中の乘庫人負は七十七萬六千二百五十一人降 S 人員は七十七萬六千六百六十人にして其 
賃金は二萬百七十圓十八錢貨物收入は二千叫百三十八圆五十八錢な be 

第十九節 神戸鐵道管理局‘ 

本®張所は初め舊山陽鐵道會社の京釜鐵道 vj の聯絡を企圖し新に壹岐丸對島九の二隻を作 b 門司签山 
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間の'海運を開始するに當ゥ明治三十八年九月五日設置したる釜山連絡事務所の後身なり其間或は帝國 
鐵道廳釜山營業所 V 」爲 b 或明治四十二年五月西部鐵道管理局船舶誤釜山派出所ご爲ぅ大正二年五月に 
至 bT 現稱に改められ fl 楼橋の傍ら現朝鮮郵船荷扱所の地點に在 6 L もの第一殘橋突堤の落成 V 」同時 
に同堤上に移轉したるなり索 VJ 所長は本货矻轄官： M の仟命 T る所な b しも後事務の簡捡を國るか萁冷 
總督府鐵道局運輸課签 III M : ‘：茱所長をして兼掌せ L むるこビ2爲れ A 現時郛所管の船舶は壹岐九、對島 
丸、高 M 九、新： a 九の一:隻にし-.門司、茶山何れも朝タニ N の砂着ぁり連絡上の利便幾むご間然する 
所なきに至れり初め明治三十八年九月十一 H #: 岐九の處女航海を爲したる當時關签線は僅に隔日航路 
に通き 3 b しも同年十一月|日對岛丸加つて毎日航路 V 」爲り明治四十年八月十日會下山丸翌四十一年 
四月二十七日薩增丸を何れも借入れ纔に朝夕航路を開始サしものなるも大正二年一月三十|日高麗九 
同年四月五日新羅九等何れも新造せられて叙上の傭船に代れ專ら其任務に當6現時(:至れ AO 

第二十節 1111道囊出張所 

本出張所の前身は元京签域道株式會社會計課の用度係にして當時は專ら鐵道#設材料の供泠其後釜山 
大邱間の線路竣工するに及ては此間谷驛に於ける諸物品供給事務に當〇た5明治叫十二年一般鐵道の 
國有に歸するや傅會社の取務は擧け r 總督府の所管に移り间時に會計課を能山1:移轉するに當 b 其事 

日鮮通兖纪附釜山史後編 
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第五窈各政廳及自治機關 第二十節總贤府戡姓局經规部 xt 梁出張所第二十一節箪梁保線事務所 

第二十二節節草染辨關 /'}'- 馆二十三 ini 苡浃エ場 ， 

務の一部を分割して本出張所を設けた b 現時は再ら草梁エ识及機關庫等の需用に對し鐵材、木材其他 
諸品を供給し尙ほ釜山以北大邱に至る谷驛の消耗品及保線に關する材料等をも供給せり ◦. 

第=十|節 草梁保線事務所 

保線 事務所は 草 梁 驛構內 に 在 b 明治三十九年九月一日を以て設贯せらる其管掌事務は卽ち签山を起點 


V 」 し密陽驛 に至る三十九哩七十錙の軌道及鐵橋. 力 W ハートの管理及各驛の諸建築物|切を保管するに 
在も 

第一 I 十|§ 草梁機闊庫 

庫は草梁驛構內に在り明治三十六年三月京签鐵道株式會社の設胬せしもの當時機關卑は僅に二輔職員 
三十四五名に過き^りし其後車輔修繕工場を併置せし爲め其規模一旦擴張せられた S も漸次運轅事業 
の螢展に促されて修繕工場を分離し専ら釜山大邱間の列車牽引1 用機關琪格納庫 VJ 爲5其小修繕は尙ほ 
庫內に於て之を爲すも大修理は悉く工場に於て之を爲せり現時機關車は十二輛截員は I 百二十人あ 


第二十 II 海草梁工場 
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工場は明治 H 十七年三月機關庫ょり分立せしもの現時職エ數は內地人一千二百九名靱鮮人一百三十六 
名にして其 X 種は鐵 H 、 木工、鋳造エ、漆塗工等にして作業稱目は儎橋方ル，ハート 製造、 機關車の組 
立及大破損修理、客車の改造塗替、貨車の製造修理其他各騍に装置すへき轉橄器及•ホィントの製造尙 
ほ時に外部ょりの注文に應して製造及修理を爲す等工場は頗る大規模なるものなり〇 

第-一 +81® |謀1釜山出張所 

本出張所は大倉町に在彡初め韓國財政顧開部は朝鮮沿岸港灣の改良及稅關施設を整理するの必要を認 
め特に技術者を聘用し明治一一 I 十八年税關工事部を組織して丁：務、燈臺の二局に分つ其工務局に於ては 
總税務司及財政顧問の管理に屬する各種工事の計畫施工を掌理し專ら港餺の設備に任す釜山稅關工事 
も其畫策せし所なり後明治三十九年五月稅關 H , 事課出張所を釜山に置き技術者を派遣し稅關嘣張工事 
の準備事務を開始し翌明治四十年十二月財坎顧問部及總税務司等の事務悉く度支部の管掌に移るや度 
支部所管の下に臨時税關工事部を遛き舊税關工事部工務局の事務を艄承せしめ同時に本出張所は臨時 
段關 H 事部签山出張所ミ改稱したれ明治四十一年八月臨時税關工事部を屑し建築所官鲥を改め海關エ 
事事務一切を繼承せし^本所亦建築所签山出張所ご爲る明治四十三年 B 韓併合せられ税開工事事務は 
改めて朝鮮總督府度支部の分課たる稅關工事課の所管 V 」爲り釜山に其出張所を設け•税關工事課签山» 

日蛘通交史附釜111史後锔 
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笫五阜备坟瘺及自治機 M 笫二十四節朝蛘總腎府土木局釜山出張所第二十五節移出牛檢疫所 

張所ビ稱し同時に建築エ事事務を分割して總務部會計課の所管に移したり明治四十五年四月總瞥府官 
制改正せられ官房中に土木 M を新設し從來度支部の所管た b し税關工事事務又總務部會計課の所管た 
りし建築工事事務及^務都の所赀た b し道路河川水利工事事務等朝鮮全體の土木營锛事業は其所管の 
下に總て統一せられ JRI 時に本所も朝鮮總詧府官货土木倚釜山出張所 VJ 爲り專ら海.一聯絡設備工事の設 
計施行の任に當れゥ同時に慶尙南道鎭海にエ膂所を新設し本出張所に M せしめ專ら闾地市街經營工事 
の施行に任しつ i あり〇 

第二十五節 移出 牛檢疫所 

牛廉洞に在る移出牛檢疫所 fi 明治四十二年八月の創設1:し:'専ら內地移出牛を檢査 T る所な b 始め朝 
鮮牛は隨意各開港場より內地へ移出したるも It て其移出中に疫牛あれて病毒忽ら內地の谷方面に傳播 
したるよ b 帝國議會の問題ご爲ゥ览に韓國及西比利亞等の畜牛^入を禁止せむ傾向を示し韓國の質易 
上大打擊を受けむ VJ した〇よ b 同政府大 rm .、： れ m 本政府ビ協商の結扒揮て移以小は嚴常：なる敁疫を行 
糸 rjvji 爲り乃ち韓國政府は JS 商工部所管の下に該檢疫所を設置したるなり翌四十三年八月日韓併合 
の爲め阆年十月官制を改正せられ檢疫所は總督府度支部の所管に移 b 签山稅關に附屬し同時に朝鮮總 
督府移出牛檢疫所ビ改稱せらる尋 a て明治四十五年四月再 a 官制の改正ありて瞽務部の所 f に多 h 爾 
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來签山警察署の所屬た b 所員は所長獸錄官各一名獸醫補三名 雇員 二名^な bu 

第一 I 十六 g 牛疫血精製造所 

初め朝鮮所用の牛疫血精は東京西ヶ MS 商務省獸疫調査所ょり供給を受けたるも同所の製造は 附屬事 
業にして其規模大ならす然るに其供給地は內地各方面嗥 a 朝鮮關東洲等の廣き に亘卜 到底其需要に應 
するに足らす乃ち明治四十四年十 | 月沙下面岩南 tlnl. に其地を相し牛疫 血 精製造所を 設け 農 商務省に 直 
屬 して 專ら供給の普及を計れ b 其構造は豫備牛舍、血精貯藏室、毒素注射 室、 採血 室、 細菌試驗室、 
疫牛室、免疫舍、解剖室、焼却室等悉く術 b |箇年の血精總 出 M は約三百萬グラム其豫防力は約三箇 
月保存期は約三筒年な b 所員は所長(高等官)の外事業部、牛疫硏究掛、血精製造掛 、事務部 等に 各 主 
• 任及雇員五十六人ぁり U 

第一一十七節 签山測候所 

签山測候所は明治三十七年三月文部省に於て創設-した〇も蓋時恰も日露戰役屮に際し軍事當局者の要 
| 求に應したるものなぅ先是明治十七年內務省地理局1:於て日本海方面の氣象を豫測せむか爲め闾年六 
U 月ょ. cs 其觀 測を签山郵便局 m 信課に證し窶に馨 f して之に代らしめた41時的設備を試む 

I B 鮮通交史附釜 UI 史後編 
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第五草 # 政麽及 自治 機關 笫二十-: ハ 111) 牛 ^ 血 M 製边所笫二 十七 rri 釜 山 i «!) 候 所 第二十八 節自治 機關 

るあ b 又明治三十五年五月釜 111 . 商業會..5:所は同所內に於て第二 IEI 在朝鮮日本人商業會議所聯む55の開 
催せらる}に當り韓廷に對し天氣豫報の設 •一を® 吿 T るの陴邈を提出して可決し時の日本公使に交渉 
して成らす又同二十一、二年の交に於て商業會歃所自ら其經費を負擔して正午鐘を設けたる等氣象の 
豫測、時間の劃一上稲々の畫策を試む6ありしも畢竟姑息手段のみ至是始めて完備せる機關を見るに 
至る其後本所は明治四十年四月統監府の所管に移り更に同四十一年四月韓國農商工部之を繼承し今や 
寬に朝鮮嫌督府«激所の所屬ビ爲りた bQ 

第|一十八 W 自治機關 

囘首一番思を半世紀の昔に馳せ幾多の變遷中多糚多樣なる曲折に富める签山居留民自治機關終始の迸 
を稽ふるに其 K 俯の最完全なるもの又其功績の最 M 著なるものは先つ最後の民阐を推さ r るへか.ら3 
るは勿論な bvj 云ふ S 雖而も更に徐に考察するビきは各時代毎に其經營上與に俱に慘澹たる苦心の蹟 
を存するあるや粗々軒輊なきもの i 如く然6然らは則ち啻に皮想の淺見を逞ふして徒に其機鬮の實體 
を是非するを許3 2るのみならす寧ろ創始以後或る時期に至る出入費途の相協は S る當時の難局に處 
し孜々ビして修ま S りし不撓的努力の勞苦は後昆の永久(:忘る2を許52る所ならすや«に是れ公共 
* の發 S せるに眩て然るを得たるものなれはなら〇 



初め明治六年外務省の出張官は居留民中よ > 一名を擧け之を保長 VJ 稱し官民間に介在して専ら自治事 
爱周旋せしむ其後明治九年管理官の駐在するや其監督の下に會議所なるものを設け用番を置きて I 
般公共的執務に営らしむ是れ釜山居留民自治機關の濫觴なり爾來居留民漸く增加し大勢は竟に組織的 
なる 自治機關を要求するに至れた るより 明治十二年時の領事は毎町谷 I 名の保長を選出せしめ自治事 
項の利害得失を衆議に決し又其保長中よ b 頭取 I 名を互選 L て之を統一せしむる乙ご i し同時に從來 
の會議所を保長頭取役所 VJ 改稱す適々明治十三年管理廳廢せられ新に領事館を置かる梨明治十四年當 
該領事は居留地編成規則を發布し新に總代役所を設け特に一名の總代を舉け戶籍、土木、衞生 r 敎育、神 
社其他全般の自治事項を處辨せしめ更に代議機關を镫き公共事業及其經費の收支方法等を議決せしめ 
又保長頭取を保長總代ビ其役所を總代役所何れも改稱せしむる等從來の自治施設上に改革を加分る 
乙ビ少からす形式稍々備は b 面目を新 U する多少な6後復明治十五年時の領事官は保長總代を居 
留人民總代ピ改め其後五箇年を®き明治二十年に至 b 領事官は居留民規則を制定して公共造營物其他 
財産の共有權利、公費負擔の義務、居留民會組織權限、議員選擧の方法、居留民長管掌事務の範固等を規 
定し着々其實行を監督したるを以て自治の體面大に改善した b 又明治二十七年居留人民總代を居留民 

艙代同三十四年總代役所を居留地役所居留技總代を居留民長ビ同三十八年居留地役所を居留民役 

3 

11所ど數囘に改稱し改革又改善此間約十年の歲月は漸を逐ふて居留地の發 M を進め自治の基礎亦大に定 

| 日鮮通交史附笼山史後鑷 
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第九功各 w 腔 A 自治機 _ 笫 二 +八抑自治械關 

まらむ^する恰も明治三十八年三月法律第四十一就を以て居留民團法の發布|)6尋^て其翌三十九年 
七月勒令第二十一號を以て居留民搠法施行規則統監府令第十五號を以て居留民 ill 法施行規則實施心得 
等發布せられ竟に同年八月十五日統監府吿示第七十六號を以て釜山居留民團は設立せられた b 於是從 
來の居留民役所は釜山居留民圈役所ど居留民長は釜山居留民團長 S 何れも改稱せられ且つ公選たりし 
民長は官選 W 爲 b 統監之を任免せり又民®の管區は岩南半島の西方無名の溪流口ょり天馬山、九德山、 
新岩山の分水線に依 b 新溪川の右岸第二支流口に達し吏に峯五山を經て黑觭に達する分水線を以て其 
境界ミ爲し又冬伯島及絕影島をも渾て包含する. ZL ミ i 定められ茲に釜山居留民の自治機關は始めて國 
家に 保障 せらる i に至6其組織も總務、庶務、土木、徴税、會計、水道の六係ょ>成り其分掌は則ち總 
務は务 係を綜へ庶務は敎育、衞生、戸籍、兵事を土木は.工事建築の設計公共建造物の 營繕 を、 徵税は民 
圍税の賦課欲收 を、 會計は經費の收支豫算の編成、財産の管理を、水道は特別會計ミして水道の敷 K 、 
給水、水逍 料金の徵收等其役負は民_ 長、 助役、 收入 役、書記等にして自治機關の體制は頗る完備し其 

法人 格、 居留民の 權利義務、民倉の組織權限、議員の選舉方法、財政の組織、經費の賦課方法に至^ 
まで 渾て內地の市制に比し些の遜色なく其活躍の迹枚舉に遑あらす一言以て之を搶へは則ち签山をし 
て世界的樞要の 商港たら しむへく或は國家的に將た大貴本 Lii 等の釜山海陸兩方面に大施設を爲すに對 
し« く栩きし te 桔 :tt L 自治 的大新装を施して其權衡を保ち党に大都市ビして耻るなきの現狀を馴致し 



た 6 もの悉く其慘澹たる經營に待たさるにはなきなり而も民圈は尙ほ慊らすミ萁し蒐に逮く胤る所あ 
b 近く旣に着手して其功半はなる4の將た方に計畫中に屬するもの等亦勘しビせす签山の KIM に負ふ 
所寒に斯くの如くなるビ间時民_も亦签山の發 M するど共に其基礎愈黎固 w 爲 b 優に大都市自治機關 
たるの體制備は6其抱負儼て動かすへから S るものあるに當り®靂倏も轟き朝鮮總督府は大疋二 
年中之を嫌吿し大正三年三月を以て.党に谷地の民幽を廢したり初め明治四十四年 八月日本 帝國は積年 
の大懇案を解斷し- JS に韓國を我領土に併合した b 蓋民阗廢止の機運は旣に早く此時に胎胎し爾来總督 
庥は徐に其發表の•機會ゲ窺ひつ J あり L なるへく結局朝鮮人開發同化の効果之を經營年數の尙未た多 
からさるに視れは比較的觀るへきものありて漸次法治國民たるに堪糸へき程度に進みつ！あるを知6 
に難からす然れは則 t > 統治劃一上の障得たるへき特殊の自治機關たろ民團制を長へに存績するの要な 
.し V し遂に此擧に出てしなり而して舊民團の管掌事項は渾て釜山府の承繼する所ど爲卜今や自治機關 
VJ しては|の學校組合の K かれて厘に普通敎育機園の維持方法を曾掌するあるのみ而も該組合は庥鵰 
內に併置せられ其管理者も府尹若松兎三郎之を兼攝せ be 

思分亶に其混沌時代以降五十年、幾萬居留民心血の結 £ g に成りし釜山居留民溜は一朝斯くの如くにし 
一 て其終焉を 吿 くるを餘儀なくせ L めらる編者は茲に民^最後の幹部員及民會議員を特記し次.に自治機 
11 關創設以來 歴代の總代民長民№1長及各議員を列記して其功勞を不朽に傅へ且つ最後に附するに民圓に 

.一 ，日鲜通交史附釜山史後編 
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第五 章备政 Ig 及 自治機關 第二 十八節自治 機關 

關する諸令 ii を揭け以て舊民阐の權限及び同民會の權能等果して如何の程度に在 b しものなるや他 
年溯つて之を考霰するの梨に供 L 本章を了らむ (£ するに先ち特に I 項を徑き志士窬鬪の跡を叙せむミ 
す。 

民阐最後の裔闘 

大正元年十一月朝鮮全道十一民固は翌二年三月を以て愈撤廢せらるへく傳へられたるに依 b 京城、仁 
川、.釜山の三民 Li 主唱 V 」爲り京城に十一民 M 聯合會を開き各民 Li 若干の委員を派し以て民 M 存績請願 
を議題に其可否を決する乙ど2爲6签山民削は岡楳三郞、坂田文吉、安武千代吉の三議員をして參會 
せしめた b 然るに總會員中一人の反對なく滿場一致議は立ろに決し直に委員を撰ひ決議の顛末を嫌督 
府に具陳する VJ 共に內閣幷に貴衆兩議院に向け左の如き S 末にあ上陳情書を呈し民圈存續、自治制 
擴張に努めた b しも當局の容る 一 所 w ならす遂に制令の發布ビ爲 b 釜山民 M の有する財產及ひ負債は 
學校組合幷に府に讓渡繼承せしむるの止むなきに至れ bo 

是に於て其財產及ひ負債の繼承讓渡に就ては最愼重なる審議を盡さ J るを得^るに至れ b 抑も全鮮十 
一民園、其名は同|な bvj 雖素質來歷に於ては自ら異る所あ b 然るを今其財產幷に負債を同一令の下 
に 律せむ V 」する固よ > 容易の乙 vj に非ら す 其物議の 嵩然たる 亦故なきに あら S るな bo 
釜山水道は签山居住民が多年の苦心を重ね巨萬の資財を投し たるもの 然るを制令に强ひられて無償に 
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讓渡し學校組合は反て民 II 負債の一部た〇八萬九百七十八圓を繼承擔任せむか將來學校維持經费の負 
擔は签山港民の到底堪へ得る所に非さるな bo 

由來溫和健實を以て稱 せらろ 纟釜山民 [1 も如上の壓迫に對しては奮然蹶起せ3るを得 S るに至り大正 
三年三月中旬大池民長幷に三輸保吉"岡楳三郞、堤貞 之、 坂田文吉の四議員はハ金山を代表し相前後して 
上京、要路に向 W 水道 補 慣問遛に就き 陳情 頗る努めしも時恰も寺內總督東上中な b しを以て卽裁を得 
す乃 t > 山縣政務總監に面し親しぐ釜山水道の經歷 V 」之れか處分に對 T る釜山港民の決意 w を訴へ大池 
民長外委員一同歸釜卽夜報吿會を開き績いて秘密協議は時を移せしか遂に民會議長香椎源太郞は舊韓 
國政府 ( f 签山居留民脚ビの签山水道經營共同契約書類を懷にし三萬の签山港民を代表し挺身直に東上 
豫て滯京中なる寺內總督に直裁を仰げ b 時方に三月二十日なりし C 

香椎 議長 東上後の消息は 未た詳ならすど 雖釜山港民の胸中には 自ら 決する所 ぁ 5民®制撤廢期日に先 
つ 1 二 日 卽ち三月廿九 H 民№1關係者一同高遠見水源地 ic 於て告別式を舉け同三十一日には高等女學 
校々庭し釜山港民全般の別袂式を行方其會衆實に三千七百餘名相俱に自治制の復活、水道の補償、商 
業、高女兩校の維持策等を絕叫せ しも 制度は遂に同 B を 以て撤廢 せられた 

斯くの如くにして民1®制は撤廢せられ府制幷に學校組合令は布かれたるも水道問題は尙ほ未解決の裡 
k 在 b 若し夫れ東上 中なる 香椎議長にして•福音を搿らすなからむか釜山に於ける如上の二新令は或は 

日鲜通交史附釜山史後編 
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第五幸#政 塵 及 9 治檐蘭 第二 十八節治機關 
空文に歸し たるや も 知るへからす0 

當時釜山民^か商業、高女兩校維持に關する最後請願の穩當な〇し乙ビ及ひ水道補償に對する签山港 
民結束の常固な6し乙 VJ は其代表者たる二十有餘の議員間に成. CSL 連判狀(該連判狀たるや素ょり堅く 
秘密に附せられ今尙ほ其內容の詳細を知るに難きも若し水道問題にして目的を達する能はざ&んか議 
員たるの 職 X 上爾後盟つて I 切の公職に就かすビは其神文の骨®たるやに聞けり)に徵するも其一班 
を窺务に足らむ〇 

今や水道に對しては每年六萬圓餘乂兩學校に對しては二萬一 u 千餘圓の國庫補助を受くるに至れ6而し 
て其動機の那邊に存するかは盖し識者を俟たすして知るへきのみ Q 

陳情書 

在朝鮮十一個居留民 IM ヲ代表スル民®議員ノ聯合協議會ハ滿場一致ヲ以テ左/希 Si ヲ決議シ之ヲ携へ 
テ山縣政務總監ヲ訪 t 親シク陳情ス\所ァ，タリ 

一、民阐所在地域-1ァル內地人*一對シ.テ現行民阐制以上-一完全ナダ自治制度ヲ施行ス 
一、地方ノ佾況二 m リタハ日鮮人合间ノ自治制度ヲ施行ス 
今又吏一一此書ヲ賭下ノ左右二呈スル所以メモノ、ノ民 LII 存廢ノ事7在■鮮母國民ノ直接利害一一繭ス，ノ 
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ミナ，ス鮮 地開费 ノ极本 意義-一期 係ナキ 能、 > ナ 〆 所獨 9 總督制令 ノ^®- 一 於タノミ決議セラレス5/夕 
恐 ラクハータヒ廟議一一上？ 議會 / 協賛ヲ經夕決定セラグへ.キ問題ナリト思考ス 〆 力爲メナ？ 

朝鮮二於テ我母圃民力直接經營シツ、アグ居留民_ノ現在数ハ京城、仁川、签山、大邱、馬山、元山、 
木浦、群山、乎壤、鎭南浦、新義州ノ十一ーーシテ或ハ遠ク幕政時代ヨ9自治ノ形體ヲ相傅シ來タシ者ア 
夕或ハ近ク十數年來ノ發 M ユ係，志アリ其起源沿革等必スシモー樣ナラスト雖現-一居留民圃トシタ存 
立スル v ノ孰レヵ多少ノ歷史卜存在/珂由ヲ伴ハサ 〆 ナク日骑併合ノ以前-一溯リ帝國ノ威信未夕八道 
-1 行ハレス政治上ノ保護 f ツテ賴ム(ヵラナ，時-一當リ卒先渡來シタ，日本人力自然ノ必要二驅ラレ 
便宜聚溜シタグモノ實二今 B 一一於ケル居留 K 團ノ前身ヲ成ス爾來幾多/年所ヲ M 其間屢々時變二遭遇 
シ危險周圍 -1 逼リ生死間髮ヲ容レナル如キ急迫ノ場合■ユ於テモ我同胞、％能ク耐忍シ堅持 i / ブ以夕現在 
ノ位置-一到達セリ大ナルモノハ人口五萬二達シ小ナルモノキ數千一 一 下ラス現二 I 箇ノ自治機關ヲ有シ 
學校、道路、勸業、衞生、警備等ノ費途 I 年殆ント四十萬111 - 一近キ者 r 7#. ク居留民ノ獨力負檐ヲ以 
夕辨シ未夕甞テ他カヲ仰ヵス吾人素ヨリ之ヲ以テ自治體/完全ナ，モノトハ云ハス然トキ之ヲ母國ノ 
市町村卜相比較シク其設備能力共-一甚シキ遜色 r V ヲ自覺セス要ス K 一 I 前記十一箇ノ居留民圃ハ朝鮮 
-一於ク，母國民ノ多數ヲ包容シテ各其所ヲ得セシムダ外一一朝鮮人-一對シク v 何等ノ義 務ヲ要 セスシク 

直接間接 n 其利澤 m 均霑セシメ期 セス シテ日鮮人同化ノ政策一一一致シ相共一一文明都市ヲ實現ス 〆 .ノ目 
日鮮通交吏附签山史後« 
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餌五章备政 K 及自价栊關 第二十八節自治檐駔 
的-一 澍シテ努力奮勵シツ 、ア，ナリ 

然，*一道路傅 フル 所-一依レ ハ當1 e -一 於ク r 近キ將來 -I 於 テ 今日/民 阐 制度 ヲ撤廢シ 下級行政 ハ日鮮人 
劃ーノ制度ノ下二總クヲ官憲ノ手一一 於7- 行ハントスパノ意アジト吾人在4埗國人-一収リーブ眞-一晴天薛 
靂ノ感ナクンハ非ス若シ風說フシ r 眞ナラシメ V 二十馀萬/在鮮母國民ハ M 圓ノ消滅卜共二全然旣得 
ノ權利位置ヲ失ヒ有司：31：制ノ狀態11復歸セサルへカラス斯クノ如キハ豈吾人ノ能ク忍ヒ得ル所ナラン 
ヤ或ハ日ク H 韓併合ノ趣意 C 過ク鮮人ヲシクー視间仁ノ治，一浴セシメントスルーーア产モ彼等ノ多數ハ 
依然トシテ 依 ラシムへク 知 ラシムへカラナルノ民ナ火與フ 7^- r 目 治制度 ア以タス 〆 力 如 キハ前途 尙歲 
月ヲ要ス今彼等/眼前-一於テ獨リ母國人一 I 對シ ー 7* /.、、特殊/制度ヲ設ク，力如キノ徒ラ，一彼等 ノ 誤解 
ヲ招キ新附ノ國民ヲ悅 M セシムル所以-ーアラス或，時機一一達スルマ7-民 LM 制度ノ撤廢は政策上已ムヲ 
得ナ V ナジト由來制度ノ別ハ民度ノ同シカラサ，ヨリ起，優越ノ民一ーハ優越ノ制度ヲ要シ未開ノ民一一 
ハ未開ノ制度ヲ要ス現-一日鮮人ノ間ニハ其能力性情習慣ノ遽， I 一致シ難キ懸隔 ry 漫然二者7混淆 i / 
テ同一制度\下 - I 立 タシ メントスルカ如キハ公平 IN 街フテ亂階ヲ招ク/嫌ナシ トセ ス平等ノ裡二差別 
ヲ立テ 民度- 1應シテ制度7定ム是レ兩者ヲシ テ 谷其所ヲ得セ シムル 所以 タラ スン ハ アラス朝鮮一一於ク 
ル H 本人 力居留民 M ナダ名^/下-一多年自治權ヲ保有シ來レルモノ畢竟上述ノ 理由 一一胎胎シ伴フニ苦 
慘ノ歴史 ヲ以クス多年承認すレタグ 制度 ヲ存績 施行 ジタレハ トク 之力.爲一|鮮人ノ誤解ヲ招キ累ヲ 政策 
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ノ上二及ホスノ虞ア交トス火 〆 抑モ祀人ノ憂 二 等 シキ ノミ 

吾人ハ搴口進ンタ現行民11制以上ノ自治制度ヲ要求ス現在ノ民刚制度ハ之ヲ母國/市町村制度一一比ス 
レハ幾多ノ不便不備アグヲ免レス吾人ハ現行民 la 制以上ノ自治制度ヲ-要求ス自治制度ニアラナ\制度 
ハ如何ナル性質ノモノニテモ又如何ナルロ實アリトモ斷シテ吾人ノ甘從シ能ンサ K 所ナリ 
吾人ハ平生總督府ノ施政一一對シタハ叨ソ-一異ヲ立夕見-一拘シ累ヲ當局一一及ホス如キコトヲ愼ムモノナ 
5然トモ今日ノ在鮮母國民ハ旣-一 m 純ナ，移民若クハ出稼人ノ秫鋇ユアラス至ル處都市ヲ建設シ主義 
精神ヲ有ス.ル自治»!體ヲ經營セリ其位置卜實カト/冀ク/當局亦之ヲ承認シク其意氣ヲ m 喪セシメス 
以夕大陸發展ノ先驅者タラシノンコトヲ 

今夫 レ强 ヒテ 民阐制度ヲ廢シ自治 ノ 權能ヲ否認 セ ハ恐クハ官民揆離ノ端是 レヨ？ 發セ ム而シブ新-一渡 
來セントス，母國 人ヲシ テ 趦趄逡巡セシム，一一至タハ滿韓移民集中ノ國是一一影響ナキヲ保セナラント 

ス 

以上民情 ヲ 吐露£/謹 夕淸楚ヲ 請フ若 シー 顧 ヲ煩スヲ得ハ誠- 一蕻 外ノ 幸ナリ 
大正元年十月日 

在鮮民 »] 議負聯合會 

新義州居留民會議員 月 成 動 

日鲜通交史附签山史後編 
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笫五章各政應 A 自治檐1 1 第二十八節自治機關 

新義州居留民會議員 加藤 鐵次郞 
同 鶸長田 中健士 
鎭南浦居留民會議長 馬場 嘉藏 
木浦居留民會議長 藤淼 利兵衞 
大邱居留民會議長 岩瀨靜 
群山居留民會議員 金淼玄 三 
馬山居留民會議員 弘 淸 111 
元山居留民會議員.西 田 常三郞 
同 ..大 塚 榮四郞 
‘ 平壤居留民會議員 古庄 仁太郞 
同 宮川五郎三郎 
同. 議長、內田錄 雄 
仁川居留民會議員 樋 n 平 吾 
同 議長 淺 井‘益 三 
釜山居留民會議員 板 田文吉 
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同 安武 千代吉 
同 岡楳 ± r 一 郎 
京城居留民會議員 皆; II 廣濟 
同 議長 海津 三 雄 
签山居留民團役所最後ノ幹部員 

民團長 大池忠 助 
助役 田 餾正平 
會計役 田 中信敏 

釜山.居留民會最後ノ議員 

光 藤 介 
三 翰 保'吉 
坂 田文吉 
香推 源太郞 
萩野彌左衞 R 
五 島 甚 ま 

日鮮通交史附爹山史後編 
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第五聿备政 K 及自治 機 瞄 第二十八節自沽機關 

安 武 千代吉 
松 本 小三郎 
井谷義三郎 

植 松 通太郞 
堤 貞之 
河內山品之助 
岡 楳三郞 
阪本岩 松 
山 中 庄次郞 
岩 崎 新 平 
顧 田 增兵衞 
田 中 秀治郞 
窪 田 悟樓 
迫 間 房太郞 
立 花增愛 
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签山居留地自治機闕歷代幹部員 


明治六年中 
闾 
同 
同 

自明治七年 
至明飧十年 

同 

同 

同 

同 

同 

同 

同 

自明治十年 
至明沧十一年 

同 


用番豐 武七 
间 阿比留久治 
同 櫻井覺兵衞 
同 三井善右衞 S ： 
同. 浦瀨佐兵衞 
同 齋藤’治郎作 
间 櫻井覺兵，衞 
同 梯要助 
同 竹衬善九郞 
同 高木政太郞 
同 野田淸•三郞 
同. ■ .齋藤萬次郞 
保長頭取 靑山繁治郎 
書 記 阿比’留護助 


日鲜通交史附釜山史後編 
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第五韋各 » 鹿及自治梼關 第二十八節0治機關 

0 S 保長頭取 吉一副喜 A 郎 

總代 川湄疋.幹 

祕長頭取心 ■ 阿*«護助 

總代 佐 原 純 一 
| 贼 太田秀次郞 
民 長 石原半右衞.門 
同 栗 屋端一 
民圓長 島 田 歸 
同 大池忠 助 
居留地會及民團議員在職年數 . 

一 宮 丈三郞 自明治±11羊月至十五年1月 一年 BB 月 
井上 湧次郞 自明治十三 iH - 月至十五年三 B 一年 
犬 束彈吾 自明治十四年十二月 ig 十七羊月 二年 • 
伊藤 新 七 自明治十七年一月至同年十 fl 月 一午 
諫山運 平 自明治十六年五月至一一十六年八月 八$1月 


明治±一 I 年 Malils 

自十三年四月至十四年二月 
自十四年三月至二十六年十一月 
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今 村 政治 

印 束衞助 
今西峯三郞 
伊藤甚三郞 
石 川 典 平 

磯谷喜三郞 
生尾久 治 
石田信一郞 
副議長 石峙遝 二 

稻田仲 次 
岩峙新 平 
岩鶴金之助 
磁村 武經 
S 橋 一郎 
井谷義三郞 

R 鮮通交史附荃山史後镯 


自明治十九年11月至二十年1月 一年 
自明治一!十九年六月里四十四年一月 十二年七月 
自咧治三十年九月至四十1年十月3年十一月 
自明治三十一年九月至三十七年七月 1月 
自明治三十一年九月至四十四年一月 五年三月 
自明治三十六年 A 月至三十九年八月 H 年一月 
自明治三十六年八月至三十九年八月 一一一年一月 
自明治三十七年八月至三十八年八月 一年一月 
自明治三十八年 3 L 月 M 三十九年 Aw 1年一月 
自明治三十八年八月至三十九年八お 一年四月 
自明治一一 H - 九 JH - 月至大正三年三月 七年六月 
自明 治四十1月至大正 二 年一月 四年四月 
自明 治四十四年二月 M 大 IE 二年一月 一一年 
自明治四十四年二月至大正二年一月 二竽 
G 六正二年二月至大 JE 三年三月 一半 二月 
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Original from 
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m 五 ^ 备敢廳及〇 治 機關 第 ::十八節 c 治 機關 

花 田 孫兵 ® as 治十二年九月至十五筇 七：：：： 一一年一百 
橋邊伊左衞門 自明治十二苹九月至十七年一一年二 月 
获野 彌左衞 S ： cr 淸ナニ年九月£大 IE 三年三月 八年 A 月 
秦孫右衞門 自叱治十二年九月至一一十年八月 一年十月 
春 田 生 七 自明治十三年十月至十四年一月 四月 
蓮 香 善-平 自明治十四年三月至二十年九月 六年七月 
秦 喜 左衞門 自明治十六年 i 至一一十年九月 四ギ贵 
旗 島.勝 興 a 明治十四年九月至同年十1月 三月. 

迫 間 房太郞 自明治十七年一月至大正三年三月 二十八年五月 
長谷川淸 •吉 自明治二十年一一月至 P -1 年九月 八月 
橋 本.彌三郎 自明治二十四 年 八月 35 二十五年九月 一平 一一 月 

迫 間 保太郞 自明治四十四年二月 M 大 ¥ 一年一月 -年 
長谷川要太郞 6明治 H 十八年八®至三十九年べ月 Is 月 
.西 川 敬.之助 自明治十三 年 四月至同年九月 山ハ月 
西 村 傅兵衞 自明治十七年 K 月至11一十一年 A 月 .一年十一月 
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爾 fflmtt 
本馬卯 H 部 
議長及副議長 保.家.貞 八 

璺：武 七 
十' M 常 七 
富•田重五灕 
0 .善三« 
土 肥福三郎 
議長乂 a 議長 藤 佐：.’嘉衡 

S 田杂右衞 H 
一 i 一 UIIA 議長土 岐 .僙 
副議長 東■條 三郎 

豊田福太* 
辟競“副議-長藤 «* 

H 十九年 I A ヒ c kK 

十日木杯一姐±* 鮞 廉 

日鮮讪交*.附釜山*前編 


C 明治！一十年】一月至二十】一一年九月 U 一年八月 
自明治十 H 年•：ハ月至十九年四月― ♦ 年十月 
自明治十三年十月至四十一年十月 二十六年 
自明治十二年九：：：；至十三年 H ; J 七月 
自明治十二 f 月 M 十三年111月 七月 
自明治十二平九月至十五年 H 月 一年九 
自則治十二年十 A 至十五年七月 一年一月 
自¢1治十 H 年 WH 至； g 年九 W 六 A 
自扪治十三年九 W 至一一十九年十二月 十 3 L 年力月 
自明治十五年七月至十六年一月 七« 

自 B / J 治二十 H 年九月至二太年十二月 五 ® f 
自明治二十八年ーハ月里二十九年八月 一年三月 
自明治二十九¥二月至三十八年八月 八年九月 
自明治二十 1 ¥力月至三十 A 年二月 五年九月 
齒明治 H 十一年八：=；至三十八年八月-1.ハ年一一月 


Digitized by Google 


Oriainal rrom 

COLUMBIA UNIVERSITY 



■ 篁 ftO — 


第五 聿各政 « A 自治機 n 第二十八節自治 * H 

豐田 邦吉 
沼田宗次郎 
t ? HAn 議長大■池忠助 
議 長 大櫥竿七郎 

落 合 _ .妨 
大 石 勇. 造 
小野卯兵衡 
小倉 ：幸 
奥川嘉太郞 
大河原源吉 
大宅保 市 
大 浦 叁 
大久保軍. 二 
大河 Is 貞喜 
沖永吉五郎 


自明治三十八年五月茧同年八月 四月 
自明治十八年八.月至十九年四月 九月 
自明治十二年九月至大正11¥月 三十年六月 
自明治十一一年九月至十六年一月 一年五月 
自明治十三年四月至同年九月 六月 
自明治十三年四月至同年九月 六月 
自明治十四年111月至十六年六月 一年九月 
自明治十五年一月至十六年六月 一年三月 
自明治十五年八月至十六年五月 十月 
自明治十六年十月至十七年一月 四月 
自明治十六年八 B 至十七年一月 六月 
自明治十六年六月至十八年七月 一年十一月 
自明治十七年一月至二十年九月 三年九月 
自明治十八年一月至十九年五月 十月 
自明治11十年十月至！一十一年九月 一年 
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副議長 大 ; 橋 .淡 
'小&苕次：郞 
大 惠 离 ', 造 
大久保德藏 
尾+高 次' 郞 
簸 長 小倉胖 H 郞 

小方」駒嫌 
沖永»三® 

大 M 楳三 W 
•.小深宇 H 郎 
岡 楳三® 
渡邊要右衞門 
副議長 和田' 五郞 

和田野茂光 
釜谷想右衞内 

日鮮通突史附釜山史後阑 


自明治二十一年四月至二十八年七月 三年七月 
自明治.二十六年九月至 H 十年八月 四 年 
自明治二十九年八月至三十九年八月. .四年五月 
自明治三十年九至三十！年九月 . 〗年二月 
•自明治三十！ ¥呈三十三年一月 1竽四月 
自明治三十三年七月至一 n 十五年九月 二年三月 
自明治三十111年八月至三十九年八月 it 年二月 
0 BJJ 治三十八年五月 至.同 ¥八月. 四ガ：. 

自 nji 治四十一年十月至四十二年六月 九お 
..自明治2：十四年二 n 至大正二年 一月 一^十一月 
肖明治四十四年二 W 至穴正三年 1 11月 H 年二月 
自明治十 11 年九月至十：1一年九月 一年一月 
會明治十ーニ羊月至と十年一月 四年 
自明治四十21年二月至大正二年一只 二年 
自明治十二年九月至十三年九刀 1年一 R 
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神崎德郞治 
梯 要.助 
勝 田： 勝 

河內善九郎 
梶山嘉兵衡 
議長及副議長 梶山新 助' 

川湄 正 幹 
議長及副議長 龜谷造次.鍰 

海津茂太郎 
梶山 嘉 - 
海江田卒助 
龜谷変 助 
河•村萬次郎. 
加 來槌三 
璣 長 香推源太郎 


自明治十二年九月至十八年一月 二年六月 
自明治十二年十月至十七年六月1^4-1月 

自明治十三 4 H - 月至十四年一月 四月 
自明治十三年四月至同年九月 六月 
自明治十四年四月至十七年七月 一年 
自明治十五年一月至同年六月 力^ 
a 明治十五年一月至 N 年五月 五月 
自明治十五年一月至二十九年五月 十一•年 
自明治十五年七月至十六年一月 七月 
自明治十五年八月至二十年九月 五年一一月 
自明治二十四年一月至二十五年一月 一年一月 
自明治二十五年二月至二十七年七月 二年六月 
自明治二十六年九月至二十九年八月 三年 
自明治二十八年六月至同年十月 五月 
¢1 明治四十- K 年— H 至大£三年三月 1 一一年一一月 
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ヾ吉 深 增.作 
/吉，«松藏 
.橫 •松 淸助 
.田宮一一 一. 之妨 
田中虎±妨 
瀧川慎^ 三 
餓長 高. 棰 •.平 格 

橋/ 與 •市 
高洲•器 I 
田中柳右衞一: 
由 中順•時 
高瀨政太郞 
由 嫌 正卒 
"田中國 一一 I 郞 
竹 下佳鼸 

, A 鲜通突史》釜山史後編 


自明治十一一年十月至十三年九月 十月 
自明治十三年十月至十四年七月 十月 
自叨治十四年十月至十五年一月 四月 
自明治十二年九月至二十八年五月 七年二月 
自明治十三年六乃至十四年八月 九月 
自明治十 W 年九月至十五年一月 五月 
自明治十四年一一月至十五年1月 , 一年 
S 削治十四年十月至十九半一月 .三年七月 
自明治十七年一月 MN 年七月 七月 ： 
自明治十七年十二月至十八年七月 八月 
自明治十八年八月至十九年一月 六月. 
自明治十八 iH - 二月至二十九年八月 四$月 
自明治三十九年十月至大1£二年十一月 七年二月 
自明治四十1¥月至叫十三年七月 . 1¥月 
自叨 yfrw 十 W 年二月至大5一年一月 三年 
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供五章. 各玫 JB 及自治機關 第二十八節自治 檐 M 

田.中秀治鄞 自大•止15 iw 至二月 干一月 
立 花 曾？愛 自大正；一年-¥至； S 年十-一月 十ーガ 
想 島 和. 作- 自 B 治十一？九月至十 H 年九月 一年一月 
早 田淺之助 自明治十五年一月至二十五祀五八年五月 
鶴 田權六 自 IJJJ 治十八年七月至二十年-- - 月 一年七乃 
鶴 野 -四：郞 自 B 治三十三年九月3!三十五牢八月 二年 
堤 貞之 自明治2十四年11月至大]£115三月 一-一年一一月 
中 山 喜兵衞 自明治十二年九月至： S 年十月 二月. 

永 瀨俊二郞 自明治十四年九 M 至十六年五.=; 一年五 n 
成 .瀬 志 EllIJrfr* 十四年二月至二十'¥一月 一年 
成 瀬 千太«5自明治十五年四月至十八年一月 二年五 / J 

永 野 利右衞門 自明治十五年八月至十六年十月 一•年 If . 
中 .川 . 良 R 叨治十 31 年芄 W 至二十年八月 2:年三月 

中.川 喜右衛門 自明治十八年一月至 S 年十二月. 一年 
中- .根 .. 猛 自叨治二十四年1 a 至二十五年一月 】年.一月 
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中尾勘一郞 
永 野 萬 助 

枯3 S 日中上' 顦三郞 
面 上 中上與作 

中村 俊松 
村 瀬，喜久藏 
六澤安次郎 
村尾鐘之助 
. 宗像•豐」輔 
村上元治郎 
上野庄作 
梅野德治 
上 野敬.助 
植松- A 右衞門 
內 山 叶 

B - 鮮通交史附餐 山史後 編 


自則治二十八年九月至】一一十年六月 一月 
自明治二十九年十二月至三十六年三月 五年五月 
自明.治三十年戈月至三十八年八月 七年一月 
自明治三十年八月至一一一十七年七月 六年！月 
自明治三十八年八月至四十四年一月 四年四月 
自明治十二年九月至十四年一月 一年五月 
自明治十叫年一月至 E 年六月 六月 
自明沽十六年'月至同年十二月 五月 
自明治十八年七月至十九#五月 十一月 
自明治三十八年八月至大正二年一月 七年三月 
自明治十二年十月至十四年一 H 十月 
自明治十三年十月至！：年十二 W 三月 
自明治十三年四月至同年九月 六月 
自明治十三年六月至二十平一月 一年三月 
苗明治十 H 年 十 W 至十七^七 M 二年五月 
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第 3 L 章# Hr Jel 及 fi 治機關 第二十八節自治楫賊 

梅 野 幸左 il 門 自 ll » J 治十.^年< 月至十七年一 W 六月 
長 上野 永 次 自明治十七年十月至二十八年九 W 九年十一.月 
擠木 儀三郎 自明治二十七尔二月至““一十年八月 二年十月 
內山直 a 自叫治三十年九 WM 三十四年へ月 - W 年 
上 田 定.策 QHJJrff 三十四年九月 0 一十五尔九 ; J .一年一月 
內由 米太郞 自明治三十八年八月 mS ： 十ーザ十月 一.11 年一万 
榷松 通太郎 自大正二年二月至大 3 Enu -'!* H 力 .一年二月 
野 田卯 X 郞 自明治二十丸年六 s -二十單人月 K 年！：月 
野 口彌三 自明治三十六年 fM 三十七年七月 一取五^ 
野 口 弘 毅 〇明治叫十 I 年十 H 至 S 十2:¥一 月 二年四月 
國 g 建 一二 自明治十六年八月至十七年 I 月 六月 
象 田 伴 藏 自明治十七年三月至二十年二月 二年 
議 .長. 菓 原$冬 1治 t 年 S 月至二十示六月 一!年方月 
S 針臥 tsIIt 四黑岩邦太郞 息治一一千？月至？<年分 ャ5ハ月 

倉.成.熊 助 自明治三十一年九月至三十七年七月 W 年一月 
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山山山安保 oj a 窪 

田口川武田本松田 

靜 縫 磊 

與 g 壽 新 梧 
之 三奇‘ 

助作新富郎一智樓 


山 

山 

山 

山 

柳 


本 

崎 

路 

本 


i-Ht ilif 一 ^長矢橋 

山 本 

B 鮮通交史附釜山史後編 


淸 記 
謙.吾 
政之助 
總三郎 
壯 藏 
寬一郞 
純 一 


0叨治 一: i 十八¥八月至大正三午三月 六苹七月 
自叨泔四ナー年十月至四十四年一月 二 年四月 
自明汸十三年十月-至十七年六月 二年十月 
0明治十三年十月至十四年十二月 1.年三月 
自明治十丘年一月茧时年七月 セ月 
6叨沿十四年ーー1月至同年八=; 六月 
Bllji 治十五年一月至 rRJ 年五月 五月 
ft 明治十叫年三月至！：年九月 七月 
S 叨治十一！年二月 M 十六年四月 i 年四月 
自明治十四年一月至十九年八月 二年九月 
0 li)J 沿十五 年 十月茧十七 年 七月 I 郎 十月 
自明治十九年二月 M 一一十年一月 1年 
0明治11十¥十月至 二 十一年三月 六月 
自叨治：一十六年九月 mill 十六年三月 八年九月 
C IJJJ 治二十 九 年 八月至大正一一年一月 十三年六月 
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第五章各政廳及 s yff 機關 第二十八節0治機關 


議長、副議長 


日众齑一個チ受ク 


山川吉太郞 
安武千代吉 
山中庄次郞 
九島八兵衞 
松井彌 平 
松尾元之助 
牧 田龜吉 
松 前才助 
松本小三郞 
福田增兵衞 
藤 森 重 助 
藤森龜助 
藤田辰三郞 

古藤 庄藏 
後藤嘉右衞門 


自明治三十一年八月至三十五年八月 
自叨治2:十一年十月至大正 11 一年三月 
自大正二年二月至同年十二月 
自 BJJ 治十 H 年十月至十九年八月 
自明治十四年十月至同年十二月 
自明治十七年一月至三十三年六月 
自明治二十五 年 二月至二十六年七月 
自明治一一十九年六月至大正二年十二月 
自大正二年二月至大正三年三月 
自明治十； 一一 年四^至大正三年三月 
自明治十九年五月£二十年二月 
自明治二十九年八月至三十四年十二月 
自明治三十 H 年八月至三十七年七月 

自明治十二年九月 M 十三年九月 
自明治十二年九月至 P -1 筇十月 


四年一月 
五年六月 
十一月 
三年六月 
三月 

十三年六月 

5ハ月 

十二年八月 
1年二月 
二十八年四月 
十月 
二年五月 
四年 
一年一月 
11月 
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長 
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近藤眞：喜太. 
小‘ •林、淸 吉 

»分.. 建 '::見 

國分佐一郎 
画，分 常 助 
古藤昇一郎 
木本 晋治 
五島 甚吉 
小宮萬治郞 
河內山品之助. 
江 口 辰兵衞 
江島廣右衞門 
手.島 利 魚 
赤峙精一 
荒木 恒介 

B 鮮通交史附签山史後編 


自明治十三年1 パ月至向年八月 
自明治十三年十 w 至同年十二月 
自明治十四年一 n 至十八年七月 
自明治十六年十月至十八尔七月 ■ 
自明治十六年十月至十七年七月- 
自明治二十年二月至三十八年11月 
自明治一一十九年六月至 H 十八年五月 
自明治二十九年八月茧大茈三年三月 
自明治三十六年四月至大正二年一月 
CIJIJ 治四十四年二月 M 大正二年二月 
自明治十二年十月 31 十四年八月 
0 RJI 治十四年九月至十七年十二月 
0明治三十ス年三月至四十一年十月 
S 明治十一5九月至十ーニ年三月 
自明治十四年三 A 至同年八 W 


三月 

三月 

二年二月 
一年十月 
十月 

十四年十 I „ 
七年 

十一年八月 
二年五月 
二年十一月 
1年五月 
一年五月 
五年七月 
七月 
六月 
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依窣五备政 腔及 自治 機 關 第二十八 節 自治 機關 

秋山 直 一郎 
芦濱 忠太郞 
荒尾 辰三 郞 
荒 井滎造 
楔 井 覺之助 
侔藤卯 平 
倖 野但嘉 
議長 佐 藤. 峻二 
i-HR-fHAs^ 一 ^ 坂田與市 

佐々.木 熊吉 
倥 藤忠一 
澤木安次郎 
佐 藤 直太 》 

_ 長 佐々 木 學 
副鶸長 楙：茂 夫 


自咧治十四年十月至十五年一月 四月 
自明治十七年一月至同年七月 七 IJ 
自明治三十二年九 A 至三十三年三月 七月 
自叨治三十三年七月至三十四年八月 一年二月 
自則治十：一年九お至十三年九月 I 年一月 
自明治十二年九“至十三年一!一月 七月 
自明治十四年三月 M 十七年三月 十一月 
自明治十四年二月至二十年九月 三年二月 
自叨治十八年七月至三十五年八月 十二年七月 
自明治十九年十 W 至二十五年一月 四年一一月 
自明治二十年二月至二十 I 年七月 一年六月 
自明治二十一年八月至二十三^4•二月 11年五月 
自明治二十五年六月至一一十八¥月 三年五月 
自明治二十五年十二月 M 三十三年八月 六年十月 
自明治二十六年八月至二十八年五月 1¥月 
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坂 

K 

木 


田 

田 

村 


文 吉 
岩 松 
良 助 


幾度，健 I 郞 
* 村锤右衞門 
北衬 勝 藏 
本下安太郎 
牝村敬介 
木村 雄 次 
桐糌 槿吉 
一一一澤 友 助 
，三 木 丈 作 
宮原忠五郎 
、三 木久米治 
三 翰 保 吾 

日鮮通交*.附釜山 St 後編 


自明治 H 十九年十 A 至大正 H 年三月 
自大¥1年二月至大正三年三 fl 
自明治 十 H 年十月至同年十二月 
自明治 十四 年二月至同年七月 
自明治十八年一月至11十年一月 
自明治二十八年十一月茧三十年八月 
自明治三十六平三月至 H 十八年四月 
自明治三十七年八月至一一一十九年 H 月 
自明治 H 十八年五 H 至三十九年八月 
自明治三十九 3 H - 月至四十一年八月 
自明治十二年九月至十三年九月 
自明治十 H 年十月 M 十九 年一月 
自明治十三年十月至三十二年八月 
自明治二十八年十 一 B 至111十九年八月 
自 IJJ 治四十四年 二 B 至大正 H 年 H 月 


七年六月 
一年二月 
三月 
六月 
二年一月 
J 年十月 
二年二月 
一年八月 
一年四月 
一年十一月 
一年一月 
一年五月 
九年八月 
一年八月 
三年二月 
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第五 3 S 各故腔及 c : 治機關 第二十八節自治 供 M 

光藤 介 自大 3 E 二年二 A 至大 1 EH 年 H 月 一年〗一月 

'修 行 M 次郞 自明治十三年十 n 至十四年七月 十月 
鹽 津 良 助 自明治十四年一 A 至同年七月 七月 
白 水 達 自 S 治十四年 11 百至二十¥ 九月 三年六月 
島 井 安積 自 HJ ] 治十六年五月至：！年十二月 八月 
島雄淸•三郞 自叨治十四年十一 IW 至十五年四月 五月 
柴田德 造 自明 rfr 十六年 一; 1 至二十年 九月 二年十月 
議長、副議長 白 石 直 道 自明治十六年一月至十七年五月 一年五月 

白 石 葡 自明治十七年 一 月至 二十 年一月 二年七月 
下 條三郞 自明治二十二年十一月至 11 十六年 八月 三年十月 
柴 田 重兵衞 自 BJJ 治一一十 S 年一至二十六年八月 二年八月 
0 長 島 田 歸 自 S 治 H 十五年 八 =:至四 十一 一年十月 六年 九月 

白 井 •朴 自明治 H 十五年九—三十七年七月 一年十一月 
久 井 孫：兵衞 自明治十七年六 A 至二十年一^ 11 年八 -. fi 
.森 岡..佐.太® 自明治 114 -九年八月至二 t ハ年八月 四年一一月 
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關岡 幸次郞 自明治十四年九月至十八年 七月 一年五月 
末 永秀一 自明治十三 iH - 月至 H 十九年八月 1一一 W 月 
^-木^^自明治十四年四月至十五年七月 一年四月 
杉 村 信 成 自明治十九年一月至二十年一月 一年 I 月 

計 一一？ I 四十九名 

居留民 Ha 法 n ^ 年 j»f 

第一條専管居留地、各國居留地、雑居地其ノ他-一住居スル帝國臣民ノ狀態-一依9外務大臣.一一於夕必 
要卜認ム，トキハ地區ヲ定メ其ノ地區內一一住居スダ帝國臣民ヲ以テ組成ス\居留民搠ヲ設立スダ n 
トヲ得 

居留民團ノ廢置分合又ハ其ノ地區ノ f 二 ffi スル事項.ハ命令ヲ以テ之ヲ定ム 
第二條居留民團ハ法人トシ官ノ監督ヲ受グ法令又ハ條約ノ範阛內二於テ其ノ公共事務及法令、條約 
又ハ慣例 I 一依9之一一屬ス , 事務 7 處理ス 
第三條居留民團-一吏員及居留民會ヲ置ク 

第四條居留民會ノ組織、居留民阅吏員又ハ居留民會議員ノ任免、選擧、任期、給與及職務權限等-一 
關スル事項 M 居伢民阒ノ財産、負債、營造物、經費ノ賦課徵收及會計-一關スグ事項/命令ヲ以ク 

日脖通 交附釜 山史後編 
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坑五 J,t 各政脃及自治機期第二十八節自治楗 N 9 
之ヲ定ム 

第五條居留民^/領事、公使及外務大臣順次二之ヲ監督ス但シ土地ノ情況11依9第二次ノ監督ヲ省 
蓉ス ， n トヲ得 

前項監督*關シ必要ナ,華項、ノ命令ブ以夕之ヲ定ム 
第六條居留 K 湖設立ノ際其ノ地陡內•一 住居スダ帝國 臣民ノ共问財産 及負債 ノ處分其ノ他本 法 施行，一 
關シ必要ナル事項ハ命令ヲ.以夕之ヲ定ム 

居留民 IM 法施れ 規則_治的+;|^セ 舢 
第 I 章 雄» 

第一條居留民 M /廢槪分合乂メ其ノ地區_稱/變更ハ統監之ヲ定ム 
前項ノ處分二付財産處分ヲ•要スルトキ、 vn 係居留民會又ハ之一一準スへキモノ、意見ヲ徵シ理事官之 
ヲ定ム 

第二條居留民 KaS 地區內二住居ス，者ハ其ノ居留民トス 
居留民/居留民搠ノ財產及營造物ヲ使用スル楢利ヲ有5/其ノ負擔ヲ分任スル義務 ヲ負7 
第三條居留民，法令/定ム 〆 所-一依リ其ノ地區內二住居ス<外國人ヲ保譲ス,義務 ヲ負フ 
第四條居留民闸ハ居留民ノ權利義務 A 居留民圓ノ§-1 關シ 居留民 糊 規赳 ヲ設ク ゲ n トヲ得 
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第一•一事 居留^脚斑員 
第五條居留民_二民長一名ヲ置ク 
民長ぐ統監之.ヲ任$, 

第六條民長ハ居3民跑_統轄シ之ヲ代表シ及其ノ行政事務ヲ擔任ス 

繁條，民長、 V 居留民 M 吏員ヲ指撺聲督ジ逢 --? 對シ 10^ ヲ行メ 其ノ* 戒處分パ.}-®以下ノ過怠金及 
蹲货卜.•ス 

第八.條居留民 M - 一 肋役§計役译一 .名ヲ.置彡伹シ..届 © 民-^則ダ V J 4 夕.助^/寶ヌニ名トシ®- , '8* 
役及會計垛 ヲ歡力 ， •?• ル n 、 t . nv © 

助役及會計役ノ任期ニーー箇年卜.ス 

肋^及會計役メ奠ソ推猙二繁居留|2會之ヌ賺レ.&|8^.誔.可ヌ受夕..へシ.. 

第九條助役- V 民'. ^ 民長，震ず vt ♦ハ.•之？^34; 

辫十條.會計役；居留民 _/,«• 事狻ヲ掌ル‘ 

„ 會計役，辑力，サル.居留民團-一在？ネ.ス遺、ィ事務メ，理事官ノ定ムル所-一依ジ民長、助役又ハ書記之 
- ー ヲ■兼攀夕 

14:第ナー條居 tif 民 fe :ぐ€^受 V . 前 M 第二項 V 規定1依リ會訃事務ヲ掌ル者事故アルトキ；；之ヲ代理 

11 日辟 sia 交 g 坌5史，.後曲， 
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供五窣各政 M 及自治機 H 第二十八節自治機 H 
スへキ吏員ヲ選定シ理事官ノ認可ヲ受クヘシ 
第十二條居留民搠一一書記及必要ノ技術員ヲ置キ民長之ヲ任免ス 
書記及技術員ノ定數ハ居留民 11 規則 ヲ以夕 之 ヲ定ム 
第十三條書記、ノ民長ノ命ヲ承グ庶務二從事ス 

助役ヲ置カナル居留民團二於夕民長事故アルト 3 ?• ハ 會計 役、 會計 役ナキトキ ->> 首席 書記之ヲ代理 ス 
第十四條居留民^吏負ハ有給トス但シ 官吏 f ゾタ民長-一任 命 セラレク 〆 者ハ此ノ限ニアラス 

第三章 居留民 會 

第 十五 條居留民 會 議員ノ定數ハ 八人以上三十人以下 一一 於ク 理事 官之 ヲ定ム 

第十六條居留民-ーシテ滿二十五年以上ノ男子一年以來其居留民阑税年額五圓以上ヲ納ム 〆 者ハ選擧 
權ヲ有ス但シ禁治産者及準禁治産者ハ此ノ限二在ラス 
第十七條選擧權ヲ有ス 〆 居留民、ノ被選擧權ヲ有ス但シ左一一揭ク X 者ハ此ノ限二在ラス 
一、理事廳ノ官吏及居留民團吏員 
一一、神官、神職、僧侶其ノ他諸宗敎師 
三、學校敎員 

第十八條居留民會議員ハ名春職トス 
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居留民會議員ノ仟期二一箇年トス 

• 第十九條民長ハ選擧ノ期 B 前五十日ヲ期シ其ノ日ノ現在•二依ヅ選擧人名簿ヲ調製ヌへシ 

選擧人名簿二 sa セサ x 者及登錄セラレダル者 v 選擧權ヲ有セサダ者ハ選擧一一參與ス〆コトヲ得ス 
選擧人名掰調製後-一於- K 選擧ノ期 H ヲ變吏スル n トア，其ノ名簿ヲ用フ 
選擧人名簿ハ其/調製ノ H ヨクー简年以內丄於夕行フ選擧1一用フ 
節二十條民 & S 取ノ期日ョプ少クトモ 七日 前-一選擧曾場投票ノ日時及議負數ヲ吿： ：小スヘシ 
民長ハ選羅唞務ヲ統轄シ及選擧會場ノ取締二任ヌ. 

第二十一條選舉、 X 投： f ^ c リ之ヲ行 フ投票 二 _員定數二十人以下二 在タハ其ノニ分ノ ー、二十 四 
人以上-一在•スハ其ノ三分ノーノ被選擧人ノ 氏名ヲ記載 シ撰擧人自ラ民長一一之ヲ差出ス ヘシ 
投翦ニ ハ 選 擧人ノ氏名 ヲ記 載スル n トヲ得ヌ 
投‘恕用紙 ハ ー定/式 二 依リ民長之ヲ調製；X及配付ス ヘシ 

第二十二條居留 lie 會ノ選，有效投•票ノ蠢ヲ得タグ者ヲ當選衷トス但シ其ノ得票ノ數五票ヲ 
下， n トヲ得ス 

前項ノ規定二依リ當選者7定ム，二當リ得悪ノ數 IPJ シキ トキ ハ年長者ヲ 取？ 年齡同シキ トキ/民 fe 
抽籤シク之ヲ定ム ■ 

日鮮讪交史附签山史後編 
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第五萆备政11 A 台治第二十八節自治糲 H 
民長ハ當選者11當選ノ旨ヲ吿知スヘシ 

.當選者其當選ヲ辭セントスダトキハ當 S ノ吿知ヲ受ヶタグ日ヨリ五日以內二民長-一之ヲ*^ッへシ 
當選者其當遺ヲ擗シタ，トキ、ノ第一項及第二項ノ規定-一依ブ之ヲ補フヘキ當選者ヲ定ム 
第二十三條民長ハ選擧錄ヲ調製スへシ. 

選舉ヲ終？夕\トキハ民畏ハ直-一 is 舉錄ノ賸本ヲ添へ之ヲ理事官-一報吿スへシ 
第一一十四條居留民會議貧中闕員ヲ生シ其闕員ノ數議員定數ノ三分ノー 以上-一至ソタルトキ/補闞選 
擧ヲ行7 

補闕議員/前任者ノ殘任期 間 在任ス 
第二十五條居留民會ハ民長/提出ス，議案ヲ議決ス 
左ノ事項ハ居留民會ノ議決一一付ス 
,居留民拗規則 

二、 居留民捌費ヲ以夕支辨スヘキ事業 

三、 歲入出豫算 . 

四、 歲入出豫算ヲ以夕定ム K モノヲ除クノ外 義務 ノ負播及楢利ノ 抛棄 

五、 財產及螫造物ノ管理方法 
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武、不磡産 〆 取#*處分 

七、 基本財産及積立金ノ靛 { t 及礙分 

八、 居 , ®民 , 131 - I 係,訴訟及和解 

第二十六條居留民會ハ議員中ヨリ議長一名ヲ選擧スヘシ 
辑長事故ア\トキハ臨時一一議員中ヨリ假議長ヲ選擧スヘシ 
第二十七條議長ハ會議ヲ祙轄シ議場ノ取締一一任ス 
第二十八條居留民會ハ民長之ヲ召集シ又開閉ス 

召集及會議ノ事項ハ開會ノ日ヨジ少クトモ三日前-一之ヲ居留民會議員ヲ吿知スへシ伹シ急施 7 要ス 
\場合/此ノ限•一 在ラス 

第二十九條居留民會成立セス、召集-一應セス又3會議規則/規定-一依リ會議ヲ開ク=>卜能ハテ/*^卜 
キハ民 長 ハ碑 事官ノ指揮 ヲ請ヒ 其ノ議決 スへキ 事件ヲ處分ス A n トヲ得居留民會-一於 テ其ノ 議決ス 
ヘキ 事件ヲ議決 セナ K トキモ亦同シ 

居留民&ノ議決スへキ事件*一關シ其ノ閉會中二於夕臨時急施ヲ要ス K モノアルトキ/民長、ノ之ヲ專 
決處分スル rf トヲ得 

前二項,處分ハ次囘/會饑•一於夕之ヲ居留民會二報吿スへ 、〆 

第二項ノ處分二付異議 アグ+キハ 居留足會/斑事官二之ヲ tJt ッた '=, トヲ 得 .. 

丨:0 鮮 通交 史埘爹山史 後編 
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ゝ笫五章各政•域及 B 治栂關 第二十八節 n 治敉關 

第、11 .! 十條居留民會/會議規則及傾聽人取締規則ヲ設ク现事官ノ認可ヲ受クヘシ 
會議規則-ーハ其ノ規則-一違反ス，議員一一對シ居 ® 民會ノ議決二依リ艽日以內出席、停止シ又ハ五圓 
以下ノ過怠金ア•科ヌル規定ヲ設ク,3トヲ得 

第四章’財產及收入 

第三十一條居留民 M ハ不動產又ハ務立金ヲ以テ基本財産ヲ設谠スへシ 

第ーニ十一一條居^民_ハ其ノ公益上必要ァ\場合-一於•グハ寄附又ハ補肋ヲ爲スコトヲ得" 

筇三十三條居切民 IM /居留民 ra 稅、使用料、羊數料及夫役現品ヲ賦諜徴收ス>コトヲ得： ... 

第一一：十闷條.居衍民ーー非スト雖居衍民11/地區內_一於テ十地、家屎、物件ヲ所有シ使用シ若ハ占有シ 
又ハ^業ヲ爲シ又ハ特定ノ籽爲ヲ爲ス者ハ其土地、家屋、物件祭業若ハ其ノ收入 CS . 對シ又、 V 行爲 ir 

ヾ ff シテ賦課ス W 居扨税ヲ納 . ムダ義務ヲ負フ其ノ法人夕，トキ亦同シ 

筋三十五條數個人又/居留 KM ノ地 M 內ノー部一一對シ特•一利益ァパ事件一一對シテ、ノ特別ノ負擔ヲ、爲 
サシメ又ハ不均ーノ陚課ヲ爲スコトヲ得 - 

第一】：十六條居留民搠税、使用料、羊數料、'過料、過怠金其ノ他居留民聞ノ公課ヲ定期內二納付セナ 
声者アルトキメ民長/期限ヲ指定シヲ之ヲ督促スへシ其ノ指定ノ期限內二之ヲ納付セナ 〆 トキ、ジ國 
說滯納處分ノ例-1依9之ヲ處分ス 
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前項ノ場合一一於•ア國税徵收法第三十二條-一當グ者二年以下ノ禁銅又ハニ百圓以下ノ罰金一一處ス 
民長ハ納稅者中特別ノ事情ア，者-一對シ會計年度內-一限リ納税延期ヲ許ス=>トヲ得其ノ年度ヲ越ユ 
ダ場 41 ハ居留民會ノ議決ヲ經ヘシ 

民長；特別/事情アル者 二 限 9 居留民會ノ 議決 ヲ經テ居留民團税ヲ減免ス，コトヲ得 
第三 十七 條 本則* 一依ル徵收金ノ追徵、還付及時效-1付7-/國税ノ例-一依， 

第三十八條居留民 L 1 税、使用料、手数料及營造物又/財產ノ使用方法 -1 闕ス火事項ハ居留民間規則 
ヲ以夕之ヲ定ム其規則-ーハニ十五圓以下ノ過料ヲ科ス，規定ヲ設クグ 3 T トヲ得 
民長ハ遇料-一處シ及之プ徵收ス其處分 n 異議アル者ハ理事官-一申立ツルコトヲ得 
第三十九條居留民^税ノ賦課ヲ受ヶタ\者其ノ賦課二付違法乂ハ錯誤ァ y 卜認ムグトキハ納稅吿知 
害 交付ノ日ヨリニ箇月以內-一民長*一異議ノ申立ヲ爲スコトヲ得 

使用料、手數料若ハ夫役現品ノ賦課及財產 又、 ノ營造物ヲ使用スル權利-一關シ異議アル者《民長二之 
ヲ申立ツ, コト ヲ得 

前二項ノ規定二依9民長ノ爲シタル決定-一異謎アル者ハ理事官二之ヲ申立ツ，コトヲ得 
第四十條居留民團ハ居留民會ノ議決ヲ經テ居留民團偾ヲ起スコトヲ得此場合二於タハ间時ーー起債 
.ノ 方法、利率及償還ノ方法一一付議決ヲ經ヘシ 
E 鮮通交史附釜山史後榻 
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第五窣.；洛政趦及.' d 治救關 第二十八節自治機關 U 

居籾民 IM ふ豫算 ft ノ支出ヲ爲ス爲，メ居留民會ノ議決ヲ經クー時ノ借入金ヲ爲スコトヲ得此借入金ハ 
其^評年度內ノ收入ヲ以ブ償遠ス•へ V 

第五、章豫»及決算 

第四十一條歳入出豫 S ハ民長之ヲ調製シ會計年度開始ノ H ヨヌ少トモー箇月前之ヲ居留民會-一捍出 

ス•へシ 

民長ハ居 ef 民會ノ議決ヲ經テ te 定豫算ノ i 又/更正ヲ爲スコトヲ得 
•.居留民 II ハ豫備费ヲ設ク.ヘシ豫備费ハ居；留民會 v 杏決、 ン.タル费途，一充ツル去ネヲ得ス 
居留民■ぐ繼績费ヲ設 v ル=1トヲ得 
居 ff / 民110ハ特別^計ヲ設ク. 〆 ."=! .トヲ得 
豫算ノ要®.ハ之.ヲ.吿示ス：へ.シ 

第四十二條會許役メ民長ノ命令アグ-ーアラナレハ支拂ヲ爲ユコトタ得 A 又民長ノ命令ア支出ノ 
豫算ナキトキ又 v 豫倘费支出其他他務二-關ス,規定一一依ラ女,トキ亦闾シ 
前項ノ規龙ハ篇十條第二項ノ規定 一一依リ會計役ノ事務ヲ兼掌ス\吏員-一之ヲ準用ス 
第四十 H 條居留民 IS 1 ノ '« 納ハ毎會計年度四囘以上檢査ヲ爲ス.へシ‘ 

前項ノ檢査 -»■* 居留民會-1於夕.互選，シタルニ.名以土ゾ委員之夕行ク 



IBS — 


第四十四條炔 !?->> K ® 技會ノ親完二術.•ゾ.其/餺定ヲ經夕 \ トキハ之ヲ E •事官二報吿シ及其ノ要領ヲ 
，‘ ♦吿示ス.•へシ 

第四十五條®^民 II ノ會計年度支狒金 - k 御*ス X 時效及»納閉蜎期限ハ國庫ノ例一一依 〆 

輿•六章 居留.奴 g 行歎.•ノ S 督 

銥四十六條本則.-1規定.スダ異議.ノ申立パ f 又メ決定ノ Hin 4- t 四日以內•一之ヲ爲スへシ但シ本則 
中別段ノ規定アル場合ハ此ノ限-一在ラス 

典議ノ f . 立ア 〆 モ處分ノ執行ハ之ヲ停止セス伹シ Jql 事官一一於ク必要卜認ム\トキ、ノ之ヲ停止ス\コ 
>ヲ 得. 

第四十七條碑事官、 v 居傾民會ノ講诀若.ハ 51 擧其 v 權限ヲ越へ法令若ハ會議規則二違反シ又ハ公益ヲ 
害スト認ムル >キハ其ノ議抉又パ鍵擧ヲ取消スコトヲ得 • 

第四十八條理事官パ居留民 R 1 行政ヲ監督ス X 爲必要ナル命令ヲ發シ處分ヲ爲スコトヲ得 
第四十九條居留民團モ於夕法令-^ヲ A 擔シ又ハ理事官ノ職楢二依，命ス K 費用ヲ豫算 -1 載セナ 〆 
.ナキ 、 V 3 P 8 事官ハ斑由ヲ示シテ其.ノ费用ヲ豫算二加フ，コトヲ得 
第五十條統監ハ居留民會ノ解散ヲ命ス此ノ場合-一於タハニ箇月以內•一更-一議員ヲ潘擧スヘシ 

理事官ハ期間ヲ定メ居留民會ノ.停會ヲ命スル n トヲ得 
n 鮮迎交史附釜山史掩钃 
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第五 xt 各政廳及 Qfff 樅關 第二十八 節 c 治^關 
第五十一條左二揭ク，事項ハ理事宫ノ認可ヲ受クへシ 

|、居留民^規則 . 

二、 居留民 lil 費ヲ以夕支辨スヘキ事業 

三、 基本財産ノ設置、處分及管理方法 

四、 特別負擔及不均一賦課ノ方法 

五-第三十二條-一依，寄附又/補肋 • 

六、 居留民圓ノ起僙及其ノ方法、利率及償還方法 

七、 歳入出豫算 

八、 繼續費 

九、 特別會計 

十、歲入出豫算ヲ以ブ定ムルモノヲ除タノ外義務ノ負擔及權利ノ抛棄 
第五十二條居留民 1 $| 行坎-一關シ理事宮ノ認町ヲ要ス\事項-一付テハ理事官ハ申請ノ趣旨-一反セナ， 
範_內-一於*ブ之ヲ更正シク認可ス\コトヲ得 

第五十三條理事官ハ居留民團吏員一一對シ懋戒ヲ行フ其ノ懲戒處分ハ解_、二十五圓以下ノ*怠金又 
ハ譴責トス但シ民長-一對スル解職ハ統監之ヲ行プ 
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:附則 

第五十四條居留民 li 設立ノ場合二於テ理事官ハ助役及會計役/選任アグ迄臨時-一其ノ代理ヲ命ス 
第五十五條居留民^設立ノ場合•一 於テ居留民會ノ議決スへキ事項ユシ 7- a 施ヲ要スルモノハ其ノ成 
立二至 〆 迄理事官ノ認可ヲ得夕民長之ヲ行 フ 

第五十六®居留民 LM ->' 其ノ設立ノ日ヨリニ筒月以內 -1 居留民會議員ノ選擧ヲ行フヘシ此場合二於ケ 
\選舉人及被}1掙人ノ«格-一付クハ第十六條及第十七條ノ規定ヲ.準用ス 
第五十ヒ條.居^民_設立前居忉民糊槪二於テ有.シタグー切ノ權利義務ハ之ヲ居留民闽-一承繼シタグ 
.モノト珩做ス . 

第五十八條居 fjbc 湖設立前居钮民削體一1於7-定メタル豫算ア,トキハ居留民阀/理事官ノ認可ヲ得 
テ當該會計年度隈リ其ノ豫算二依 〆 コトヲ得 
第五十九條本則ハ發布ノ m ヨリ之ヲ施行ス 

附則 

本令ハ發布ノ日ヨリ之ヲ施行ス 

本令施行ノ-際現二民長タル渚ハ從來ノ規定*一 侬リ任期ノ終了ス 〆 迄其ノ職二在，モノトス 

居留民闻法施行規則實施心得 f 8 l«a ^ 年 si jEes:{si s + 一 ll r ⑽ 

日齚通交史附签山史後編 
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笫五な各政廳及 -!•! 治鸺關 热二十八節 C 治機關 

斑 事 M 

居留^阀法施行規則心得左ノ通定ム 

• 居留民11法施行規則實施心得 
第一條民留民 M 規則ノ公吿式ハ居留民會 * 一於ブ之ヲ定メシムへシ 
第二條居留民 WM 非ナ 〆 圍體•一 於1グハ民長、居留民會ノ名稱ヲ用ヰシムへカラス 
第三條居留民 Iffl ノ處務規程ハ民長ヲシテ之ヲ定メシメ理事官之ヲ認可スへシ 
第四條居留民園吏員及居留民會議員ノ給與二關スダ事項、 r 居留民圈規則ヲ以ク之ヲ定メシムへシ 
第五條居留民園二於テ吏員ノ退隱料、退職給與金、死 C 給與金及遺族扶助料ヲ設クダトキハ之二關 
ス，事項ハ居留民^規則ヲ以テ定メシムへシ 

第六條居留民圈-1於夕居留民團規則二依ラスシテ吏員又ハ其ノ退職者二對シ賞與、榭勞其ノ他特別 
ノ給與ヲ爲ナントス 〆 トキハ理事官ノ認可ヲ受ケシムへシ 
第七條居留民會議員ノ定數ハ左ノ檩準-一依リ之ヲ定ムヘシ 

,入- P 三萬以土ノ居留民阐 議負 三十人 

二、 人 a 二离以上ノ居溜民團 间 一一十四人 

三、 人口一萬以上ノ居留民園 间 二十人 
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因、人口五千以上ノ居留民圑 同. 十六人 
五、人口一千五百以上ノ居留民團 同 十二人 
丄ハ、人口 一千五百未 31 ノ居留民阐 同 八 人 
第八條居留民 M 法施行規則第三十八條*一依リ發布スヘキ居留民 IM 規則中一一規定ス K 遢料ノ額は其ノ 
居留民1«稅 M 開ス，モノ-一在リタハニ十五圓以下トシ其ノ他ノモノ-一 在5テハ五圓以下トス 
第九條居留民囤ノ豫算ハ成，へク別紙ノ形式一一依ラシムへシ 

第十條居留民阐ノ會計檢査ハ每會計年度四囘定期*一檢査•ヲ行ハシメ# r 必要ァ，トキハ臨時檢査ヲ行 

ハシムヘシ 

第十一條居留民 M 法施 If 規則二規定ス\異議ノ決定ハ文書ヲ以夕之ヲ爲シ其ノ理由ヲ付シ民長ヲ經 
由シタ之ヲ申立人1一交付スへシ 

第十一一條理事官、ノ居留民湖税、使用料及手数料.ノ賦課欲收二關ス K 居留民 Li 規則及第五十一條第二 
號第四號 、第 六 II ノ認可ヲ爲ナントス X トキハ豫メ統監二經伺スヘシ 
.第十三條理事官、ノ左二揭クダ認可其ノ他處分ヲ爲シタグトキ、ノ之ヲ統監二報吿スヘシ 

一、 助役及會計役ヲ認可シク，トキ 

二、 議決乂ハ選擧ヲ取消ジタ，トキ 

口鮮她交史附釜山史後縝 



篾 5 衫- 


饵六贷戶 P 

三、 居诏民會議嵐ノ定數ヲ定メタルトキ 

四、 居 S 民 M 税ノ種目及其ノ賦課徵收ノ方法ヲ認可ジタ，トキ 

五、 居留民會ノ停止ヲ命シタルトキ 

六、 基本財產ノ設置及處分ヲ認可シタルトキ 

七、 居留民 M 法施行規則第五十一條-一依リ諡可ヲ爲シタルトキ 
第十四條左ノ事項ハ之ヲ統監-一報吿スへシ 

一、 民長、助役及會訃役ノ退位 

二、 居 - f 3 民會議眞ノ氏名 

三、 居留民幽ノ決算 

第十五條理事官ハ居留民園吏員ノ服務規律、賠償貨任'身元保證及事務引繼，一關ス 〆 規定 ヲ設クへ 

シ 

(別紙書式客) 

第六章 戶 口 

釜山現時の內地人戶口之を十二年前に比較すれは戶數に於て約四倍人口に於て約二倍以上に して 更に 
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二十二年前ょりすれ u 實に共 R 殆む V 」八倍以上なり而して此內地人戶口の膨脹は卽ち直に產業の發達 
を意味するもの其影響 VU して朝鮮人戶口亦相伴ふて增加し 026 り盖產業の發達に因て此歸向を促す 
は自然の理勢な るへ L 然るに獨支那其他外國人の今尙ほ甚多から S るは一見奇なるか如くなるも畢竟 
支那人の大柢は蔺業者なるも其他大部分は悉く宣敎師等にして物質的盛衰ビは殆むビ沒交涉なるもの 
のみ其著しき增狨を見 S る素より 怪しむに足ら3るな6今や签山の內地人戶口數は京城に亞いて第二 
位に在り卽ち大正三年八月昧日に於ける签山府管內總戶口國別及內地人縣別數は左表の如し 
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口鮮 iln 交纪附釜山纪後瞄 
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第セ袤 敎育 

今や朝鮮在住內地人の特設自治機^廢せられ W て朝鮮人ビ劃一法令の下に統治せらる！も獨敎育上に 
於ては民度尙ほ懸隔あろの fe を以て其制度目ら異ならさるを得 T 今尙ほ特に學校組合なる . 一自治機關 
の存殺せらる{所以な b 然ごも敎育の大方針1:至ては等しく敎 W 刺語の聖旨を奉體するもの fnj 等差兴 
ある rJ VJ なし M 敎 W 機闹の組織乂敎科目等朝鮮人は其民度の低級なるに應して自ら徑庭6るを免れす 
亦止むを得3る乙ごなるのみ大艢に於て朝鮮全土 ualb 內地人の部落には必す敎育機關の相«はるに 
反し朝鮮人敎 TV 機關は槪して道 M 所在地の外殆むミ舊式の學堂あるに過きす其赖務敎育制度の ♦-*-• 兀全に 
行はれて内地人 VJN j 秤 度に 進むの w « や 蓋尙ほ雄遠なる へきな 60 

第一節內地人敎育 

此完備せる敎 - W 機腿に依て新學制度の普及せられ其成績変然ごして章を成すの今日其始め居留地會議 
所內の一室に兒逾を集め纔に寺小 M 式敎 W を施したを語るものあらは或は其事實を疑ふものな 

口舴通交史附釜山史.後編 
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供七窣敎 有 第一 節內地人敎 W 

き1:ぁらさるへきも而も此寺小屋式敎育機關は實に釜山普通敎育機開の鼻祖なる w 共に當時敎育事業 
經昝難の一斑を語るものたり豈輕視すへきものならひや同時に其後稍々體裁を備へたる修齊學校の設 
けられて畧々順序ぁる敎育の端緒を披きたるに當り近藤 M 事の 在る 有 b し L V 」亦忘るへから 3 るな b 
抑も釜山 I ':於ける兒蓳敎育の發端は遠く明治十年居留地會議所內の一室[:兒童を集め纔に讀書算術習 
:字等を授けたるに在れ其後兒童の增加に促 S れて移轉又移轉の後 M 々內地の敎育法に準して敎科の多 
. 少改められたるも而も尙ほ內地小學程度の體栽を備 Js> るに至らす然るに兒童は益加は b 來れ殆む vj 之 
を栽する所以を知ら5るに至れり時の領事近藤具鋤大に之を慨き明治十三年領事館所屬の一官舍を無 
倌拂下け校舍 に 充て修齊學校ビ命名し大に向學心を鼓舞したるを以て茲に始めて稍々敎育機關の體裁 
一を備へたり爾來十箇年を經明治二十二年十一月西町に校舍を新築して修齊學校を移し同時に明治十八 
年以來東本願寺別院に於て開校せし女兒學校を合併して釜山共立小學校 Vi 稱し後明治二十八年內地の 
小學校令に基きて大に校則を改め更に尋常科高等科を併置し其修 «' 期を何れも四年. yj 爲し經費は渾て 
一般居留民の負擔 va 定む於是學校の基礎始めて定まり釜山公立小學校ど改稱した b 其後明治 H 十四年 
三月小學校令施行規則に於ける設備準則の規定に則り一大校舍を大廳町に新築し明治三十五年十月を 
以て開校式を擧く此前後ょ^' H 露戰役後に：旦り居留民大に增加し隨て敎育設備も大に擴張せらる卽ち 
明治 H 十九年四月签山公立尋常高等小學校の設立に續いて签山公立尋常小學校&釜山公立草梁尋常小 
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學校等の新築せらる i 等敎育事業の進壇に入るビ共に機關大に . 備はり竟に中等敎育機關ビしては釜山 
中學校、釜山公立商業專修學校、釜山公立高等女學校等の設けらる2あり今や釜山の敎育機關は尋常 
科五梭其敎負七十六人中等科111校其敎員三十六人幼稚園も建築中に在り其他仫立のもの等幾む VI 完備 
の域に達し其學徒は大正三年十月の現在尋常科に屬するもの三千三百九十四人其中等科に屬するもの 
六百二十六人其總數は實に四千11十人を算す るに 至れ b 盛なりど謂ふへし〇 

一、釜山公立尋常高等小學校 

本校は寶水町に在り元釜山公立小學校高等科の分立せしものにして明治1二十九年四月一日を以て開校 
せ彡其修業期は男兒三年女兒二年^して其學科は修身、國語、算術、歷史、地理、理科、_圖啬、唱歌 
體操、裁縫、手工"商業、英語、韓語の十四科目な b 明治四十年一月公立學校職負退隱料及遺族扶助 
料法に依り統監府の指定學校ど爲办乂本校生徒及卒業生等の他校轉入資格に付 1 PJ 年九月勒令第三百四 
十四號を以て小學校令に依り設立したる市町村立小學校ご同等に認定せらる明治四十一年四月一日釜 
山 居留民 ISI 立釜 山 尋常高等小學校ビ改稱せらる 2 VJIM] 時に其#常科は^女 各 五、六の二箇學年高等科 
は 男兒 のみ 一、 二の二個學年 S 爲 b 又高等科敎蒋目中の商業科を廢止す明治四十四年四月| 日 高等科 
中に女子部を置き又學_二を加へて十九個學級ど爲し尋常科第一學年及第一一學年に於て二學級の二 
部敎授を行ひ隨意科たりし韓語を廢止す而して正 ■科. の外特別施設し '- T 敎宥敕語の特別敎授、講堂訓 

日綍通交史附爹山史後編. 
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弟七章：敎宥.'、.-^一節内地人敎育 

菊、學藝演 W 會 " _演會、成婧品展寶會、：.速算練絜、邾法練贸、：自學補導，腾身式、學校園、學鼋貯 
金、同恣會等の設けぁ b 大正一一一年十月現在の見莆數は尋常科. ■•§ 一 百右十.- pg 人女 •-—* 一 百 二 十七人高等科男 
二百 K 十六人女百十五人 合計男五 百十人女三百四十二 人な: 

•.... 二、签山第一公立尋常小皋校: 

本校は大廳町に在り其系統«:溯る： V 」きは其創設最舊く明治十年に在つて實に签山敎育機關の鼻祖たり 
其朋治 H 十二年签山共立小學校 V 」なる1:至れる1での變遷は章首に旣述せし所の如くにして後明治二 
十四年五月十六日敎育泐語の謄本を下賜せられ翌二十五年九月三日兩陛下の聖影を拜戴 f 校勢振ひ竟 
に校舍の狹隘を吿くるに至りたるを以て明治三十五年七月兒童約一千名を收容し得へき設計を立て•犬 
廳町に一大校舍を新築し尋常扁等二科の外補修科を併®せしに IP 1 三十七年十一月火炎に罹り全部鳥有 
に歸したるを以て同一一;十八年四月 H 费三萬八千餘圓の豫筇を建て其再妞を決し¢1にエを起し间三十九 
年一月竣成同年四月を以て釜山公立尋常小學校ご改め同時.に萵等科を分立せしめ. FL つ莨梁に分校を S 
き同四十年一月統監府指定學校 VJ 爲ゥ同一:十一年絕影島に分校を置き同年四月又釜111居留民 1 M 立釜山 
尋常小學校 V 」改稱し修業期女六箇年ビ爲し间四十五年一月十七日遠藤德郞校長に任せられ肫年四月一 
日官制の改正に依 b 現 稱に改めらる大正1 一 |年十月の現在 兒莆數 は男五百人女四百三十三人 合計 九百三 
十三人な b 本校亦特に敎師の硏究會、兒童成績品埏费會、學藝演汽會、唱歌會、紀念講話會、感化的 
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施設、父兄懇話會尙ほ兒 m の訓練、養護及家庭どの聯絡等に就き諸 M の方法を設け輔導誘液上周到な 
る 注.意を 拂へ b 。 

三、签山公立第二尋常小雲 

本校は寶水町に. 在-^?尋常高等小學校 t て高等小學校內に在ともの4身な-^初め高等小學校 
(の隣地に HM 立签山商業學校ぁ b 然るに词校は明^ • 四十五«二月大^®^る新築校舍へ移轉したるを 
.以て 乃 t > 本校は 其 跡に移り 設立認可を 得 Irii 年 1 T 月四日を以て開校した b 大正三年十月現在の am 數は 
男三百三十三人女三百十六人合計六百四十九人なりし 
V 四、釜山公立第三尋筘小學校 

'本校は草梁洞に在 b 卽ち签山公立小學校草梁分校の後身にして明治三十八年四月を以て草梁、古館、 • 
签山鎭等の學齡兒荒を收溶すへく開校せられたるものな^'而して本校の初めて獨立し公立草梁尋常小 
.學校ピ爲 bL は明治三十九年四月にして同月二十二日敎育刺語謄本の下賜ぁな明治四十年一月公立小 
學校職員退隱料及遺族扶助料法に依り統監府指定學校ビ爲卜间時に釜山居留民刚立草梁尋常小學校ミ 
改ま b 明治四十一年四月義務敎靑年限延長せられ第五學年を收容し第一第二學年に限り二部敎授を行 
ふ又明治四十二年四月校 fr を增筠して第六學年を收容し渾て八學級に編成を改め明治四十三年八月一一 
部敎授を廢す明治四十五年！！月嘉望の結銎？爲る大星年十月の現在兒墨は男二百七十入 

日鮮交通史附釜山史後編 



X 6>0一一 


Digitized by 


Google 


Original from 

COLUMBIA UNIVERSITY 


笫七章敎奢 第一®內地人旮育 

人女二百六十人合計五百三十八人なり本校の特別施設は學藝：8臀會、兒量成績品^覽會、談訢奸、學 
校園、學校貯金、家庭連絡、敎員敎材硏究會等ぁり〇 

五、釜山公立第四尋常小學校 

本校は牧ノ島に在 b 初め釜山居留民會は明治四十年中签山尋常小學校の分校を牧ノ島に置き以て同島 
a 童の敎育機關に充つる乙どを議決し校舍を建設. L 翌四十一年一月開校し爾來旗々增築して終に現狀 
??致し同四十三年四月一日公立學校職員退隱料遺族扶助料法に依り統監府の指定學校ビ爲5同時に獨 
立して釜山居 e ? 民 tf 立牧ノ島尋常小學校ビ爲 b 同四十五年四月一日官制改正の結梨現稱に改ろ大正 rrJ 
年十月の現在兒音：數は男百六十五人女百五十七人合計三百二十二人な50 

. 丄 C 、 釜山中學校 

本校は签山沙中而赀梁饷に在办初め大正一 i 年三月二十八 B 勒令第三十八號を以て朝鮮總督府$校官 
制改正せられ釜山に中學校を設®する乙¢2爲り同年四月| B 朝鮮總督府吿示第九十三號を以て其位 
谮を寶水町に定められ先つ釜山公立尋常高等小學校舍の一部を以て假校舍ビ爲し陸軍步兵中尉廣田直 
三郞校長に任せられ同月二十日第一學年百十一名の入學式を擧け同年七月十六日勅語騰本下賜同年十 
一月二十五日本校舍髯々成り同月二十 A 日移轉す越へて大正三年四月一日又第一學年九十名の入校式 
>擧行す同月十四 H 中學梭官制改正敎論增員せふれて八人 Vi 爲 b 同年十月三十一 H 校舍完成した6而 
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して 大正三年十一月十一日の現在は 四 學級 にして 其生徒數は第一學年甲五十人乙四十八人第二學年甲 
四十三人乙三十九人合計百八十人なり現狀斯の如く其第五學年の完成は大正六年にして同七年三月始 
めて第一囘の卒業生を出すへ L 本校の敎育方針は敎育勅語の聖旨に遵ひ朝鮮總督府中學校規則の定む 
る所に據 6 男子に 須要なる 萵等普通敎 W を 施し煨實な る國 民を養成す るに 在て其敎育は德育、昝育、 
礎育相竣つて之れが發達に努め殊に第二學年以下低級學年に於ては訓靑及體育に重きを置き第三學年 
以上に 至り此基礎 の上に智宵の要求を充た S むこ V 」を 期す、其實行手段ビ しては 第一全力を擧けて眞 
率に從事 する こ W 第二强固なる意志を以て 義務を 全牙し不善に與せ さるこ W 第三秩序を重むじ禮儀を 
正しくす る rJ ビ第叫勤勞を尙ひ質素を 512 VJ する rJVJ の 四 網目を舉け每 朝 生徒一同を！！堂に集め朝禮を 
行； S 終つ て 學校長は諸般の事に涉ヶ生徒の心得を訓話し且つ修身敎授は學校長之を擔當し生徒監は生 
徒全般に渉り本校敎背方針の履行に力め學級主仟は擔仟學級生徒個人の學力、操行、體質、家庭の事 
情等を知悉し每學期一囘各生徒の i 又は祈所を訪間し以て家庭ど學校どの聯絡を圖 b 殊に敎官は實 
踐躬行を旨どし相率ゆるを期せ b 而して各敎官は如上の方針を貫徹せしめむか爲め每週一囘又は臨時 
•に會議を開き意見を交換し敎授上の訓練又は硏究に資し又校•鱗をして每月二 N 定期に校舍の內外を視 
察し溫度搀氣の適否等衞生的事項に注意を爲3しめ或は生徒監をして公認寄宿舍を ® 督せ L むる等注 
意頗る周到なみ 

H 鮮涌交史附釜 山史後編 
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第七章敎宥 第；節内地人敎 W 

太校の敎育方針は睐述の如く二^年 an 下に對しては所謂活鞔の精神は健•康の體に宿るの趣3::に遵 ； s 
先 C 其^育を主ごして其斗.體を5.铱せ？.めーー：學年以上に至6其活潑々たる精神を驅つて極力钾冇を注 
入するに在るか故に令尙ほ未た；旅設の完備せさるに拘はらす有らゆる手段の限 b を^し敎官監好の 
下に校內に在ては铒 H 休 M 時間中 $, Mr : 操、ヮット，ホ ー," 相撲等 V #^ F 又荞秋1:於ては遠足等野外 
渾動1;'季に於ては特に本校縣紹の水泳£?を設け日々數時間水泳を爲5しむる等一意谴竹に努めっ}ゐ 
b て ^ 效见亦觀る へき ものあ b 現に入校常初二三十分の直立 t : 堪へ r 」 りしも‘の第二學年に入ぅて It 礙 
に H 十分問の rff 立不動を躞結して何等 ^ 痛を威せ ^ るに至れ5ビ 云 方又本校は彼の世上の競技に特に 
坪手を倚いて反て If : (技の平等に行はれす精なるものは愈々精なる半而には終に其興味を失；！全く之れ 
を)#するに至ろの赞に鳄み何^の鏡技を論せす渾て撰.手を一 In: か 5 る如き甘：、 一 用意の一端を見るへく設立 
後 H 尙ほ深から3るも而も低學年に於ける某礎的敎育の企圖は以上の如くにして其所期に近つきつ i 
あ b 伢ほ本校の附愿經營中には植秣事業あ6卽ち校舍の背後山中に六十 町步 の學林を定め往時 旣 1:稚 
松一千 本を試植せるに其成育 M る佳良な b 然 S も 其規模狭小1: して m 期を滿た すに足らす 卽令 更に 東 
莢 附近の 民有山を無 m に借地して大規模なる 計畫を 立て 旣に總督府に對し松 木、 く iQ 木 各一萬 本の 下 
附を申請して 其許可ありたる等該訃斑 K 着々進行中に 在 b 更に聞く本校將來の 希望ビ しては 费に 如上 
に止 t らす倘 し 幸に 力の 能 かへくむは 只 JS 桑 VJ 云はす商 XVJ 云はす尙ほ漁業其他 苟も 全道 殊に 南 朝鮮 
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馨 

に於ける產業上取て K すへき事業の總てを網羅し縦し小規模ながらも成るへく具體的に設術し又は事 
體の解說、經營上の得央等細査審袼を遂け以て學徒の產業忠想を誘發するど共に豫め多方面の視察者 
探査家の參考资粁に供せむ S するに在つて事や頗る遠大なるもの果して全成の曉に至らは產業開發上 
に裨益するもの蓋尠少なら^るへし思分寒に只さへ餘力に乏しき本校をして尙ほ然く實業上の視察者 
に對する參考 ? f 料を(1!心はしむるもの抑も誰か®そや嗟乎徒に其名を HL て堂々 VJ 標榜し而も曾て其 K 
を擧けす常に諸方而攻©の烧點に立つて恬然たる特設機關の易 f / v : 顏なる此局外無名機關の反て着々 
其實行に力めつ-ぁるに孰與そや組らく猛赉1岙すへきな bQ . 

0に校舍の總建坪は六' -1:1 八十五！：にして其建築費は八萬五百六十八圓又現時一筒印の經费は二鸹四千 
餘圓なるも他 H 全科生徒入校の晚に至らは盩叫五 ffifil に上るなるへし Q 

七、釜山公立商業 W - 修學校 . 

本校は大新里に在6初め签山居留；^會は明治三十八年八月商業學校の設立案を議決し同三十九年四月 
先つ 西山下町に假校舍 を 設け修業 期を 叫筒 部 V 」して 授業を開始し同年十|月签山居留民刚立釜山商業 
嶝校ビ稱した b 翌四十年一月在外指定を校ビ爲り尋ひ て 新校舍を寶水町に建築し同年七月之に移轉 1 MJ 
年十二 W 兩哗下の聖影御下賜ぁり明治四十 I 年四月文部省の認定を受け同時に修業期を三箇年に改め 
又 1 HJ 四十 pq 年四月豫科一箇年を加へ て 四简年稅度に復す明治四十五年五月大新里に 一大 校舍を新築し 

H 0通交史附釜 III 史後編 
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麻 七 京®: W 餌！節內 地人敎 育 

之に移り间年四月官制の改正に依卜現稱どなれレ本校に於ける特別施設どしては朝鮮語支那語の敎授 
及毎學期に珠算會を開き又柔術、银劎の練習を獎勵し短艇を備へて毎年一囘♦ホート競漕大會を催す此 
他校內に株式組織の消費組合も設けぁ b 大正三年十月の現在生徒は豫科一年生五十三人本科一年生五 
十二人同二年生三十四人同三年生二十九人合計百六十八人な彡〇 

. 八、釜山公立高等女學校 

本校は土城町に在り明治三十九年四月一 H 釜山居留民 m 經營の下に開校し签山公立高等女學校^稱す 
同年七月統監府ょ令一千二百圓の補助6り闾年十一月居留民 lil 法實施の結果どして釜山居留民11立高 
等女學校 V 」改む明治四十年一月統監府は在外指定學校職員退隱料及遺族扶助料法に依 b 本校を指定學 
校 VJ 爲す又闾年九月生徒及卒業者の他學校轉入資格に就き明治三十二年勒令第ーニ十一號高等女學校令 
に依り設立したる府縣立萵等女學校间等位ビ認定 せらる 明治四十二年四月本科の外技藝專修科を設く 
明治四十四年五月朝總督府は金二千五百圓を補助した b 明治四十五年四月官制の改正ぁり乃ち現稱に 
改せる本校の修業期は本科四筒年に して 其學科目は修身、 國 語、歷史、地理、數學、理科、圖窬、家事 
裁縫、音樂、敎育、手藝、英語、韓語、體操其中敎 育、 手藝、英語、韓語等は随意科なり又技藝專修 
科は修業期一一箇年に して 義目は修身 飞國 語、數學、家事"裁縫、手藝 、音 樂、體操等此外特設事項 
は整理規定、生徒監督規定、行狀調査規定、賞谢規定、學業成績調査規定、儀式及禮拜規定•樂器練習 
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規定、生徒弔慰規定、學校貯金規定等ぁり大正三年十月現在生徒は一年生九十三人二年生八十四人二 I 
年生六十二人四年生三十九人合計二百七十八人な60/ 

九、釜山公立‘幼稚® 

签山學校組合は大正三年初冬蔼民 M 以來久しく懸案たりし釜山公立幼稚阚設立間題を解決し土城町髙 
等女學校の左側に其新築工事を起し大正四年叫月を以て開園式を舉くへく其進行を董督しつ J ぁり其 
設計は木造平家建本館及附屬舍を合して其建坪百二十二坪二合此 H 费六千二 A * 五十圓設 S |千五百 
圓にして園兒二百名を收容すへき豫定なるも第一期募集は開^ V 」同時に先つ四十名を收容し漸次豫定 
數を滿たすものな b ご云ふ0 

十、釜山實業夜學校 

本校は釜山敎育會評議員會の決議に基き明治四十年五月一日弘道館中に於て始業式を舉け爾來第一尋 
常小學校內に於て授業せ.り其目的は商家の子弟店員等の小學科程を卒へたるものにして上級學校に入 
る能は S るもの J 望みに應すへき機關たるに 在り 其學科は朝鮮語、國語、英語、漢文、商業、 簿記、 
算術、習字、作文等にして之を三學期1:分ち一期を六箇月ど爲し一年六箇月にして全辑を卒る其經費 
は釜山敎育會、居留民 M の補助又特志漭の義捐金等に依て之を支ふ始業以來大正一一年に至る入學者は 
八百四十四人にして其卒業者は四百十七人大正三年十月の現在生徒は五十人な be 
日鮮通交 史附釜山史 後編 
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rv 七な^ Y / 筋一節内地人软 H 

十一、私立學 M l3^ 空 )1111 

本學塾は幸町二 ： J 目^在り明治四十四年九月五 H 現主幹玉村 rt 峯の說立せしものにし，て專ら中等呰 M 
學科及朝鮮語、.英語會話*簿記學等を敎授するを自的どせり其修業期は普她科一年六箇月英語會話一 
箇年其他は總て六個月ビす設立以來の入學生徒總數は叫百三十二人其中卒業者は七十八名にして大正 
三年 十月の 現在 者は 百十九 名な b 由 來本學塾は晚學乂は家庭爭情の正則學科を M むを許 $r るもの等 
の爲め實用的速成科を敎授するを本旨 VJT るものなるか故に其敎授時間は畫夜を論せす生徒をして隨 
意に撰擇 T るの自由を 得せしむ是れ最從學者の•使 vj し 喜ふ所签山の如き商工本位の地に於ける敎育補 
助機11>」しては最適切なるものビ謂办へきなり。 

十二、私立實習女學校 

本校は富平町一丁目に在り大正三年三月開校せしもの向陽學園の後身な b 學園は三島一平の創設した 
るもの其 目的は 専ら淑德の女子を養成するに 在 &嘗て三島の家は火災に罹り 全く 烏有に歸し一時顔る 
困頓を極めたるも義に勇める阏人屈撓の色なく II に 新に一家ゼ購ひ學園を移したるもの ell ち本校にし 
て校名は山縣政務總監の撰 a た*所なり其敎科目は修身、作法、珠算、習字又随意科どして生花、裁 
縫、 袋物等の別科を置く其修業期は谷一年大正三年十月の現在生徒在籍者五十人平均出席者は約三十 
，人なら〇 ... • 
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十三"私立幼稚園 

明治三十年前後の签山に於ては旣に幼兒の敎養機關ピ要求す•る乙£の切な bL も居留地自治體の財 ft 
未た之れか設截を許さす一般父兄の懊惱する所な b し時の大谷派本願寺釜山別院の精番土井惠錯痛く 
之に同精し久光領事石 M 民長等の授助を求め又本山の補助を仰き以て间院內へ幼稚 SI を設け二十餘名 
の幼兒を收容したれ其後明治三十八年四月以降居切民糊の補助を S : くる乙ご2爲り大に囡務を擴張し 
翌闾三十九年に於ては園兒一百二十餘名を收容す 6' に至れ b 殊に明治四十年皇太子殿下御渡雠の砌金 
二百 S 1 御下賜あぅ爾來利殖して旣に三 rj 圓に垂ひどする等其基礎稍々定らむビする大正三年三月居留 
民 闯廢せられて補助金絕へたり然ども爾來尙ほ能く院の獨力經營1: て 維持せられ現時每日の出席園兒 
は 一百 名 以上に して園主及三名の 保®に依て遺慠 なく 保 W せられつ2 あり C 

第二節 朝鮮人敎育 、 

朝鮮は往時西方文明東漸の徑路に當6其文藝夙 (: 發達し敎化亦大に tr はれたる も 中 ill : 以降內憂外 E ?K 
b に ^ つて 治亂常なく綱紀 上に 弛みて倫常下に敎れ苛欽誅求是れ日も足らす國力竟に澌遨 して 生民其 
歸嚮 (: 惑へるや久し何ほ何の S 4能く智德敎養の道あらむや只織(:村夫子の學堂に讀書罟字の敎を授 
けらる i のみ 斯くの如くに L て* 舉の，道絕へ風敎 全く 廢れたる もの 幾百星霜の後を受けたる李朝の末 
is 始めて R 水帝 Mi の 修好成り爾來平所の推移に伴ひ四圍の感化に促されて敎育の端緒を啓きたるは 

:::胙尬交舡附釜山史後^ 
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第 七章 敎育 第二節朝鮮人敎育 

實に明治二十八年1:在々然るに積漸の餘奠は一朝にして除き難く動もすれは舊に泥み新を厭 rA 曾て 永 
遠の禍顦に意なく只一時の安を貪るのみ是を以て敎育事業の如きは最當局者をして懊憎せしめたる所 
たり而も當局者の不繞的獎勵感化は大勢の 推移 vj 相 埃ちて竟に 能く敎育 普及の曙光を眺め得るに至り 
今や釜山に於ても二三公立の敎育损關新設せられた b 此現狀を以て將來を推測すれは 庶幾く は 早晚開 
發同化の上所期の効果を舉くるの日あらむ乎現時尋常機關三校鉸員十六人中等機關一校敎員七人其生 
徒總數は八百三人なり 

‘ 一、 釜 山 公立 商業學校 

本校は草梁洞に在り初め明治二十八年五月靜岡縣人荒浪平治郞朝鮮人朴琪宗等相謀 b 同志を誘ひ朝鮮 
人四名を得相與に醵金し明治二十九年 I 月工費三千餘圓の豫算を以て校舍を新築し私立開城學校ど稱 
し同年三月開校す M へて明治三十年一月公立學校の®可を得闾時以降韓团玫府ょ6 |千二百圓 R 本外 
務省ょり一千八百圓の補助を受く明治三十二年釜山鎭、古館に支校を設け又明治三十四年東萊、馬山、 
密陽に補助校を S き明治 N 十年五：：：校舍を增築する等校勢大に振ひた.〇然るに明治四十一年に至れ斧 
補助金を廢せられたるを以て同年三月各支校及補肋校悉く廢止し翌明治四十二年二月 IIJ 立者は竟に本 
校を擧けて韓阈政府へ献納したり明治西十二年四月韓嵐政府は公立釜 JII 實業學校 S 改稱し间時に普通 
學校を併逋して其經 #. を 相共通せしひ明治佃十三年八月文官任用令第111條四號に 依て 認定せられ同年 
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八月四敎室其他附屬室を增築す此工費八千餘圆明治四十四年十一月新敎育令 s . 實施に依り釜山公立商 
業學校及签山公立普通學校ビ爲り翌四十五年四月普通學校を分離して獨立せ L め其五月三十一日を以 
て明治四十三年發布せられたる勳令第三百九十六號第五條1:依り京城專修學校又は官立高等普通^校 
等ご同等以上ど認定せらる其後寄宿舍を設け又實務練^の爲め實習販 H 部を置き學校園を設くる等特 
則施設を爲して實踐獎勵に努む大正二年二月箭記敎室落成间年十一月八 H 福士德平校長に任せらる大 
正三年十月現在生徒は第一學年八十五人第二學年五十三人第三學年三十三人合計百七十一人(:し - C 其 
年齡別は十二歲 一人 十三谈 六 人十四歲十二人、十五歲二十二人、十六歲四十一人、十七歲二十九人、 
十八歲二十八人、十九歲十八 人、 二十歳 三人、 二十一歲八人、二十二歲一人、二十 四、 五歲各一人其 
平均年鼢は十七歲五筒月此內旣婚漭六十二人あ b 本校卒業者を出す<1ビ已に三囘其人員七十六人而し 
て其就業稲別は銀行二十二人會社七人組合十八人商店十人官吏二人見舞試驗受驗者三人敎員一人自營 
十人內地留學一人上級學校入學一人其他一人等な bo 

二、釜山公立普通學校 

本校亦草梁洞に在り專ら朝鮮人子弟 U 對し普通敎育尋常科を授くる機闕にして公立商業學校の分身な 
b 初の明治四十二年二月私立開成學校の韓國政府の所管に移るや间年四月該校は釜山公立實業學校 VJ 
稱し本校は該校內に併置せられたるを明治四十五年一月分離して舊東萊府遒含跡に移したるもの卽ち 

口鮮通交史附釜山史後編 
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镕七 a 敎靑 帘二節 朝蛘人敎育 

是れなり大 JH 三年十月の現在生徙は二百二十名にして悉く男兒のみ〇 

三、 釜山鎭公立普通學校 

本校 it 佐川汹に在ゥ私立 ff 英學校の後身な6校舍は明治四十年の建築にして明治四十二年四月 一 H ® 
可せられ私立普 M 學校 V 」爲 b 尋ひて六月補肋指定學校 w 爲る同年九月養«数を合併して之を分校場 V 」 
爲し明治四十四年五月三 H を以て現稱を公認せらる大正一 一 I 年十一月の現在は六學級にして其生徒は男 
百九十九人女六十八人此出席百分比例は九八•七九其年齡は八^;ょり二十歲に至る而して本校の卒業 
試驗は旣に六®にして其卒業苕の三十六人は實務に钹事し二十三人は商業學校に入>1人は內地へ切 
學せ b 經 is は一箇年 H 千八百八十圓にして恩賜金利子、雜收入、地方费補助及繰越金等 1 :て之を支辨 
せり財産は校地五千百十二圆建物二千五百！！十七 II 備品八百二十四圓五十錢等な b 又特別施設ビして 
夜學を開き長年者に圃語を敎ゆ入學漭男百三十名^ m 五十名ぁり而して其授業斯は男子は前年の十月 
ょな翌年三月 i で女子は四、五の二箇月なり此區別は y ! 子の爲には長夜の時季を撰ひ女子の爲には比 
較的菸閑散なる時季を撰ひたるなりビ云ネ C 

四、 私立明逆學校 

本校は釜山鎭に在 b 明治四十三年以降李圭直なるもの r 私財に依て經營せ‘らる其學科は漢文、國語、算 
術の三科に して 普 M 學校に入るの豫§敎育を授るを目的 V 」せり現在生徒は男六十五名女七十五名な& 
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:. ' 五、龙立普通玉成學校 

本挟は絕影島に在る私- Jt 普通學校にして其首席敎員は內地人な b » て國蹈を以て敎授せり校舍は明 K 

四+1:年八^の建築にして敷地八百二十坪ぁり明治四十二年八月開校して今日に至る現在生徒は百|11 
十人な 办〇 

V . , _ - 

.六、私立日新女學校 

本校は宣敎節ア> クナンデ，の設立せしものにして佐川桐に在5基督敎宣傳 Q 傍専ら朝鮮女子に對し 
て日英語、算術、歷史の三科を敎授す敎室、運動場谷五十坪|)5在籍生徒百十三名此出校平均は七十 
九名1:して一人毎月十五錢を徵收して維持養の補助に充つ VJ 云夯〇 

七、私立草梁女學校 

本校.は签山中學校の傍に在り明赴 H 十八年朝鮮人崔有鵬の設置せしものにして現に同人は校長たり其 
建築養は篤志者の寄附を仰きたるものなるに經常 # は校 & 自 & 之を負搛せ の 建坪 ^ 八十 四坪 2 
b しも竟に男生の入學希望者ぁりし等にて狭隘を食け明治四十五年£11五十坪增築廿 b 目下 內地人 ^ 
敎傭一人朝鮮人男敎 S 二人にて普通學科を敎授せ办女生徒阖十四人央生徒二十 C 人な，00 

第111節 釜山敎育會及阖畜鲭 

敎育會本會は明治3十年一一月の創狡にして名||^1負11〗％{^^5十二名特别^1||{四十六名普鱖 

B 鮮通充史酥笼山典後& 
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第七章软育第三節签山软宵會&两會館 

會員百八十五名ょり組織せらる其目的は專ら敎育に闕する須要事項を調査硏究するに在^'時に知名± 
に請かて講演會を開き春秋二季又機會ぁる每に連動會を催ふし又實業夜學校、 B 書館等を經營し明治 
:四十一年以來は毎夏期男女學生の爲め特に水練磁を設けて水泳を獎勵する等不撕敎育方面に對して M 
到なる注意を拂へ6初め本會は居«民 III の敎宵事業をのみ裨補す^の趣旨な > しも明治四十四年以烽 
は 廣く签 山府管內 全般に渉りて 及分限り r £ 力し敎育事業の發展に資せむ Is を期す る 乙 ど i 爲したり 
基本金三千餘圓を有せら〇 

签山圖書館舘は松峴山東面の中腹眺望最佳なる所に在りて签山敎育 ft の所®た b 初め日本弘道會签 
山支會は明治二一十四五年の交西山下匁る其屢所內に馨熹集して公衆の讐に供し明治三十六 
年其事務所を改築し签山圖書館ど稱したるも規模尙ほ小にして観るに足らす後签山敎育會之を繼承し 
明治四十四年十一月新館を建築し翌叫十五年六月開館したるもの卽ち現圖書館にして其建坪三十五坪 
空費六千八1圓八十四？矣1?月の1 sii 册にし5內絮書五千 
四十六册洋書二百八十三册ぁ b 今大正二年度に溯つて其統計を摘記せむに開館日数二百九十九日閱覽 
人負三千五百十六人一日平均十一人七分五厘にして此閱覽書縄の百分比例は小說二六、地誌、紀行、. 
傳記谷八、嘉、^0業各七、和漢文、法令書谷六、戰史、敎育、心理、倫理、衞生各五、博物四、^ 
ftp 斷、數學、社會、辭典各二、詩歌、謠曲、美術、エ藝、铳計、隨筆、叢耆、語學、神書"宗敎、雜 
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畲各一等なり以て釜山文藝界趨勢の一斑を窺ひ得へし而して其閱覽料金は五十圓五十二餞なり〇 

• . 

.第八章 宗 敎 

物質本位に偏倚し易き傾向の免れ難きは廣き殖民地の多くに於て殆むご通例な5¢云务亦邊 B ならす 
況むや中葉旣に佛法を殲滅し末造又基督敎を擯けむビして極度の殘忍醏虐を恣にし國民の信仰心を其 
根柢より一掃し倚ほ且つ驅つて唯物本能に趨かしめ恥心全く#むで風敎地を拂ひたる朝鮮に來つて相 
與に部落を作すもの外旣に四圍の剌擊なく內社會の制裁に乏し其相率ゐて宗敎に逮か b 只心の欲する 
所に從ふて檢束する所なき是れ必至の勢亦止むを得3る1ビなるへき乎斯くの如き新殖民地に來れ其 
精神界の指導に任し如上旣倒の頹勢を闼3むごする容易の1ミならす縱し學德兼備寂滅爲樂の安心决 
定し白及も動かし得す卽心卽佛所■紫堪一閃春風賒かな b 底の人は望み得へから5るへきも少くも信 
心堅固"るものにあら S るよ b 烏そ能く得て其任に膺らむや聞くか如くむは布敎者中其専門的造詣の 
淺からす宣傅上努力の多 vi すへきものなきにあらさるも而も其德操の如何に至つては尙ほ論議を挾 tr 
へき餘地の存するあるやを疑はしむるもの®からす VJ 登悲しむへきに1)&すや此の如きを以てして ！ S 
の•如きを誘化せむビす木に躲て魚を索むるより其因緣や树ほ遼かな b ビ謂ふへきなり嗆 
觀て來れは { S 々たる此間に於て釜山の宗敎は比較的能く弘通し信漭亦比較的眞面目な S が多きに似た 

H 鮮通突史附釜山史後餳 
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一 第凡 章 嫌 歎 

一 卜畢竟內地人移住者の歷史舊く宣敎者亦其人を得る多きの致す所なるへきか蓋檀信徒等の布施喜捻に 
j 俟って建立せらるへき社殿堂宇の比較的觀冬へきもの多く罕れには內地在來のそれに比し遜色なきも 
のさへあるの一事睞に以て此間消息の一端を語厶ものならさ&を知らむや〇、 

酣今釜山の宗敎界は釜山鎭護の龍頭山神社素ょ^'當に盛衰あるへからす其他多くの敎別宗派を槪觀す 
れは幾む1:佛敎の勢力圈內に包擁せらる J もの J 如く然 b 神敎ミしては天理敎、金光敎其他相競ひ其 
敎會所を S く^6りて各多少の信者を有すビ雎而も尙ほ水平線下に在6て厫く知ら6 i に至ら3るも 
の-如く隨て社殿どして皋くるに足 S ものなし基督敎の現狀は寧ろそれ以上に在〇て其信者は大抵中 
簏以上の人にして其數や多 77 > ら^るも比較的其信念は堅固なるが多 L 更に眸を轉して靱鮮人間に於け 
る佛敎現狀の如何を觀し來れは流石に衰亡せし供敎も時勢の然らしむる所なるへし近時稍々復興の} K 
しぁるもの1如く恰も窮陰枯草の然く殆む i 其形容を沒するも試みに獱雪を發いて其根柢を穿ては土 
申 et に發并して其陽氣や自ら抑ゆへから3るものあ6-に勞_た> 所謂物窮すれは達する理法の自然や 
宴に爭あへからさるな b 嗚呼滅後五百歲殘餘佛敎徒の遺费に因って僅に奄々の氣息絕へ絕へなる餘嗤 
は一縷の系統を維き來りし朝鮮佛敎も李朝衰弱し，て其壓迫力の減するビ正反比例に宛も雪下の葫芽の 
如く稍々其氣息を囘へし竟に李朝全く CTCA て日韓併合せらる J や僧徒も其人楢を保障せられ佛敎亦信 
仰の自由を許され wit の兩潦に遭へるか如く茲に倏ち生氣を目へし遠く山を出て公然錫を把つて間門 
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に入 b 敎義宣傅を：事 Vi するに至.れ b 顧みれば中葉以降朝鮮 i 界悲慘の狀況は亶に言夯に忍 a 3 るも 
のあ b しな办垂絕殘餘の純徒は世に齒せられ i に其耳目を避け去つて深く山門を® - L 孤柄窃 k 其命 
脈を偸み殆むビ其存在を3へ忘れられ W 來¥れに求 b 投するものは無告の老幼にあ63れは S 刑を避 
けて遁竄する惡徒のみ斯の如くにして學德慚く廢れ品性全く堕落し條戒弛み寺法*れ習俗寛に®化 L 
只朽敗せる堂塔の空しく其昔を語るあるのみ左なき rr に供斥を受け殆むビ治外民覦せ&れ L もの更に 
一般の惡感を惹いて愈々其距離を遠からしめたる朝鮮佛敎も是に至 b て一陽來復枯木春に逢ふて將1:. 
箭を結はむ S するの氣勢は實に先つ朝鮮佛刹大本山臨濟宗通度寺住職金九河に依て實現せられた b 寺 
は庚尙南道梁山に在 b 其伽藍の宏大殊に古美術の跡に富めるを以て夙に名聲を博せる而も其開基は高 
麗朝時代に高德を以て鳴る慈藏律師にして律師は自ら印度に渡航し释尊の袈裟及其舍利を迎へ還み漸 
に當山を開いて舉安せ b VJ 云ふ由緒ある古刹僧徒は 今僻 ほ常に四百人時あつては六 七 百人を 養分の 大 
山な b 近時佛敎稍々板興の趨向あるに原し恰も現住職の#然傑出し慨然 V 」して立ち先つ戒律を正し寺 
法を改め儼 VJ して衆に臨む あ b 有繫に不規律にして浞沌た b し 山 僧も肅 然 S して統|せられ百獒兹に 
除き去られて無垢淸淨の境に變し秩序定6や新に學林を說け専ら印度佛敎特に日本佛敎活動な，〇豫漭 . 
を置き內地人を聘して敎鞭を委する等硏纘の道： g に備はり二百餘の學徒は悉く寺費を給して之を敎養 
する等其獅吼に勇猛なる實に献♦身的にして自ら持する, jy , 崚烈 lljlg 然ミして麋氣|掃せられ猛虎 J . 
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'第八章宗敎 

嘯百獸懾伏の槪必 b 現に大正一一 j 年慶尙南道物産共進會の開期中5：下の僧徒學林の生徒等數 W 人を率 W 
來ゥ總泉禪寺に錫を駐め途上傳道を爲したるか如き朝鮮佛敎界に於ては寧ろ破天荒の觀奠くむ、はあら 
す以て彼れか性格抱負の一端を窺知すへきな力梵魚寺現住職吳慍月亦斯敎の復興に志あるもの明正學 
校を其山內に設け專ら徒弟の敎養に努め〇2あ卜其れ然 b . 今や朝鮮南方の佛敎界に於ける潜勢力は蓋 
侮るへからさるものあらむビす好個此他山の石知らす誰能く取つて其玉を磨かむビするものぞ嗚呼滔 
々たる布敎界洵に克く暈酒 Mlit の巷を避けて尙合せす先つ安心決定して能く衆生^濟度し得るもの果 
して 幾 干の多き かある 常に 輕 侮して 幾むビ眼中に - S か3る朝鮮怫徒中に如上の現狀 あ 8を視豈 能く® 
爾たら3る奠きを得むや嗯 

因に日く佛敎の朝鮮へ傳來せし年代に就いて正史の徵すへきものは唯三國史記に'®勾麗小獸林王の 
二年癸酉(紀元三百七十三年)順道和尙符秦ょり高勾麗に來りて佛像經を傅へしを最古ビし次て百 
濟の枕流王の元年(紀元三百八十六年)摩羅繫晋ょ h 至 b 王之を宮中に迎へて佛法を聽き新羅は 
卽ち法興王の十五年(紀元五百二十七年)始めて佛法を行へりビ1)るのみ此外其以前旣に傅來せ b 
ぐ」の傳說は一二のみなら S 6. も何れも考證なし信すへからす而して其最盛大を極^たみは新羅朝時 
.代にして當昧其宗派は供舍、三論、攝論、.涅整、成實'南山律、淨土、法相"華嚴、密敎、禪、.天 
台、地論の十三派に分れて互に相對畤せり就中 W - 宗は高麗太組に歸依せ-? >• れ其聲援を得て能く弘通 
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せ b 後光宗は特に僧科を設け文科 VJ 同しく其學力を試驗し大選の僧階を與办るに至れ b 先是谷派に‘ 
盛衰ぁり高麗朝に存續せしは華嚴鰥 、律 及法相、涅费、三論、法相、禪の六宗なりしに其末造ょ卜李 
朝の初に於ては實に復十二宗の多きを算する に 至れ b 李朝の國初鄭道傳等を首領ビせる儒者の功. B 
等は高麗の政獒は侫佛に在トミし極力斥佛壓僧方針を主張して太祖に懋めたるも容れられす於是« 
奔輩は僧侶品行の墮落して佛弟子たるの資格なし度僧法は徒に兵丁を免れ租税を通る i の道を開く 
ものな bw の說を立て以て切に王に迫り稍其意を動かし太宗に至 b 王師國師を廢し宗派を減革し寺. 
額を減し土田減毯を削り度僧の法令を厳にし陵寺'0制を廢したり然 S も儒者輩尙以て歃らすヒ爲し. 
僧科 VJ 宗ビの全廢を主張す世宗に至り竟に滅宗を斯行し只1禪、敎の二宗を存し僧錄司^^し僅に殘. 
留せしめたる寺院は本山格なる三十六寺院のみ鳴呼新羅以降百花繚 . SI の觀を呈したる佛敎界も茲バ 
忽ち朔風一遇萬木凋落轉々蕭殺の感に禁へ3ぅしめたるも而も臨濟、華厳の二宗をして他宗を統合 ■ 
せしめたる結果 e して反て一柯の發.達を助長し佛心佛語卽ち禪敎兼修宗を出現せし^共に尙僧侶統 
制の機關存在し禪科は文科、敎科は武科の如き傾向を示したるょ b 儒學極盛の當時復又床佛の議論 
沸騰し莧に度僧の制全く廢せられ中宗時代-には僧侶は愈賤待虐遇を受くる乙ミ3爲5朝鮮僧侶の人 
格降り品行の落ちたるは實に此時を以て最£爲す抑寺額減少僧侶賤待 U 李朝犀代僧.政の大方針なり 
しか故に中葉一二學僧の 出るぁりし も又如何ビもするこ^能はす以て現時-»:至れ - S な b 然ビも後世：* 

' H 鮮通交史跗筅山史後編 
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第 A « 宗敎：第一節 神社 及 敎會所 

顧表的には敎宗卽ち華嚴、禪宗卽ち臨濟•の二宗名を立0ビ雎包意的 J - は輝主敎從•敎豫備禪本な；？ 
所®朝鮮宗を形成 L たる 宣祖軔に於ける西由大師.©事路は ft へに沒却せ られ さ •& へきな ち〇 : 

第 |節 神社及敎會所 

一、龍頭山神社 ' ■ .. 
龍頭山上なる龍頭山神社は其規模未た大なち^るも其嫌起や舊く而も朝鮮唯一神签山鎭護の社殿にし 
て其創建は古館開館後七十年大 JE 三年ょ¥二百四十六#前卽 t , 靈元天皇の li 寶六年に在 b て草梁頂へ 
移館す同畤宗對馬守第三世義眞の建立せしもの方四尺.©石祠ひ居留民守護の爲めな b 其祭 
神は初め佥刀比羅大神を奉祀 i 後櫻町天皇の期和二年七月住吉大神、天滿天神、孝明天蛊の慶應一 -X 
年二月天照皇大神明治天皇の明治十三年八月八！ i 大神明治1+九年四月弘國大神- i 治三1一年四月須 
佐之男大神、神功 皇后 大神、豐國大神以上八柱の大 1 inle したるものな be 
本) It の躲起は叙上の如く古.く爾來風霜二百 H 十餘年來其祭*は廉代の居留民 II 依て綿々絕 f 23 >t 
而も祠宇は風殘雨虐に痛く頹敗したり於是明治十三年九月居留 i 頭取心得阿比留謎助等大に之.を慨 
き時の領事近藤眞额に謀 b 寄钳金を募つて二千圓を得以て某®®を爲 したる も規模尙ほ未た甚た大 な 
らす其後物替 b 人漸く多く星移 b 市亦榮务る ns ては愈々歎 S の 情に1*へす明治 H + 年居留民嫌代佐 
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麻純一居钮地會議長古藤昇一郞領員矢橋寬一!8、§輿市、保家貞入、籟田坍兵街，黑岩邦*郎等® 
窃地會の決議に依て改築委員に皋けられ先つ©*护集院彥吉の®諮を得て庚く寄附金を募 b 宗伯爵家 
始め內外官民よ b f 萬餘圆を醵绝し明治三十一年九月其 H を起し同三十二年五月竣成同時に神膂敎派 
少敎正矢橋寬一郞齋主 >」爲6壯嚴なる遷宮式を蓽けたるもの卽ち現社' R な b « i 號は始め金刀比羅神社 
なりしを明治二十七年居留地神社ビ改め後同三十二年一}月届留民會の決議に依 b 現稱に改む祭日は每 
年四月二十 I 、二の兩 H ビ定め當日は*!僻南道々 tt 竝釜山府靡等よれも®^五升一重又宗伯爵家 
よりは神酒二升鮮鯛二尾を進供するの例な$又明治四十1年以後例铊當日に(-1*#の式を行乐2.£2 
爲6同四十三年有志者は神輿を寄進したり維特费どしては明治四十一年以後居留民掘よ卜毎年金一千 
圓を補助し社入金ど合して之を支辨するの例なち，しを民糊廢止後は签山府儷之を戡承して依然補助を 
爲せ b 基本金は尙ほ未た三千圓に遇きすビ雖早晚獨立維持の時撕到來すへきな知覌時社殿の右側少し 
<降りし地點に新築中なろ神樂堂は其建坪三十一坪 H 费一千七百圆之に附屬せる貴賓室の建坪は十一 I 
坪工費一千三百圆同神庫の建坪は六坪エ费八： m 圓此工費は渾て講金及有志者の寄附金を以て支辨する 
もの落成の曉に到らは境內の結構を增すや I 段なるへ.きなり〇 - 

因に草梁和館時代我邦人は此山を中山ビ呼 a 又呼碕山ビ呼ひしものにて其龍頭山ビ云ひ龍尾山ビ云夯 
に至 b しは明治 H 十二年五月龍頭山神社々殿改築竣成の.時に始まる甞て矢橋齋主に對し新山名の出所 

036— 史財签山史.供編 
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第 八 章岽敎 笫一節 罅社及敎會所 

を質せしに M 頭龍見の山名は傅來に據れるものな云へり然るに朝鮮史籍には總て此山を松峨山.上 
指稱し龍頭の名なし寡聞未た其書ぁるを聞かす又寵尾山は元ビ龍頭山に接續せしものなるか.將た特 *u 
小 丘な6 しか今未た審かなも^るも朝鮮書には無名丘な b 此附近に於て古書中龍字を冠したる地名は 
啦赤猗卽ち牛巖浦近くに 1*8 洞ぁるを發見せし耳 Q 

I 二1山神社 •:. 
龍尾山神社は延寶六年三月の創建にして玉垂神社€鱿す其祭神は武內宿騸又文政二年三月加藤淸正明 
治の初年龍頭山腹卽ち現時の府立病院附近に年久しく祭れ6朝比奈養秀の小祠の已に朽壤せるを移し 
何れも合祀したるものな b 舊社殿は素より一小祠に遇きす而も旣に頹敗せるもの明治十一年春一夜燒 
失して其迹を拂ふに至りしよ6保家貞八、西村傳兵衞、滴木政太郞、秦孫右衞門、阿比询善九郞、齋藤 
萬次郎等相謀 b 寄附金を募 b 新に方二間の祠宇を作 b 介 b 又明治二十三年春居留地役場費を以て部汾 
的修理を加へ同二十七年社號を居留地神社ビ改め同三十二年二月居留地會の決議に依り現稱ビ爲した. 
b 然るに 社宇极漸く敗墩して見る に 忍； S3 るより 贤 治三十八年の夏敬神 t 夭橋寬一郞 同 幹事古藤 昇 
一郎等其改造を計畫し醵 金 募集の案を立て時の民長石原半右衞門に謀少遂に居留地貪議の容る J 所 S 
爲 b 細川侯爵宗伯爵始め多方面よ6約五千五百餘圓を醵集し明治四十年三月起工同四十一年二月落成 
同月六日 S 宮式を擧けた b 尋ひで居留民團は EI: 八百餘圓を投して境內の E® に石垣を築き大に地形 
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.を修め it ; に現状に到らしめた6祭 R は毎年十及二日夜ょり翌三日に百 b 盛に行はる因に «| 尾山神 M : の 
祭神中朝比奈神社は古代史の部に叙した6か如く其本社は絕影島邦人の稱呼牧ノ島の北面山下 i - 在な 
小祠にして大日本史の註脚及對馬朝比奈神社の紳蹟に徵し其證據充分にして疑錄を容る！の馀地なし 
故を以て延寶の頃牧ノ島ょり移し初めは大泚旅館の背面蕺原の邊に祭り後苒ひ守谷旅館の下に移せし 
ものな b 蓋朝比奈義秀は签山第一の先登者な S へし今や牧ノ島の祠蹟は漸く湮滅せむビす此貴重なる 
史蹟 馬そ壯嚴 に保存せしめ^るぺけむや倘む馬琴を L て此材料を.見聞せしめしならは朝- Jt ^- m 烏記 U 
中途にして切斷し終らす必すや波を招 V て國を征したる爲朝の琉球に於け-る弓張月の如く夙く民族的 
傾向を有せし其文學を以て日本 VJ 朝鮮 VJ を結合せし朝比奈巡島記は世に行はれしなるべし〇 

一一:一、辨天神社 . 

辨天神社は健頭山神社の華表外右伽辨天町に臨みたる位®に在り其創建年代は詳かなら3るも仁位信 
精寬延三年の著作稻荷勸請上卷中の註脚に依て稽ふれは其年代の久逮なるを知らる2ビ共に其«請の 
由緖亦審なリ註に日く「今俗に辨財天ビ號するは多くは此三-*神を祭れる乙ミなるに今朝鮮國草梁和 
館の中に辨奨|請して神 ft 然忘辨財天の木嫌。：漁夫の網に f て！しを我國の 
人取得て館內に帑りて今に至て存せり〇偁然の事なれ S も奇怪-〇事ゆへひそかに此所に書しぬ」ビ泚 
耆の著作旣に一百六十六年の以前に在り其年代の奮き乙ビ推考するに難からさもなり而して其钱斛た 
aw 通交! t 附釜山史.後編 
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I 第八章宗敎 第一節神社及敎會所 

S る所謂一一！女神ビ U 朝鮮人金富軾なるもの2纏輯せ&三國史記中に在る女；！の謂なも其撤要は-)111ち. tt M 
| 阖(現時の濟州島)初^曾て人あらす其漢 A 山奇秀宛 i 雲海の緲茫たる上に紳蜜和氣を降し同時に H 神 
人忽ち山北の毛興穴(此穴現存す)に湧出す時 (C 日本國王其三女1:命して日く西南海中に山6上一 ii 人 
在りて國を建てむ VJ す妣偶なし汝等往いて事ふへし V 」乃ち全木船に乘せ五穀牛馬の M 子を携へしめた 
bw 卽ち是れなり以て其祭神の日本帝國に西緣深きを審にするビ共に其勸請由賭の幾む C : 奇蹌的なる 
珍重すへきなり〇 

四、 大社敎草梁敎會所 

本敎會所は釜山本町五丁目に在り大正元年十二月二十七日附を以て出雲大社敎官邐の11可を受け同一 I 
年一月三十 1 H 慶南道廳ょ知の許可1)む乃ち開始す目下の信者約三百四十名一箇月の經费旳一一十面は 
本社ょり多少の補助を受け專ら赛錢を以て之を補足す今未た甚た振はさ S も近き將來に於て會所を新 
築し分院ビ爲 S む計畫中に在り管斑者は權大輔傲野上雄治な bo 

五、 佥光敎釜山敎會所 

本敎會所は土城町に在 b 始め現敎會辰權大講義前田吾助の尙ほ少講義たり，し明治三十六年三月同敎管 
畏の認可を受け更に同年五月十五日時の領事の同意を得以て富平町に敎會所を設 W たるは 同年五月十 
五日な b 爾來自ら敎_ビして銳窓布敎に逢痒し明治四十四年十二月を以て現敎會所を新築せ卜其祭 
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游は宇宙の本髖 SI して K 衆の大祖たる天地金乃 M なり其敎義の大要は®ち_は鲞夜竣近てな 1 1 
親同仁な b 故に親の子に對する爱犄を推して神念の氏子 C 對する厚きを悟るへし fc に悟. S ぁるもの直 
!:•• 靈驗の端緒なれは益絨«を以て仕へ禁厭靳禱を避け K 神意を信すへし本來人は紳雄*-生きるものな 
れは千支五行の生勉吉凶に惑はす天地人無別同體なるの眞理を f し生死一切神慮に一.任し R 安心自 
在み生を享辮すへきな>神を離れて物な L 我情我愁を棄て i 本心の玉を硏<是れ人道の大本殊に吾人 
大和民族に在ては忠孝を道德の中心ビし皇上を歎 t 4 幼時を忘れす以て家業に勉むる是れ君國に盡し神 
意に.隨喜する所以なり抑も人間幸福の基礎は家庭の圓滿なるに在 b 而して家庭の始めは結婚 r 在れは 
綠談には相性を選はひより寧ろ信の心を吟味すへし子孫は家門繁榮の基なるか故に懷姙の時は腹箱よ 
ぢ寧/>&に X の 1 F を箱ふへし且〇夫れ人は同根一體にして差別なく又自他なし故に只博愛慈善を旨ミ 
し表行よ b 心行を肝要ご爲す心行^は I 意專心 M 德を信して疑は3るに在り*に能く此の如くなれは 
必すや竟に神人一致の妙趣を體得すへきなりビ是れ敎祖か身を畎畝に起し一生の心血を濺きて自證せ 
し定義な > 本敎會所の地位は第四等にして現時の敎徒は】百餘信者は一千五 - S - 餘又所屬婦人會員一百 
五十名等ぁ b て每月三日十日 二十二日の月次祭には參詣者說敎聽問者 頗る 多し又 明治 四十四 年に 開設 
せし大邱布敎所の敎信徒は百五十名大正二年に組織せし元山港なる釜山敎會所元山組の敎信徒も七 . W 
餘名を算するに至りた bo 

通交史 S 釜山史後！！ 
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節八窣宗敎第二節寺院 

六、 天理敎釜山宣敎所 

宣敎所は大廳町に在り大正元年十 I 月管理者大蜂仁三郞の斡旋にて新築せらる其工費千三百圓は悉く 
篤志者の寄附金を以て支辨した b 初め明治卅五年七丹寶水町に假宣敎所を設けたるもの終に此新築を 
見る に 至れるな b 現 時信者は約內地人二白五十人朝鮮人百人 ぁり 維持費は渾て以上信者の醵出に待0 

七、 天理敎東韓宣敎所 

本宣敎所は富平町 一丁目に在り明治四十三年十一月南濱舂平管理の下に開始せられ現下の信者は約百 

« » • t • 

三十名其經費は渾て隨喜者の赛錢に埃て bo 

第一&寺 院 

. 一、大谷派本願寺签山別院• ： . 
H - 本眞宗僧侶にして朝鮮に布敎を試みたる濫觸は逮く嘉吉三年廣浦二十一箇寺ぁ卜たるも -10 後天正年 
®. に於て美®國奥村掃部介なるもの薙髮して淨信ご號し朝鮮に來り一寺院を釜山に創立し签山海.高德 
寺 VJS ?' したる U 在り淨信晚年去0て肥前國铿峙1;死して以來艤くものなく其傅全く斷絕したり降つて 
明治十年十一月五日本山は寺島外務卿の大久保內務卿^^しての勸誘に應し彼の淨信の後裔奥村面心 
及平野 s ' 粹等を签山に派遣し其參判官舍を借り出張所ビ爲し布敎に從事せしめ翌十一年十二月該出银 
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所を現稱に改む實 K 是 s 山宗敎界の先！！者它故运信徒最多{に特記すへ.き- u 敎 
外附屬事業 yj して公共的施設の®に一二のみな^ 3 S 乙ビ是れな b 初め居留地內何等兒童敎育機關な 
&に曹率先して院內に學 f 開き一般の兒童蓋養し後二畐の維持 f 添へ SSM の所屬に 
移し明治十年二月貧奢救濟の目的を以て慈雲社なるものを組織し同十一年一月韓語學舍を設けて一 
般子弟をして韓語寶得の便を得せしめ间年七月女人講女設けて婦德の- is 養に努め明治十二年十一月津 
江兵庫招魂碑 G 建設を發起し幽ら先つ一百圓を寄附して S 箸を鼓舞し竟に其功を成す明治二十九年 
十一月草梁に學院を設け明治三十年二月私立幼稚園を院設に內け保姆を S いて一般の幼兒を育養し現 
時に至る明治三十二年春 B 本婦人會を組織し同三十六年 i 月再ひ慈善敎社の擴張备査して益-貧者 
救濟の道を講す同三十七年二月二千六百餘圆を投して火葬場を設け同 H 十八年春親友會を組織して 
靑年求道者に資し同三十七年在來の馨敎社中に蠢部を f 出征軍人の家族謹に心を盡し间四十 
二年四月吏に三千四百餘圓を抛つて火葬場を移轉し新設共同墓地に接近せしめ以て一般人の次利を計 
b たる 等 或は 物質的に或は擠神的に其居留地に貢献せし功績や塞に沒すへから3るもの多しビ爲$ 
西町 I 丁目 八番地の現境內は初め官地を一時偖々たるものなりしも後龜山理事官時代に至つて永代借 
用§可を與へた*^其地積は九百六十八坪二合八勺にして其建坪は本堂五十二坪五合庫裡五十七坪七。 
合五勺幼雅 M 三十六坪鏖四坪納骨堂五坪七合篇六坪厠三坪五合其他八十二坪なり維持經濟は明治 

日鮮通交*.附签山史後® 
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0A& 1 ¢1節寺院 

..三十五年本山の補助を辭してょ6は專ら植信徒か布施 S に俟ち火葬場收入及貸家料等を以て其補足 
.に充て優に餘裕を存す因に本寺屋根修理の時發見したる棟轧ぁ5日く「書淤上棟日維時文政五年壬午 
某 M . 此第煙消矣： S 九年丙戌九月有先例仍始役阏十 i 年戊子五月吉辰館宇落成於兹官矣記左云々、前館 

主小 JII - 外鉗、現館主三親內藏亟、普講奉行表目付倉掛忠五郎、千代役朝鮮方御日帳付扇太次右衛門、. 

丨 • * 

同御徒士目付靑木牧之亟、公幹傳 i 中尾辨吉、 s 中野罟兵衞ヽ同住永 JE 兵衞、杖突下目阿比©吉兵 
衞、書記丸島久治、泥匠一名、器械次知一名、使換一名、上棟修行淸藏、.首 H 三山芳右衞門、同靑 
柳善作、小エ十七名、首引鋸彌平治、引鋸十一考餘董官、明達崔知事、堂上錄.伯、堂下金主簿、彳干 
時文政十一年戊子五月吉日館宇落成仍綴二韻備高堂焉銘日大館巳立公館顧成四面玲瓏中外大卒右"0 

.二、本派本願寺签山坍院 , 

本派本願寺釜山 M 院は西町四丁目五十七番地に在 b 始め明治二十七年十一月本山は|等巡敎師大洲鐵 
然をして先つ韓阈皇常李蹓陛下に謁し韓國內の都市港灣及各沿岸なる著名部落を親察せしめたる結果 
布致 W 派遣の議決し明治三十一年八月開敎婶$推然及助勸常盤井亮英等を釜山に派遺し M 治三十二 
年を以て南濱三番地へ假布敎場を設立し明治三十五年六月西町に地を相し四百七坪を膳64將來別院の 
建築地 V 」定む明治三十七年本山は特に連枝趙誓院をして親しく釜山の居留者を慰問せしめたる爲め信 
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者俄に增し介 る. を以て明治三十八年一月先つ婦人會を組織し同年九月豫定地 へ別院 建築の エを 起し 同 
三十九年一月竣成して基礎茲に定6同三十九年八月旣設の婦人會を爝張し 尋 C 4 て同年八月靑年會を設 
け 同四十年七月同心會を起し同四十一年十二月本山ょ b 獨立經營を認められて以來 專ら植信徒の 4pm 
喜捨に依て維持するに至れり、境內地獱百三十六坪五合一勺此內建坪五十五坪九合 五勺二階四十七 坪 
五合七勺絕影島に分敎場-1)り〇 . 

•:, 三、.眞言宗金剛寺，. 

高野山金_寺は大廳町四丁目大廳山々腹に.在ぅて明治三十一年の創建な〇始め信徒等相謀 b . 先つ大 
断堂を建立し其入佛式及管理 上に 就き本山に 對 して請求する. 所 ぁ b しょ力總本山昝積院は權大僧正志 
賀照林に管長代理を見田政照に常在布敎師を命し豫て高野山別格本山 龍 泉院に安置しぁりし弘法大師 
の尊像を守護し來らしめ明治三十一年五月七日を以て其入佛式を擧行 L 明治四十三年三月八日始めて 
金剛寺^稱す尋； S て同年四月十三日總本山智積院 は 本寺の獨立自營を承越して十等地に査定し高野 U 
金剛寺號を允許し同時に見田政照を住職に任 L たり、爾來住職見田政照は 一向専念本堂建立に 心を ■ 
L 寬に.大正二年其計畫成り同年二月一日其エを起し同年九月十日上棟式を擧け大正三年五月十 R を以 
て 完く其 H を竣る、堂は九間に十間の伽藍に して 釜山寺院中觀るへ きもの 2 一た b 其工費は|萬七千 
面悉く檀信徒の喜捨に係る畢竟佛德の然 らしむ る 所な りビ云ふど雖而も見田住職 十 有 七年 來不斷 熱心 

B 鲜通交史附釜山史後編 
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笫 A « t な^ 第二 節寺院 

の致す所其平生の揉持や推知すへきな>«內地積一千八百九坪七合三勺其建坪は本堂九十坪大涵堂十 
六坪庫裡二十七坪五發不動堂二坪炊事場十五坪な令絕影島、草梁、釜山鎭等に出張所ぁち見田住職自 
ら之を « f 理す0 

四、 蛾蠘111總泉禪寺 

禪寺は«衊111の中腹釜01港の全鷇を一擗の中に集め最景勝を占むる所に在り朗治三十五年九月三十日 
の創建な > 、始谗草場町一丁目に總泉寺签山別院を設け釜01禪宗敎會な る 名稱の下に開敎したる も 時 
朱た可なら す微々 VJ して振はす 於是時の布敎蹄松衬良寬慨然ご して 起 t , 大に獅吼に努めたる効果空し 
からす 信徒® t > 集％た b 方ち晛治三十八年始め て 堂宇の建立を計晝し明治四十一年秋現堂宇 成£ 明治 
四十五年五月四 H 雄監府の允許を得て載嵋 111 總泉禪寺ビ稱し曹洞宗西本山の直末ミ«多た b 其塊內地 
積は三千 百 十二 坪八合七勺に L て 其中敷地三百三十坪を領し建坪は本堂四十 二 坪向拜三坪位牌堂六坪 
方丈十八坪庫裡十六坪二合五勺にして其維持費一箇年約七百餘圓は悉く檀信徒の布施喜捨に埃〇而も 
乏 L か4す V 云ふ〇 

五、 m 德 lb 智恩院智恩寺 

淨土宗智恩寺は大廳町 一丁目に在#初め本山は三 R 田持門を釜山に M 遺し明治三十年九月十八 fi 本町 
三丁目 U 敎會所を S けて B 教 t た•先是明治三十一年十一月 H を起し E 三十二年八月十二日落成した 
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to 伏兵山墓地內の堂宇は同山掘*の爲め明治四十年三月一日限 b 解退するを餘儀なくせしめられ暫く 
土«町に®布敎所を置いて其再建を計畫し明治四十三年八月現堂宇竣成したるな b 境內地積は四百十 
八坪- fc 食五勺境外卽ち土城 wr 二丁目三十番の地積はご百七十八坪三合八勺ぁ备其維持費は貸家料又は 
布旌來等に依て乏しかもす Q 

六， 日蓮，示 妙覺寺 

»' 曼寺は西町一一丁百に在0其艷基は明治十七年な b 初め明治十二年釜山に法華經信者0一小集阒 l>b 
其先達統 I 者なきを槭むや久し明治十四年五月坂弁兵三郞なるもの該_體を代表して長峙本蓮寺に詣 
6布敎師の派遣を諝ふ適々此時中本山行院住職渡邊日運九州巡錫の途に在 b 立に其請を容れ同年七月 
十四日老軀を提け來り西町一丁目なる假布敎所に住し傳道に努めたるょ b 信徒大に加はり其布施喜拾 
は優に一寺院を錐持し得へき|:至纟たるを以て乃ち欺地を購ひ伽藍を建立し明治一！十四东十一月二十 
五 a 京都本 113 妙覺寺の冽院 tf 爲り、明治四十年五月餌日統監府令第四十五號に基き日速宗妙覺寺ビ號 
す境內地蕷は百九十西坪五合二勺にして其建坪は五十八坪二合五勺な00 

七，臨濟宗妙心寺布敎場 

本布 敎場は 富 民 «T 二 了 目！ J 在ら初め 布敎師 谷紹允明治 泗 十五 年 五月 二 十五 日を 以て寶水 町に俗 家を賃 
借し假布敎 場を 狡け たるも 幾 干ならすして寂す 其 弟子稻萊拙堂 其 訃音に 接 L 來つて其葬儀を 昝み 供養 

日鮮通交史榭笺山史後編 . 
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笫八窣法 & 第三節茈督敎會 

を終る同時に大本山の命1)り先師に代ぅ其傳燈を繼く然るに布敎開始後日尙ほ淺^―3て信徒幾干もな 
く煢に孤獨 M に本山の布敎給與に其口を糊し荐りに托鉢して零砕の喜捨を集め之を基金に請ふて本山 
の補助を仰き以て布敎場の新建を企靈し孜々ビして倦1す大正二年十二月二十四日成就す乃ち大正三 
年五月二十八日大本山管長の親臨を請ひ入佛式を執行したぅ布敎場素より一小屋に過きす cf 雖而も徐 
に建立の由來を吟味すれば彼の世の殆むビ強要的の寄附物に飽きたる大伽藍の徒に堂々た.る外觀を街 
夯ものぁるより寧ろより以上に實質的光明の自ら他の信仰心を惹くぁるを覺务〇 

第三筋， 基督敎會 
一、 日本基督敎釜山傳遨敎會 

本敎會は寶水町に在り明治三十七年二月の創設にして日本基督敎派に屬し對日本人傳道を主ビするも 
のな b 初め 會の維持費は折半して其一半は日本基督敎會の補助を仰き其一半は信者の義捐に待ち以て 
僅に支辨し得たり然るに大正三年以降は本部の補助を擗し專ら信者之を負擔して31;に獨立敎會所 S 爲 
れ卜旣に前年に於ては會堂を新築し今年亦獨立經營を爲すに至る傅道の趨勢其一斑を窺ひ得へし牧師 
は秋元茂雄にして創設以來の勤續な办〇 

二釜山聖公會 
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签山聖公會は大廳町に在り初办明治二十七八年の交に當ぅては信者尙ほ少く特に會堂を置くの時機に 
至らす時に臨み在京城の英國宣敎師來り長手通林虎之助宅に於て布敎したり其後信者漸く增加し明治 
三十八年十二月先つ假布敎所を設け尋ひて明治四十四年七月講義所を新築して之に移 b た6現公會堂 
卽ち是れ經费は渾て信者の寄附に仰く本公會は B 本聖公會派に屬し專ら日本人傅道に膺る其管理者は 
牧師 IR 崎信者にして婦人會及靑年俱樂部等の組織6り C 

三、 米國一致敎會傳道所 _ 

本傳道所は草梁に在り初め明治二十四年米國一致敎會は牧師パイヤードを派遣し釜山に傳道所を開く 

其翌年又ドクト 〆 t ユーブラクン來ゥ醫術傳道を開きたるも健康不良にして終に果さす乃ち明治二十 

六年•トクト，ア K ブ H ン夫妻來つて之に代ら爾來專ら朝鮮人*0爲め傳道に兼ねて醫療を施し特に癩 

病院を設くる等慈善事業に盡痒す明治四十四年同夫妻辭し去つて牧師ウイン及スミス等之に代りた 
bo 

四、 濠州 I 致敎會傅道所 

签山鎭に在る濠洲一致敎會傳道所は明治二十三年の劍設 にして 當時牧師デ•ウイ ス之を 管理す幾 干なら 
すデ，ウイ ス 病死して一時中絕す後明治二十七年牧師アダムソン夫妻倫敦ょヶ來6 て 之を再興せ h , アグ 

ムソン學德—り朝鮮人の敬服する所 VJ 爲〇南朝鮮に在ろ敎會は悉く其監瞥の下に集れ〇.夫人亦常に良 

B 餑交通史酎垄山史後編 
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筆<幸宗敎.第三海基督敎會 

人を援助して朝鮮女子の敎 W に從事せり其後アダムグン夫妻は其本據を馬山に移した S を以て牧躲 
マッヶンジー之に代4同夫人及女竝に H ング\夫妻等傳道の旁ら朝鮮女兒の敎育に心を盡しつ1あ 
kyo 

五、 天主敎公會 

大正三年四月を以て釜山大廳町二丁目三十三番地に特に新築したる二層樓煉瓦摒に圍まれたる一堂宇 
其規模他諸敎會に I 頭地を拔き一見直に傳道所たる fOVJ を首肯せらる2もの卽ち本公會^5管理者は 
俸 BA 宣敎睬ク、フ H ラ？ベンにして日本國に在留するこど二十一年問其内東京に在る乙ビ十又二年 
頗る東洋の事情に通曉し又能く日本語を知る凡そ朝鮮に在る外國人直轄の諸敎會は大抵辑鮮人傅道 
を其目的ビ爲すものなるも獨本公會は專ら日本人のみを敎化するの目的にして其敎派は所謂舊敎に M 
す是故に特に.日曜敎誨又說敎等を爲3すビ云多現管理者は在朝鮮日本人^傅道する爲め特に選はれて 
内地ょ❶轉教せしもの黹來先つ如上の會堂を築き先つ其基礎を定めて釜山を根據ミ爲し隔月每に密陽 
大邱、金泉、裡里、江鱟、全州、木浦、馬〇|、镤海等を巡敎して曾て寧01^し現時釜11|に於ける専屬 
信者 a 本入五十九名其他南藜鮮各地日本人五百名にして經査は»て公會自ら之を負擔せ多〇 

六、 B 本メソデスト釜01敖會 

本敎會は签山西町 一了 目四十一番地に 在り始め大正 二 年四月 十一 B 在釜 山十餘 名の希望を 容れ牧 W 中 
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111 忠怒に依て大雇町一丁目四十二番地に il 會所を錠け後同年八月五日を以て現敎會所を醑莪した > 每 

遇 BHIB には午前中信徒 養 信の集會を開き鱒拜說敎友諸禮 典を 執行し午後には 所 Ms 信徒 以外の有志者 
を 導き梅改信仰せしめむ か 爲め傅道敎誨及蜜書を^述し尙隨時信徒の 宅に M ; いて畢書研究又は新禱會 
を開く B 暖日朝夕の禮拜者は二十名內外祈鯰會出席者は約十名にして專屬正會員は三十^一貫十八名 
志道者十三名ぁ-®'經常费は B 本メソ•チスト傅道局の補助ビ信者の献金ビにて之を支持す現時の管理者 
は 木麻外 七な be 

第九章 衞生 

今や签01の中央部は内地人の住家を以て潇た5る i か故に衞生施設は騖む V 」完備せるも市外の邊陲你 
ほ衞生思想なき朝鮮人部落に接鳊する所多きを以て動もすれは我周到なる設伽も侵害せら6よの*な 
き能はす殊に船舶の出入頻繁なる W 行旅來往の陸續た6等惡疫媒介の機會多き£故に其*防施設は須 
臾も忽にすへからす官民辠けて不斷に深き注意を拂务所なるも而も今尙ほ未た全く季節的傳染症の根 
* し得 S る铖みなき1£はす然れ V 」も顧みて開港前後屢々悪疫の慘害に罹 h し當年より親れは素よ 
鑲の差のみなら3るなり抑も釜山衞生機關 VJ して li 開港當時旣に官立病院の在る有れし W 雖而も自治 
的機 H 施說の起 M は明治三十八年二月時の領事發令の準則に基き釜山衞生組合を組級せ L に在 b 後* 

&觴通交史附釜山史後軀 
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一 供九聿衡生 第一節公節檐關 

〇〇事廳廢せられ理事廳之に 代る に迨むで該組織を改め先つ居留地を四區に分ち區每 k 組合を a き 警察官 
j 監督の下に春秋一一季大掃除、傳染病豫防 —— 消毒、救助等凡そ公共衞生上の必須事項は悉く共周的！， 2. 
蹋行すへく其經費は毎月各戶より徵收 する 乙 ビ r 爲りしも明治四十五年三月該組合を廢し K 塵芥汚物 
の掃除のみ舊例を存して個人に 請負は しめ其他衞生事項は擧けて民園役所の直轄 w 爲>大正三年三月 
民團廢 せられてよりは 府廳之. を 繼承し爾來|層嚴重に行はる 2 のみならす 今や海港 檢疫 所の設けら る. 
J ぁり上下水道の設備完成するめ b 公私病院及醫師の單獨開業者等多く 釜山の 公私設衞生 機11は 鞭む 
W 遺铖なきまでに發達したれは衞生 安の 確保せ らるよ蓋 近き將來に庶幾し得へき乎 〇 

第 rR 公設機關 
一、釜山府立病院 

海軍省に於て官立濟生病院を签山に' S き兼ねて一般居留民の治病に從事せしは明治九年にして素ビ外 
務省の望みに應したるもの卽ち現在签山府立病院の前身な卜後陸軍省の所管に移 b 明治十八年四月竟 
に廢せらるよや居留地總代役所は請ふて滿三年間無償15下を受け丑つ補給金三千五百圓を仰き其立病 
院^稱し明治三十年病室. U 大修理を施して公立病院ご改む爾來十年間に增加せる居留民敷は頗る多く 
隨て病者亦前日の比にぁらす勢病院の規模擴張を促すこビの切なるよれ居留民遡は明治四十一年九月 
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H 费三萬六千餘圓を役して全く改築したるもの卽ち現病院にして其構造は手術室七、藥局二、病室三 
十四、事務室四、其他房室二十餘 にして 稱し- T " 釜山民^立病院ビ號す同時に內科、外科、婦人科、眼 
科、耳鼻咽喉科、小2^等各專門を rL きたり大正三年 三月 民 隨廢せられて 府の所管に移り現稱に改る 
因に本院は寵頭山の街麓、港の西潸に面する所に位置し地は高燥に氣流亦佳良な bo 

二、 釜山府立傳染病院 

签山繁華の中心 街 長手通の將に盡きなひミして左折し綠町遊廓に入らむ VJ する 屈折地點を佐須土原海 
岸ビ稱 す 釜山傅染病院は玆に在 5 始め明治十九年釜山一般の虎疫に襲は る J や居留民№1は此地及牧ノ 
島の兩所へ避病舍を設け一時の急 ic 應し後更に此地に病舍を.姐築して永久の收铉所ご定め竟に明治三 
十八年工費七千二百圓を以て現在の病院を築設 したるな b 當初は公立病院の附屬 V 」 して同院醫員出張 
したるも明治四十年獨立し爾來專任院長之を管理せ b 因に此地釜山の一邊陲た b しは旣に昔夢に屬し 
今や普通民家相隣接して健康莕多く之に住す素ょ彡此種病院を. 1: くへき地點に ぁらす 盖早晚移轉せし 
むるものたる や勿論なる へし VJ は旣に陳腐に M する 俗論のみ將來は必すや歐米の例に傚 a 我邦の進歩 
說に據 b 市街の中央に 避 病室を移して 可なる の域に 進步するな るへ し〇 

三、 海港檢疫所 

海港檢疫所は港口神仙臺に在 b 明治四十年の建設に 係る 其二十年以前は海關に於て其必要を認むる時 

日鮮交通史附釜山史後編 
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讅太聿瘡虔 #11 節私設桷瞄 

に B 务檢疫を執行し病者ある時は絕影島なる海關附屬の假避病院に收容したるも其後 H 韓淸露の交通 
漸く繁く船舶の來往頻りにして常時海港檢疫の必要を認むるに至り竟に目賀田顧問に依て此常說機關 
を備夯るに至もたら本所は素ビ税關の所管に屬したるも明治四十五年四月官制改正せられ爾來替務總 
監部の所管に移 b 签山警察署に附屬せ b 所員は港務酱官二人にして其構造は消毒所、實驗室、病室、 
汚物燒却所、火葬場、貯水池、信號見張所等あって設備整頓せ bQ 

四、健康診斷所 

特別料理屋組合は明治三十六年 I 月特別藝妓檢徼の爲め富平町三丁目に其事務所竝病室等を設け宸期 
檢査を行ひた.るも其設備不完全にして效果其目的に副は^るょり明治四十二年八月民團役所の所管に 
移し E 四十三年三千二百馀邋の H 费を以て富民洞に健康診斷所を新築し又尚因十五年中病室二棟を增 
築する等設備稍々其目的 V 」相協ふに至れ b 〇 

第一一節私設機關 

一、釜山霤師會 

签山醫師會 u « 師法の規定すろ資格あつて签山府管內に在住するものを以て組薄せら冬其目的は醫 ® 
たるの品位を保ち醫事衞生上の事を調査研究し以て同仁の實效を 擧 <6に在 b 春秋二季に總會を颶き 
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會務又業務上の事項を評議し傅染病豫防方法を■し或^當局者の諮問に應して意見を答へ或は衞生講 
話會を K ひて廣く銜生思想を喚起する等釜山公衞生上に裨益を與ふるもの尠しどせす本會は明治三十 

九年十一月の創立な、。 

二、签山看譏婦取次所看護嫁會 

釜山に於ける看讒婦會は明治三十八年八月森脇トミの發起に依て本町三了目に設立せられたる签01看 
議嫌會を以て^矢^爲す爾後降 In 設立せられたるものは卽ち司生潸護婦會は明治四十年九月 MIU 和一 
に依て南濱町二 T - 目に十全看謹婦會は明治四十五年十二月倉田哚に依て長手通(現畤大應町〕に濟生 
看謎 M 會は大正三年五月高橋谷與に依て西町一丁目に草梁焉護觭會は大正三年三月中島依て草 
梁第三 B に斯くの如く個々分立互に旗峨を飜へし對峙の勢を張 b 會は各擅に會員の等級を定めて所定 
の報_を貪 b 情弊百出爲に斯業の發連を阻碍するの虞れあるのみならす往々にして患家をして不安を 
威せしむる の絕 無を 期すへから S るょり總督府は大芷三年十二月十五 H 府令第百五十 四號を 以て 
看 謎 婦規則を螢布し大正四年 二月 一日 以後叙上の备會は悉く看譏婦取次所ざ改めし め 同時に看護婦は 
德て公式の試驗を受けて其等級を定むへく規定した b 蓋獨签山 VJ 云はす廣く看譏婦界の宿弊は茲に一 
掃せらるへき乎0 

、三、签山產婆會、附產院 

B 鮮通交史附釜山史後編 
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第 九窣衞生 第二節 私設 機 閲 

釜山に於げる產婆業の開始者は現釜山產婆會長藤井セキ故曲ィ？の二人に L て明治二十八年四月藤井 
は辨天町に曲は箪梁に何れも開業したるを始め續々间業者起 b 明治三十五年に至ては.已に八名ビ 爲り 
たるを以て茲に茶話會を設け每月一囘會合して互に意思を疎通し以て業務の統|を圖る, j ビ J 爲 した 
り是れ卽ち本會の前身な-^是の時に當りては居留者漸く增加し恰も萆梁方面には京釜鐵道起工せられ 
し爲め工夫等の假住者殊に多き等全體に B 1)' 比較的慘めなる生計者を以て滿た S る2か故に到る所陋 
屋の一室內幾家族共住して產所だになきか多し甚しきはバラックの屋下炎威に胃されつ 一 難産に苦悶 
するものある等其慘狀觀遇すへから5るよ b 同業者相謀 b 產院を K けて施療的に是等の産婦を救濟せ 
む乙ビを企畫し草梁なる鐵道會社用地の I 部を借り起工せむミするを傳へ聞きたる釜 山方面よ b は其 
位置を南遷して避離を縮めむ M ビを踅むものある等にて終に西町に於て福田增兵衞の持家を一筒年間 
無償にて借受け茲に産院を設けたるも經費 W しては八人の會員より毎月五十錢を醵齡して之に充つる 
あるのみなるか故に何等設備を爲すに由なし互に所用物を持ち寄 b 僅に其用を足した b ど云矛其後明 
治四十二年五月には同業者十四名に增加 L 益々業務上統一機關の必要を感するに至りたるを以て竟に 
屬話會を擴張して釜山產婆會を組織し同時に產院を同會內に移し附腐事業 W して今尙ほ經營しつ、> あ 
h 現時會員は二十二名な b 。 

四、ガソキン紀念醫院 .* 
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本醫院は米國紐育實業家の設立せる モン トクレースの一致敎會派に眉する米國人ドクトル 、アグ ゲエ 
ンなる も. の明治二十六年に創設した るものにして 基督敎傳道の補助 機關ど して專ら朝鮮人に對し施療 
するを目的 VJ せ b 其經費は全部該敎會の負擔 する 所院は草梁坂の上に在り設備頗る完く其施療を受け 
たる朝鮮人は已に數萬の多き^達せりご〇 „ 

五、襯病者救療院 

本院は赤崎に在り米國人ドタト\、ア\ゲ>1ンに依り明治四十年創設せらる其建築及維持費は總て在 
米國印度及東洋諸國癩病患者救療傳道敎會の支出に係り患者一百人を收容すへき設備ぁつて專ら朝鮮 
人患湛を收容するものな*®^ 

第三節 水道 

一、上水道 

最初居留民は往時對州侯宗氏の開態せし 二 個の井水に依て僅に其用を充たすの み 其乏しき乙ご推知す 
へし 明治十三年寶水川の上流を引きた るも 素ょり小規模の設備逐日增加 せる 需用者の滿足を貢ふに足 
ら 3 るのみならす 漁船に 對する 給水亦增 i せし を以て 愈々 不足を感す る Z. ビ の 切なる に 至れ b 是を以 
て明治二十七年先つ寶水川の上流に貯水堰堤を築き自然的濾過裝 S を施し又大廳山に配水池を設くへ 
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第九箄瘡 生 第一 1 £ 水道 

く其六月を以て起工し翌年二月*成を吿け給水設備稍成らた6も黹ほ陸續ビして渡航し來る多くの居 
a 者に對しては到底满足を輿ふる il 足らさるょ〇明治三十三年高逮見山の溪間に水源を索めエ5十一 
萬画を支®し其一月を以て水道工事を起し明治1一一十五年 I 月竣成した&も後竞に給水の不足を訴务 S 
に至りた&を以 r 居留民園は斷乎ビして大計畫を建つ卽ち先つ釜 iaf を距る三里なる聖知谷に水源を探 
り明治三十九年镩國政府へ交涉して共间經營の契約を締結し其出資額は民園百十七萬圓韓國政府三十 
五萬圓ごし而して民搠光つ支出して專らエ費に充て韓國政府は每年五萬圓を支出して民糊债の利子に 
充つる， OVJ 及工事は渾て韓國政府之を擔當する乙ビ2定め韓國政府は明治四十年五月釜山に水道事務 
所を設け內務部土本局管理の下に H を起し爾來三箇年を經明治四十三年七月全く其エを竣るもの 
現水道是れなち其施 H 方法及 X 费額等は左の如し0 

垂知谷水源 HJI I 貯水池は最狹溢なる個所を樣斷し i 高蚤尺堤頂延長三百八十三尺堤頂幅十 
一一尺敷幅七十七尺六寸 ft 容積こ千九百六立坪の巨大なる石®堤を 築き 常に雨水を瀦溜し需用に應 して 
自然%下に依り堪堤直下の汰澱滬を經陏溝を通して濾通池に至らし r 貯 7 ; 池：：：水而拉一萬八千九百三 
十四坪貯水容藕一千九百五十二萬六千五百六方尺人 a 四萬五千人に對する百五十 H 分な今滿水面に於 
ける海上面の高さ三百十五尺なら放水®^堪堤南岸を離れ例に£陵の鞍部を開鑿し放流せしむ水路の 
英長は約一千尺に LT 申央に於て水路を橫斷し延長七十尺福六反の石堪堤を築造し水深三尺を超へて 



最大洪水1»時間一千 fi 百六方尺を流出せしむる放水口どせ々石堪堤ょ A 上は敷幅四十尺左右一割の 
勾配水深九尺の®石積 w す下法は敷幅三十尺ビし堰堤ょ6五十尺の閉は張石を施し左右 一3£の開 
せみ水路11二千? f 分の一の勾££し水深六尺にて最大洪水を安全に通*せしむる開渠どせ6此エ 
黌金二十四萬三千一&四十九 : 111七十二後、 II 沈澱池は貯水油堰堤の下流二.百五十尺の•位置に設け垂 
直高三十三尺延長百八十三尺堤頊輻四尺敷輻二十尺八寸平面に於て竿徑百五十尺の弧形の石堪堤を築 
く Ifc 容潁百四十三立坪貯水量二十三萬一千立方尺 Atl 四萬五千人に對する四十時涠分なみ滿水面に於 
ける海上面の高-3三百十尺な $ ftHS 金一萬三千二百八十九圓七十一餞、 S 濾過池は內面丸十尺角 
四腿連績杓一個そ豫備 £■ す8 1* 速度一盡夜八尺滿水面 II 於ける海上面の高さ二百五十四尺五吋此工費 
金四萬二千二百三十圓九十二錢一厘、 E 9 配水池は送水の傍ら途中釜- U 3 鐘、古館及草梁に於ける人 □ 
七千人に»水する fe 以て必要な >內而長四十六尺六寸同偏三十尺三寸有效水深十二尺^して全部 t » v 
ヂ * を以て ii 造し内面ァスフ 1 7ダトを•塗り徑間十四尺の縱橫拱に依令全部被覆せ今容積一萬六千 
百二十七立方尺 An 七千人に*する夏期給水十五時間分5?貯务满水面に於け S 海上面の高3二百因ナ 
九尺典 X 费金八千八百六 m - fc 十五软九厘'し 

.釜山«水池エ事釜也配水池は市街の中央に介在せる伏兵山の後部にして海面上百六十五尺の位證に 
JJ 霞く本 H 事は內面長九十五尺五寸幅七十九尺 二 寸有效水深十二尺のもの二個にして此容積は十六萬六 
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I 第九 草 衡生.第三 節水逍 

抑千六百四十二立方尺人口四萬五千人の夏期給水贽|人|日三立方尺六の二十四時間を貯ふ低水面は海 
— 上面百六十八尺な 6 本工事の基礎 VJ なるへき地質は軟岩八分硬岩二分にして導水壁及兩侧壁 上部 少許 
の部分に煉瓦石を使用せる外全部はセメント六、火山灰四、石灰二、細砂二十四、荆砂利五十の配合の 
コンクリ—卜を使用せ b 而して溫度の變化に依る龜裂を拒”むか爲め底部長百七十六尺四寸幅百九尺 
五寸の部分は之を七十七劃に周阐側壁を十三劃に部 M 蓋ビなるへき拱を三十一劃に區分し築造せり各 
區劃.0箇所はァスフヮダト厚三分通りを以て接續せ b 中仕切壁に屬する徑間十四尺の各拱には一碼の 
、重貴'±一封度長十五尺のレールニ本をコンク V 丨卜內に塡充せり配水池內 n ンクリートに屬する部分 
は全部セメ X トー、細砂三配合のモグター厚三分通れ塗立尙底都全部及罔圍侧壁は滿水面^でァスフ 
フ 〆 卜 - m 三分通な塗つて以て漏水を拒け卜、兩侧に各六箇所{内徑二尺)上部に二十一箇所(內徑 IR 
: s 寸)の通風孔を設け各金銅及鐵蓋を裝置せり、配水池二徊の接續壁を利用し隧道式通路ごし兩端に 
鐵筋 r » ンク，1卜扉を設け貯水池內！視の便に供せ b 此エ費金六萬1 一 ¥ 八百六十三 In 七十一錢〇 
高遠！谷水源(舊冰源)工事 I 貯水池は本洗域は千六百萬平方尺な b しも同水源の隣谷九德谷の 
溪流を導く水路- X 事を施し貯水池に引水するを以て其流域二百九十二萬三千四百平方尺を合算 すれは 
'一千八百九十一一: S 二千四百平方尺にして土堤防を最高は三十六尺水深三十尺前面三割の 勾配 後部 二 割 
の勾配^し馬踏二十尺延長七百八十二尺にして貯水量は二百七十七萬二千六百六方尺滿水面以下二十 
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八尺間の有歎水 M は二百六十七萬四汗六方尺にして人口一萬人に對する九十日分な b 滿水面に於ける 
海上面の KS . U 百八尺な b 築堤飾坪 K は三千五百六十二丼一合內面張石の總面坪は一二千九百六十六坪 
八合なり、堤敷を^*せる現在暗溝は內外共¥八分の膠泥を塗り尙外園に粗石練積を以て幅 H 尺厚二 
尺の S .. 水鳄二®補足し全部—)¥二尺通り粘土を以て卷立たり堤脚に於て暗溝に接_し垂直高さ 
三十六尺内徑六尺現上1:於て2:二尺外側二十分 Q 1勾配を付し煉芄積の引水塔を新設し內に徑八时及 
十八时の鐵管を布設し前各は貯水の引用に供し後者は貯水池内の掃除用に供す取水^^に溪沫の貯本 
池に注く筒 ml : 九十三尺 S 六尺の粗 W 練 ii を以て耩切6水の遂透を拒く $一方所要.の溪流分貯本 
他に導く於又は不要の洪水を放水路に放流せしむ^用に供せ^'、九德谷導水路は九德谷を**し平 M 
1-:於て半徑八十尺の孤形を保ち ft 高十六尺敷幅五尺四寸天幅三尺延長七十五尺の取水石埴堤を築造し 
之に雲して延長一一一百五十一間幅平均二尺深二尺內面 U 總て强石を施し以て溪流を貯水油 U 導けり放 
水路は延長七百八十二尺敷暢二十尺左右十分の一の勾配を以て高至ハ尺通彡 W 石を積立底*は張石を 
施せ b 天然の地形は勾 K 急なるを以て入口及中央二梅所1:粗石練積を以て水_を K く全線通して H 
百七十五分の一勾配 IT - せ卜水深五尺にして一秒時№1千立方尺の洪水を安全に流出せしむる開渠ミ甘 
一 bJfc 工費總額金九萬一千三 B 三十四11五十六«二厘，一一 K 水他は一一笛連綾し答幅四十尺二基五 •+ 
•0.#二尺八寸深十五尺五寸にして漏水を拒く*め口 X ク，1にて K 部を蕃 w し拱頂厚”尺 w し幅一一尺 
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:| 供九聿衞 生 f 一節水道 

.2 高四尺の中仕 to 壁三箇所を新說し徑間十尺五寸«頂 2 L 寸め拱四箆を架戡し以て上層を濾遇地下層を扔 
j 水池£甘 b 配水池有效水深五尺有效水深水&は約1萬五千六百尺にして人 n 一萬人に對し夏期水量 , T -* 
人一日三六方尺六の十時間分を貯务滿水面に於ける梅上面の高5百六十七尺六寸、111滹通池は內面 
,幅三十三尺六寸長^四十一尺八寸深 S 九尺三寸のもの二箇連績し漏水を拒く爲办周圍內侧及底上全部 
厚さ三分通れァス7ブダトを塗り厚5五寸の h ンクリートを以て被覆せり前記配水池上層各幅四十尺 
二寸長 S 五十二尺八寸の名の二倚計四箇なり內一箇は豫.備にして濾*速度一盡夜八尺滿水面に於け る 
海上面の高 S 百七十六尺三寸配水池及濾遇池のエ费佥一萬六千三百八十二圓八十八錢七厘0 
'送水管聖知谷水源送水の順序は貯水池堪堤に附 M の水搭內に設诚せる內徑三百五十粍(十四时)鐵 
眘に依り貯水池ょり沈澱池に導水せしむ沈澱池には清澄なる表面水を引水せしめむか爲め浮遊管を K 
偷せ b 該管に依り表面水を暗溝に導き途中垂直高さ四十尺の瀧を通遇せしめ自然的に充分疼氣中の酸 
衆 U - 接 W せしめ以て濾過池に導く減遇水は水源配水池に導き其れょり延長五千二百九十間七の間內徑 
三？ f 五十粍鐵管に依6釜山伏兵山. R 水池に送水せな〇. ■ 

前水管配水管は其稱類口徑百粍(四吋)以上四粍(十六吋)以下七種にして此延長 I 萬五千九百三 
千九間布設ゼり此 H ® 金二十四萬七千五： yl 七十' A 圓四十二钱〇 

絕影島給水工事釜山港の東南二百二十間を隔て i 一島唤ぁり絕影島 V 」云ふ其周圍七里屹ビして港面 
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を隱蔌せ b 其港に面する部分には內地人多く居住す飲料水乏しき爲め常に签山よ 6 水船に依て給水を 
仰き〇 il ) b しも海上不穩なるビきは全く其供給を杜絕せら 6 i 乙ビ l ) b 其不便云矛へからす«て人 
ロニ千人に對する給水計®を立てたるに其费 f 一萬三千百六十 III 六十一錢六歴を要するも本工事は 
旣定設計以外に M するを以て旣定豫算谷目の刺餘金を充用して施行したる H 事は卽ち先つ配水池敷地 
用* HI - 二百七十六坪宅地八十八坪三旮を一千九十二 [ D 九十錢にて買收し签山南濱町海岸內徑百粍鐵管よ 
b 接續し海峡は內徑一吋四分の一錫引鉛管二條(此延長四百七十二間三)を埋設し絕影島陸上1:は內 
徑百粍鐵管を布設し人家背後の稍高部 U して海面上二十八尺の地に內徑十六尺五寸有效水深十尺の圓 
形配水池を築造 L 以て人 P 二千人に對する夏期給水六時間を貯夯配水管は內徑百粍鐵管九百十八間三 
を島內へ布設し公設其用栓十筒所を設截せり〇 

二、下水道 

签山領事館に於て達第三十八號下水道規則を發布したるは明治二十八年十一月にして其以前は居留民 
團に於て時々部分的 1!: 其エを施した るの みなるを 35 て汚水は坩街到る所に停溜して排通せす時 S して 
は雨療汚水ビ共に汜濫して行人を惱 i す乙 w ある等衡生.^通上孰れよりするも覯遒すへからす竟 U 
本則の發布ありたる所以^ b 其後明治三十四年四月本則の改正あり其監督稍々嚴を加へたるも而も锊 
ほ下水道甚た備はらす乃 t , 明治四十年度事業£して大一^工事を起し其—二千七十九間就中長手通 
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隼*生 雉 四如墓地及火葬接 第五 節傳染网 豫防設 偉 

大膘町、西町、寶水町、羣町、埋立新町等の街路1:暗渠を說くる m ビ七百七十四間此 H 费は三萬餘 
圓を支出した b 此外排水溝の延長は 二 萬九千餘間 UQ10 て設けられ全市街の下水道は茲に始めて完成 
の域に達したるな bo , • 

第四節 菇地 AAP 場 

共 JM ] 慕地峨嵋山共同墓地は明治一一〖十八年撰定せられ翌三十九年より其築設に着手した b 始め領事官 
管理の下に在 b し專管居留地の附屬たる伏吳山其地 M 三萬餘坪の共同墓地は明治二十四年六月居留地 
，役所の管理に移6領事官の認可せる日本居留地墓地管理規則の下に管理せられた *6 に然るに爾來居留 
:地域漸く擴大せられ竟に該慕地1;接近し來 b 風致衝生其何れよ b するも到底觀過すへから3るもの& 
b 勢の迫る所遂に其移鞾を餘儀なくせしめられたるな b 其實行に當 b ては 理事 M 令を以て明治三十九 
年十月一日よ b 蛾蝤山新共 ㈣ 慕地へ移轉 T へ<_せられ翌明治四十年五月を以て全く其終了を吿けお 
•ぁな备〇 

火葬場卽今火葬場は蛾巇山、牧ノ島、 f 嫌の|二筒所1:在り孰れも镝人經曾れ始め大新里 i:f の 
火葬場ぁりしに明治三 -t 七年二月大 i 本願令签山圳院亦領事官の®可を#て同地に火葬場を狡け ft 
.るも伏兵山墓地の峨蝤山に移轉せられ在來 A 葬場 Vi の距離傾る逮 <喪家の不便少から S るを慮6明 
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治四十二年別院は公認を得て新墓地に接近せる現地點に移したるな be 
• 第五筋 傅染病豫防設備 

费 ： ：： 

签山播は海陸交通の頻繁なるか爲め恶疫侵入の|6^く防^8^は須^も忽賭に柑し去るへからす磨 
代當局著の最注意を拂ふ所た b 故に當—«は常時 U 臨時に規定殊に備は6能く勵行甘られ防疫事務 
は著しく發達せ b 就中市街淸潔法沿革の槪要を皋くれは當路者苦心の迹を親ふに足る飞の多し始め領 
事官は明治十四年十 J 1 迮第三十八號を以 X 市街_規則を發布し乂明治二十八年七月街路取締規則を 
肢け明治 H 十四年九月逮第三號を以て之を改正し特に街路 i 下水等に對する清潔法を規定して每年 
四月を期し之を浚渫せしめ明治三十五年五月又改正して街路、便所、下水、芥溜等の取締を嚴に為 
に便所、芥溜等に就ては其構造を制限し每年四月十月の兩期に於て警察官監督の下に市內大淸潔法を 
施行し戸々朝夕に^積せしむる汚物塵芥の取除は窗人に受負はしめて居留地役所ょり之に補助を與麥 
も1^2なれか然るに明治三十五年に至>私說淸||^なるもの起り各芦ょり一定の©^養を嫌し毎日 
芦々に就き其塵芥汚物の掃除に從事したな後两£年四月八頭旬直吉橋本鶴吉等領事官令連の趣旨に 
1 遵ひ签山淸潔社を設立し全市の淸潔事業 fc 其 J 手 ic 經營し各戶ょり每月最低十錢最高四圓の範圍に於 
^ て淸潔贺を徵收し其經费を支辨したり然るに爾來人口の增殖ビ共に日一日尿 M 增觉し窮餘或は海洋に 

j B 辟 通交史附萑山史 後編 


Digitized by Google 


Original rrom 

COLUMBIA UNIVERSITY 



Digitized by 


Google 


Original from 

COLUMBIA UNIVERSITY 


I ?$ ‘防火設傅 

14 航清 して放棄し或は乾屎法を講 する^ 18 ゆる 手段を盡したる も竟に其悉くを 處分し 得 5 るに當 b 恰も 

9 

j 明治四十二年十一月白須庫之助外三名相謀5峨蝙山麓に製肥工場を設けて M 尿を M 料に硃酸安母尼亞 
製造を企畫し時の理事官の容る i 所ど爲るに會 . L 乃ち A 頭司等は各市中の尿屎全都を無償連搬して其 
製肥原料に供給する乙なし茲に淸潔社、製肥工場は栢携へて釜山全市の淸潔を保つの義務を負擔 
した b 而して製肥工場は其設備に對し約二萬餘圆を投したるも S 械其他尙ほ充分ならす營利的繼績殆 
む ( T 不可能な6ょ b 明治四十五年四月小林査一，は一部出資者の關係ょりして製肥工場を其|手に胄收 
し機械及製法上に改良を加へ纔に顏勢を挽囘して業務稍振ふに至れ5然るに M 料の供給者たる清潔社 
は八頭司の死後專ら橋本の經營する所 tf 爲りしに社內紛爭起 b 爲に製肥 H 場 >」の關係圓滿ならす於是 
製肥 H 楊主小林は大正一一年中清潔社を買收せむ乙ビを企圖せしに時の警察果長及民闕長等の調停に依 
b 同年六月十六日交渉遂に耱 b 同時に小林は營業期間を十箇年 VJ 定め釜山淸潔機關の責任者 w 認めら 
れ大正三年七月富民洞に鹰芥燒棄場を設けたるも規模尙ほ小にして責任を全ふするに足ら3るの虞れ 
なき能はす仍て大正四年七月を期し更に之を二倍大に擴張し丑つ製肥工場も西馨展の將來を ig $亦 
.同年內には他へ移轉す6等の計畫中に ありミ左もあるへき乙どなれ〇 

第十章 防火設備 
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签山 居留民の劇增せしは明治二十七八年後に在りて同時に 日本式 木造家屋比々軒を連ぬるに至り防火 
機關の必要起 b 始めて泔防組を設けた b 其規模甚た大ならさるも旣に水道の設けられて各所に消火栓 
の裝置ぁ^'消防唧筒又腕用ボング後に至て tt 蒸氣啣筒二臺を購求する等設備稍成るも而^^^に起れ 
S 火炎に當るに足らす於是明治三十四年四月時の領事館は達第二號を以て釜 山 港 日本 消防組規則を 制 
定し以て在來の消防組を改良せしめた b 明治三十九年前 警視廳 消防 本郁 長た b し 松井茂の釜山理事 官 
V ,して其任に就くや先つ常備消防手を置いて非常警備に充て又警視 崩 消防主任を聘 して 消防手の練習 
を爲 5しむる等其組織上に大改革を加へて面目を 一新せ しめた b 尋；3て 龜山理 平太 代つ て理事 官ビ爲 
るや明治四十一一年九月消防規則を改正し消防組組織、組員の手當、非常信號等を規定す消防組は正副 
組長、部長、小頭及消防手百三十餘名ょり組織せられ其所屬器械は蒸溆啣筒二臺、腕用ボンブ四臺、 
防火栓用ホース五臺を備へ又消防區域を警察署前、思案橋、富平町、寶水町、草梁、牧ノ島等の六部 
に分ち各部に.夜警詰所を設け器械消防手を配屬して其部內を巡運#戒せしめた b 當時已に水道の設備 
完成し市區改正亦漸く整頓する等相俟〇て防火事務は全髖に亘卜て一段の面目を添へる^共に其效果 
箸しく有繫に兇煺を逞ふせ L-lft 融も近時大に爲息した卜由來防火經费は悉く民團の支出に係れるもの 
なれは民_廢せられて以後府费の支出に待〇は勿論なるも消防組の監督權は依然ビして签山警察署の 
竿に在る乙ビ亦 S 分を埃た3る所た b 因に以前签山鎭に於ては明治四十偶年七月有志者相謀り釜山聲 

• B » 通交*.附签山史後編 



I 鎔十一章港*設循及埋築事諮第一節商港 

" 察署 ® 督の下に義勇消防組を特設しお経費は«て®志家の義捐に俟つて之を支»した b しも大正一一華 
一 四月13ょ b 釜山消防組第七部に編入せられたら〇 

水道防火栓消防組の創設に當 b ては水道設媚小規模なりしか«め水道柃は厪に要所一二十箇所の装# 
に過き ^りしも明治三十五年高遠見水道の增設に依て水壓五十磅乃至七十磅のもの四十七僚ビ爲り明 
治四十三年七月水道の完成を吿くるに至 b .« r 式裝®のもの百餘箇所を增し現時の總數は公設百六:+六 
漱設十六計一百 A 十二箇所平均六十間每に I 筒所ゼ爲6其水壓 M 六十磅乃至百五十磅以上に達したれ 
は 今や他總 ての設備ビの權衡を 得全體 の消防力は幾 1/ ビ遺铖なきに至れ bo 

第十 I 章 港灣設備及埋築事業 

第 I 節 商港 

陸上旣に歐亞大陸交通幹線の閲門たる要衝を占むる大签山其港®の設備も亦旣に其第一期計畫は明治 
H 十九年以降 H 费一百四十八萬八千圓を投し明治四十五年三月を以て完了し今や其第二斯計畫卽ち明 
治四十四年以降六箇年繼績工費豫算三百八十11 H 四千八十圓此工程亦旣に半を遇く是れ路て降上交通 
VJ 栢桔槔 L 歐米海上交通の要衝に當るへき大運籴を寅現す S 所以ならすや而も尙ほ以て本港は赤裸々 
たる自然港のみビ誣へ得へきか世界的大商港て如上の大任を負糸へ&資格の有無を疑夯ものあ b 
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や更に筆^^め港缚設備旣成の跡及工事中の迸程狀況等を概說せむ〇 

第一期計® H 程は明治四十三年に於て其大部分成れるに當り恰も日韓併合せられたるを以て我政府其 
殘部を繼承し明治四十五年三月を以て竣工せし^たら其主要なるものは®ち稅腯敷地其他急施に充つ 
へき一萬四百餘坪の海面を埋築し其一部は幅十八間餘長百六十1 M 漪の突堤ビ爲し其南側に沿ひ幅十 
二間餘延長百五十二間餘の鐵造片棧橋を架設し三千噸乃至四千噸の氣船二隻を网時に繫留し得へから 
しめ以て關签聯絡船其他商船の碇繫所1:充て倚ほ突堤上には鐵道二線を導き貨客海陸の聯絡を完から 
しめた5卽ち現に第一棧楹線ビ稱し鮮滿急行列車の發着地點に供せるもの是れ 3 b 此他貿易上利便の 
爲め其對外に對しては埋築地の水際に 法長百 八十五間餘 の物揚 場を 築き 二臺の 起重機を備へ 沿岸に對 
しては北濱に於て延長二百八十一間餘の物揚場を作 b 起重機一毫を摒附け又陸上に於ては埋築地 上 道 
路を隔て i 停車場に相對し税關廳舍 及附屬 家屋建坪 合計二百 九 坪 五合を 建築 i 一耧橋附近に 稅谰監 
視部廳舍建坪百十二坪二合貨物の集 歎 場ビして 木造 上屋 四楝此建坪六百五十八坪及煉芄倉庫一一棟此纽 
坪三百三十六坪等を新築し又 ts 尾 山下舊税關構 ^ の船 入場を整理して魚 滑 (次節に詳述す〕 を Is:. け港 
濟の前面なる神仙 臺下に 海港揿 疫の 設備を爲した S 等 是れ wt , 釜山の載 M に策應 す6 當面の急務た る 
關我行政の完全を 圖る第. 一 •次經營にして尋 a て 起れお第二次 S 營卽 t 海陲聯絡餿 W 施行は明治四十四 
年ょ i ハ箇年繼續事業に して 現時進行中に在-^其 K 計及工程の現狀は卽ち左の如し G 

日鮮通交史附螯山史後編 
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第十 1 章港灣設傭及理築漆 業 第一節商港 

'一、 埋築第一梭橋の北方現在鐵道用地の前面に於て更に一萬六千八百十坪を 埋 築し以て睦上設備の 
地 M に 充て 其地先には第二耧橋を築造し其水際には物揚場石垣及護岸の石垣を設くるものビす〇 

二、 楼橋前項の埋築地先に於て第一梭橋の突堤ビ竝行し百五十間の間隔を存して幅員二十一間延長 
二百間の鐵造梭橋を築造し*^に輕機鬮車を通する锇道線路を敷設し尙ほ此線路を挾むて梭橋の兩 
侧に幅一一十二尺長八十二間半の平家建锇造上屋三棟を設け貨物の處理場ビ爲す。 

本楼橋附近は二十七尺及三十六尺の水深を保たしめ七千噸の竄船二隻二萬噸の氣船二隻を同時1:繫 
留に支障なからしむ〇 

三、 浚谋第一棧橋の前五萬三千百六十四坪の水面積を二十四尺に浚深して三千噸乃至四千 RS の窠船 
鞔着を自由ならしめ第二棧橋沿及鹈ノ瀨港口二十七萬八千三百十一坪の水面積を二十七尺乃至三十 
六尺に淡深し以て大船巨舶の出入に備夯るものビす〇 

四、 上屋及倉庫 第二梭橋哭 堤上に幅六十三尺 長 百五十二間の鐵震抜上屋を設け內部に旅舍、待合 
室、事務室、小荷物取扱所、切符賣場、貨物藏置場、喫茶店等を設け第一楼橋 vj 相俟って此地域內 
に於ける海陸聯絡の設備を完成す又税關構內に 嫌 %$二棟其面積各百六十八坪のものを設け第二 
耧橋上にも前項の如く平屋鐵造上屋三棟を設く〇 

五、 道路埋築地上に幅 十間 乃至十五間の 「マカダム」 式築造法に 依る道路を 說け貨客の 交通 運搬に 
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便す c . 

六、 鐵道草梁签山間の鐵道線路ょ卜分岐して第二樾橋に至る8^を敷設す而して草粢签山閲の舊線 
路は悉く撖去し签山鲦平埋築地上に一直線の新線路を敷說すメ ： / 

七、 防彼堤•签,鏆豫定埋築地の前面に總延長六百十五間の防波堤二條を築造して面稻約十二萬坪の 
船溜を 設け 小型氣船及帆船の碇泊所に充〇將來此土工成らは現時工事中なる签山鎭の埋築地は正に 
有要なる 地區ビ なるへきなり〇 

八、 m 燈給水繫船浮標第二梭橋上及埋築地上には孤光燈を配置し又梭橋上には船舶給水用 S して四 
时の鐵管を敷設し iL つ浮標三個を S き船舶の碇繫に便す0 

以上の 設計に 對する工事 费豫算 は 三百八十 二 萬四千六十圆に して 其期間は六箇年なり而して大正三年 
十二月末日に於ける 工事の進行程度は左の 如し〇 


工事.類 成 H 步合 
(第二綫棰基部埋築 〇九五 
護岸石垣基礎捨石 完7 
埋築工事誰岸石垣築造 〇七〇 
物揚場石垣基礎捨石 完了 

a 辟通交*. Hr 釜山史筏編 . ； 
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第十一章港灣聢儀及埋$菜第二節漁薄、附水産物輪出入場 

尸物揚3石垣築造 ‘ 〇三〇 
波除堤工事{狡除堤築造 G 八七 
一第 iw 浚诹、 完了 
浚渫 H 事第二梭橋沿浚深 〇九一 
一鵜ノ瀨港口浚深 〇〇六 
: ': 榇臺基？^石及附近 SSSSK 造 完了 
.橋脚及床構築造：：-::.::-: • 〇七〇 
耧橋 H 事钫衝材取付： 未着手 
獨立防衝材設置. 未着手 
橋板取付及繫船柱設置 未着手 
旅舍用平家建鐵道^ W 二棟) 完了 

土屋蠢 H 事煉芄蠢 (II 棟) 同 

旅舍用平屋建鐵道 i 〖 H 棟). 未着手 
一碎石道路 求着手 
霰路工事 T 水 未着手 
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(孤光燈 未着手 
f 第二楼橋上線路敷設 未着手 
コ i 签山草梁間線路移轉 完了 

第：節魚港、附水産物輸出入場 

辕國政府は M 山糖1:魚搏設镫の計畫を立て明治四十四年二>3舊税關跡を利用し工費約二十五萬11を豫 
算し其ヱを起し35 W 十五年三月を以て落成せし^茲に東洋蠢の负濂を見るに i 一れ-^押も整山樺は南 
鮮最II漁業圈の中軸に位歡し殊に海陸の運橡交通上所謂四通八達の、便利を占め水産事業に就ては自然 
の好地位に在ゥ而して今や典大規模なる人工的胶備の*1:天惠に加はるあ b 其將來やな卜ざ艄夯 
へし然 w %本魚港は今笨だ_營方針定 t ら ns て awt の開始を見るに至らす甞て朝鮮海水產組合は 
府に對し其經1理を其組合に娄せ&れ-0,之：ゼを蹐顧せしも許3れす知らす嫌督麻は何の 
斯す6所6 CN て敢て此完術せ&魚箱を徒に放置せ&にや惜しむへきな > 左に其構造の概要を記述すへ 
し0,ン 

.一、§競賣場^:中央に總坪數三百二十坪の上屋を狡け地上靶浪礙土敲 W して€類の#資場ざ* 
し上屋の半部を二階建 VJL 之を數室に分ちて船具又漁夫携葙品の預 > 倉庫に充て他半部は平屋ごし 

all 通交 S & W 鮝山史後編 
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f 1 阜港餺設仰及埋 f 粲 第三抑航路1 Ml 

屋上は水産物の干場に充 0 。 

一•、仲買人貸庫及荷造躲競賣場の後部逍铬を隔て jit 坪二百八坪の建物ぁ b 仲買人貸庫及荷造場ビ篇 
.す庫は六坪二十七戶前に分ク〇 

一、運送店’貸庫に連ね十五坪の_店を K け魚類 i 用に供す C 

一、仲貝店及雑品庫運送店に隣り間ロニ十六間奥行三間の木造二階建を設け其一部を II 品庫^し殘 
部を五分し階下を.仲貫人の出張店ビし階上は«員の住居1:充つ。 . 

一、.事務所魚 f 門内左侧に木逭二階建洋風家屋を耽け階上を魚港事務所に階下の一部を事務室に 
其他を我 繭 «' 張所及宿直室等ビ爲す Q . ' 

一.、俱樂部正 S ： 內右側に建坪五十四坪の日本風二 II 建を設け階下を二分して其1を日用雑貨店其他 
を浴室 W 爲し階上を俱樂部及集會所 W す〇 

一、親藏庫及干燥物庫競賣場の左側岸 U 鹽«庫並貯鹽蜞一楝义干燥物庫一棟等ぁ bo 
一、漁船溜魚港の H 右兩側ょり突堤を築き真に出入口を設け水面積約六千坪を包擁せしめ以て漁 
船溜 w 爲す〇 

尊三節 航路標識 
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掛鏖獬中 V 報米 M 彩島三閃光白色釜山.港外四等石油白热燈自展供囘轉 
琳 燈$晷 旋不動紅色釜山港箪梁六等石袖燈 


挂燈浮標 外港-叨暗白色 


爸山港 n 海* 


六番アセチ9ン 


设浮標〇内港叨暗綠色辟2邮げ帽六等 r ザ式瓦斯 
〇鶼ノ m 明暗白色釜山港口 六®石袖燈 
efjh 5嘛白色1 S 口*六答ァダ式 h 斯 
«待迅末! FJ 暗白色釜山港因口六等アゲ式瓦斯 


m 氣囘 


二 om 明治三十九年十二月 
一 gss 明治三 - t- 七年 AB 
一四评/^高低燈共网し) 

八洇叨治四十四年四月 
五 M 大正二年四月 
一〇 m 明治三十八年六月 
1 1JH 明治四十四年四月 


大正二年二： 


備考形式期1:於ける Ifli 號 II 榱識 M 中より拔抄 t £ るものたれ St 內港挂斑浮揉 r 明 BS 緣色」ノ記戤尨し 


日鮮通交史附釜 uilfe 後 B 


航路標識は航海渚の生命 e する所にして港灣說備上最主要なるものた b 乃ち總督府遞信局は签山港内 
外各所に標識を設瓰 L 特に郵 te 局內に其出張所を置いて之を主管せしむ卽ち港灣設備を.完から L むる 
所以な b 而して挂燈立標は一見浮標 VJ 同エのものなるか如きも立標は暗礁に固着せしめて作卜浮檩 S 

I . • 

:は全く其 H を異にするもの又絕影島炝臺には霧中を併設しあかて澹霧燈光を遮蔽するに當なては 

撕べす笛聲を發して相*しむへく備へあり今各所の標識を表示すれは左の如し因に凡そ標識の形式は 

豫て一般航海者に周知せしめあるか故に苟も航海業に栩從ふものは其形式を一見すれは直 k 或何地港 

• • 

«なる Z . V 」を知了し得るものなトビ云ふ〇 
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馆十一窣1%灣設！ S 及埋槩事業 笫四節舊教播 

. , US 舊楼橋 

签山滩餺旣に多くの設備を施 S れたる現時に於ては所謂舊棧橋の如きは其規模未た以て大なれビする 
に足らす VJ 雖而も財力.尙ほ微弱なりし明治三十五年三丹中早く此計畫を立て遂に能く其目的を達した 
る其發起若迫間房太郞、大池忠助、戬田；服太郞、二宮五男、木本普治等の功勞は本港の發展上長く沒却 
すへからさるもの-た b 始め發起者等の韓國政府へ後橋架設權の特許を出願したるは明治三十五年四月 
IH - にして爾來交渉に一年半を45し明治ーニ十六年十.二月八日厘1:其容る2所ビ爲りたるを以て直に釜 
山梭橋株式會社を設立せむどするに當 b 恰も日露風雲急な6に會し株式募集に一頓挫を东せ6然るに 
國交撕絕後皇軍向分所歒なく連戰迚勝の結果財界大に振ひたれは明治三十七年四月二十四日發起人會 
を開き愈會社定款を定めた卜是ょ6先き明治三十五年五月八日ょり二宮は開門、宮島、宇品、高松、.兵 
庫、•..神戶等 K 地に就て.各梭橋の設計及建設#顛等を調査し後復间年六月二日大阪に往き鐵道工務所長 
村上 X 學士に其設計を託し同年七月二十二日成る其大要は如ち橋桁にエ字形鋼鐵を使用し橋脚は圓形 
鋼鐵 にして其下端には錆鐵製媒旋§を用^而して各橋脚間は鐵條を ffi 形に連絡せしめブレ1 シング， 
桁は橋脚の上に^^を以て取着け又其上に* SA 吋角の鐵材を七呎半每に幷列し橫桁の上には .: S 
n 四呎毎に K 梁(厚七时幅五.时)を取笤け佾ほ其上面に厚四时幅六时必木材を te 互の間隔半时つ ife . 
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有 TS 如ぐ®'看して通行 U 使す、樾橋の終蜴及兩側には縱防材を海底深く打込み更に： e に橫材を K 術 

L® 舶の鐵部に臺觸1ビを防く、墦橋上而兩側十間每に繫留柱を設儸し繫船に便ならしめ又梭、 

檐上に軌道戧條を物連搬用に供す、後椿全延長九百九十七呎幅負四十呎にして後橋の高度 U 

干潮面よ^ Hlis:— 面より五呎海底を拔く 1ビ平均約三十四呎半にして海岸埋築天端ビ狻橋上面は 

萁赛度闻一な卜而して•後橋の位置 U 海岸線に斜に東北に向ひ正東よ>二十度の角度を爲す以上の設計 

は愈明治一一一+<年二月よ力着手し rp ] 一一一十九年十一一月竣成した6會脏は明治三十七年十二月設立發記夂 

了る 其資本金は十萬圆後五萬圓を增し驄て十五§なり0 
. '• - 

第五0 渡船 

一、私立#一通學校維持波船場 

往昔の絕影島は航海者の91 く 0{みて目檫 sttTu 尾るへき i;2 る大森林にして索よ > 人の在す6も 
の6右なし成は其東面には1小部荔«>ら1^|云务4の|)4も蘿竟傅說©み何等考證ぁるにぁらされは 
泰よ k 信 ts くに足らす現時所謂 f 洞なる一小部落の*端 £. して始めて一韓人の住家を誌 f; たるは 
一一 il 十#中にして此前後よ6該林木は濫伐せられて攏 U 現狀の如く禿山に化し去办し乙しみ t 
g; ttt ほ餘如 l>bew 糸へ： i 後朝鮮人の住居する1の*^多<»に*8洞を成す明治二十7»:年中：5厲 
1 ■ i 
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: iiM - il : 穿港 W 設備及埋築亊桀第 il . 節渡 « 

等 i て渡船を常設し(.一•定の期間を限り相交代 t て其任.に営り互•に應分の米麥を醵出心 T 其勞に酬：糸 
1 st で： r . 爲した b 其後饷2 { の增加するビ共|:.內地^の居住するもの亦多く明治二十八年填には終に四 
隻の渡船を備夯今 1:' 至れた b 明治-] Ig 十二年洞历 U 私立玉 成普通學 校を設立するに當り其維待費を ft 渡 
船賃に持〇の議成り乃ち择乘船漭一.人每に.一.韻を徴收し其三-# »] 五分を 詧業 費に充て殘額全部を校费む 
..充つるこ VJ 1 爲した卜大.正111年五ぶよ#|1:其筋の命に依り石油發動機船二隻を備へ其賃錢を一錢五厘 
ビ改めたり 其收入 一 R 年均十四圆一箇月約四百五 - A 十圓なりど 云 夯〇 

二、 絕影島渡船場 

専ら內地人に依て經營せ k れ oi ぁる木渡船は明治三十四年十 H 綺縣人太田辻松、瀨戶林太郎等 
一€創設せしものな > 初めは在島內地人も尙ほ鮮人經營の渡船に便乗したるも交通漸く頻繁ご爲 b 竟に 
，•此特設企査を促したる所以な b 而も尙ほ小船：一:隻を備かるに過きされは只: S へ输送力不充分なりしに 
::•■» 露役後遽に移住者を增し益其不足を吿けたるよ6此機に乗して起りし同業奔は終に五隻の多き1:連 
t 隨て獒害少から S るよ •'<) 在島內地人闼體經營の下に之を統一せむ乙 Vi を企圖せしもの66しも其議 
:游 U 成&す更に太田 tt 松外有志者等相合 M して經營する1^2爲して官許を得たり然るに此渡船航路 
•は近距離々るにも拘说名す 機 關の突.全なら 3 るが 爲め動も すれは 交通杜絕殊に時 S しては 韻 船密 をし 
. V 危險に B らしむる2. ビぁ るよ^'大正三年中官 > if . は營業者に命令して石油發動機船に改めしめたり現 
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畴同船 N ,1隻を镅へ牧ノ 島、 洲卹'南溶を連ねて三^航路を槲き終日間斷なく運轉しつ" T あつて此間 A 
交通は M 々完全の域に近つきた6現時一個月間の乘降人員は H 萬五千乃至四萬人にして每一人の船賃 
は 一錢五 M な^'9 

第 六 節 埋 築 

顧みれは釜山港海の -15 目を|新して歐亞公道の大關円たるに副みへく施設せられしちの枚擧に違あら 
すミ雎就中特筆すへきものは實に埋築事業な与 S 爲す抑も本港の背面には山岳疊々して相聳へ其山 W 
は直に灣 涯 U 迫〇て平地幾干もなく埠頭必須の說備を施すに由なし埋築の止むへから3る所以茲に在 
0て存したるなり釜山埋築會社(資本金三十五萬圔)は此大機を從らへ奩然起つて北濱の海面を埋め施 
ひて海陸連絡の備へを完ふし乍ら埠頭の面目を一新せしめた办尋ひて吉村作太郞の獨力にて絕影島降 
摩堀の埋築企査せられ又名古麗財 lil を中心 vj せる朝鮮起紫株式會社組織せられ签山鎭大埋築丁：事起る 
等港灣新裝 上の： 大要求は一部旣に充た S れ尙ほ着々3¢ S れつ2あり^^哉叙上北濱工事は明治三十五 
年七月二十七日其第一期 K 針を起工し肘三十七¥11 月三十 一 H 之を姣る其工程一一一萬二千七百七十七 
坪九合五勺二才更に明治四十年四月一日第二期歧針を«エし]|*1四十一年八月三十1日之を竣る其エ:^ 
八千五百二十九坪六合六勺五才分計四萬一千三百 七六合一^ $の此廣面橿は明潘四十二年市构區 

日鮮通交*.附塞山史後編 
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» 十一韋 _ M 耽 w 及埋 i 業 第六節埋築 

劃の定るゃ其大部分は賣却«地等の契約《り现時の佐籐町、大倉町、高島町、中ノ町、池ノ町、新町、 
岸本町及沿岸帆船溜、釜山税_構內、签山俘車場等 4? 形成した b 薩#堀は工程半はにして現時中止签 
山餚大工事は着々進行して卽今方に閑な bis 方 1 S 地勢の將來は盖此大土工の竣成に依て如何に變化す 
へきや制目に値ひするものあるへきな bo • 

一、 4 L 濱埋築 

北濱の埋築は故！一友重章の發案にして佐藤潤象、高島義恭等専ら其街に當る初め佐藤は明治二十七八 
年役後韓画林務顧阕扛~し乙£ぁるを以て頗る韓國の事情に通し殊に釜山に精し故に顧廉なく.國友 
の說 U 賛 W し高島義恭を誘务て與 U 俱(:起つ當時韓阖に於て* M を起3むビ欲するものは先つ我敢府 
當路潘の S 意を得さるへから3るか故に佐藤は靑木外#大臣內田政務局長杉村通商局長等を歷訪して 
其 w 意を得明治三十二年十一月釜111居留民の承婼を褥へく高島及技師相良常雄等を相伴 rA 來 b 相良を 
して埋築豫定の海面を測量せしめ.つ i 居留民 i の交渉を開始した6然るに居留民等甚た之を苒はす竟 
に拒絕した b 蓋佐藤の W 築豫定海面は恰も將來京釜鐵道會社の用地 S なるへき所な b しか故に該會社 
0威情を番して後難を貽すを恐れてなり乃ち佐藤等は先決問題ビして京釜鐵道會社の意向を確むるの 
必要を感 L 明治三十三年一月掂榨京签鐵道會紕創立委員長及大 S 委員等を訪かて其 v 同意を求めた6 
に亦 aisa せられた b 盖事業大にして佐藤等の企翻竟に成功すへから S るものビ推斷せし結果なるへし 



2S0 — _ 


同時に轉國政府亦®令を螢して签 ( u 消一帶の埋築工事は京签饑 fMt の外許可せ sa 旨を办布したり 
於是佐藤等は嫌 tr ビ絕 M の悲境に陷りたるも天！！好男蕃ほ克<屈せす機 4 す徐に時機 t 攻ち僻ほ爲 
す所ぁらむこビを期して東都に在り偶々古藤居留民艨'代太田居留地會議|水撤エ事補5:請願の爲， 
上京するに會し佐藤は高島 V 」共1:爲に大に助力し且〇託するに居^民等 k してを魏諾せし 
むる fjv 」 に努妗む Ms を以す殊に靑木外務大臣は太田等. V して他年 HC 亜交油 Jb の®銜に當るへき大逋 
命を有する£山は今に於て其海面を埋築するの急務な iiVJ を傳達せしむるあらし_藤高島等茲 ii : 
厪に一道の曙光を眺め得た b 先 i : 杉山 f は fe 藤高島等を友€し善し其筈境に在るを聞くや慨然ビ , t . 
て起ち京釜鐵道會酖創立委負等を說伏して*竟に成み明治三十三年七月雔澤委員 se 佐藤振島等<の、 
間に釜山海面埋築契約を締結するに至>た b 於是佐藤高島等は其翌八月釜山に來9太田古藤其他ど辨 
囘の交渉を重ね結31埋築竣工の上は居留地に教し廉價にて六千坪讓興すへく K 留民は事業の爲め便宜 
を興ふへし£の條件の* r に佐藤高島等地間ざの約束亦成立し茲に始めて領學官 k 對-^ 
蹐夯に至りたるも而も尙ほ大||^の横は6ぁ#て佐藤等を懦ました6は他ならす^1|1敢庥め»可-4'待. 
る rJ ビ是れな办先是佐藤高島等は明治三十三年一月を以て緬書を韓阈政府へ提出せしに爾东徒に'遷越： 
して顧みられす仍て佐藤等は同年八月再 a 京城に M - JV 林公使始め公使館員の援助を得て雄ゆる手段.% • 
嫌したるも韓政府2頑>」して B 許す6の色なし聞說韓政府は i の將來有望な 61 :垂涎して自ら經營 

玦鲜通突史附瑩山典後賴 
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第十一^ • 港溽肢儆及塊築羾薬 筋六筘埋築 

せむ VJt るの念 あ b たる もの佐藤等をして一 »« 惱せ しめたる 主因な りし然るに 總 18 :^ 司ブラクンの 
反對に有繫の韓政府も其慾念を絶たれた b 而も尙ほ或は港內に宫内府に魚基あり又は東萊監理を使嗾 
G て地方の利害 M : 題を喚起せしめむ S する 等執念深く妨碍を試みたるも悉く林公使に說破せられ其他 
柿々なる口實を賤け願書を高閗に束ねて顧み5る1ミ，一年佐藤高島等の京城滯在五個月に互り明治三 
十三年十二月八日に至 b 始めて其認許を與へた b 茲に希望の一半を達したる佐藤等は復一難關に其前 
路を 遮られ 所謂前狼僅に去つて後虎之れに續くの窮境に立0を餘儀なくせしめられた b 卽 t > R 金集收 
，の 大困難是れな 5 佐藤高島等は如上總ゆも困難 V 排除して鄉里熊本に歸 b 合資に着手せしに適々當時 
の經濟界は谷銀行破産の影響を受けて大恐慌を來し幾むビ豫約を踐むで出資するものなし於是佐藤等 
.は出京して蚕策する所あ b しも意の姐くならす僅に十餘萬圓を得たるのみ窮餘外債に賴らむ S して亦 
成らす-11:に權利讓渡 V )說くものあるに至る等同志中の意氣頗る m 喪するあり此間歲月は徒に移つて明 
治三十五年の春を迎へたり然るに同年七月三十一日は佐藤等前後四年來心血を注いて僅に羸ち得たる 
埋築權利斷績の岐る2時にして林公使の督促釜山居留民の難詰等交々佐藤等の苦阏を增さしむるあな 
佐藤等は又復進退維谷の難境に立て幾む VJ 爲す所を知ら 3るに 至れり抑北濱の埋築は事個人經營に屬 
ずビ云ふビ雖其目的や歐亞交■通幹線の大關門を築設するに在て其効果ょ > すれは蓋世界的公事業€云 
务も過 言なら 3 るへ L 換言すれは釜山を极抵ょ b 改造す る ものな bvo 云ふ亦不可莫るへし此公的事業 
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に身 >^>委し苦悶幾歲時屈せす撓爻さる此好男兒天曷そ资ま' 3 らむや先是大倉喜八郞は明45三十四年 
十一月前後ょ b 其意稍令動くあり翌三十五年の初夏佐藤高島等の愈々難局に悶ゅるを聞くや竟に斷乎 
して起つ佐藤等大に力を得着々議を進め间年七月五日釜山埋築株式會社(資本金二十五萬 II 後十萬 
圓增 S 成立す其役員は社長大倉喜八郞収締役理事佐藤潤象取締役高島義恭監査役大野龜三郞等にし 
でエ琳は大倉組之を請負^茲に佐藤等は韓政府ビ約せる起工覆の!1二日前則ち25月二十七 B を以て* 
危 くも 起工式を擧け得た b 然るに其第一期工事中签山停車場問題の一時佐藤等を惱寸す Z . S ありしも、 
大倉組の大膽なる決心に依て鐵道線路は il : l :- 草梁以南に延長し签山停車場設置に決定し茲に第一期 H ' 
事の竣成を吿けたる狀況は章首に旣述せな所0-如し其後明治三十九年十月將に第二期工事に着手せむ. 
ごするに際し其豫定海®1-內へ魚港官設及槪溜存置の說起も意外にも韓政府は宽に我理事官を經て埋築一 
H 事中止命令.を發 t たり於是佐藤等其旣得權侵害を憤り重役會蕺を經て大1:相邻はむごするに當 b 偶 
々极義俠に勇める杉山贤九の聞く所 W 爲れ幹旋大に努むる所あ b 互譲の結果僅に解決し爲に居留 BC 圆 
は®に其對會社豫約權利を餘儀なく抛棄せし冷ら益めて第一一期工事に移り亦韋首1:旣述せるか如く 
明治四十一年八月 m 十一.日を以て愈.々大斷落を吿け前後二期工事總面積四萬一千三百七坪六一七を得.- 
- 同時に會社は總會の：決議に依り明治四十二年十月九：日を.以て解散し佐藤常務淸蒭人及犬倉 1 S 島の淸篇 
3 入等に依て大闹圓を吿け其地面は是亦槪ね章首に叙述す6所の如く、にして處置せらる其地代ね•毎一‘評 

. 交. 史附签山史後 W 



一一 .供 十 i 港 1 備及 埋肇紫 第 六節埋 築 

^ 始めは一等地六十圖二等地五十圓三等地闼十五囲9ひて地等を稱し通©七十襴ゼ«>後.@地等を哉订 
一二等地 H - n 乃至 I ーナ 0ーー豸地 セ+ 面乃茧え+藺三等地5十 3£ n 乃至七十 1 S ご爲 b 以て現時に至る。 

.惟糸に本埋築の成功は佐菔高島等素よ々其衢に當りた^も其活躍の起因を釋ぬれ.は佐々友房之 C 缺掌 
し國民協會其活躍の舞臺 S な^'->^のたるを麻るへれら3ちな卜。 

二、 薩康堀埋築レ:： 

本埋築工事は初め签山居留民團に於て企 sL たる，^志村作太郎之を饑承し和力其緙營に當れるな^^ 
其設計は洲岬前面一萬二千八百七十坪 M 影离®面三千丸百 3 ¢- 十坪辉摩堀の內四萬四千七百十坪等を埋 

AV: . 

め絕影島ビ洲岬 w の中間を貫き港*海面よ*入 □. 幅二十四間中間十八間の水路を通し其後方に五十間 
四方の帆船溜を又其一部に荷揚場を設け船溜の及絕影島、洲岬兩侧面の埋築地を將來谷 H 場其他 
漁業上の諸設備に充て其中三萬九千十二坪^市街地に充つ4に在0て其總エ费豫算は四十萬圓なるも 
設計當時に於ける完成後の總地代豫想は六十四萬 A 千圓にして頗る有望の事業なるか如ぐなりしも其 
•後工事宇はにして中止したるは何等の事情ありしや知る/から3るも今や垂<該工事の網績を躜念し 
• E U 方面を改め洲岬裏な S 通船梭欏附近を i せむ評畫中な b V 云ふ〇 

三、 釜山缜埋築 . : :- 

釜山現時の大勢よ b して其中心點の南方に偏す冬の嫌あるは何人も異論な&所なな.热 Vi も之を理想.の 
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'方面に移^むビするも北®理築四萬一千餘坪の地あるめみ而も此新—地は業： ual :' 充塞して：嫌す所 
幾干もなし揚そ以て將來三十萬人を容る！の大抱負，ある大釜山其中心力を集注するに足らむや嗚呼自 
然は課ゆへからす今や中心の實勢は暗々 a に北移しつ i あ b 之を埃つの準備豈須臾も忽にすへけむや 
•■蓋釜山鎭の大埋築は少くも此間の消息を洩らすものなら3らむや朝鮮起業株式會社の用意や深遠な0 
亡云かへし會社の創立は大正元年十月二 ffl : して签山鑽海面四十离坪ゼ四十 iuTw 收したる名古 
屋財 M に依て組織せられ其 M 本金は三百§ビ锇す其丰社は釜山»に«:0て其33張所は各古屋に在> 
而して其役員は取締役社長神野金之助*務取，嫌役高楢克親取繙役_藤由太郞外國人 S 金役栌藤畏次郎 
外 二 人工事顧問奥田助 七 郞主任技師北村房次郞等にして其設計は海面四十离坪 を埋 築すへく其工程は 
第一期約十三萬七千坪を111年間1:第二期約 十七 萬坪 if 年間に第三期に於て其殘 全部を 悉く了み其 
海岸線の^:適宜め位地を撰ひて船舶«入口十二間1:奥符六十瞄®幅員一百問此面穡六千坪 V 長方形 
に作备內面四隅に長十五間幅三聞の衡揚堪^*^旅客の屏降貨你の積卸に® T る等にして其完成期ば 
隼術 行 爲 ZT も約十 W 年の豫定を以て大 W 二 年四月起工式—けた％此第 f 解 H 程中的八离五千坪は已 
".に鐵遺 局 r : て買上く 4 の豫約成み大正四年す二月其拔るへ基班®及現狀は起 H 年末に 於て 幅 
十間高干 « 面上四五尺 謎 岸の基礎工事たる獪部を了♦同麟に 1 W ンブ式浚*船 4: 依て海斑ょ •> の* 
土砂船 積立 坪十二萬坪餘を運搬 f 更に大正三年五月£奎ハ.傕 所ょ brll ± を！， 1 SL つ 1 -1) #® ち I r 

a 押通突史附釜山史後 U 
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1 . ? I 章交通 s 輪 

34 TS 慕線(签山錤驛北東の山地)一一、 rO ゲィシ線，(佐川洞山地).111、古館線(古館邑內後方山地)..以 
_ 上三線は軌道手抑卜0にて搬出四、牛岩洞線(牛岩洞山地)£、赤崎線(赤峙竿島山地)以上二線将 
先つ手押トロにて海岸•に搬出し吏に船積ビ爲す六' 蓮洞里川線(.同川々尻の荒土砂を船 §■ :其外東萊」 
郡左水詧驛の山地より朝鮮％斯電氣株式 tsh .. の經詧1-:係る東萊行輕使鐵道左水營驛より釜山鈸驛に至 L 
る二哩を利用し签山鎭驛より li 約一哩間特に專用軌道を敷設し一列車十五輔乃至十八辆を連結して每. 
日十二 rBl 運轉し平均一百坪の土砂を運搬せ彡エ程は此の如くにして着々進步し現時 B に三萬二千坪を 
完成し其残部も干潮面ビ粗々均等の高度を保つに至る殊に難 H 事たる S 岸及拾石を終れたれは大正四.‘ 
年內には此殘部も完成すへし尙ほ如上區域內に釜山川、偷の二小流を貫通せしむへき水路開盤の必要 
ぁ b 爲に完全なる堤防を築くへく工事進行中に在 b 斯くの如くにして完成せる地積の內八萬五千坪は 
鐵道局の有に歸し殘部五萬坪に對しては i よ b 十字形に十二間幅の大道路を設け其交 X 點を漏斗狀 
.の廣場 V 」爲し其他四方1:通し井字形に八間乃至六間の通路を開ひて大市楫地たるの素地を作るへく, 
下其設計中に在办〇 .:■';■- 

第十二 章 交通運輸 

.• 丨； r ' . - • - 4 L -V - - • 

釜山は朝鮮南北沿岸の中軸を占め四通八達の好位地に在 b: 又內地聯絡の i. に當る等由來旣に交通上 I 
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貧 易 上共に優勝の地步を占め貨客集散の 1^3 たるや舊し矧むや京釜及京義の兩鐵道貫通し鴨級江の架 
橋安奉線の改修等成りて明治四十四年十一月滿洲鐵道ど相連絡するに至 b ては朝鮮縦貫鐵道は忽ち歐 
亞交通公道の幹線ご爲 b 1轉 して 交通上世界的一大要港 ご 豹變 - L 歐亞交通運输の貨客を劇增 '- L たるの 
みならす 顧みれは更に沿岸航路の統一せられ湖南、京元の兩鐵道落成を吿 It 茲に海陸交通機髑は幾 - t / 
S 整惝の 爽 に 達し 施 W て签山港の將來に波及する影響や甚大な b 抑6東洋に於ける歐亞交通上の關門 
ビしては 以前旣に 浦鹽 、大連等 あつて今や釜 山ビ對峙して恰も鼎立の觀あるも其最捷路 ごして は 先つ 
签山を推3 1 -るへからす又其沿道風光の目を喜ばしむるものあるヒ將た只寂寥々ごして無趣敗なるご 
素ょ b 同日の論にあらす其行客をして此釜114-線を選はしむるや盖必至の勢^るへく殊に今復政府は二 
百八十餘萬圓を投 して 海內を浚深し第二大擞橋及大船溜等を築設し 二 萬噸の巨舶 二 隻七千噸の大船二 
隻合して四隻を问時に繫留せしめむビ して 工事中に在 h 今後本港の交通運輸上必すや一大變革を來 T 
へぐ 其程度は蓋逆賭すへからさるな 

第 IW ;• 陸上. 

..1、鐵 道 .:.. 

签山陸上交通機關の嗎矢は京签鐵道の激設 U 在 >• 此鐵道は fl 淸役後日韓兩國間に協定せられたる暫定 

H --4? 通交史附签山史後铒へ '，■ 
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第十一章史通運梅 轚 I 節陡上 

雔約に基き明治三十四年六月を以て成立: UT 2 る京签雠道株式#社の企箱に係々同年 AB 南は草梁北 ii . 
京畿道永登浦の兩端より同時に起工した b 恰も是時日露兩國間の形勢大に切迫し風雲漸く急を吿 くる 
6 b 明治一一一十六年日本政府は會社を促して工事を進抜せ L め翌三十七年一月全線二百六十七哩稍々 
其 H を竣 b 明治三十八年一月一日より運轉營業を開始した h 其後鐵道國有の議定るや政府は明治三十 
九年七月京仁鐵道 W 共に本鐵道を貢收して統監府鐵道管理局に屬せしめた b 當時本線は尙ほ草梁に止 
h て签山に達せす行旅の不便多大な6し然るに明治四十一年に至6典間亦其敷設成り河年四月一 R 釜 
111驛の開始ビ共に列 f 運轉し茲に始めて—鐵道の完成を吿け签山の陸上交通 f に一新紀元を割 
した>先是山陽鐵道會社は H 韓鐵道を聯絡せしめむか爲め壹岐龙對島九の二汽胁を以て關_絡航路 
を M きた备至是山陽鐵道亦阈有ビ爲ヴ遞信省の所管に移るや該聯絡船着發時間.を短縮し翰送力を增加 
せしむる等改善する所，しも釜山に於けも連絡船の發着點たる所謂舊磁橋 V 」停車場ビの距離尙 a 欺 
丁ぁれて旅客に不便を感甘しむるのみならす货物の雄帶直通輸送に係るものに至ては整山释の已に M 
始せられぁるに拘はらす尙ほ草梁驛に於て之を取扱办が故に移出入何れも脬船を用ゐ》るへからす爲 
に勞カビ時間£を徒費するの不便を免れ5>しな>其後明治四十五年六月签山我两は新に第一後椅を 
K け间月十五日より聯絡船の發着點を該梭橋に移して如上の不便を除き又豫て長春、京城間に限られ 
た6滿洲朝鮮直通列車の運轉妒每遇火、木、土晒日の三0釜山に至る九百五十哩を一貫して急行せ L 
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む6こに改め！ s 畤に滿鐵會社に於ても萬國寢躉會肚最新式製寢臺附列車を連結したる等著しく旅客 
の®利を針 b 鐵»院に於ても亦內地鐵道列車の着發時間を改正し新橋下ノ闕間には特に展镇 3 K 付一二 
等急行列車を連轉し且つ毎■一一間の滿洲朝鮮直通列車に接 M せしむるか爲め關釜聯絡船の運航時問を 
特に®給せしめたるを以て' rri : 內地朝鮮の來往のみならす歐迪の交通聯絡上多大なる利便を與へ施 a 
て 釜山め 交通上更に一段の進 te 力を增さしめ茲に愈々歐亞公道の關門ねる實質を發揮せしめた b 且つ 
賓て*議中なりし日支聯絡趄轤に京蒺"京張、津浦、滬祺の四鐵道加入の件も悠々大正四年一月一日よ 
* $實麄するに決した b 其要®は左の如くにして亦是れ釜山の交通狀態に影響を及ほすや勿論た$ビす 
朝鮮鐵道に於ける本聯絡切符の發賣驛は釜山、南大門、仁川、平壌"鎭南浦の五驛に限 b 其往路は安 
奉梅よ#奉天に出て夫れより京奉鐵道に入るものにして此線に於ける所定着驛は舉天郊外の新民府、 • 
山海鼷、天津乃牝京の四驛«し祀京は£陽門停車場に$するものにて旣に實施中なる日支迎絡の協 
定料城なるも支那本部を fs 々西1:偏して南北の縱 K 線を形成せり〇 

京 ^ 鐵遒に牝京 前 E 繹よ 6乘車し一軀七百五十二哩餘揚子江岸の漢 a に至るは其一な b 此線の連絡は 
漢口の對岸武昌に起>英銳香港 v > 1牽葙水の九 fl に至'®奥漢鐵遒並に^*線の廣水より楊子江1:沿か 
| て四^-省 Q 成都に ■繼道等 他日 吾連蠢徐を開始する前程 V 」 も 國すへく實に支本部の產 
^ 業的樞軸地 Kvi 朝鮮を迚鍛 T & 重大なる交通線な b £す殊に楊子江流域には日淸汽船其他大小船舶ぁ 

| Rftf 通史!5.财笼山 lb 後« 
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供十 J ^: v -« 池*麟：彝1節钱上 

/ : ()で南京？ JL 海 V 」相通し且〇赤壁の勝、洞庭の八紫尊騒人をして垂涎せしむる絕熳6卜て遊覽旅客に 
.ぬ恰好の案內者たらすむはぁらす〇 . 

京張鐵道は北京正陽門驛の手前豐臺驛に發し萬里の長城を横醑して內 f の主關たる都會張家口1:至 

• “ e - ^ - 

ざ鐵道にし - T 連絡切符の發賣驛は北京を三十五哩隔た h たる商業地南口及張家口の二驛な6ビす本線 
•の連絡 U 目下計®中に饀する內外 f を橫斷し庫倫、恰克 H を經て露領に入 b v ィガル湖附近に於て 
西伯利：51鐵道ビ接續する張恰鐵道及張家口歸化城間の張.； I 鐵道等完成の曉は其等 VJ 更に連絡運輸を爲 

• V . * • • . •、 

し得るものにして現.1:外交上の問題たる滿蒙地方の開族に伴ひ益重要の交通路 V 」なるへきは勿論な 

uyo ノ.、 • . 

浄浦鐵道は京奉線天捸停車場ょり起りて濟南府を經て黄河を涉り楊子江を挾みて南京に對する浦口に 
終る東都は支那，に於ける南北橫斷鐵道にして京漢鐵道 W 併行するものなり本線に於ける連絡切符の發 
賣腐は濟南府及浦 U の-驛ミす濟南府は山東鐵道の連絡停車場ミして靑島行鐵道旅客には唯一の徑路 

、： C 

•なる乙- VJ は輓近世人に印象 S れし所、浦口は楊子江北岸の要律にて對岸南京の大市街を控ふるを以て 

• - * . .. 

名商く兩市間鐵1渡航の設 f りて—な—線—.的は— t 鐵路上梅 
ヌは南京に至る交通路—成せむ V 」するにぁつて浦口 i 南京に渡5 

. • > 

瀉寧鐵道ぁ6て上海1:至るへし^京ど上海ビは連絡切符の發貴驛にして前記津浦鐵道を m して連絡す 
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i もの yl - r 故に本線の速絡ミ前渚の連絡ビは相俟って完全なる交通路を爲すものビ云ふへく東洋の最 

大良港たる上海 ビ 朝鮮 W を 結ひ付けたる一系の鐵道線路又半島發 M 上の一.新光明を認めたるものな 

• , •一.. • • • - » . .. , 

# cso . •.. : 

以上新開の日支旅客の連絡は西歐旅客の連絡及日滿旅客の連絡等ミ相俟って朝鮮縦貫鐵道の世界的地 
位をして愈々高からしめ施ひて签山陸上交通の一大逃步ビ ffiA 6 へきなり〇 


釜山驛旅客出入國籍別五筍年表 
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釜山驛鐵道貨物發着噸數五滴年表 
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寒通 Mtt .供一節 tt 上 
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签山驊通遇貨物出入噸擻艽筒年表 


移 
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1 K 輕便鐵道 


签山一部の有志者相謀6明洽四十一一年六月釜山軌逍株式會社(資本金五萬面)を組織し釜山鎭東萊間六 
•« に®®鐵襯を敷狡し feb 其目的は專，^萊溫泉 i の來往に供するに在り爾來溫泉場の設備漸く成 
冬に'# S . S 業成へきものあるに當 bB ; I 治四十三年十二月韓國％斯電氣株式會社ど 1 W 貝の©定成 
A 乃ち系 It 會酖の經營に移ヴたり其後監督官廳は明治四十五年三月三十一日限 b 從來の二呎軌道を二 
釈六对に敢修すへく命令したるを以て會社は南滿洲蠘道會社に於て始め安奉線に使用したる機明車客 
京軌遊等を賭 a 同^一月ょ〇起工し N 年七月四 H を以て之を竣れ此間又停車場を改良し京签鐵道この 









連絡を計る等銳意改善に努む所あ〇爲に十八萬九千四百五 B 1 を投した bvj 云方尋ひて線路延長の計畫 
を立つ卽ち蔚山、慶州を锊て大邱に達せしめ乂此幹線ょ州浦楨間蔚山長生浦間等に何れも支線を 
敷く1:あつて明治四十五年七月旣 U 其許^を得たるも今未た起工するに至らす將來果して此計迸の實 
行せらる2あらは•沿線谷地方の開骹上其効果の多大なるへきは勿論施；5て該地方の物産を誘致し來る 
の便利ある等本港に及ほす影響や^尠少ならさる•へ S な^.大正二年中の乘客數は.十九萬九千七百七十 
三人にして此®金は二海二千三： w 七十一圓な>叉％電會社は將來此輕便谋車を電車に代夯ろの； S 盡を 

立て先〇签山ょ h 签 lit 鎭に至る vli 堆迷轉に就ては旣に官許あ办不»起エすへしビ云务。%1||^^ 

.•* * 

第二® 水上 
一、外國及內地航路 / 

日綽航路の開始は明治九年签山の 外陲*商港 VJf 蘭放甘ら れし當時三菱 會址 の窠艙浪華號の H 本郵使 
船 w して 來航せしに 在〇爾 來浪帮 號の毎月一！£來往す共 II 帆船の来航する もの漸く多く隨て 日練 
通商 上の關係稍々複雑する U 迨ひ明治十八 年 B 本«船®始めて航路を M き签山に 其出張所を挺く 其 
一 後明 治 二十 * H 年大坂 商船會社も 亦 出張所を B け大我$山'||を«>從>爾來日_の交通愈々頻繁ご爲> 
^ 貿易亦振 a 竟に 郵船商船兩會社を促し各航路を*91し其输薄力を3?大せし I 5>. r 2 るのみならす闾趾外の、 

f B 鮮通交史附、整 UI 史攝 « 
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第十二 Sf 交. >ui 運輸 第二節水上丨 

船舶及九州一二縣の補助航路船等の特 y 來航するもの又寄港'するもの，相綾き航路は漸次煨大せられ成 
は定期 u 或ば不定期に舳艫相盟みて來往間斯なく竟 y 現時の盛を致した卜聞銳最初港内 n 舲船なき際 
は本船常に自ら自用の ]»? 船を搭載^來 a て僅に貨客の積卸を爲した釜山當年水連狀況の如何に貧 
弱な b しかの推想 せらる J ビ共に現時變化程度の«壊なる1: 喫驚せ 5 るを 得さるな b 今や 關釜連絡船 
の朝夕來往するの外直航船なきも他航路船の寄港するもの多く其輸送力は頗る多大な b 而も季節に依 
ては尙ほ荷捌を圓滿な らしむる 能はす動もすれは特に臨時船の輸送力を借るの止むを得 S る 乙 ビぁ b 
以て本港內地間連輸發 M 程度の如何を窺 a 知るへきなり尙ほ對外航路ビしては前年露®浦鹽港に向つ 
て籾の輸出盛に行はれたるこミぁるも悉く內地浦鹽航路船の寄港を待つて托送し又內地大連航路船の 
寄港に依て多少の输出入1)る 0-^ 未た直接外國航路を開きたるもの6らす元來本港の外國贸易輸出入 
の徑路は長崎、下ノ關、神月に在 b 是れ直接航路なき所以な b 只時1:英米石油の生産地よ6直接楡入 
するあるの外獨逸船の機械類を輸入し來るあるも而も稀れに6るのみ叙上所謂寄港船航路は卽ち神月 
浦鹽斟、大坂仁川線、大坂淸律線、釜山博多線、長崎大逆線、門司雄基線等是れなり。 


釜山港海外貿易船入港隻數及噸數十箇年表 
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二、沿岸航路 

往時朝鮮谷開港！！間海連の既に日本郵船會社大坂商船會社等の航路船を利用するに當少沿岸谷港間に 
於て は尙ほ朝鮮在來の蓬船に賴るの不¢1を忍かの外海運の道なく產業の開發を阻害するや太甚 L 時の 
韓國財政顧問目®田太郞 M に茲に着眼し明治三十九年六月技師を派逍し先つ H 掏多島海を視察し航 
路開始を計畫せしむ恰も此時釜山有志者間に於ても亦同針畫に就き謀議中なる乙£を聞きたる同技師 
は就いて親しく# ■ 社組級を慫 !i し議忽ち熟-^ E 地人十三名朝鮮人五名發起人 S 爲り明治四十年七月資 
本金「百萬圆 V - 以て一大會社を起すの計査を立て棘國政府へ其補助を猜麒し翌胼治四十一年二月該针 

日鮮 an 交史附 V 釜山史後編 
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第十二 穿交通 運 • 笫一 一節水上 

晝を改め資本金を六1脚 i : 減し更に■肋の II 願を爲して許可せられ同年 f 1§三萬圓三年間補'. 
助せらるへき命令書の下附あ々乃ち同卵十二月を以て签山嵐船株式1成立し同時に營業を開始し本 
港を中心に南北各沿岸に. IL り或は命令航路將た自由航路を開き偏に沿岸賀易を% { 助して產業の開發に 
努めたり其後松江合阏溆船會社の本港に出張所を S き數隻の竄船を以て對抗の態度を取るあ bL も竟 
に會社に買收せられたり後幾干ならすして签山商船組囘漕部亦數隻の谋船を傭ひ各沿岸港に航路を開 
始するあれて输送力忽ち增大したるも此時や交道貿易旣に發展し尙ほ輸送力の不足を想へて止ます爲 
に會社は何等の影響を受くもなきのみならす明治四十四年韓國玫府ょりの補助期滿了せるを機ビし更 
.に一大海運機 il を設くるの議起り遂に會脏の韓南航路、元山吉田秀次郞の北韓航路、木浦福田有造の 
全 M 南北道航路等の補助を廢し日本郵船、大坂商船兩會社ミ大合同の下に新|:.|一1百萬圓の資本を以て 
朝鮮郵船株式會脏を設立するに決し明治四十五年二月總督府に對 L 會社設立の認可幷補助金下附を出 
顧：せり總督府は直に其設立を認可するビ阏時毎年二十四萬圓三年間補助するの命令書を下付し會社は 
间年四月 一日ょり 如上花! 11 一 I 俐助航路を繼承して營業を開始し爾來航路に將た諸機關に益改善を加へ彌 
々產業開發上に貫献して其効果を擧け oi あり現時の航路は签山元山線、签山巨濟府線、签山雄基 
線、釜山筏橋^、签山方魚律線、釜山 a 德線、釜山木浦外嫋線、釜山木浦內廻線、釜山欝陵* M 線、釜 
山淸津線、釜山統營線ヽ签山馬 IU 線等なヶ。 



— 94 S —~ 


三、洛東江水運 

签山を：曲|:趼|:二里下端の fi 面に於て海に朝するもの是れ朝鮮三大河の一たる洛東江にして其流域は 
實 r . lw 里に 達す 而 して 其 溯る航程 約 七十里！ 月 二見の結氷期の外舟行を妨けす就中河口ょ6 約 十二 
里 卽ち密陽郡三浪律に至るの水深は能く洋航帆 船を 溯航せしめ得へく大に舟楫の便に富み签山港に射 
する 21要水運た卜初め京签鐵道の未た開通せ56&ヴては朝鮮內地ょれする釜山向き穀物、雜貨、 
食顿 •等は邱て此水速に依つて輸送せられ たる も今や其大部分及往古は特に此水路に依て送られたる北 
地の殻物等併して鐵逍の接觸地點たる倭館、三浪津、龜浦等に於て鐵道輸送に移3れ本水路を避くる 
に至りたれは今は只本流域 沿 焯の各地間を上下す6物貨の此水連に依て移動す る あるのみなるも而も 
一箇年尙ほ五十萬石を T らすビ云分 C . 

第十三章 經濟 

签山の經濟は主 S して商業に在り水 m •業之に亞く農工業素ょり云ふに足らす殊に府行政經濟の最微々 
たるは 其管韫狹隧 なる rl 然の現象な b ミ 雖盖純 商業本位なる签山必至の狀勢な るへ し然 . VJ も签山に於 
ける 國家的 rr 政經濟卽も交通運輸通信等に關する經濟の 尨大なる 乙 V 」は有繫世界的港 f » た^釜山に對 
する _家の意 fpi を 洩らして餘り あり ど謂ふへ きものある も是等は本篇の 關する 所に あら ^6を以て之 

日！&通交史附、签山史後編 
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« 十 H 穿 M 濟 第一節府行政 M 済、附 a 治豫羿 

を省けち。 

第_節 府行政經濟附自治拽算 

签山府の管轄 M 域は市街及附近少數の面洞に限られ最狹少なるが故に其經濟甚た小なり今大 IE 三年度 
の豫算及諸税秫目其金額又自治費たる敎育#の豫算等を左に表示して其梗槪を窺夯の罙に供せむミす 


釜山府經常歲出入豫算(大正 H 年度〕 
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第11節 商業經濟 

签山港經濟の主位を占むるものは II 易事業にして優に全港の死命を制するの楢威を有する S 同時に其 
一 消長を施ひて朝鮮全道の盛袞を左右するに與つて力ぁるを疑はす顧みれは本港の開放せられたるは實 
25に明治九年にして1の1を啓きたる亦是の時に在り爾來四十餘年間時に消長な—免れすビ雖大 

一 2：鮮 通交 史附 、釜山 史_ 、 
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第十三阜0济 第二節商業輕济 

勢上典しき動摇を受けす漸を逐方て際實な 6 菸遝を繼賴し竞に能く現時の大發展 を 致した る もの時勢 
の然 らしめたる 所な b ビ云ふ ビ 雖抑も地 •!! 上先天的に優勝の位骰を 占めたる もの ell ち 其最大原因た ふ 
すひは あら ^ るな り溶ょ 前章 旣に記述した るか 如く南北沿岸の中軸に位し且つ內地 V 」 連絡の要銜に當 
b 殊に世界的大港海たる素锊運命を備ふる亦先天的なるにあらすや其今日ある寧ろ當然の現象な bv 
云ふ蓋大過葜るへし 51 に顧みて徐 k 貧易事業發 M の迹を視れは日露戰役後に於て最長足の進步を爲し 
たるもの1如く然り今試に%狀を以て同戰役以前に比較すれは貿易額は實に四倍の增進を示せり尙ほ 
大正二年に於ける釜山の移輸出額は同年朝鮮全道總移輸出額三千八十七萬八千九百四十四圓の三 WIJ 以 
上を占め又移輸入額に於ても其七千百五十八萬二百四十七圓の二割五分以上を占め其貿易總額に•於て 
は全道の一愆二百四十五萬九千百九十一圓に對し本港の總額は實に一一千七百四十萬六百三十八圓卽ち 
其約二割七分を占む由來朝鮮各港の貿易額は仁川港每に其首班に在りて本港は其次位た bL 然るに大 
正元年に至り•党に仁川を凌駕して八萬餘圓の超遇を示し大正二年に至ては更に一躍して四百餘萬圓の 
超遇を示し又大正一一 I 年の輸移出額仁川の五百二十五萬 HI に對し签山は I 千百七十九萬圓輸移入仁川の 
一千四百二十一萬圓に對し签山は一千六百九十萬圓此輸移入合計仁川の一千九百四十七萬圓に對し签山 
は二千八 TJ 七十萬圓を示す卽ち釜山の輸移出糊は仁川の二倍二分三厘餘にして輸移入額は|割九分餘 
の超過其輸移出入額合計に於ては實に四割五分餘の起遇を示し形勢は茲に一變して全く其位置を颠倒 
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した b 盛哉因に大正三年朝鮮全道の輸移出入總額は一億七百一二十五萬圓にして大正二年よりは五百十 
七萬圓減大正 X 年よ b は 九 百九十 七 萬 [H の坩 UL て同年签山港の總輸移出入總額 は 三千百八十二萬 七 
千四十二圓此內輸移出额一千1一1三十六萬六千二百十一圓輸移入額一千八百四十六萬八百 H 十一圓1: 
して差引五百九萬四千六百二十 1 H の入超な b こ 

第十四意 商業 

第 IS 對外貿易 

本泌對外贸易の對手は專ら內地1:して其貿易額は每に總額の七割以上を占む卽ち對内地 S 易は. K に本 
港の生命な b 其他諸外 il V 」の贸易も方に進 M の境に在〇て其貿易額亦尠からす VJ 雖旣述の如く由來歐 
米瞼出入は多く上海及內地の諸開港地を經由するの常にして今未た全く此憤矜より禪脫し能は S ろの 
M みぁるを免れす然 VJ も近時此慣習の漸次除かる{傾向ぁれは早魄直輸出入の盛季に入るや期して校 
つへきなら如斯本港 H 易の近年1:至つて大躍進を爲したる其 M 因は素より多々なるへきも海陴運輸機 
關の整備するに伴ひ签山の商權範幽の漸く深く朝鮮內部に擴大せられ且は地方谷 f ' ri 産業の開發せられ 
たる 等 相 待つて一般朝鮮人を驅つて其生活狀態を 向上せ しめ隨て其購買力を增進せしめたるに當り恰 

nIf - 通交史附、釜山史後編 
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笛十四 窣 ITH 菜 笫 I® 對外貿易 

も I 時米憤 1 S 騰して其移輸出を旺盛ならしめ飜つて低廉なる外國碎米麥粉粟等の盛に移輸入せられ 
たる如きは確に近き原因の主たるものな b 而しに此狀勢は決して一時偶發的のものにあらす將來更1: 
人口の增加して逄業の愈々開發せらる ivi 同比例に必すや助長せらるへき卽ち永續的の現象なれは本 
港の受{へき其影鹱も恒久的なるや勿論な bvj 知るへし尙ほ最近大正三年十月中 C /) 移輸出入狀況を見 
るに一般不絷氣影響の迸6るを免れさ6も徐に大體の趨勢ょな細察すれは亦是れ此間消息の 一 端を洩 
らすものあるなしビせむや卽ち其輸移出は百十11『萬五千九十七圓輸移入百六十六萬千七百六十二圆に 
して之を前月に比すれは輸移出 k 於て十七萬二千四百11面輸移入に於て二十五萬四千百九十三 [ ii 何れ 
も增加せり而して出の增加は専ら穀物に L て入の增加は三十萬二千圓餘の鐵道機關車材料の入-？ f あり 
しか爲にして普通商品は寧ろ減少せり前者の逋尚は時恰も納稅斯に切迫せし爲め穀物の放賣者多く殊 
に浦鹽向き籾の輸出も之に加は6たるに在6後者に在ては比來各地方の購買力痛く 38殺せられたるも 
の其主因にして之を咋年の同期間に對 M するビきは貨物の集散は祺ろ緩慢な S の傾向を示せり左1:大 
芷三年一月ょ b 六月1:至る對外貿易输移出入表及同五箇年對照表等を揭け以て本港對外寶易上の大勢 
を窺かに資せひす〇 

大正三年 sa ^ 釜山港外 N 貿易輸移出入表 
重要品數： sfii 額表檢移出之部 
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第二 sis 沿岸貿易 


沿焊贸易亦是れ對外貿易に亞いて本港の盛衰を相爲すもの其發達の程度亦相等し顧れは ir 露役前の沿 
岸贸易は僅に馬山、統營、蔚山等の一小區域に局限せられ商勢傲々ビして振はさ b し然るに韓國宗主 
權の I 朝价國に歸するに至るや內地人俄然 w して移住-忽ち居留者を增加せし1:伴ひ商權顿に張 
#沿岸 S 易^域も慨大せらる i に當5恰も日韓 W 合を fw 行せられたるを以て忽ち僻 W の Jg 村に至る S 
で殆むビ战なく內地移住者の分布せ&る2を見る usn ，殊に此前後ょ b 內地咎府練ょりの移住漁 W 
に依て島嶼將た漁树亦大に開發せられなるぜ网時に沿岸航路の整谢せる Vi 相俟クて本港の蠢圈愈* 
大せられ明治四十五年'の.招岸食—出細約九百！®^入嫌的£|蠤圓其總観|千四百餘萬圓を»し 
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j 济十四览 s 業：ぺ第 n 好沿岸貿易 

58 其移出額は Jl . i : 對外貿易の輸移出額を凌駕す るに 至か其貿易地範圍も北は元山-1,0雄1海に至り南仫 
| 慶尙、全羅等の沿岸ょ备は木浦*群山等の各港まで擴大せ—其發達の狀況想ふへし明治四十五年 
•四月朝鮮關栊令の制定1:依て沿岸貿.县は税關の管理外に置かれたるか爲め確實なる統計の據るへきも 
のなし W 雖今對外質易發胜§跡に鑑み沿岸貿易旣往の增進率より推算すれは蓋其總額は優に二呼萬圓 
Ja - 上なる へく T ( I 1 して此趨勢 は將來 益 産業の開發 せらる2 w 共に愈々助長 せらる へきや疑を要せ3 る 所 
なり今左に明治四十四年以前五箆年間に於ける沿岸貿易移出入種別表及沿岸貿易移出入道別價額三箇 
年表等を揭けて推算の參考に供せむビす〇 


签山港沿岸貿易移出入額秫別五箇年表(單位圓) 
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釜山港朝鮮沿岸貿易移出入道別價額111箇年表 
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第十五章 商業機關及金融 

第1». 銀行、附金融槪浞 

本港の佥融機 II たる龈•打は第一銀行支店第十八銀行支店第百三十銀行支店周防銀行支店慶何 rnx 銀行 
支店龜浦鈒行支 . 3 朝鮮銀 rr 出張所長崎貯金銀行代理店签山商業銀行等にして其 f く設銳せられ;2る 
は 第一 銀行支店1:して其本港初期の金融界に對し稗補す る 所多かりし功績や沒すへから3るものぁ^' 
以上の 各支店は渾て內地又は朝鮮の都市に其本店を有するものなるが故に取引上利便殊に多し就中签 
山商業谢行は専ら沿岸贸易上に向つて金融を計り0ぶぁ6是等堅實なる金融機闊の整備は愈々商業® 
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易の發 M を資け益々 rf 金移動の趨势を助長せり現時の <":s 狀泥之を十年前に比較すれは貸出預金將た 
手形取扱尚等何れも數怡の增加を示す卽ち视時各銀行の M 出總額は一箇月平均四百萬圓內外預金約二 
百海 iMI 內外等にして諸手形受拂合計は約三百萬 IHi 內外なり先是一般商業界に於て谷秤商業手形の流！： t 
漸く桁加 T るの傾向を示したるを以て谷郯打は明治3:十四年四月以來相互閲に手形交換を開始した6 
に其枚數八九千枚螢額二百馬111に達し益々增逸の傾向あり一般金利の如き往時は貸出日步五錢以上を 
唱へたる乙ビあ b しも其後金融機關の整備は大に此氣勢を挫き逐年低落し來つて稍々內地の利率に近 
邇しつ2あ卜將來商工業界信用程度の逸むに從ひ内地ビ 1 PJ 利率の下に圓滿なる取引を爲すに至るの日 
蓋速きにあら^るへし尙ほ最近大正三年十.月中(:於ける金碑狀態の一斑を示3むに各銀行貸出總額は 
四百三十九萬一千二百二十四 M IPJ 囘收四百十萬七千九?1七十 HIH にして之を前月に比すれは貸出に於. 
て十三萬二百六 +' 八圓の增加 [ B 1 收に於て三十萬五千八百 ill 十1一 1の減少を見る抑も米惯近時の不最氣 
に©いて納税期已に迫ぅ fw 格の奈柯を顧みるに ia あらす濫 M を餘儀なくせしめられたる影響は直に釜 
山市場に及ほし來りて米©は益 低落し 內地相坳亦鉍弱なる 1;拘らす 市場は尙ほ栩當 の利銷 を得且つ相 
場亂調なるか爲め槪して賣急 きの 傾向を呈^ W 白米 e も內地移出の 著しく 增大せるのみなら す浦鹽 
輸出の 籾に對して爲替資金決済の途開 きたる 爲め 其输出遽 U 增加せ し等市場俄に较氣を添へ爲替資金. 
毅物質入® f 金等の霜用著しく增大 せし U 反し移入側に 於て は谷地方 fi 貢力の振は S るか爲め卸商手控. 

日鮮 通交史附釜山史 後編 
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第 十五 32 商槳機 關及企 喊 第一節銀行、附金融槪況 

へ 荷！ S 渉々しからす 從 つて此方面に於ては資命•の需要起らす故に專ら此方面. U 得意を有する銀行に於 
1 J る 貸 出は 前月よ b 大に狨 したり 如上の狀 勢よ5 年內の金融界狀況を推測 すれは 穀物の移輸出は旺盛 
にして爲替 K 余 買入資 余 等の用途は多かるへきも金融界 U 槪して平®なるへく隨て金利も亦變動なか 
S へし然 V 」 も 愈々 年末に 切迫し なは決濟資金の 霜 要喚起せられ多少緊縮の氣味あるへきも移入側の商 
況は付ほ振は3るへく且つ米®亦引立た3るへきか故に金融は尙ほ寧ろ緩慢の中に經遇するなるへさ 
乎尙ほ ISJ 月 中に，於ける通貨の狀況を示5むに葉錢の交換高は市內叫百二十八圓七錢地方よ b するもの 
二千四百二十圓合計二千八百四十八圓七錢にして補助貨の受入は日貨二萬四千八百一一 I 十七圓六十九錢 
朝鮮 貨千三百七十一圓八十八錢合計二萬六千二百九圓五十七錢同拂出二萬六千八百六十一圓七十七錢 
にして前 月に 比すれは受入に於て五千ーニ百七十三圓六十二錢の減少拂出に於て五千九百二十圓十八錢 
の 增加あ彡銀行券の受 入萵は六十五 萬 五千八百六十九圆同拂出は六十九萬三千十四圓にして前月に比 
すれは受入に於て三萬 H 千五百七十！圆拂出に於て二萬千二百五十八圓何れも增加を示し發行二十四 
萬圆還收十九萬四千阆 なり 又兌換券の受入は八莴七千百七圓同拂出は十四萬七千八十二 IB にして前月 
よりは 受 入に於て 二 SI 千九百 二十 W 拂出に於て四百六十四圓是亦何れも增加を示し其發行は六萬六 
千圆 還收は 一萬 圆な b 左に諸表を 揭け 金融 上 旣往の跡及現狀の一斑を窺 ひ 以て將來を推すの參考に資 
せむ vj す〇 



263 - 
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明治三十五年 


明治111十人 


明治四十一 


hhbhhhh^h 


同上手形交換萵表 
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签山港現在の私#倉庫は朝鮮興業株式會社及共同倉庫株式會社等の經營に係る二倉庫にして共同倉庫 
株式會舡は大正三年二月開業せしものなり初め明治三十年本港の資本家に依りて S 立せられたる釜山 
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倉 Mi 株式會社ありしも是1:至て任意解散 T るご同時に共同倉 wi 株式會社起って之に代 b 其资業を纖 M 
した b 此外明治四十年 七月の 創設に係る官設保税倉庫又朝鮮人の經¢5せる會興社(資本金三萬圆)の 
設肸せる明太®倉庫等あ〇此會興社倉庫は專ら北朝鮮の移入明太魚を保管するを目的ビするものなり 
抑 も 本 港の 倉庫事 * は日 S 戰役後 1: 於て 始めて 設 It したるものなるも 其後貿易事業の發達に伴 rA 貨物 
の錐散逐 H 增加し金触瑕關亦隨て整備せし等相俟って竞に此異數の發達を遂けしめた b 現に大正二年 
の倉№1出入貨物數は繰 M 商八海二千二百五十五侗入庫數二十六萬四千九百九十六桐出庫數二十五萬八 
千四百五十個に して其货物は 朝鮮の 输移出重要品•たる 米、 豆其他雜穀«を主 ごし 又輸移入品は綿 絲、 
布、金物 類 繩队 等な り〇 

保稅倉 Jyt は签山稅關の管理に M するもの其初めは苏利用一般に知られす唯二三西洋雑貨商の之に托す 
るものありしのみに L て其出入货物數は甚た微々たるものな b しも後其効力の漸く周知せられ沢時保 
管貨物數は頗る坍加せ。其倉庫は烛 S 建二棟此總坪數は六 r - r 七十二坪な bo 

明 太 魚倉庫は草梁に在り其設立者たる會興社は合資組織にして專ら明 太 魚其他綿絲、綿布、货鹽、紙 
類の保管を爲せ6抑も明 太 魚は朝鮮人唯一の嗜好品にして其; 71 用奠大な 6 而して其主産地は咸鏡逍沿 
岸なるか故に古來光っ本港に移入し更に各地へ供給せらる此償^今尙ほ存 M して年々本港^經て販賣 
せらる i もの實 l : H 萬圆の巨額に達し沿岸貿易中 a : 要品の一た b 而も其大部分は悉く本倉; ii に保管せ 

m 鮮通交史附釜山史後 ly 
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第十五窣商窠機蘭及金融 依三節保嫌粢 

ら る！ か故に倉庫の 經捋上 其關係や淺からす明治四十四年の入庫荷個數は十三萬 A 千百二十九個此價 
額八十三萬一千一一一百八十四圓又其出庫荷個數は十八萬八千百二十九個此價額は八十三萬千三百八十圓 
なり因に明太魚倉庫に對し旣に保管を托したる荷主は本倉庫芬を以て草梁なる慶尙農工銀行支店に就 
き金融を求め得るな be . 


釜山港倉庫出入貨物個數五箇年對照表 
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第111節 保險.業 

签山の保險事業は第一銀行签山支店に於て明治十三年中東京海上保險株式會社の代理店を開きたるを 
以て嚆矢 VJ 爲す其後 H 淸戰役後火災及生命等こ三會社の代理店を置きたるものありざ雖現在主幾を旨 
ビし未來思想に乏しきの常なろ居诂地に於ては幾む C : 顧られす孰れも微々 W して振は3る乙艺久し難 
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るに日®戦役後居切漭の劇塯して商況稍々振 CA たるど共に居留者の態度一般に永住的に一變して保險 
業亦粕々迎へらる2の傾向を 示したるょ b 各純の保險會社相競ふて代理店を設け竟に現時の盛を致し 
たるな .90 

海上 1 HC 險本港に對し先つ海上保險を鼓吹したる二三會社は有繫に機敏なる着 M なりしビ雖時未た可 
ならす殆むど進退に惑 CA た b 其後本港は旣述の如く日露戦役の影響を受けて^易事業勃興し一般の商 
取引亦 自ら 頻繁なる Vi 共に海港地の常 vj して 海難 保險の必要を ec する乙ビ漸く其度を增し殊に荷鴆替 
取組の lil 係上悠々其趨勢を促 T あつて忽ち長足の進步を爲し近時同 M 保險會社 の 代理店七個所を算す 
るに至り其契約高は明治四十四年に於て總高一萬三百十件此契約金七百十九萬八千百六十六圓一錢其 
保險料は一萬二千八百六十六 IMI 六十三鞔其被保險貨物は內地向移出及朝鮮沿岸 M 送物卽ち穀物、牛皮 
•綿布、雑貨等な b 〇 • 

火炎保險 日淸戦役 後 家屋忽ち多く 建築せられ しょ ヴ居留 者|般に 火炎保險の 必要を 威す るに 至る ft 
時 f 旣に二三火災保險會 It の代理：5を置くものありた b 當時本港 U は火炎頻りに起れ消防組の組織 • 
消火栓の裝殺等多少の防備な きに あら 3 るも未た全からす竟に明治三十五年南濱町の火炎をして其猫 
镢を送方せしめ無慮七十餘戶を灰燼に附し去り大に居留民を#醒するあり尋ひて日露戦役後に至 b 新 
築家 M 益々增加して一府危供の念を深から しむ 殊に此新築家 M を擔保艺して金融 ^計® するもの多き 

H 鮮'^交釔附釜山史後編 f 
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佑十五“曲逍機關及僉械 5一節保 K 業 

のみなら T 愈煺菜者の保管貨物も漸く增加し來れる等彌增火炎保險の切要を感せしめたるを以て同 f'l 
保險事某は M る®•浞を呈する U 至りたるも其餘弊 vj して明治四十年四十一年の交五大火災保險會社の 
高率なる協定保險料®を實行し 11 : に外國保險會社を誘致するの因を作り今や本港に於ける同 #: の內外 
會社代现店は十冇五の多きを算するに至りた bo 

生命保險亦是れ居怊者の永住的觀念の漸く進むに隨 つて 加入する もの 多き ょれ 或は代理店を遛 き 或 
は 常設勸辨 4を ffi く等互 U-K 勸誘を相 M ひ 覚には外國會脏 をして 其 手を 延 へしむるに 至りた b 明治 四 
十年中の取扱商は一千九百七十三件此契約金商百二十七萬八千三百圓保險料金四千四萬四百九十 二 M 
六十四錢四屈なり。 

現時釜山港に於ける各純保險會社の代理店は左表の如し C 

海上及火炎保險株式會社代理店 

丰 社 |代理店設置年月所在町名 代理店名| 


口本海上運 iH 火災保険株式會肚 

阏 

同 

泶京海上代險株式命社 


明治四十三年八月 
明治三十三年 H 月 
明治四十！年11一月 
明治十三年一月 


本町二丁目 
辨天町一丁目 
本 wr 一丁目 
本町二丁目 








*7 1 


神戶海上浬 is 火災保險株式分 ) rt 
问 

帝阏海上 is 送火災促 iw 株式分社 

同 

こユ ー ジーランド海上保険曾 Kh 

祯濱火災抛上運送 fa 川保故株式分社 

叨治. X 災海上運送 Id 用保除株式會肚 

11 H — ジ—ヲンド火災保嫌曾社 

北ハ M 火災海上 M 送保 It 株式曾社 

東 M 火災海上運送保険株式#社 

大阪火災海上運送供險株式會社 

浪化火災海上蓮送保除株式曾杜 • 

神戶海上運送火災保険株式#社 
横浪火災海上連送1.|扣保晚秣式僉社 
日本火災海上運送帒用保 除 株式會肚 
ィル交#少チ3> _*ン火災保驗曾社 
同 

a — ヤル、エキス子 MX ゲ X 、アク yl - t - v ^ aNUI^Z 
—シヨン 

日 finILO 文 fc 附釜山史後編 
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m 十 JU 13 : 商黎櫥瞄及命撇 第三節保除業 
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供十五幸商業機蘭及金 m 第四章市場 

签山の各市場中其取引高の多きは大廳町の穀物市場、南濱町の魚市場、草梁の魚市埸、南濱町苛物市 
場等にして其他は皆魚菜類の小賣場な b 其取引萵推して知るへきのみ今大正一一年中に溯つて各市場の 
總賣上高を檢 . t るに農産物十二萬五千三百八十一一1水産物七十二萬三千二百九十圓畜類十 I 萬五千百 
八十五圆織物 M 三千九百六十圓其他雜品九千百五十圓針九十七萬六千九百六十八圓な b 以下谷市場1: 
就て其經營狀態の大概を叙せむ。 

一、签山榖物 r ! J 場 

本市場は釜山穀物商組合、签111榖物踰出商紐合等の共 IPJ 經營に係彡府尹の認可せる受渡濱法規定の下 
に見本賣 買を 爲す所にし- 7- 其商取引漭は兩紐合 M 又會】目等の相互間に限らる由來本港は穀物の集-散地 
にして內地人朝鮮人間に於ける商取引は夙に開始せられたるもの^ S も商業上最淠戒すへき不正行爲 
多く其取引甚た確實ならす此獎風は年所ど共に愈々助長せられ竞に商事の發展を m 碍せひごするの傾 
s ぁるに至りたるょり時の領事及內地人商業會議所は大に之を憂ひ其矯正策を®するに當5適々當業 
者間に於ても亦漸く其獒に M き稍覺惝 するもの ぁ b 乃ち明治一一，一十四年签山商業會議所は®事の認可を 
得其監督の下 r - 签山穀物商組合、签 H 1 穀物轍出商組八口を組織し積立金制度を設けて商取引の確實を保 
障せ L め 以て頹勢の挽囘を計りし {: 其効興著しく終に穀物の雄散池を增し隨て取引頻繁 S 爲り觉に賣 
買機關の必要を促す1:至れた b 仍て明治三十九年十月理樂官 の 骶可を得て本市場を設立 L 同年十一月 



一日を以て開場式を舉け爾來毎日曜及祝^日の外周年開市して現時(:至れるなら其五箇年間に於ける.. 
賣 W 高は卽ち明治四十二年八一四、八 九 一個(單位五斗入)明治四十三年七七八、五三八惘明治四十四年 
四 九 六、 〇二八個大正元年四八 九、 六〇二個大正二年四六 九、 二 Q 二個な り〇 

二、釜山水產株式會社魚市場 

本市場は南猪に在り明治二十二年五月签山水產株式會社に依て開設せられたるものにして專ら鮮魚の 
委托販賣を爲すを目的ど爲す其取引方法は藉資、箅當賣、入札賣等にして其 il 受者は一定の伸買人なれ 
VJ も若し魚 M 多く或は魚^遇廉なる VJ き或は特に注文ある時等に於ては會魟自ら ri - 收す o rJVJ あ力會 
社の收入は ilrin に就ては 一®^:當矜、入札賣に就ては五步の手數料を徵收す然ども fr 魚、 M 魚は市 
場2：の一部1:於て特設仲 n 人等の荷主ご K 収引を爲すの尨めなるが故に之に就ては唯魚©通遇竿數料 
マしして其耿引 |/:1: 段：白分の五を徴收するのみ仕切勘定は先つ切符を交附し現金の請求ある時該切符引替 
に精^咨を添へて支拂を爲す又伸質人獎勵の爲には籍 H 手数料の十分一を戾り a 錢ビし- r 半期每に交 
付し II つ毎半® I に其騮賣愈類の買3*商に對しても亦多少に應して賞與するの方法あ b 市場の後*時間 
は毎 H 午前六時より一冏特に五月より十月^で { i . 侮 H 午前六時より又午後二時よりの二囘な b 其旣往 
一五倚年間に於ける賣^尚比較は卽ち明治叫十二年六二一、二九九圆明治四十三年六0五、九三四圓明 
379.が四十 N 年六三 一、〇九一阆火 j [ ; .-; c 年六叫九、〇九六槪大正二年六 R 一、叫二五^なり M に慶衔水產株 
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笛 十： A ^ 商茏糍朗及企-碰 第四 牮市場 

式會社は萆梁私^に本市場ど殆むビ同組織たる魚市場を開いて盛況を呈しつ5ぁ4しも大正四年二月 
中調停者ぁりて本市格 VJ 合併したり0 

一こ、食糧品市場 

本市場は明治四十年四月釜3食糧品株式會社の設立せしものにして專ら蔬菜其他食糧品一切-農具 、 fi 
苗、花卉、肥料等の委托贩賣を目的ど爲す營業方法は嬲賣、示談販賣、委托販賣等にして一定の伸貢 
人を仲介 VJ して賣捌を爲す而して其荷主の地方 A なる時は先つ商品の預 ni ? ビして切符を送り現品を賣 
衍たる時 H 付報告ご共に代金を送附す其手數料は商品に依て其率を異にするも最高百分の十二最低百 
分の四な6此範阐中其煨多きは百分の六之に亞くを百分の十 VJ 爲す開市時間は毎日日出ょり正午まで 
午後三時ょり五時1での二闾なりビす其旣往五箇年間に於け S 賣 sii 高の比較は卽ち明治四十二年六八 
三八一圆明治四十三年七〇、二三一圓明治四十四年九一、六二〇圓大正元年 一〇八、八四七圓大正二 
年1〇六、七八八圓なり C . 

四、日韓共同市場 

本市場は明治四十 H 年六月伊藤祐義の創設せしもの富平町三丁目に在り其地積五百五十坪の域內に於 
ては|坪に對し I 日金二錢の借料を納るれは何人を選はす何業を問はす隨意に開店し得る Q 故を以て 
小資本の商人等は大に之を便 V 」し內地人朝鮮人雜然 V 」して煆店を連ね鮮魚、乾魚、牛、琢、鷄、狗の肉類 
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蔬菜類日用雑品千穐萬別悉く.備はら霜めて殆むビ得3るものなく人以て大に之を便ビし絡繹こして蜻 
集し求る顧客は終日絕ゆる乙ビなし以前は西町四丁自に釜山魚楽市場の有る年つて一部の顧客を分ち 
たる も同市場は曩に閉錙せられて今や無し本市場の獨占的に其繁昌を擅に する 盖これか爲めな るへ し 

五、草梁日韓市場 

市場は草梁第二 M (: 在り大正三年三月二十日山田勘五郎に依て設けられ毎日開市専ら魚類菜蔬其他日 
需品悉皆を小賣するを目的どせり市場地域の面積は七百坪にして其内百五十坪の店鋪を內地人専用 VJ 
して二十三 M に朝鮮人用ごして六陆等に分ち一坪の借料一日金三錢にて隨意に使用し得へく是亦小資 
本商人の最使ご する 所な b . 始め 此所は廣き 荒蕪地に して朝鮮人の罕れに露肘を張る もの ありし に過き 
S ゥしも TIJ 場設瓰 の 後は附近 自ら 住家を 設くる もの あろ 等一小市區 に變し所11111雉 兎其跡を絕ち人影 漸 
く繁きの觀 あるに 至れり問く市場新設 fi は 三千七百 iri ! を 要し而して市場の賣上高は I 筒年約一萬八千 
圆乃至二萬圓な ovo 

第五節 商業會議及慶询物產共進曾 

一、 签山讓富所、陳列館、 1 髂 

签山商業會議所 ii 明治十二年八月の f!ll 立にして東京、大阪等の商業 fr 諸所設於に M る i 乙 VJJI に一年 

日眸通交史附桀山史茯锔 
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第十五 $ 商^:耽阅 A 企 W 第 ： JLa IJJ m-fr M 及 i^ ;S^.M v't irl fr 

0み. Kt : 朝鮮に於ける此 f ' R 商業璣關の權興たり抑明治九年本港の公開せ•らる：や饺玴宫監 ff の下に公 
共事項及貿易事項等を斡旋 T へく特に一役場の設けられしも逐年居留：氏の坩加するに_ハ商況_く振 
張 L 商事稍々複雑ならむ VJ する {: 至.ては是れ等一時的姑息機®の能く當6得へき所にぁら T 乃ち特に 
本所の設けられたる所以にして其目的は日嫦質易に關する一切の利馇得失を商議丄又贸易上官廳の諮 
問に答へ及意見を缒議し兼て物品陳列所を管理するに在つて其會 M は在港 H 易商、銀行業、侮運業、 
問 M 商の四營業者を以て紺織し議 M は定数を三十四名 VJ し會員の 51 出譏： M 及有志織負答之 {: 當り役 M 
は正副#頭、^計委 M 、 內外商況調# § n 、 驗出入物品調夜# M 等(:して其經#は輸出入物品に對 f 其 
原惯 一 fa に付二 M つ i を徵收して之に充つ越へて明治十四年七月十五日新築會議所に移轉し明治十八 
年二月其組織を改め一般在港荷人を會 ni 爲したり元來仲 K 商人 も 本港商業界の一勢力に して 貿易商 
人ビ 何等 軒 粍する 所な きに 拘はら す動 も すれは商業會硪所より除外.せらる2の傾向ぁりしを含み別に 
協約社なる ものを 設けて一一! 體を作 b 會诚 所の 制限 的組織を非難し此改革を促した るなる も而も此改 
革は須臾に して 板舊し 協約社は：冉 rA 分立 T るに至りたり後明治二十三年六月會議所は復た其組織を變 
し會員 中へ 小間物 商を加 分る乙ビよし 且つ議員を二十五名に減し輸出入物品調査委員を廢し釐金徵收 
を止め經費は渾て一般會 M より月额一等三圆二等二圓三等一圓の等級を標準^^各自の隨意に出金す 
るものを集め以て之に充つるこ¢2爲した b 後明治二十五年十二月法律第八十一*商業會議所條例 
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(明治二十三年九月發布)に准據せる定款を作 A 領事綰の認可を受け盟二十六年一月ょ b 之を實施せり 
其大要は卽ち會員を商法第四條第五條に揭けたる商取引の谷部 rMT る營業著に限り其營業*'1!吕三十 
饨を指定し議員を三十名ビ爲し且つ經费の賦課法を改めて一般及特別の二秫ビ爲す其一般課金は每月 
二十錢特別課金は月額一等二圆二等 I 圆五十錢三等五' r 錢 V 」し其等級別は各自をして任怠に之を選は 
L め課金は居留地總代役所に委托して之を徵收 T る乙ご i 爲し同時に签山港日本商業會議所 •«£ 改稱し 
茲に其體制を一變したり同年八月議 M 選出定款を改め明治二十七年六月特別議員を S く明治三十四年 
七月在朝鮮日本人商菜會議所聯合會成立し N 年十一月十六 B 其第一闾を仁川に開く先是明治二十七年 
本會議所に於て聯合曾を發起せしも當時尙早論多く>£に中止し至是始めて開始じたるな々明治三十五 
年本會議所は附瑶事業どして所內に商品見本を陳列し^ I 年四月公衆1:縱覽せしめ翌明治三十六年更に 
西町 一丁目に煉瓦三階建の:%:列館を新築し明治三十八年四月開館 N 年十月在朝鮮商業會議所聯合會の 
名義を以て日本商業會議所聯合會に加盟 V 明治四十一年三月定款を改め階級選擧を單級選舉 yi 爲し議 
員選擧權に谰する納税資格を進め^11納稅年額十圓以上* VJ 爲し同時に釜山商業會議所ど改め啤列舘の 
特別會計專屬職 M を廢し再 rA 會議所內に合併したり明治四十二年三,1又坪3有權若の納税資格を二十 
五圓以上に進め課金徵收期を六期に改む等定款の改正旣に數 ㈣ を經て其內容は內地の會_所 VJ 幾む Vi 
異る所なきに至り殊に其所有不動産 fg 額も已に十一萬五千涂圓に達して其基， •..! 漸く鞏阂ご爲れも顧み 

日鲜通交史附釜山史後編 
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¥ 五章商笼栂躪及金 wls 第五節商锘會議麼南物產典進會 

れは本會議所の創設は實に三十又餘年の昔に在り爾來或は商業界に或は一跣公共事業に貢献する所® 
少なり VJ せす殊に大正三年慶南物產共進會の開設 I :當ては其斡旋最勗めたる等其賴年來の功績や居留 
民 II 役所 VJ 俱に S るへから3るもの多し C 

商品陳列館本館は専ら朝鮮人に對して內地商品を紹介するの目的を以て明治三十四年始めて其計畫 
を立て爾來廣く內地各方面へ商品見本の出陳を勸誘し翌明治三十五年一月六日を以て開館したるも畢 
覚假設館なるか故に意に滿た3る乙ざ多ぐ勢特に新舘を建築するの必要を感するも經费支へす乃ち會 
議所は平田農商務大臣に對し事情を具して保諮を請願し遂に明治三十六年度に於て一千五百圓其翌年 
度に於て五百圓都合二千圆の下附を受けたろを以て之を基金に西町 一丁目に於て一千坪の地を購ひ煉 
S 三靥此建坪六十三坪の家屋建築を設計し明治三十六年六月起工翌三十七年十二月庭園を合して落成 
し趑へて.明治一一！十八年四月十六日を以て開館式 V 擧行したり此工費五萬七千四百八十餘圓當時に於て 
は全市唯一の建^物たりしなゎ開館當日の陳式品は朝鮮及內地三府三十餘縣ょりす5もの三千六十餘 
點ぁ6盛に觀縈者を誘致した6叫治四十|年三月規則を改め釜山商品陳列館ど稱す本館は素ょ b 會議 
所の附屬事業なるも其經費は特別會計ご爲し專屬事務 M を®きたるを同時亦之を廢 L 名實共に全く會 
議所へ合併した5明治 lly 十二年一月 f •皇南巡の途次本館に臨御ぁり伊藤統說亦同時に來る此時罈皇は 
基金どして五百圆下賜ぁりたり明治四十~年十月館中の設備改善を企畫 r 先つ韓國政府へ其補助を請 
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願し其十二月金二千 DI 下附ぁ b たるを以て翌四十三年一月ょり看手し同時に會逯所員を京 M 又內地の 
各方面へ派遣して商品見本を蒐集し了るビ tei 時に改善工事亦竣りたれ K 先つ館の二層樓上を內地商品 
及签山製產品三層樓上を朝鮮製庠品及參考品の陳列室 ( f 爲し下層室には韓阈農商工部ょ b 下附せし朝 
鮮地理模型を置き二.階の圓室には新聞縱覽所を設け尙ほ庭圓を增築し其中央に大噴水池を#ち周圍に 
各 f - n の花卉を栽方る等設備具に成6同年四月二十一 H を以て更め.て開館式を擧けた b 當日の出品數は 
內地品一千八百七十一點朝鮮品三百六十點參考品九百五十四點等にして改善の目的は幾む£遺慽なき 
甘でに達せられ爾來槪ね其形式を存續して現時1:至れるな卜〇 

賣品館本館は陳列館の附屬にして同舘ど同時に建築せらる其エ费は三千八百餘圓にして平屋% sh 建 
坪百二十坪ぁり明治三十六年十一月七日を以て開館した b 始め本館は內地商品の試賣を爲し兼ねて市 
內商人の出賣場に供し專ら良好品を廉惜に販賣して一般市價の標準たらしめ以て在來商家の獒風を矯 
正せむ/; •» 爲め特に規則を設け價格統一、正札販賣等に就き嚴重なる監督を爲したるも病旣に骨肓に入 
b ては容易に治すへからす又深く浸潤せる惡俗は一朝にして改め難し知らす果して此計赘の實行せら 
れ舘外に對し多少の反響を及ほし得たるや否や後明治四十一年會議所組織上の大改革ぁヶしご同時に 
本館の主目的たる商品試賣を止め舘內を擧けて出賣者の使用に委する乙ミ5なひた bo 

, .二、釜山鮮人商業會議所 , 

通交史附签山 It 後編 
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第十五 章 商業 機 閛及金 M * 第六節會社及組合 

本會_所の發端は舊韓國開國五百四年同政府より時の釜山警察罴長朴洪淙に對し詧業税徼收の命令あ 
6於是朴は各客主業及居間業者等よゥ應分の工費を寄附せしめ以て其事務所を建築し之を商務所 VJ 稱 
したるに在り然るに其设地は借地なりし故光武八年該地主より撤退を强要せられ乃ち現時の露洲洞に 
移轉した卜爾來殆むご徴稅事務を廢し更に宫內府の許可を得て商事の周旋に從事し隆熙二年八月東萊 
府尹の許可を受け東萊商業會議所ど稱し定款を設け専ら商業の發達を圖り其經費は渾て各商工業者を 
して分馆せ L む後大正三年六月の總會に於て釜山鮮人商業會議所ご改稱するの件を議決し今や S 南道 
長官に對し其認可申請中に在り大正三年五月各客主莱、居間業、裁縫業呑等をして S に其意思を疎通 
f 業務を統一せしめむか爲め又組合組織の爲め等に镟力して効果あり其基本金は隆熙三年一月舊镋皇 
南巡の際下賜せられたる五百圓を基礎どして其繁殖に努めつ2あり目下の會員數は一百十二人な bo 

第六® 會社及組合 

一、#社 

會社の勃興は卽ち其地一般財界の發達を意味するものなれは之に據て龙商業界の趨勢を推測する盖大 
過莫か るへ きなり釜山の諸會社は大抵明治三十七八年以後の創設1:係り而も嫌む VJ 相前後して同時に 
起りしもの多しビ爲す盖以て釜山商業の同時期に於て如何に急劇なる發 M を爲せしかを推最し得へし 


Digitized by Google 


Oriamal from 

COLUMBIA UNIVERSITY 



斯の如くにして或は特設せらるょもの或は支店代理估を置くもの等荐りに相 0 き今や前者の總敷は H 
十社を算す此內專ら朝鮮人の經營に係るもの二社ぁり而して其組織別は株式十五、合資九、合名六此 
公稱資本^額は六百二萬六千111(:して毎期|割乃至二割の配當を爲しつ！ぁり盛な b ビ謂分へし此外 
內地各銀行會 Kit の支店出張所十八箇所內地及外國の諸純保險會社其他の代理店等は實に六十四の多き 
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二、同業組合 

本港谷商工業者中同業者は可成的其行動を一致し以て業務上の獒畆を矯正せひか猱め往時旣に栩互規 
約を設け互に相戒しめむ乙 V 」を企 is せしもの W に二一 U のみなら 35 しも公德を缺 ける 新殖民地に於て 
是等制裁力に乏しき約束の實行せられ3るは素より其所効果- 31 に睪ら3 b しなり然るに其後各同業者 
の漸く增加するに 隨 a 獎害 愈續 出し爲に業務の發嫉を阻碍する乙 ビ 尠から n るに至 b しより近時官廳 
の認可を得始々同業組合を組織するものぁりて其約東能く行はれ爲に孰れも秩序的發 M を爲しつょぁ 
5而して現在の組合，は左の如し C 
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第十六章 H 業 

朝鮮產業の開發は總督府施政の大方針にして其施設獎勵幾む cf 至ら3るなきも而も幾百年來荒廢に屬 
したる もの之を復活せしむ〇や一朝夕にして能くすへきにあらす就中 H 邃狀態に至ては全道を通して 
最幼穉なり是故に比較的進境に在る釜山港に於ても今尙ほ未た工業の觀るへきものあらす唯厘に. K 醬 
油釀造、精米、苒製鹽、鐵エ、揀 W 製造、賴詰製造、肥料刺■造等の小工業に遇きす其他製粉、製麵 、 M 
菓、製饀、製蠟、石鹸製造の如きあれ VJA 是等は何れも最小規模なる個人經營にして云矛に足るもの 
なし 然ビも地勢內地に近速し大陸に通し水陸の運輸上工業原料の供給製品販路等の關係に就ては頗る 


利便に富み且つ牧ノ島、签山镇等埋立地の他日必すや工場地區を裕かならしむへきものぁる等工業地 
ビしての素質殊に饒かなれは其將來や多望な bvj 謂ふへきなり左に表示する所のものは大正二年末の 
現在にして爾來多少の變化あるは免れ3るへきも以て釜山工業界趨勢の大概を推考する上に於て豈多 
少の禆補なし tr せむや尙ほ以下節を逐ふて各種工業の經遇及現狀を畧述すへし0 

大正二年末 X 場數 
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3 H 明治十六年今西€二郞の典せる日本酒醸造業は盖朝鮮に於ける斯業の元祖な b 其後日淸戰役後二三の 

I 日鮮通交史附釜山史後編 
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依ヤ1バ窜エ槊第一節酿边柒第二節粘来業 

闾業者起るぁりしも尙ほ未た甚た振はされしに日露戰役後本港居留者又は备方面への移住者又は内地 
ょりの出漁奔等俄に增加し爲に本港の淸®酿造高は忽ち其膨脹を促5れ該同業者亦竟に二十又數戶を 
算し其酒類は實に四十餘禪•の多きに至 b 販路の如き名南朝鮮は一圓北は雄某灣に至る备港又內陸は京 
釜鐵道沿線の各驛等頗る廣汎に百^今や釜山の洒造業は朝鮮全道の首位に在〇盛なりビ謂^>へし又醬 
油釀造は明治十九年山本純一に依て创始せられ是亦淸酒1:發達の徑路を同をして竟に今日の盛況を致 
し同業者已に二十戶に垂むどし一年間の造石高は約四千石以上な bo 

第 ius 精米業 

本港の精米業は明治三十一年米價暴落の爲め|時頓挫せられ a 淸戰役後の活力も其大半を殺かれむビ 
して僅に支持し得稍々囘復の曙光を認めむ^するに當り明治四十二年浦鹽自由港閉鎖の影^^受けて 
更に頓挫せられたるも而も J 9 S 前後ょり人口大に膨脹して精米の消餐額增大せられたるビ同時更に北朝 
鮮各港發胜の好肜響を受けたる练彼れ是れ相俟って危く此大難關を通き去彡今や十又餘個所の精米所 
は何れ，も蒸 ms 又は石油發動機等の動力に依て新式機械を運輸して尙ほ其供給を促 S る J の鴉浞を 
來しな b 堀みれは數戶米商の足踏器に依て僅に居留者の雷用に應しなるは今を距る一 f 十餘年の普のみ 
思ひ去令觀*れは斯業前後の跡其差番壤も费ならさる乙ミ感轉た深し〇 
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第三節 製鹽業 

製鹽業衮は大抵絕影鳥內に在つて悉く綦海又は支那の天日製鹽を再製するもの明治三十七年許裴製鹽 
所に於て支 r> 鹽を再製したるを以て其噹天 VJ 爲す明治九年賀田金三郞等發起して韓國臺鹽販賣合資會 
社を本*に設€臺»鹽を移入して爯製若は粉碎し一手販賣權を捤り恰も爯製德業獨占の觀ぁりしも 
其後朝鮮奋道.の開發就中沿岸漁業の發胲等は忽ち食鹽■用の增大を促：：-^る此機會 a¥pi, 十三 
年ょ5關東州或は山東原鹽を輓入し來つて其苒製^^事するもの相蹿き蟲に親 f 呈する .i 
れ b 斯業今未.た仁川捧の盛大なるに及はゞミ^^党經營年月長短の差之をし r 然&しひの；ミみ燃， 
料供給.の便： f 且つ§.鮮の^用地を控ゅる釜山の斯業其將來や多望なるを疑は—*な 

第四節 1 E 氣及瓦斯事業 

初め.签山 m 燈株式會社なるもの¢1治.三十五年五月本.港の.道氣事業經營の目的を a て越をたるも明治四 
十三年五月韓國%斯電氣株式會社の東京に設立せら t や同社の爲.に1;收甘られた. h 同#は.！^十一 . 

11 月を以て本港に.支店を置き¥ら本港の燈火用原動力用どして瓦斯及«氣を费夜^§する一^む始冷舊へ 
?» I は蒸谋力低藤直流 m 氣を供給せしものなるも大芷元年八月以降は芄斯力.にて發窀裝胬を施し高 r 

-日龢通交史附釜山史筏編 
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瑪十六 章 工業 第三節製鹽業第四節電氣及瓦斯業第五節撖草製造業 

滕交流铌氣に改めた bs 斯發生機は獨乙フーマーグ會社の製造にして瓦斯發生爐は一日平均十五萬立 
方^^の粗製瓦斯の製造力に止まるも其他の機關は總て三十萬立方^に對する能力を有する設 
備を完全し此他副産物どしてリユーナンアンモニャ等を製造すへき機械も具備せ b 以上の設備に依ク 
精製せられたる^斯の一部は市內の燈火用に供給し其一部を以て m 氣發生用電氣機を運轉せ b 發堪氣 
は英國— r ^^ N ^ l — 商會の製造 n して其發堪容量は六百キロヮットの設備なり現時は只夜間の燈火用に 
供給するのみなるも遠からす宫准を得て晝間 m 動力を供給するの準備旣に成れ云へは签山の工業 
界に對し革命的變化を與务るの期盖近き將來に在るへきや疑を容れ3る所な b 又市街電鐵に關する總 
ての準備旣に完了し其軌道敷設も旣に風可1)りたトビ云へは久しき一般の希望を滿たす亦盖遠から3 
'るへきな b 疴ほ 本社は唯年中其斯發生機二 個を增 置し一日 一一 〖十萬立方の製造力に對する設備を爲すに 
.當 b 其諸材料中只耐火煉 S を東京に採用せ L のみ1:して其他は悉皆釜山に於て之を蒐集し一も输入品 
を用ひ 36 し其用意深しご謂つへきな b.o 

第五節 煙草製造業 

釜山煙草株式會社^明治四十年の設立にし- r •之に續いて起 bf : るは村上兄弟商會、東洋煙草商會及一 
二の 個人營業な b 其原料は多く密陽 X は大邱附近に在る移住營農者に依て培養せられたる內地種にし 
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て斯くの如く供給地の近距雕に在 b しは最營業者の便 VJ する 所殊に其製品佳良なる もの 多きより販路 
漸次擴大し今や南滿洲方面に及ひ斯業の前途は稍々 M みあ bvj 云ふ〇 


叙上工業場は稍々大規模なるもの J み此外鐵工場、器械船具の製造、小型®船の修理所、小船漁舟等 
の製作工場、硫酸安母尼亞肥料製造工場、罐詰製造工場、煉％工場等枚舉に遑 あらす 大槪左の如し0 
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■第十六章工業 第五節煙萃製造業 
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第十六章工業 第五筘翊草製造業 
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釜山 tt 料會社工場妙ィ水夕 h 酿〇 大 Kwr 

第十七 章 水産業ノ 

邦人の出漁は嘉吉前赛滞を根撖ビし文明釣魚禁約以後知世 M を根據地ビしたぅし後近代に至 b 內地漁 
民の朝鮮沿海に手を染めむは凡そ七十餘年前签山湳近海に鯛獵を試みしに在り明治維新後に至ては安 
藝、長門" 豊後等の漁船の 通 漁せしを始め V 」し爾來續々ビして絕へす竟に明治十六年日韓貿易規則の 
協定せられしに依て相互の通漁大に安全ビ爲りしも後明治二十二年特に通漁規則を定められ通漁上稍 
々檢束せらる i 乙なりたり卽ち內地よりの通漁者は先つ釜山に來り居留地役所に就いて漁業免許 
證下附願書に居留民長の奥書を求め更に領事官の證明を受け而後釜山海關長の免許證を請矛の手績を 
要するなり斯くの如く本港は內地出漁4に深き關係を有するのみなら T 抑も釜山港の地勢は內地沿岸 
一一 f 分一の廣蒸を有する朝鮮半島の沿岸線中其日本海に面する一帶渾て斷崖絕壁海深く水澄み陸地の海 
入少く爲に港 ？ S 甚た乏しき東岸 V 」其黃海に向へる一帶遠淺にして水淸からす長汀曲浦陸地の清入多く 
且つ島噢に富む卽ち多島海の稱ぁる西岸 V 」此地理的正反の對照なる兩岸の相會合する南端の突角に位 
置し彼の勘察、阿哥斯克海方面より衔下せる寒潮ビ呂宋、臺灣方面より北上する暖潮ぐ」の交會點最魚 
族の豊富なるを以て夙に著名なる釜山海峽卽ち最發達せる漁業圈の要部を占む加之な水陸交通 自 

日鮮 通交史附釜山 ffc 後網 
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货备8 


.第十七章水 m 荥.第一節漁業機關 

在' utT 連.輸の.至便な〇等朝鮮南沿岸に於ける漁業上の樞軸を把れゥ其由來內地出漁者の多く*>本港 
を中心ビして蜡集し又南朝鮮に於ける水產物の悉く湊ひ來る等相俟って本港の11：華を促す豈以なりビ 
せむや殊に近今牧ノ島に定住せろ a 業漭は旣 {: 數百人ぁ b 其漁獲し來るもの又遠きょりするもの等朝 
に夕南：濱及草梁.の兩市場 - II 土る魚族海藻麪其數 i は實に夥しきものなるも而も暫時にし T 四散し忽 
ちね L . て其影だに-®妁す滿洲坆內地の各1要地に供給、 ti らる是れ商業發展の反.映な6嗚呼斯くの如く 
{: して周年每 B 朝夕.二^っ i 繰返^る1鳛市の取引は卽ち是れ釜111商業一:濟の一半を左右するもの今 
や.其集散額は實 I :輛鮮各港.中の冠 I 免たるビ M 時に又釜山繁榮の一竿を支为る®要輸移出物產にして而 
も無镟藏只其捕獲採收手段の及はざら'1/乙？ V 是れ恐る i のみ其富源や深しビ謂ふへきなり。 

第一 ffl 漁業機關 

一、朝鮮海水產組合 

本組合は初め.專ら內地人漁業者を以 r 組織せるものな b し先是明治三十年朝鮮海漁業協會起6阏三十 
二年谷府縣朝鮮海通漁組合又は朝鮮海通漁組合聯合會等組織せらる i ぁ b 间 H 十五年外國诹海水產組 
合法制定せられ至是本組合成る其目的は組合員の保謎取締、遭難者救濟、組合 tt の漁業に闕する文書 
の代辨、組金員の&業じ關す S 通信報吿、組合員の通信及貯金、爲替金の取扱、紛_仲裁調停、組合 
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員の風儀を矯正し和親を 圖る 、漁獲物販賣の便利を _ る 、漁船漁具の改良保管漁場の調査探檢及水族 
の 蕃殖 保護を 圖る 、通漁に關し功績 あるものを 表彰し又 通 故中特に善行 あるものに 賞與 する 乙ビ其他 
組合共同の利益を增進するに必要なる施設を爲すへき等に在つて明治三十一年以後日本政府•より年々 
一千 面0;の 補助を 受け同四十年よ.ゥ總監府の#.理に移3れたるも補助金は尙ほ依然 S して昔日の 如 
くな b し 其後明治四■十！¥|:至ゥ2:綽漁業法協定せられ木組合は.韓入漁業漭を併して組合員に加耷る 
rjvji 爲 b 同時に 韓國政府よりも亦. f 助を受けた bpvl 治四十三年日 ^ 併合後は渾て.朝鮮總督府の所管 
に改まり爾來同府補助の下に如上の: $#. を踐行し殊に以前^國漁業法の宵施以來は從前專ら內地人泡 
業者の 集合地點のみへ 配 一 ' in : したる外 S に 專ら韓人漁業漭の集合地區.を 撰 ひ支部及出張所を增設し内地 
人韓國人を平等に保護 T るの施設に努め同年併合前には杞國廢商工部よ b 特別の補助を得日本式漁船 
漁具を 購ひ韓人漁渚に對し無償配與 して 其舊式•を改めしめ阆時に技術者を派遺し該船具の使用法を指 
導し旁ら漁法の總てを改良せ しむる 等 切に 誘液雄 勵せしを 以て有繫の韓人漁者等 も 其効果の著し‘ きに 
覺醒 し竟に 本組合の存在を喜牙に至れり而して紐合本部及谷支部 {• は巡邏船谷一隻を備へ隨時谷漁區 
を視察し且つ專任若は囑託.錄を置き各漁業者の傷埚を治療 T ろ等朝鮮海漁業の發ぽ上本組合の滿痒用 
旋は永く忘るへから 3 る もの 多しど爲す而して支部は十二莨所出張所は十八简所わり大正二，年 g 人 
沲船々數 人員府縣別表及朝鮮人組合加.入漁船人•員道別表等を左 t : 揭け尙ほ签山府管內の漁業統計を附 

日鮮通交史附爹山 史援編 



第十七章水蜜 業 第一®漁業機蘭 

記して本港 ti : 移出魚類の如何に外來に負を所多きかを推量するの資に供せむ^す C 


石 

京 

東 

兵 

佐 

高 

鹿 

六 

千 

廣 

岛 

岡 

at 

香 

福 

山 

縣 







兒 











川 

都 

京 


賀 

知 

岛 

分 

葉 

烏 

根 

山 

媛 

川 

岡 

p 

名 


一 


〇 

〇 

5 


5 

i 


五 

e 

2L 

ハ 

_ _ 

発 

1 


5 

% 

船 

数 

四 

九 

X 

酉 

S 

靈 

• 

5 

> 

一 > 

S 



i 

i 

| 

1 

S 

| 

人 

貝 

福 

岩 

新 

m 

神 

當 

北 

大 

靜 

和 

9 t 

M 

三 

德 

熊 

長 

髁 





奈 


海 



歌 








島 

手 

m 

井 

川 

山 

道 

阪 

阏 

山 

知 

取 

M 

岛 

本 

崎 

名 

〇 



五 

〇 



§ 



2 

六 

k 

セ 


\ 

九 

船 

數 





六 

六 

A 

〇 


六 

_s_ 

i 

七 

五 

-S. 

1 

•mm 

d 


人 

員 


Digitized by Google 


Original from 

COLUMBIA UNIVERSITY 






301 —— 



平 

忠 

全 

庚 

江 

成 

道 

脅 

茨 

秋 

宮 


安 

m 

換 

尙 

原 

級 







南 

南 

南 

北 


北 






〇 

道 

逍 

道 


道 

道 

名 

森 

城 

田 

m 

o 

石 

C 

〇 

2 

〇 

み 

癸 

〇 

船 

数 

六 




_p 一 


七 

九 

1 

電 


S 

-四— 

人 

M. 

r 

一四— 


5 


平 

黄 

全 

慶 

京 

成 

道 


沖 

iK 

長 


安 


m 

尙 


鏡 






計 


海 



幾 



計 





北 


北 

南 


南 







逍 

逍 


逍 

m 

道 

名 


雜 

城 

野 

—a 

七 

九 


£ 


七 

•—* 

六 

主 

船 

數 

四 

-t 

k 



〇 

七 

b 

J , 


四 

A 

■ _ 

6 

5 

石 

七 

人 

員 

A 

-t 

石 

—* 

七 



签山府管內漁業統計(大正一一年末) 


四 

A 

-—» 

3 漁 

改 

—桀 

K 

口者 

七 

芦 

製 

造 

業 

A 

戶 

販 

寶 

業 

者 

八 

九 

漁 

船 

數 

製 

造 

! エ 
場 

ハ 

遇 

半 

管 

外 

i 

V 

備 

考 


日餑通突史附釜山史後 fs 


Digitized by Coogie 


Original from 

COLUMBIA UNIVERSITY 











— 303 


笫十七章水產業 第一節漁業榫關 



內地通漁者の漸く其數を增 したるは 明治二十二年 日韓 通漁規則の發布せられし時 L 在 h 然るに新來の 
漁奔漁場に慣れす隨て漁具の適否に惑 S 爲に意外の失敗を招くもの尠からす於是签山一部の有志者は 
相謀 b 漁場の視察、漁期の試驗、漁具の適否、餌料の採取等沿岸漁業に P 0 毛詁般の&究を爲し以‘て如 
上新來漁者を指導せむ目的を以て同年八月資本金を五萬圓 V 」 定め 釜山水產會社を 起し 併して其前 摩に 
领市埸を設け漁獲物の競賣に便し尙ほ各漁業者の爲め官衙に對する代辨、爲替金、貯金の周旋"資本 
金贷附等總ゅる便利を圖り後明治三十一年更に相謀り內地漁業者の保._關どして特に漁業協會な'る 
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ものを asfoa 共的事務は悉く該協舍に委し經费の幾部^ f 助せり然るに明治四十年五月資本会.六十 
sc ® の#^を設け漁業に關する總ての事務を統一すへく有力者間に其企畫成ヶ前會社の.事業は舉けて 
wig 承する所 w 爲 b たるもの卽も本會社なゥ而して會社は本港の水産業に對し其前身た-る舊會.社以來 
貫献する所頗る多-#に其現時經營せる魚布場は水產界“要の機11にして其組織等は旣に前叙(各.市 
場記事中)サし所の如^ c 他魚類の輸送上專ら漁業者の便利を計り特に§有船* hm に各漁場に派遣 
して漁獲物を1す其料金は海路の遠近に依て相異るも rfs 上賣 ± M 額の 一. 割乃} PH 割五步 W す更に漁 
場附近に.活洲を設けて漁船母船等の使用に供す又 S 命融通は大抵一漁船二 H 百圆を限度どせ i 而して‘ 
此仕浴 を爲したる漁船又乘組員にして遭難换病等の爲め死 C 者ぁるミきは^ I 人遭難死 C 十圓疾病死 
eARl つ 一 を族に爾る又獎勵法^しては漁船の市場賣上高 I 千圓以上のもの仲貫人にして每半期 
Rfi ' ABTH ® 以上のもの等に'對しては戾口錢の外夫々金品を賞與す尙ほ附帶事業ビして鱔鱗 、■干鰕、 
鎇田麩 m 詰*魚油の製造等を爲しつ i ぁり因に大正四年二月中慶南水産株式會社を合併して益其規模 
を擴張したり0 

三，、慶 南水產株式會社 

會社は藏前 町® 丁目 卽ち草梁海岸1:在 b 始め舊： f 國降揺二年卽ち明治四十•二年中罈人等相謀 •(> 政府の 
〇 認可を'受け签山水產株式會社の組織に準據して釜山^海岸に市場^設け签山鎭水產組合.販賣社 >」稱し 

1 H 鮮通交史附釜山史後鑷 
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锒十七章水產槊.第一節浼槊機關 

水産物委托販賈業を開始したるも事竟に豫期に副はす一時中止せしに際 L 大正二年中大阪人？ II 林近之 
助の交渉を受け議忽ち決し其營業權を擧けて賣却した5於是西林は內地人朝鮮人を锄誘して發起人に 
加へ株式會社の設立を企畫して成 b 乃ち認可の由^ッ爲し大正三年二月認可せられたるもの卽ち本會 
社にして其資本金十萬圓一株五十圆此總株數一 i 千其第一囘拂込は四分の一な5時恰も釜山鎭海而埋築 
土工起 b 營業上支障多5ょり大正三年六月會社は更に認可を得て現位地に移轉した b 之れど相前後し 
て釜山水產株式會社所屬の仲買人等手数料戾步合に就き其會社ど意見を異にし其八月 31 に相乖離 L た 
るもの四十名相携へて來り投し株式の過宇を引受け以て大に聲援すろあるに會し業務は豫期以上急速 
に整頓して駸々相進み現時一箇年の水揚は優に四十萬圓を超ゆるの盛況を呈するに至6利益配當率も 
確に三割を超遇すへく豫期せられ其將來や頗る有望な b 而して會社は手数料 e して水揚高の一割を得 
其二步を#貢人に戾し尙ほ賞與規定を設けて獎勵するある等其用意や签山水產株式會社に遜色なし抑 
も本會社の倔起せし所以のものは專ら商行爲を着實にし所謂魚河岸の惡慣例を一掃せひごするに在 b 
S 其言や善し其實行に倦ま3らむ Z . W を S むや切なな凡そ獨占的亊業は其何秫たるに諭なく他の刺擊 
を受くるの機會に乏しく終に百弊の乘する所ご 爲り爲に 其基礎根本を動搖せしめ結局其亊業をして 退 
步せ しむる の虞なき能はす今や本會社起つて在來の同業會社ビ 相馳驅し 相督勵 しつ i ある蓋釜山水產 
界の發達上其効果斟少なら S るへし必すや多大の効果あらしめさるへから3 るな り 因に 本會肚は大 JE 



四 年 二月 中調停者ぁつて覚に签山水產株式會社，へ合併した b 知らす果して能く栢薰化融合し其初一念 
を抂けす必すや之を貫徹し得るや否や。 

四、牧ノ島漁業協會 ， 

漁船の碇繫に便なる牧ノ6は內地谷府縣漁民の移住地 (£ 爲6常に二百隻以上の漁船相集 b 是等多くの 
乘組員等は日夕三々五々彼地是地に相集 II して放縱諠噪全く秩序紊れて紛爭絕へす於是乎朝鮮海水產 
組合本部は同島の有志者を慫11し其統一機關の設挺を謀^'たるを以て明治四十四年十月荒川岩助外三 
人發恕し道； g の認可を得本協會を設けたり其目的は會員の保護取締及救濟を爲し、會員中及會員外に 
對する紛^を仲裁す、浪業者をして法令規則を遵守せしひる乙ビ、斯業の學識經驗ぁるものを聘し隨時 
^話を爲す乙ビ、會員の風儀を餚正し彼我の和親を1]る乙ビ、會員由善行及特殊の功績ぁるもの2表 
彰に關する乙ビ、其他組合員共同の利益を增進する1:必要なる設備を爲す等に在つて専ら漁船乘組員 
等の取締に從事しつ2ぁ bo 

第11節 魚類海藻‘類集散狀況 

魚類本港1:於て呑吐せらる2热類は東牝は迎•日灣ょり南は濟州島西は海南島に至る卽ち南朝鮮の全 
海面ょりする ものにして其筅稻の多大なる蓋當然なぅ而して其主なる 1 要地は京签、京義兩鐵 道 沿線 
日鮮通交史附签山史後II 


Digitized by Google 


Original from 

COLUMBIA UNIVERSITY 



- 36 0 - - 


Digitized by 


Goode 


Original from 

COLUMBIA UNIVERSITY 


第十七章水産業第二節魚類及海藻類集 ft 狀況 

の各驛よ 6 遙に滿洲に； HT 吏に關釜聯絡船に依て內地は門司、下ノ關"廣島、岡山、神戶 、大阪、京都、 
名古 M 季節に依りては遠く東京市場に及ふ其輸送部合は朝鮮內八步(此內滿洲行きを含むも而も多か 
らす)內地二步其 W 要最多きは京城にして仁川、龍山之に亞く而して鹽乾魚の需用多きは大邱を以て 
其最ど爲す今試みに最近五年間に於ける魚類水揚高の一箇年平均額を擧くれは則 t > 六十萬五千十二圓 
にして此內輸移出額は二十二^四千五百七十四圓なり更に溯つて明治三十五年の水揚高を見れは僅に 
九萬五千四百七十五 W 此內輸移出額は七千八百九十 M に遇きす斯く前後對照 L 來れは其差額の大なる 
實に驚くへきか如くなるも今は更に增大して其年額は優に一百萬圓を趙へ尙ほ加工せし魚類卽ち肥料 
乾鹽製、罐詰、海參、干鲍類一切の海産物は年額正に H 百萬圓以上な彡眞に驚くへき發達にして本港 
水產输移出額の增大は刮目に値 a するものあり〇 

海藻類釜山港近海蔚山方面に瓦る海藻類は頗る豊富にして濟州島及內地志州等の海女に依て採收せ 
らる i ものは實に.莫大なり就中最多きは石花菜、布海苔、銀杳草等にして是等は北は咸鏡、江原兩遒の 
沿岸より南は慶尙"全*雨南道等其產地は頗る廣きに！日 S も而も蔚山、甘浦、濟州島、麗水等よ b 罔漕し 
來るもの其大部を占め其盛期は每年五月六月の交に在 b 而して其幾む VJ 全部は內地の各市場殊に大阪 
市場に移出せらるの其大半な b VJ す今左に大正三年四月より十月に至る七箇月間に於け％0釜山我 
»海 mil 移出受檢五离面以上のもの$ 一 K すへ L 0 
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第十八章 農事及殖林 

港北廑に去れは東萊、龜浦、金海等廣邈たる田園有力なる膂 II 者を埃つあるも顧みれは港頭は旣に膜 
なく市街に覆はれて些の餘地なく山を夷け水を縮めて纔に彫脹の餘勢を漏らし〇2ある签山素ょ b 當 
.に農事の語るに足るものあるへからす縱し絕影岛、釜山鎭、大新里方面に多少の田圃なきにあらすご 
するも而も是れ唯谷自用の米麥菜蔬を栽培 T るに過きす云をに足るものなし釜山港の將來は旣往ど IHJ 
しく純商工業地たるへく農事に對しては長へに其望みを紱れ^るへき£然 VJ も四墙幾む v > 赭山を以て 
圍繞せらる i 釜山港植林經營者の手を待ちつ 一 あるの地は到る所に多々際限なし明治三十八年三月舊 
签山民111役所に依て高遠見峰梨山谷に水源涵養林の經營せられ其後絕影烏及岩 R 烏に部分林若は學校 

日鲜 通交史附釜山史 後編 ， 
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供十八草農事及植林 

林の植樹行はれ尙ほ水道氷源涵餐の爲め其流域内に在る九德山にも造林行はれ又明治四十三年五月 一 尚 
遠見殖林苗圓地內に竹林 V 營〇たる等多少の試械なきにあら^るも其而積は何ほ一千町步內外に過き 
す之を各賭山の總面糈 I :視る眞 U 九牛り|毫のみ夫れ然れ釜山の植林事業は今後更1:1段の努力1:待 
0や實に剡切なるものあるな b 而 L て以上試植の結果に視れは松及#51等其發 W 最佳良にして櫟、粟- 
山櫻等之に亞き檜、樅亦住なら^るにあら3るも杉の一秫に至ては到底發育せしむるの望みなきもの 
!如しビ云矛後の營林事業を企圖するもの盖一考の價値あるへし0 

签山港農事の叙上の如くな ろは 畢.觉地勢の 然らしむる 所裳し止む を得3る 所なる も首を 擧 H -廣く全道 
に百飞て 移住内地人の營農事業界の大勢を 觀 すれは頗る意を 强かすろに 足る もの奠くむはあらす 卽ち 
大正三年 中 自ら土地を所有し T 農事に從ふもの六千二百 七十 三人に して 其投資額は九 百 十二萬六千11 
なり 之を前年に比すれ は 人員-」於て千三百11〖十五人投資額に於て四十六萬 Igl の何れも增加をボし現在 
の所々土地反別は田九千二百三十二町步畑六萬三千五 Yi 三十町步此合計七萬二千七百六十二町歩： S 4： 
三萬六千八百八十 七 町步あ b て現在農家の數は八千十三 戶 人口は男女合して二萬六千八百八十五人な 
り尙ほ釜山府管內に於 41 る大正二年末の農事統計は左の如し〇 


签山府管內農事統計(大正二年末調査) 
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第十九章刊行物 
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第十九章 刊行物 

本港文藝の比較的振は3るは滴エ業本位の土地柄止むを得3る乙^なるへし現時定時刊行物^して舉 
くへきものは朝鮮時報、釜山日報の二日刊新聞紙ぁるのみ。 

朝鮮 時報 始め 明治二十五年釜山商況の發刊ぁ b 後東亞貿易新聞ビ改題して稍々其體面を備夯るに至 
bt も終に永績せす其後當時京城に於て漢诚新報を刊行せる熊本縣選出代議士安達謙藏此地に遇 b 偶 
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々釜山 m 事官室田義文の爲に勸誘せもれ乃ち時の釜山商業會 ，$ 所會頭榊茂夫ビ相謀り明治一一十七年十 
一月 遂に一新聞紙を發刊 したる もの卽ち現朝鮮時報な b 此時や他に同業漭ぁるな く 釜 山 唯一の言論機 
關 ビして 坶步的活動を植にせしに當6適々 H 露の搣雲急に して 益報道機關の完備を促す ぁ b 於是社は 
斷然組織を改め資本金二萬四千閬の合資會社ビ爲し印刷業を兼營し尋 S て大邱、馬山、晋州、鎭海等 
に支局を設くる等益業務を擴碳し今や其基礎愈鞏固ビ爲>龀運隆昌な bo 

签山日 m 初め明治 一一： 十八年一月朝鮮日報ご云へる題 « k の下に®々の產聲を放ち同年十一月三日を以 
て朝鮮時率 fr 報 V 」改題し明治四十年十月 la 其組織を改め同時に現 W の題虢ど爲 b た〇本社も亦印«4 
業を兼ね大邱、馬山、.鑕海、晋州、蔚山、京城等の各地に支局を置さ尙ほ舉天に特派通信員を常 S す 
る等迸策上遺箅なく基礎亦定^'社速日に旺盛1:趨き〇 i ぁ-^〇 

第二十章 特設園體 

第 I ® 釜山繁榮會 

會 U 時の釜山稅關長山岡義五郞の發起に成りし官民^^志衮の脚體にして明治三十九年十二月本港の 
I 繫榮を促すの目的を以て起 b たるもの每月二十五日を以て例會を開き公共事項を討覯し當路荠の參考 
0 に供し又其實行を迫る等を以て任す本會負は悉く有力者を網嫌せるものなる”故に其討諭苟もせす評 

I 日鲜通交史附塋山史後 ■ 
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第1節釜山？ > ft 氽曾第二節釜山辯課士會笫三節日本赤十字社釜山委員部 
. 穿 - u 第 n 節帝險裘軍人 S - 山分會 .... • - 

決亦必行を期し徒に坐上の空論1:了るもの;:ぁしす是故に本港旣成公共事業中本會の提唱に其端を啓 
くもの枚舉に：返ぁらす本港の發 M 上其功勞の多どすへきもの尠しどせす？ 

t ... . - . 
n . 

第二節 签山辯 M 士# 

. ぐ 

會は签山地方法院所 M の辯 M 士及訴訟代理人を會員 vj し又當法院管內に事務所出張所を置ける他管內 

> 

の同業莕を客員 S して* II 織せるもの明治四十三年一月の創立に係る其目的は互に品位、を保ち公平を守 
b 職務執行上の統一を計る等に在り毎年四月十月の兩度に定期總會を開くの例なり C 

第三 Is 日本赤十字社釜山委員郁 

本委負邰は釜山府廳内に在り明治三十八年 iilj 立當時の社員は厪五十餘名に過きさりしも爾來部員等の 
銳意勸誘に力めた6功勞空しからす其趣旨終に能く朝鮮人間に至るまて普知せられて入社せしもの少 
から T 今や內地人朝鮮人合して一千名以上66本部の事業 V 」しては嘗て看 M 締猨成の事企盡せられ已 
に十數名の卒業考を出し视に爷慈惠醫阢に動務するものある等頗る好成績を擧けつ i あ b しも今や廢 
絕した b 其何の故たるを知らす0 


第四 SB 帝國在鄕班人會釜山分會 
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會 '( i 帝國在鄕 m 人會■の規約に基き明治四十四年五月設立せられ魇尙南道中釜山府及梁山郡機張那欝陵 
島等を管轄 K 域どし此區域內に在る在鄕將校下士卒を會員 S し其目的は互に品位を保ち軍人精神を振 
作し軍事上の t ? 讁を增逸し親睦を篤ふする1-在彡此目的を遂行する爲め(一)每年三大節に於て遙拜式 
及© J 逾捧讀式舉行(二)降海軍記念日に於て祝典執行(三)毎年一囘戰死者の舒典執行(四)軍事に間す6 
懇話舒及鞑劍射察黹等 s 開催(五)會員廢兵及軍人遺族の弔慰救護等を爲しつ i ぁり又毎年春秋二季總 
會を⑽き毎月一閊評議 M 會を開きて If 要事項を審議し尙ほ臨時大會を開きて骤劍射擊銃劍試合遠足等 
武術の鰕#;をも爲せ b JJi 時會： f ? J 約九西名にして會長は豫備陸軍一等軍 M 安村順吉な bQ 

第五節 釜山商工懇話會 

會は 商業會議所議 H 谷 銀一 S # 社の代犮漭商工界の有力者を以て組織せられ商業 會議 所の首唱にして明 
治四十五年六月 設立せしものな b 其 趣旨ば 商工業上重要問題に就き互に 意見を 交換し且つ營蒗上に於 
ける 其 實感を 吐露し 又會讁所を 監視して商工業の代表 機 1] たる 效果を擧けしめ兼ねて相互の親睦を敦 
夯せ むビするに 在つ て 毎月五日例會を開く會は特に役員を置かす會議所書記長を幹事 w して處務一切 
を之に雲せ み〇 

第六節.崈年會 . 

日鲊通交史附釜山史後編 - ••- 
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I 味—# 第 ? Lwf 節签山商 Hs 會5ハ節签 III 佛敎宵年會第七節*^婦人真山委員部 
4 -- 相 la 第八節佛§人塞山支& . 

14會は明治三十九年七月西本願寺別院の狡立せし所専ら佛作の指導に.依て靑年の道念を喚起し其 品性を 
j 向上せしめ竟に居留民の 中堅-たらしめむこ? T を 期するに在りて毎日曜日其布敎所に於て宗敎"實業及 
衞生等に關する講話會を又春秋二季に於で大會を開催するの定めなり〇 

第七節 愛國婦入#^山委員部 

當委員部は明治三十八年春奥村五百子の慫薄に依て成る後明治三十九年十 nr 愛®婦人會韓國委員本部 
の京城に置かる i や東京本會の直属ょ ba 委員本部の所屬に移れ6其創設以來本會の趣旨に遵；5戰死 
者遺族廢兵等に對し救護菸善の任務を盡し出入軍人の送迎且つは其爲め總ゅる便宜を圖 b たるの功勞 
斟し w せす〇 

第八節 佛敎婦人會签山支會 

支會は京都本願寺に於て設立せし佛敎婦人 * の所屬 S して 明治 四十三年三月本港同別院の創設したる 
もの朝鮮本部は京城同別院內に在り目的は京都本會の趣旨に 據ヶ傳 法敎化の下に 嫌 人の 淑德 貞操を涵 
卷し淸淨圄滿なろ家庭を作 b 以て社會の安寧に資するに在り此目的を連するの手段ビして#月一二囘 
の法話會を又春秋二季に大會を開き死漭を M 悼し罹 iftipj 胞の困苦を慰藉し或は社會事業の補助を爲す 
の定めな b 會は素ょ b 國籍の異同宗派の區別を論せす衆生一切無差別に入會を許す而して會 M は*て 


Digitized by Google 


Original from 

COLUMBIA UNIVERSITY 



s ia 


棚內拜_、奥方直謁等の特典を享くるを# 6 ものな be 

第九節 耆老會 

人間初老に到れは旣 U 人生の大數殊に有爲の盛時は送り去って今後向ふへき前程亦畧々測®せらる ft 
2一たる前途に立って羊腸たる往路の險竣を雇望すれば慄然どして身牽の蟝立 T るぁるを®务嗟呼 
彼の交通の不•使に忍ひ物資の匱乏に itif へ遠く签山浦1:永住的基礎を立っるに於ての勞苦艱難は3¢れ祭 
何な b しぞ e i; 名狀すへから3るもの i> りしな b 或は不法なる M 迫の下に泣き或は歓的暴力に心命を 
危からしめられ寤寐 K 戰々兢々食間且っ安する能はし VJ の今や恰も•把 C して夢の如きか中に於て 
も尙 a 深く印象に存するものは t) 上の窮境に在て苦樂を分ち勞逸を共にしたる共助同愛心の濃やかに 
其情味の律々どして掏すへく終|:該るへから3るものぁる乙ビ是れな5惟れ然しながら今一場の追懷 
談ごなりし VJ の畢货右文®代の餘澤ならすむはおらす時に同臭若一堂に相會し更に如上の印象を新に 
L て一屏舊爾の情を溫め KS ? ぁれは相东往して悲喜を分ち善を«み S を博^以て太平を謳歌せむごす 
る豈徒爾ならむや耆老會は大要以上の趣旨を以て明治四十一一年六月釜山推に二十五年以上在住する初 
老以上の間志者三十六人 U 依 b 會费一年七 II 六倜月分を前納し每年春秋に於て大會を関くの規約の下 
K 組織せられたるものな b 其會長は明治四年以來旣に四十五年間の在住秀老撖七十又二脆僻尙ほ能く 

n ^ ja 交史»签山史後編 
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第二 十窣 特設爾骹 铱九饰#老僉第十 節甲 寅 會 

二十 M を保てる所謂向陽爺福田增兵衞其人に L て意氣尙 -( 3 ; 今未た甚た衰へす克く某勞一 i 當 b 周旋 rr て 
倦1す昨年 M 島の秋色酣なるに當りては自ら率先して會員を謗ひ園體遊覽を企てたるも竟に成らす更 
に同年末の大會に於ては先つ自ら義祸して老口老園の開設を慫■したるも卽決するに至らす次會の宿 JS 
ビなれり蓋早晚柯等かの形式に依て本會の記念事業は必す や實現 t るの時 6 るへし〇 

第十節 甲寅會 

甲 W 會は默して語らす VJ 雖蓋甲寅は猛虎甲冑を穿ちて相會するの意味にはあらさるへくロハ會の成立年 
時偶々此干支に當れるに因みたるものなるへし然らは則ち其目的や奈何、瞑目沈思靜に云に其會莨の 
階扱又其成立の.機 fr 等ょ b 細察すれは思半に過くるもの英くむはあらす聞說會は舊比 M 役所殽後の幹 
部14及 Irll 時期現在議員等の總てに依て大正一 U 年三月末日俄然 VJL て成立せしものなトビ蓋當日は签山 
幾洱居13湃滷々心血の結.171たる自治機關の粉碎せられ死生の境、萬年の後忘れむど欲して尙ほ忘るへ 
からさる記念時な b 嗚呼城池 G ひて山河存す國士豈一滴の暗淚なからむや自治體の主腦地に塗れて存 
するものは何、 ■& は方に大正の昭代に改 b た雖其政府は尙ほ昔ながら雙文縳禮に泥み朝令暮政を 
是ひ取ビ して 恬然ん5縱し形骸の然く粉碎せられたる もァハ レ其精神は毅然どして本會に柄焉たり若 
し夫れ憲法に保^せられたる權利の H に侵 W せらる i 乙ごもあらは長へに默々どして唯伏するものに 
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あらす 蓋 知らす 默し. .f •語ら 3 る會の 抱負 や 或は愛に在る 獎らむ 乎他人心あ b 我之を；度る中らす ビ 
雖遠か ら 3 るは 人 liij 常識の然らしむる所古人然り今人豈然ら S らむや會は默々の中旣に日鮮诚 交史附 
签山史一縮を著す盖 抱負の I 端を發露せ しものにあら 3るな' n か抑 も 釜山、朝鮮都市ごしての地位は 
城、平雄、.仁川等に及は S るや勿論なるへきも而も其古來內地どの 政治的 .rL つは交通上の li 係に至 
ては班ご 自ら 相 IHJ しから 3る もの あつて其 Mal を飾るの多きや確によ b 以上に在り故に签山史は先つ 
維を是等外交史實に起し以て其根本を明にせ^れは其體を成 S す事や亶に宛易ならす亦大事業なり签 
山比 yil の滅亡を通-遵しつ2厢起せし本會の先つ手を此大事業に着くる其意の存 T る所蓋深長なるどの 
あるを疑は S るなり〇 

第 十一® 釜山慈善敎社 

次會は明治十年大谷派本願寺釜山別院の發起に係り同院の谷信徒よ b 組織せられ たる もの保家八郞村 
上 元 次郞等會 Sr 世話人ビして專ら斡旋した b 其目的は貧者を救濟し行路病者に施療し又は窮餘の歸國 
潘に旅搜を惠む等に在〇て明治十二年二月の現在會員は二百三十名な b し經费は初め會 M 1 人每月五 
錢つ！を； i 出するの 定めなりし も 終に 支へ す明治三十四年よりは一人十錢 つ！ に增額した b 其後日露 
戰役に際しては特に報公會を併置し廣く會負を募ゥて應分の寄附を受け出征軍人の家族を救恤する 等 
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j 供二十^特設搠粒 第十1節釜山慈善敎社第十二節釜山保護園 

2 大に活動した4明治四十1年一月ょ令は醵金法を廢し槪费は專ら特志者の義指に竣つて支出する乙ど 

3 

j に改めた.0&今や曾の基金 U 旣に二千八百餘圓 U 達したろを以て該利子金にて優に支辨せられつ纟あ 
6現時は坂田文吉石川茂平等會計世話役どして措ら會務に缺掌せ 

第 十二節 釜111保護 園 

凡を犯罪^は社會自身の缺陷ょ〇產出したる罪にして其貴の一半は社會自ら之を分つへきの義務あり 
然らは則ち賴るへきなき免囚を保^誘導し無告の煢獨を保宵療養 T るは則ち此義務の辨償手段社會當 
然の自衞策なり今2釜山の物質的方" ttd に於け■る發達は駸々どして觀るへきもの尠なからさるも此社會 
的自衞»念 a 甚た薄く fta て尙未た何等施設機關あらす而も罪の事實は到る所日 w して之を見3るなし 
登一大缺陷にあらすや斯くの如くにして徒に犯罪者の多きを咀ふは猶は其源を淸めすし r 流れの濁れ 
ちを悪むものビ阔愚なり此觖陷の補塡策を講する乙ご一日を緩くするは卽ち一日の罪を加ふるもの須 
臾も忽諸に附し去各へから^るものたり釜山保掰園は此意眯ょ bL て明治四十四年十二月十二日を以 
て大新 tM に起もたるも如上の趣旨を遺槭なく貫徹せしむへき大慈善№1は一朝にして成立すへきものに 
もら T 是故に發起者は先つ其知人僚女め阂锖に想へて零細なる義指 «■ 求め签山監獄の釋放者釜山替察 
窘の留殺者等にして賴るへきなき無職*者及孤兒貧困者行路病者等の保 li . 療養を目的ビし釜山監獄內 
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に假事務所を®:いて銳葸目的の遂行に力めつ！あるも其創筘に當> ては資金乏しき炉爲め特に收容場 
を設け適當なる職業を與へて獨立自營せしむる能は T 只就職を紹介し又は歸鄕の旅費及時服女給 T る 
等に遇き3りしは勢の止むへから3る所な6しも當事著の苦心空しからす稍々其効を奏し大正三年| 
月に至ては！民家を借りて假收容場を設け彼保 II 蕃には寢具及簡易なる家具を貸與し食事は管理人 V 」 
同炊する&の或は自炊するもの各其撰系所に任し而して市中の工場に通勤せしひるあ6或は行商せし 
むるあり雨天又夜間に於ては草键繩等を作らしめ時どしては其職業上に要する®でを貸與するに至れ 
b 其篤志者の義捐金等ょ b 成れる本園の資餘大正三年十二月の現在額は二千百八十六 II 四十一錢にし 
て各年經费額の比較は明治四十四年十二月ょり大正元年十二月に至るもの金四十二圓九十三錢大正二 
年のもの命三十九圓八十六錢大正三年のもの金百四十七圓七十七錢なり而して此經費は渾て釜汕監獄 
釜山地方法院各職員の月 i 寄附金及慈善家の寄附金品總督府の補助金等に依て支辨せらる嗚呼斯く，の 
如く苦しき經過の中に® f らし來れる其成績は如何に左に之を表示せむ C 

保護者ノ成槙衣 
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1、職業 ヲ 紹介ダ タ v 者 二十 一人 
內 

(ィ)自立シタル者 九人 
(こ歸鄕シタグ者 一入 
(こ轉住シタ 〆 渚 一一 入 
(-1) 解除シタ 〆 者 一一 入 
(ホ)餘罪二因ヅ入監シクル者 一入 
(へ).苒犯シタ火者 三人 
(卜)繼續スダ者=人 

二、 就職ヲ拨助 V /夕，者 一人 
(ィ)自立 一人 

三、 衣類又ハ旅 f 給シタル者 五十四人 

內 

Jrr) 歸鄕自立シタグ者 二人 

(口)歸鄕シタ\赉 十七人 

n4¥ils 交 ¢1 附爸山 ¢1 筏編 
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( C 衣•翻代ヲ返濟シタ 〆 济 一人 
1 )再犯シタダ者 五人. 
(ホ)消息ナキ者 二十九人 

四、 職業ノ資本ヲ補助シタル者 二人 

內 

(ィ)自立シク 〆 者 一人 
(口)再犯シタ,漭 一人 

五、 歸鄕-一際シ乘船場停車場マテ同行保«シタ，者十人 

內 

(ィ)歸鄕シタレノ者 八人 
(こ消息ナキ者 こ入 

六、 引取人ヲ紹介 シク ル者 こ入 
(ィ)自立シク，者 二人 

備考消息ナキ乇ノ、多数ハ朝鮮人ナブ 
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第二十 f 章穗 俎 

第 i 旅館 

卽今釜山市中の旅館は十九戶にして其設備の完全サるもの尠しごせ S るも遠く三十餘年の普に溯つて 
探査すれは明治十年四月畏崎縣人松弁.幸次 I ' ils なるもの i 本町一丁目に於て問屋業に兼收て船宿を營み 
たるもの實に其嗌欠なり尋ひて ffil 年五月辨天町1:大池旅館明治二十五年中又同町に有馬旅館明治三十 
四年に土并旅館等の開業するあつて M 業芯四只ご爲れり於是明治三十七年十一 iij 松并、大池等栩謀つ 
て始めて旅館組合を組織して現時に至れ 5 C 

第二 in 綠町遊附絕影 以、 革 梁、 古館料 J 1 M 組合 

古來 人道 又 風紀 問題 ビして life 々其, ivr 肆を絕た5 る H 麻婦其存厳の今尙ほ朱解決なる U 之を卒分るに寧 
ろ 其存續の必要を衍^するものに あらさるな きか問題自體にして縱し尙ほ善惡硏究の餘地を存するあ 
bw する も而も距特殊業体®衮の， 〇! に以て其地方全般の降替を意味 T るパロメート 〆 たる事は到底否 
定すへ加ら S るの ¥ 寶なるを ^ 何- , >■ む：於 娼論漭の.ぬに凱歌を赛し得 3 る®全く郛抓由な L VJ 速斷し得 
へけ む や 絡 町は 如上 IJH i il 相祕の坻&しして地は朮の南方锇 !':':1 山を .1 > » ひ徇水逍に臨みて絕影 & の洲岬 
n 齚通交 电 财そ|||夂後如 
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3二十一京. f .5 il 饴一節旅館^二節約町遊拙、附絕釤息、萃找、古 C 料理 M 糾 <2 

VJ 相對 T る別寰 M 特殊商^地ビして恰好の位 ff : に在り廓內は二简町ょり成り妓樓三十叫戶雜娼兼營婦 
二百五十名時に盛衰培減なきに>9ら3るも大抵該數字を中心ごして多少の出入あるに過き T 初め签山 
の專管居留地區は現時の西町幸町以東に限られ其周函は高く障壁に®1る所謂舘內にして居留人は監 
6に此以外卽ち館外》出るを許3れす此內外境界線には小流ありて今尙ほ現存1卽も富平町警官派出 
所前に流る2もの是れな6時の管理官は明治三十五年七月二十四日を以て此館外を限り 特別 料理店の 
營業を許可した5特別料理店は賣春婦を客席に侍せしむるもの卽ち內地の货席な6是れ本遊廊の起原 
にして當時 第一 着に開業せしは上野安太郎の安樂亭 VJ 爲す續いて第一樓、菊 M 樓、菊水樓等當平町| 丁 
目の所^地獄小路を中心に續々開業10ものありて同年十 I 月には終に七芦 VJ 爲卜其雜 I 兼營婦は實 
に二百八十名の多き，を算ふる1:至れり其後宵該官憲は風紀取締上遊廓地特設の 必要 ^感し乃ち 峨蝣山 
下に現時の綠町所在地を il 定し明治四十年八月二十五日を以て館外料理店は向ふ三箇年を期し總て此 
豫定地へ移轉 T へく命令せぅ先是此移轉地の豫定せらる2や釜 山 居留民固は先つ其全部を貢收し更に 
各營業者へ分賣するこ£!爲した卜於是先つ移轉を命せられたる館外料理店等は獨館內に於ける類似 
營業者の此移榑の煩を免る J は公平ならすどして抗議したるょぅ期治四十三年六月舘內に於ける特別 
料理店 類似者も亦總て明治四十四年三月限り移轉すへく命せられた b 此の如くにして明治四十三年十 
二月一部敷地(現時の一丁目；の土工成り翌四十四年11 f 月を以て館外營業者 ti 悉く移轉し駱に残部(現畤 
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の二丁目)敷地の土工起らむ VJ するに當り民剿の敷地賣却憤格の其寅收 M 格 VJ 大差額あるょり館內な 
.る朝鮮人料理沾等大に不平を唱へ移轉を蓆せす終に m 廷に相爭はむごするの傾向あるに至れ^於是元 
館外料理店の先着者等相謀り民刚に交渉を it ねたる末 M 地全部を其手に H 收し更に館內同業莕に賣却 
する乙ご，-なり僅に落着^吿け同年十二月を以て全部の移轉を終了し茲に明治四十五年一月始めて绦 
町遊廊 V 」命名したり後大正元年八月十六日背務部令ビ以て料理 M 飲食店營業規則發布せられ尋ひて同 
年十月組合組織の命令あ A 大正三年二月二日現紐合成立した b 聞く所に依れは移轉前後に於て廢業せ 
しもの少から TVJ 卽ち叙上の料理 M 數は一丁目の十九戶一一丁目の十五戶を合したるものなり0 
絕影島、草梁、古館等の料理屋は其柿類綠叫 VJ 相 N しきらの相合] MJ して本町一丁目に組合を設け以て 
營業上の統一を圖れり其營業者は絕影島五十七月草梁二十五月古舘十六戶にして其藝娼兼營婦及酌婦 
等の合計數は百六十二人な bo 

因に云く初冷上跸安太郎は京釜铋道の起工せるを見るや吳服類食料品其他専ら土工場向きなる總@る 
物品を携へ日々各土工場を行商して頗る利する所あ6しも亦賣掛損もあるょ h 心稍々動くあるに當り 
.恰も有力なる競^者の起.9たれは斷然思を絕ち徐に機會の到來ぞ觀: 2 :しっ 26 りしに不圖其筋に於て 
.特別料理 M 營業を許可せむごするの議ある-)ビを耳にし逸早く廣島にて十數名の婦女を傭 a 來りて第 
一着に安樂亭を開業し忽ちにして多額の利益を得たるを以て益業務の擴張を企靈し先つ四萬圓を投し 

日鮮通交史附釜山史後辐 
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| 第二十一箪雜狙 箔三節料理 M 及檢番 蕤妓第四節新名勝地 

料 て三睽樓を建設したるに幾干^らすして特別料理 M 全部綠町へ移轉を命せられたれは可惜新樓は取殘 
| S れて空しく其昔を語れるのみごなれ6元來該樓は西邊に偏在して今や殆むビ何等の用を爲3す曾て 
顧みるものなし V 」雖當年尙ほ荒凉たる此地點に忽焉ビし r 此高樓を中空に Kg 立せレに當りては釜山唯 
一の建築物 V 」して多くの視線を惹きたるのみならす两部の發展を促進せしめたる動機に於て多少與る 
所なしどせむや然るに今や斯くの如くにして徒に委棄せられ見るからに莆條索寞た'る其末路の慘狀所 
謂是れ昔歌舞の場今や K 媳巢くぅの歎奠くむはぁら3るな bo 

第三節 料现展及檢番藝妓 

釜山港に於て料理 M 業を開きたるは明治十六年中の東京亭を以て其噹矢ど爲す爾來罈々增加 し 明治 十 
八年には大小十八戶を鉍し明治三十三年十二月の現在藝妓は四十名の多數に至りた b 然 V 」も當時膂業 
上何 «i 何等の取締法なく現今の飮食店同規模のものにして尙 (1 IL つ業名を W すぁ b 於是阏 年十二月同 
業者相謀 b 組合を組織し JPJ 時に檢番設立の申請を爲し其十二月許可せられ翌明治三十四年一月一日を 
以て檢番を開始し茲に始 S て 似 rrlj 非同業者は全く淘汰せられた-^現時の藝妓數は 五十 名*：.して此數は 
當初以來甚しき增減を示^すど云务〇 

第四 »新名勝地 
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rnl 陽園は釜山居 S 地の先驅者福田增兵衞の別默にして其門 11 は大廳山の麓に在るも園域に幾むビ同山 
南面の一半約一萬坪の大而積を包擁して S : 規模頗る宏壯なるもの而も其加工的施設の籾大にして又而 
も周到なる殊に是等總でが其獨力經啓園主自こ設計を立て又自ら手を下したるもの多しビ云矛に至て 
は其投資の互額なる乙ビは措き建築の TJ ; 緻にして專門家の壘を .»# するものある其精力の尋常ならさる 
等只瞭•若たるの外なきな b 机門に入 b 先つ視線 V 惹くものは故統監惟藤公爵の筆に成れろ rpl 陽園の三 
大字を刻みたる大碑石の高く全園の大規模を語れるあるもの是れ、更に IF 門あ b 步を進むれは山腹の 
原形を大損せ S る程度に於て或は夷け或は築き大小幾百千の奇石怪岩は能く滴宜に配列せられ高低仰 
臥悉く趣きを備ふ此間所々に泉水を穿ち特設の貯水池ょ b 遠く水を呼 rA 魚を放ち蓮を浮べ珍木佳卉全 
園に蔚然た b 而して紆餘曲折せる小徑は西に東に或は山 S 角に沿ひ或は樹蔭に掩はれ時に藤架の下を潜 
b 橋を涉6て水に臨み階を登5て石に憩かへき等步々地形を異にし觀來眼界を新にして興趣盡くるな 
し斯くの如くにして漸く上層に到れは一寺院の建立せられ又三神社の鎭座あり其內部の結構に至ては 
何れも輪央の美を極めたるもの個人篤志盏の私營にして能ぐ斯くの如くならむ乙 VJ 豈誰想ひ到らむや 
輿に意外の感莫くむは あら 3 るな b 愈々上層に迫つ r 暖室の設けあ6雪中花 あな 靑蔬亦饒かなみ更に 
小徑を迪つて降り往けは S 亭あ6春畝公爵の遺蹟た b 其構造や大なら3るも而も其用材は悉く遠く揉 

日鮮通交史附釜山山史後編 
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第二十！窀雜砠 第二節绦町遊廓、附絕影島•箪梁•古館料理® al 合 

b 近く索め.奇を撰ひ粹を拔きたるもの其工匠の巧 iL つ精なる云ふを俟た さる 所尙ほ降れは 左方に小 門 
あれ 卽ち園主の隱栖 する 所な〇も是れ他日の野房に して 本館は 其前面卽ち正 M の左側に建築せらる、 
く其準備 や 業に旣に成れり V 」 云ふ其結構想ふへ し获に 特筆すへきは全圓に配列せ らる i 大小の7 #* 
幾千百なるを知らす而も其多くは遠來のもの殊に朝鮮八道の石 M 悉く備れるこご是れな り就中李 #臣 
の遺物たる二化石は其形大なら 3 るも復得難き珍品た b 之を得たる園主の苦心盖慘澹た 6しもの あり 
しなるへく又尋常人の企及し 得る 所にあら^るなり 0 

初め園主の 大廳峙 の開墾に着手したるは明治十四年にして 先 0 其 一部を拓き 杉、檜-掠、縦、栗、兆 
梅、櫻等を植へ水を引き池を穿ちて庭圆を作 b I 般公衆の縱覽に供した る もの卽ち向陽園の 發端にし 
て竟に能く現狀に大成したれ〇 

嗟呼兀 たる 赫山なら S れは唯波浪の淘去淘來 T るあるの み此沒趣昧 殺風景なる 此 地境に於て倏ち此圓 
を得若し夫れ陽春騎 SVJ して馥都 たる 花#の全圓を罩 むる 時百紅輝を爭 a 妍を競分爛燈 の美觀果して 
如何；や更に天高く雲白く金風習々 VJ して莴木を染め滿目忽 ち 錦繡に化 T るの 候 人の秋思を惹く知ひ 
ぬ多少ぞ矧むや之を公開して周歲公衆の遊覽に供する園主の胸懷多 VJ すへ し 「し 

二、松 島 

釜山市外南方約 11 f 十丁餘.一つ家なる小聚落を遇き坂路遨きたる絕頂に 立つて瞰下すれは水涯の右 明 こ 
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偏在して小部落ゐゥ蔚然たる松樹を頂ける | 小丘其左方に突出して南水道齑頭の右犀を支ふぁ〇更に 
其對岸西方の！ t 姿 緩く 其 山 脚を延へ來 〇 恰も之れ ご栢向 rA 忽ち 急 曲して 南 走す卽ち其兩ズ角稍々相擁 
して小^形を成 T る所 松岛灣 にして海底砂白く水殊に淸 •し 丘上の靑松海底の白砂ビ相映して此名を成 
す所以な b 今尙ほ遊園 V 」して何等設備の觀るへきものなきも大正二年中二 H の有志者に依 b |水亭の 
設けられて行遊に便するぁり若し夫れ盛夏三伏の候に至れは家族團の個々行厨を携へて海水に熱苦を 
洗 糸もの又 三 五相擁して醉步！ S 跚夜凉 を趁かて還るを g る 2 もの 等 遊子絡繹どして絕へす颇る賑はへ 
り此期間に於ては南濱ょり小汽船の朝夕客を送迎するぁゥ水陸何れょりするも只意の爻ょのみ亦是れ 
釜山の一勝地たるを失は S るな be 

三、武田範之の建碑 

身、出世間に處して心、常に世間の安危を憂 CA 南船北馬 畢世搴日なく大勢 7 r 達觀して志士の畫策に參し 
時艱に潢逢しては直往邁進機に臨み 危 道を避けす事を擧けて迫害に撓 t す身心を捧けて時局に掏する 
を辭せ ^ りし洪疇武田箱之は後筑久留米の產其|生を朝鮮經營に委し竟に 能く日韓 宿昔の 大懸案 解決 
の 素地を作したる其 孕 腕豈尋常士流の企及する所ならむや惜しむらく天年を假3す未た初老に達せす 
L て 長逝した る 其事功の大なる而も其宿望を滿たしたるょりすれは蓋遺诚奠か るへ し思ふ宴に其產地 
は適 {; 高山彥九郞の憤死せし所た b 彼れ是 れ 時を隔て勢を異にし其蹟を同ふせ n も 而も熱烈なる慨 

日鮮通交史附釜山史後8 
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第二十一章 $11 驵第四節新名勝地 

世の志や幾む VJ 傳承的なる此人を此地に産す知らす多少の因緣なからすや蓋其直往なる奇節の同異は 
暫く措き其阈家を以 r 自ら任したるや輕 : m - なし一货葉夕陽村舍主人贺茶山の高山を評して彼は外粗豪 
の如くなれ VJ も其實愼思にして 實 行の人な bvj 云 rA しは正に亦武田に 移し r 適切なるを覺夯卽ち及に 
軔らすして日韓を併合せしむるに至ろ年所の長きに倦^す撓爻3りし其耐久力は卽ち其實行力|:ぁら 
すや嗚啐是人今や巳に C し悲哉頃济有志若相謀り其由緖淺から3る仙巖寺に記念碑を建つるの擧ぁり 
其 行藏は左記の旨趣書に詳なり C 

故武田範之師記 念碑建設 旨 趣 

洪疇武田範之師は一代の智識にして憂國の志士な6師夙に身を綱門に投し永平寺道牛禪師の衣鉢を 
傳へたゥビ雖其志は天下國家に存し其行藏一 VJ して東方問題ビ關せ^るなし畢生の熱誠を捧けて朝 
鮮併合の大業に-育献.とたるは蓋其功業人物 VJ 併して之を後世 r 傳へ$るを得 S る所* V 」爲す C 
明治二十六年の春師同志ご謀り漁船隊を率ひて朝鮮に航し全魏迈金餐島を根據ビして朝鮮改革黨の 
志士李周會ビ結ひ一而には海島啓發に從事し一面には大陸風雲の變を待て爲す所ぁらむごせり〇 
已にし.-釜山に出て！同志を糾合し二十七年の夏東學黨の起るに會し本邦ょ6來航したる同志 v > 相 
合 L 天佑俠を組織して深 C 內地に入り東學黨の首領金瑋準ご會し意氣投合互に 4 n 提携して朝鮮革新 
の策を實行せむどし活動する所ぁりし(:其動機延て日淸戰爭•/」爲 b 支 Iff : ■の勢力を朝鮮ょり驅逐する 



SSI 


M VJ を得たり c 

戰後谋國の勢力支那に代て：®廷を » 迫し東方の平和危殆に瀕するや同志の士密に相謀る所あ b 韓廷 
を改革して東京百年の禍源を掃貉せむどし終は景雲宮の變ど爲〇師亦三浦公使等 S 之に坐して廣岛 
の獄に繫かる2もの數月に及-1:一一十八年日露の大役ビ爲 b 尋ひて統監府の設置せらるょや師又京城 
に入り同志ピ共に一進會を援けて晝策する所少なからす四十三年に及ひて朝鮮併合の詔書煥發を見 
るに至る蓋天運循環の致す所なるへし V 」雖師等同志の士 I 進會の帷錄に參し籌策機宜に役するに非 
S るよりは安ぞ容易に茲に至るこ VJ を得むや師又甞て朝鮮の佛敎を改革せむごするの志あり其計畫 
頗る熟し朝鮮併合を機ビ L 將に一身を抽ご專ら掉尾の運動を試みむ VJ し準備の爲め本住地なる越後 
顯聖寺に歸省したるに偶病を得東京に出て！百方铋藥に手を詖したるも其効を奏せす終に有爲の志 
を#して長逝したるは我輩同人の轉々痛惜に堪へ3る所な b 師入寂せしよぅ五星霜今や東方の形勢 
一變し朝鮮又前日の朝鮮にあらす首を囘して往事^追憶 T れは恍乎 W して隔世の或なくむはあらす 
是に於て吾輩同人相謀ら師二十七年の秋天佑俠の行動矯激に涉 A しの故を以て官府の物色甚た嚴な 
る VJ き遁れ.て暫らく潜匿したる舊地麁尙南道東萊郡仙巖寺を卜して記念碑を建設し以て其事蹟を不 
に杇傳へむ VJ 欲す0 

江湖闾感の諸君子冀く U 賛襄の意を表せられむ2.どを 大正四年三月 

日鮮通交史附釜 III 史後編 
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